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本書はオプションを含むすべての装
備の説明をしています。

そのため、お客様の車にはない装備
の説明が記載されている場合があり
ます。また、車の仕様変更により、
内容がお車と一致しない場合があり
ますのでご了承ください。

レクサス販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱い
については、その商品に付属の取扱
説明書をお読みください。

イラストは、記載している仕様など
の違いにより、お客様の車の装備と
一致しない場合があります。

レクサスが国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着する
と、不正改造になることがありま
す。

車高を下げたり、ワイドタイヤを
装着するなど、車の性能や機能に
適さない部品を装着すると、故障
の原因となったり、事故を起こ
し、重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。

また、このような改造は Lexus Safety 
System + のような先進安全装備にも影
響を与え、正しく作動しない危険や作動
すべきでない場面での作動をする恐れが
あり危険です。

ハンドルの改造は絶対にしないで
ください。ハンドルにはSRS エ

アバッグが内蔵されているため、
不適切に扱うと、正常に作動しな
くなったり、誤ってふくらみ、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがありま
す。

次の場合はレクサス販売店にご相
談ください。

• タイヤ・ディスクホイール・ホイール
取り付けナットの交換

異なった種類や指定以外のものを使用す
ると、走行に悪影響をおよぼしたり、不
正改造になることがあります。

• 電装品・無線機の取り付け・取りはず
し

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、
故障や車両火災など事故につながるおそ
れがあり危険です。

RF 送信機の取り付けについては、P.8
も参照してください。

フロントウインドウガラス、およ
び運転席・助手席のドアガラスに
着色フィルム（含む透明フィル
ム）などを貼り付けないでくださ
い。視界をさまたげるばかりでな
く、不正改造につながるおそれが
あります。

電子機器や無線機を取り付けると、
装着された部品を通じてサイバー攻
撃のリスクを高め、思わぬ事故や個
人情報の流出などにつながるおそれ
があります。

トヨタ純正品以外を取り付けたこと
に起因する問題に関してトヨタは保
障いたしません。

知っておいていただきたい
こと

本書の内容について

不正改造について

サイバー攻撃のリスクについて
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故障診断コネクター などに、点検
整備用の故障診断装置以外の電装品
を取り付けないでください。

電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあり
ます。

本車両には、車両の制御や操作に関
するデータなどを記録するコン
ピューターが装備されており、各機
能の作動時や操作状況により、主に
次のようなデータを記録します。
･ エンジン回転数／電気モーター回
転数

･ アクセルペダルの操作状況
･ ブレーキペダルの操作状況
･ 車速
･ 運転支援システムの作動状況
･ カメラの画像情報

車両には複数のカメラがついています。
どのカメラが画像を記録しているかは、
レクサス販売店にお問い合わせください。

グレード・オプション装備により記
録されるデータ項目は異なります。

なお、コンピューターは会話などの

音声や車内の映像は記録しません。

データの取扱いについて

レクサスはコンピューターに記録さ
れたデータを車両の故障診断・研究
開発・品質の向上を目的に取得・利
用することがあります。

なお、次の場合を除き、レクサスは
取得したデータを第三者へ開示また
は提供することはありません。

• お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

• 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

• レクサスが訴訟で使用する場合

• 統計的な処理を行う目的で、使用者や
車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合

記録した画像情報はレクサス販売
店にて消去することが可能です。

また、画像情報を記録する機能を停止す
ることも可能です。ただし、機能を停止
するとシステム作動時のデータは残りま
せん。

お客様が G-Link をご利用の場合、
記録データとその使用について、
G-Link 利用規約をご覧ください。

お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR）が装備されています。
EDRは、一定の衝突や衝突に近い状
態（SRS エアバッグの作動および路
上障害物との接触など）が発生した
時に車両システムの作動状況に関す
るデータを記録します。EDR は車両

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

車両データの記録について

A

G-Link によるデータの取り扱
いについて

イベントデータレコーダー
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の動きや安全システムに関するデー
タを短時間記録するように作られて
います。ただし、衝突の程度と形態
によっては、データが記録されない
場合があります。

EDR は次のようなデータを記録しま
す。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキペ
ダルの操作状況

･ 車速

これらのデータは、衝突や傷害が発
生した状況を把握するのに役立ちま
す。

注意：EDR は衝突が発生したときに
データを記録します。通常走行時に
はデータは記録されません。また、
個人情報（例：氏名・性別・年齢・
衝突場所）は記録されません。ただ
し、事故調査の際に法執行機関など
の第三者が、通常の手続きとして収
集した個人を特定できる種類のデー
タと EDRデータを組み合わせて使
用することがあります。EDR で記録
されたデータを読み出すには、特別
な装置を車両または EDR へ接続す
る必要があります。レクサスにくわ
え、法執行機関などの特別な装置を
所有する第三者が車両または EDR 
に接続した場合でも情報を読み出す
ことができます。

EDR データの情報開示

次の場合を除き、レクサスは EDR で記
録されたデータを第三者へ開示すること
はありません。

• お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

• 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

• レクサスが訴訟で使用する場合

ただし、レクサスは

• データを車両安全性能の研究に使用す
ることがあります。

• 使用者・車両が特定されないデータを
調査目的で第三者に開示することがあ
ります。

お車へ RF 送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよぼ
す可能性があります。

EFI コンピュータ

Lexus Safety System +

ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

SRSエアバッグ

シートベルトプリテンショナー

悪影響を防ぐための措置や取り付け
方法については、必ずレクサス販売
店にお問い合わせください。

ご希望により、RF 送信機の取り付け
に関する詳しい情報（周波数帯域・
電力レベル・アンテナ位置・取り付
け条件）をレクサス販売店にてご提
供します。

保証および点検整備については、別
冊「メンテナンスノート」に記載し
ていますので、併せてお読みくださ
い。

日常点検整備や定期点検整備は、お
客様の責任において実施してくださ
い。（法律で義務付けられています）

RF 送信機の取り付けについて

保証および点検について



9

※販売店装着オプション

レクサス販売店で専用の電子キーを
ご購入し、ご使用いただくことで、
プラスサポート（ P.382）の機能
が利用可能になります。詳細につい
ては、レクサス販売店にお問い合わ
せください。

QR コードは（株）デンソーウェー
ブの登録商標です。

プラスサポートについて※

QR コードについて
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本書の見方

本書で使用している、記号につい
て説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：
お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：
お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておくと便
利なことを説明していま
す。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す・まわすなど、してい
ただきたい操作を示してい
ます。

フタが開くなど、操作後の
作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・場
所を示しています。

してはいけません、このよ
うにしないでください、こ
のようなことを起こさない
でくださいという意味で
す。
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名称から探す

五十音順さくいん： P.562

アルファベット順さくいん： P.560

取り付け位置から探す

イラスト目次： P.12

症状や音から探す

こんなときは（症状別さくい
ん）： P.556

車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）： P.558

タイトルから探す

目次： P.2
検索のしかた



12 イラスト目次

イラスト目次

外観

ドア.................................................................................... P.97

施錠／解錠................................................................... P.97, 100

ドアガラスの開閉 ................................................................ P.155

メカニカルキーでの施錠／解錠............................................... P.523

警告メッセージ ................................................................... P.505

バックドア......................................................................... P.103

施錠／解錠......................................................................... P.104

開け方／閉め方 ................................................................... P.104

警告メッセージ ................................................................... P.505

ドアミラー......................................................................... P.152

鏡面の角度調整 ................................................................... P.152

ミラーの格納...................................................................... P.153

調整位置の登録 ................................................................... P.161

曇りを取る（ミラーヒーター）................................................ P.408

ワイパー.................................................................... P.204, 206

A

B

C

D



13イラスト目次

冬季の注意......................................................................... P.394

凍結防止（フロントワイパーデアイサー）.................................. P.411

洗車時の注意...................................................................... P.458

給油口............................................................................... P.208

給油方法............................................................................ P.208

燃料の種類・燃料タンク容量.................................................. P.534

タイヤ............................................................................... P.466

サイズ・空気圧 ................................................................... P.537

冬用タイヤ・タイヤチェーン.................................................. P.394

点検・ローテーション・タイヤ空気圧警報システム..................... P.466

パンク時の対処 ................................................................... P.510

ボンネット......................................................................... P.463

開け方............................................................................... P.463

エンジンオイル ................................................................... P.534

オーバーヒート時の対処 ....................................................... P.528

警告メッセージ ................................................................... P.505

ヘッドランプ...................................................................... P.196

車幅灯・LED デイタイムランニングランプ ............................... P.196

方向指示灯......................................................................... P.190

フロントフォグランプ・リヤフォグランプ ................................ P.203

コーナリングランプ ............................................................. P.198

番号灯............................................................................... P.196

尾灯.................................................................................. P.196

制動灯

緊急ブレーキシグナル .......................................................... P.387

後退灯

走行に関わる外装のランプバルブ

（交換要領：P.481, ワット数：P.538）

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

O



14 イラスト目次

シフトポジションを R にする................................................. P.187



15イラスト目次

インストルメントパネル

エンジンスイッチ ................................................................ P.181

エンジンの始動・モード切りかえ.................................... P.181, 184

エンジンの緊急停止 ............................................................. P.488

エンジンが始動できないときの対処......................................... P.520

警告メッセージ ................................................................... P.505

シフトレバー...................................................................... P.186

シフトポジションの切りかえ.................................................. P.187

けん引時の注意 ................................................................... P.491

シフトレバーが動かないときの対処......................................... P.187

メーター.............................................................................. P.76

見方・明るさの調整 ......................................................... P.76, 78

警告灯／表示灯 ..................................................................... P.72

警告灯点灯時の対処 ............................................................. P.496

マルチインフォメーションディスプレイ ..................................... P.79

表示内容.............................................................................. P.79

警告メッセージ表示時の対処.................................................. P.505

方向指示レバー ................................................................... P.190

ランプスイッチ ................................................................... P.196

A

B

C

D

E



16 イラスト目次

ヘッドランプ・LED デイタイムランニングランプ・車幅灯・尾灯 .. P.196

AHS（アダプティブハイビームシステム）.................................. P.199

フロントフォグランプ・リヤフォグランプ ................................ P.203

ワイパー＆ウォッシャースイッチ.................................... P.204, 206

使い方....................................................................... P.204, 206

ウォッシャー液の補充 .......................................................... P.466

ヘッドランプクリーナー ....................................................... P.204

警告メッセージ ................................................................... P.466

非常点滅灯スイッチ ............................................................. P.487

給油扉オープナー ................................................................ P.209

ボンネット解除レバー .......................................................... P.463

ハンドル位置調整スイッチ..................................................... P.143

調整方法............................................................................ P.143

調整位置の登録 ................................................................... P.161

オートエアコン ................................................................... P.406

操作方法............................................................................ P.406

リヤウインドウの曇り取り（リヤウインドウデフォッガー）........... P.408

オーディオ※

※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

F

G

H

I

J

K

L



17イラスト目次

スイッチ類

ドアミラースイッチ ............................................................. P.152

ポジションメモリーボタン..................................................... P.161

助手席操作モードボタン★ ..................................................... P.124

ウインドウロックスイッチ..................................................... P.157

パワーウインドウスイッチ..................................................... P.155

ドアロックスイッチ ............................................................. P.100

VIEW スイッチ ................................................................... P.300

ODO TRIP スイッチ .............................................................. P.78

インストルメントパネル照度調整スイッチ .................................. P.78

パワーバックドアスイッチ..................................................... P.104

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J



18 イラスト目次

フロントデフロックスイッチ★ ............................................... P.369

リヤデフロックスイッチ★ ..................................................... P.371

MODE SELECT スイッチ ............................. P.357, 373, 377, 380

MTS スイッチ .................................................................... P.377

DRIVE MODE スイッチ ....................................................... P.357

DAC/CRAWL スイッチ................................................. P.372, 380

トランスファースイッチ ....................................................... P.366

フロントマルチオペレーションパネル ...................................... P.398

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

A

B

C

D

E

F

G

H



19イラスト目次

メーター操作スイッチ ............................................................ P.80

パドルシフトスイッチ .................................................. P.188, 189

電話スイッチ※

LTA（レーントレーシングアシスト）スイッチ........................... P.225

クルーズコントロールスイッチ

レーダークルーズコントロール（全車速追従機能付き）................ P.237

車間距離切りかえスイッチ..................................................... P.242

オーディオスイッチ※

トークスイッチ※

※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

A

B

C

D

E

F

G

H



20 イラスト目次

フロントシートヒータースイッチ............................................ P.418

フロントシートベンチレータースイッチ ................................... P.420

ステアリングヒータースイッチ............................................... P.418

パーキングブレーキスイッチ.................................................. P.190

かける・解除する ................................................................ P.190

冬季の注意......................................................................... P.396

警告ブザー・警告メッセージ.......................................... P.496, 505

ブレーキホールドスイッチ..................................................... P.193

センターデフロックスイッチ.................................................. P.367

VSC OFF スイッチ.............................................................. P.388

車高切りかえスイッチ .......................................................... P.359

A

B

C

D

E

F

G



21イラスト目次

室内
4人乗り車

SRS エアバッグ.................................................................... P.35

フロアマット........................................................................ P.28

フロントシート ................................................................... P.123

リヤシート......................................................................... P.136

ヘッドレスト...................................................................... P.140

シートベルト........................................................................ P.31

コンソールボックス★........................................................... P.429

クールボックス★................................................................. P.439

ドアロックボタン ................................................................ P.100

カップホルダー ................................................................... P.431

ボトルホルダー ................................................................... P.432

リヤシートエンターテイメントシステム（後席 11.6 型ワイドディスプレ

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K



22 イラスト目次

イ）※

アシストグリップ ................................................................ P.454

リヤマルチオペレーションパネル............................................ P.401

オットマン......................................................................... P.137

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

5人乗り車

SRS エアバッグ.................................................................... P.35

フロアマット........................................................................ P.28

フロントシート ................................................................... P.123

リヤシート......................................................................... P.127

ヘッドレスト...................................................................... P.140

シートベルト........................................................................ P.31

コンソールボックス★........................................................... P.429

L

M

N

A

B

C

D

E

F

G



23イラスト目次

クールボックス★................................................................. P.439

ドアロックボタン ................................................................ P.100

カップホルダー ................................................................... P.431

ボトルホルダー ................................................................... P.432

リヤエアコン...................................................................... P.414

リヤシートエンターテイメントシステム（後席 11.6 型ワイドディスプレイ）
★※

アシストグリップ ................................................................ P.454

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

7人乗り車

SRS エアバッグ.................................................................... P.35

フロアマット........................................................................ P.28

フロントシート ................................................................... P.123

H

I

J

K

L

M

A

B

C



24 イラスト目次

リヤシート......................................................................... P.127

ヘッドレスト...................................................................... P.140

シートベルト........................................................................ P.31

コンソールボックス★........................................................... P.429

クールボックス★................................................................. P.439

ドアロックボタン ................................................................ P.100

カップホルダー ................................................................... P.431

ボトルホルダー ................................................................... P.432

リヤエアコン...................................................................... P.414

リヤシートエンターテイメントシステム（後席 11.6 型ワイドディスプレイ）
★※

アシストグリップ ................................................................ P.454

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M



25イラスト目次

天井

デジタルインナーミラー ....................................................... P.144

サンバイザー※1 ................................................................. P.440

バニティミラー ................................................................... P.440

インテリアランプ ................................................................ P.424

パーソナルランプ※2............................................................ P.425

ムーンルーフスイッチ .......................................................... P.158

侵入・傾斜センサーOFF スイッチ............................................ P.65

ヘルプネットスイッチパネル※3

インテリアランプスイッチ..................................................... P.424

インテリアランプドア連動スイッチ......................................... P.424
※1やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシートを
うしろ向きに取り付けないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。（ P.48）

※2図はフロントですが、リヤにも装着されています。
※3別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

A

B

C

D

E

F

G

H

I



26 イラスト目次



1

27

1

安
全
・
安
心
の
た
め
に

安全・安心のために
～必ずお読みください～

1-1. 安全にお使いいただくために

運転する前に ........................ 28

安全なドライブのために.......... 29

シートベルト ........................ 31

SRS エアバッグ .................... 35

排気ガスに対する注意............. 44

1-2. お子さまの安全

お子さまを乗せるときは.......... 45

チャイルドシート................... 46

1-3. 盗難防止装置

エンジンイモビライザーシステム
........................................ 62

オートアラーム...................... 63

指紋認証システム................... 67



28 1-1. 安全にお使いいただくために

1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、お
客様の責任において実施していただ
くことが法律で義務付けられていま
す。適切な時期に点検整備を実施し、
車に異常がないことを確認してくだ
さい。

日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、別冊「メンテナンスノート」を
参照してください。
異常が見つかった場合は、レクサス販売
店で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロアカー
ペットの上にしっかりと固定してお
使いください。

1 固定フック（クリップ）にフロア
マット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部のレ
バーをまわして、フロアマットを
固定する

マーク を必ず合わせてくださ

い。

固定フック（クリップ）の形状はイ
ラストと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただくた
めに、運転する前は必ず次のこと
を確認してください。

点検整備

フロアマットを固定するには

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマット
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、
思わぬスピードが出たり車を停止しに
くくなるなど、事故の原因になり重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

運転席にフロアマットを敷くとき

レクサス純正品であっても、他車種
および異なる年式のフロアマットは
使用しない

運転席専用のフロアマットを使用す
る

固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

フロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない

A



29

1

1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

まっすぐ座り、運転操作時に体が

背もたれから離れないよう、背も
たれの角度を調整する
（ P.123）

ペダルがしっかりと踏み込め、ハ
ンドルを握ったときにひじが少し
曲がるようなシート位置にする
（ P.123）

ヘッドレストの中央が耳のいちば

ん上のあたりになるようにする
（ P.140）

シートベルトを正しく着用する

（ P.32）

警告

運転する前に

フロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

エンジン停止およびシフトレバーがP
の状態で、各ペダルを奥まで踏み込
み、フロアマットと干渉しないこと
を確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前に
シートやミラーなどを適切に調整
してください。

正しい運転姿勢をとるには

A

B

C

D
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すべての乗員は、走行前に必ずシー
トベルトを正しく着用してください。
（ P.32）

シートベルトを正しく着用できない
小さなお子さまを乗せるときは、適
切なチャイルドシートをご用意くだ
さい。（ P.46）

後方が確実に確認できるように、デ
ジタルインナーミラー・ドアミラー
を正しく調整してください。
（ P.144, 152）

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッ
ドレストなどの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

フロントシートの下にものを置かな
いでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

公道を走行するときは、法定速度や
制限速度を遵守してください。

他の車や歩行者など、周囲の状況に
常に注意を払い、安全運転を心がけ
てください。

飲酒運転は絶対にしないでください。
お酒を飲むと注意力と判断力がにぶ
り、思いがけない事故を引き起こす
おそれがあります。また、眠気をも
よおす薬を飲んだときも運転を控え
てください。

運転中に携帯電話を使用したり、装
置の調節などをしないでください。
周囲の状況などへの注意が不十分に
なり、大変危険です。ハンズフリー
以外の自動車電話や携帯電話を運転
中に使用することは法律で禁止され
ています。

長距離ドライブの際は、疲れを感じ
る前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じ
たときは、無理に運転せず、すみや
かに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する
には

ミラーを調整するには
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シートベルト

走行前にすべての乗員は必ずシー
トベルトを正しく着用してくださ
い。

警告

急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

シートベルトの着用について

全員がシートベルトを着用する

シートベルトを正しく着用する

シートベルトは一組につき一人で使
用する
お子さまでも一組のベルトを複数の
人で使用しない

お子さまはセカンドシートまたは
サードシート★に座らせてシートベ
ルトを着用させる

背もたれは必要以上に倒さず、上体
を起こし、シートに深く座る

肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

セカンドシート外側席やサードシー
ト★のシートベルトを使用するとき
は、シートベルトがシートベルトハ
ンガー（ P.128, 133）にかかっ
ていないことを確認する

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。（ P.32）
通常の着用のしかたと同じように、腰
部ベルトが腰骨のできるだけ低い位置
にかかるようにお腹のふくらみの下に、
肩部ベルトは確実に肩を通し、お腹の
ふくらみを避けて胸部にかかるように
着用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝
突したときなどに、母体だけでなく胎
児までが重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。

お子さまを乗せるとき

P.58

シートベルトの損傷・故障について

ベルトやプレート・バックルなどは、
シートやドアに挟むなどして損傷し
ないようにしてください。

シートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。
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肩部ベルトを肩に十分かける

首にかかったり、肩からはずれないよう
にしてください。

腰部ベルトを必ず腰骨のできるだ
け低い位置に密着させる

背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る

ねじれがないようにする

知識

お子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルト
を装着するのに十分な、大人の体格を
持った人用に設計されています。

シートベルトが正しい位置で着用でき
ない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合ったチャイルドシートを使
用してください。（ P.46）

シートベルトが正しい位置で着用でき
るお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。
（ P.31）

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレート
をバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボタ

ン を押す

知識

シートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロッ
クされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出しても
ロックする場合があります。一度ベルト
を巻きもどしゆっくり動かせば、ベルト
を引き出すことができます。

警告

プレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじ
れていないかを確認してください。
うまく挿し込めない場合はただちに
レクサス販売店に連絡してください。

もし重大な事故にあったときは、明
らかな損傷が見られない場合でも、
シート・シートベルトを交換してく
ださい。

プリテンショナー付きシートベルト
の取り付けや取りはずし・分解・廃
棄などは、レクサス販売店以外でし
ないでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなく
なるおそれがあります。

正しく着用するには

着け方・はずし方

A
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ジャスターを下げる

2 解除ボタン  を押しながら、

アジャスターを上げる
“カチッ”と音がして固定されるとこ
ろまで動かしてください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

背もたれの角度によりシートベルト
が視界のさまたげになる場合、シー
トベルトリルータを使用する事で視
界をより広くすることができます。

1 背もたれうしろのポケットから
シートベルトリルータを引き出す

2 シートベルトをシートベルトリ
ルータの穴に通す

前方・側方から強い衝撃を受けたと
きや、横転したときにシートベルト
を引き込むことで適切な乗員拘束効
果を確保します。

前方・側方からの衝撃が弱いときや、う
しろからの衝撃のときは通常は作動しま
せん。

知識

シートベルトプリテンショナーについ
て

シートベルトプリテンショナーは、一
度しか作動しません。玉突き衝突など
で連続して衝撃を受けた場合でも、一
度作動したあとは、その後の衝突では
作動しません。

シートベルトの高さ調節（フロ
ントシート）

シートベルトリルータ★

A

A

シートベルトプリテンショナー
（フロントシート・セカンド
シート外側席）
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助手席に乗員がいないと、助手席シー
トベルトプリテンショナーは作動しま
せん。しかし、シートに荷物が置かれ
ていたり、シートベルトのバックルが
留められている場合は、乗員がいなく
ても助手席シートベルトプリテンショ
ナーが作動することがあります。

予防連携機能について

PCS（プリクラッシュセーフティ）に
よって車両との衝突の可能性が高いと判
断されたとき、シートベルトプリテン
ショナーの作動準備を整えます。

警告

プリテンショナー付きシートベルト
について

シートベルトプリテンショナーが作動
すると、SRS エアバッグ／プリテン
ショナー警告灯が点灯します。その場
合はシートベルトを再使用することが
できないため、必ずレクサス販売店で
交換してください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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SRS エアバッグの配置（4人乗り車）

フロント SRS エアバッグ

運転席 SRS エアバッグ／助手席SRS エアバッグ
（運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和）

SRS ニーエアバッグ
（運転者と助手席乗員の衝撃緩和を補助）

SRS サイド＆カーテンシールドエアバッグ

SRS フロントサイドエアバッグ
（フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和）

SRS リヤサイドエアバッグ

（リヤ席乗員の胸などへの衝撃を緩和）

SRS カーテンシールドエアバッグ（フロント席とリヤ席乗員の主に頭部へ

SRS エアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けたとき
にふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝撃を緩
和させます。

SRS エアバッグシステム

A

B

C

D

E
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の衝撃を緩和）

SRS シートクッションエアバッグ

（リヤ席乗員の拘束に寄与）

SRS エアバッグの配置（5人乗り車、7人乗り車）

イラストは 7人乗り車で代表しています。

フロント SRS エアバッグ

運転席 SRS エアバッグ／助手席SRS エアバッグ

（運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和）

SRS ニーエアバッグ
（運転者と助手席乗員の衝撃緩和を補助）

SRS サイド＆カーテンシールドエアバッグ

SRS フロントサイドエアバッグ
（フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和）

SRS リヤサイドエアバッグ
（セカンドシート外側席乗員の胸などへの衝撃を緩和）

SRS カーテンシールドエアバッグ

（フロント席とセカンドシート外側席、サードシート※乗員の主に頭部へ
の衝撃を緩和）

※7人乗り車のみ

F

A

B

C

D

E
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知識

SRS エアバッグが作動すると

SRS エアバッグは高温のガスにより非
常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがあり
ます。

作動音と共に白いガスが発生します。

フロント席・フロントピラー・セン
ターピラー・リヤピラー・ルーフサイ
ドレールの一部分などだけでなく、エ
アバッグ構成部品（ハンドルのハブ・
エアバッグカバー・インフレーター）
も数分間熱くなることがあります。エ
アバッグそのものも熱くなります。

フロントウインドウガラスが破損する
ことがあります。

すべてのドアが解錠されます。
（ P.98）

自動的にブレーキと制動灯を制御しま
す。（ P.387）

室内灯が自動で点灯します。
（ P.424）

非常点滅灯が自動で点灯します。
（ P.487）

燃料供給を停止します。（ P.495）

G-Link の契約期間内は、次の場合、自
動的に緊急通報がヘルプネットセン
ターに送信されます。オペレーターか
らの呼びかけに応答がない場合は、緊
急車両などを手配します。詳しくは
「マルチメディア取扱説明書」を参照し
てください。

･ SRS エアバッグが作動した
･ シートベルトプリテンショナーが作動
した

･ 後方から強い衝撃を受けた
･ RSCA OFF 表示灯が点灯中に横転した

SRS エアバッグが作動するとき（フロ
ント SRS エアバッグ／ SRSシート
クッションエアバッグ★）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

フロントSRS エアバッグとSRSシート
クッションエアバッグは、衝撃の強さ
が設定値（移動も変形もしない固定さ
れた壁に、車速約 20 ～ 30km/h で正
面衝突した場合の衝撃の強さに相当す
る値）以上の場合に作動します。
ただし、次のような場合はエアバッグ
が作動する車速は設定値より高くなり
ます。

･ 駐車している車や標識のような衝撃に
よって移動や変形するものに衝突した
場合

･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、
車両前部がもぐり込む、下に入り込む、
トラックの下敷きになるなど）

衝突条件によってはシートベルトプリ
テンショナー、SRS シートクッション
エアバッグのみ作動する場合がありま
す。

後席の SRS シートクッションエアバッ
グは、シートベルトを着用していない
ときは作動しません。

SRS エアバッグが作動するとき（SRS 
サイド＆カーテンシールドエアバッグ）

SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグは、衝撃の強さが設定値（約
1.5t の車両が、約 20 ～ 30km/h の速
度で客室へ直角に衝突した場合の衝撃
の強さに相当する値）以上の場合に作
動します。

特に衝撃が大きい場合は、左右の SRS
カーテンシールドエアバッグが作動す
る場合があります。

横転時は、左右の SRS カーテンシール
ドエアバッグが作動します。

前面衝突時でも、特に衝撃が大きい場
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合は左右の SRS カーテンシールドエア
バッグが作動する場合があります。

衝突以外で作動するとき

次のような状況で車両下部に強い衝撃を
受けたときも、フロント SRS エアバッ
グ、SRS カーテンシールドエアバッグと
SRS シートクッションエアバッグ★が作
動する場合があります。

縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き

ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

SRS カーテンシールドエアバッグは、次
のような状況で作動する場合があります。

車両が大きく傾いたとき

車両が横すべりし縁石などに衝突して
強い衝撃があったとき

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

SRS エアバッグが作動しないとき（フ
ロント SRS エアバッグ／ SRSシート
クッションエアバッグ★）

★：グレード、オプションなどにより、装

備の有無があります。

フロント SRS エアバッグとSRS シート
クッションエアバッグは、側面や後方か
らの衝撃・横転、または低速での前方か
らの衝撃では、通常は作動しません。た
だし、それらの衝撃が前方への減速を十
分に引き起こす場合には、フロント SRS 
エアバッグと SRS シートクッションエア
バッグが作動することがあります。

側面からの衝突

後方からの衝突

横転

SRS エアバッグが作動しないとき
（SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグ）

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分
以外の側面に衝撃を受けたときには、
SRS サイド＆カーテンシールドエアバッ
グが作動しない場合があります。

客室部分以外の側面への衝撃

斜めからの衝撃

SRS サイドエアバッグは、前方や後方か
らの衝撃、横転、または低速での側面か
らの衝撃では、通常は作動しません。

前方からの衝突
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後方からの衝突

横転

SRS カーテンシールドエアバッグは、後
方からの衝撃、縦方向への転覆、または
低速での前方や側面からの衝撃では、通
常は作動しません。

後方からの衝突

縦方向への転覆

レクサス販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要
になります。できるだけ早くレクサス販
売店へご連絡ください。

いずれかの SRS エアバッグがふくらん
だとき

フロント SRS エアバッグ・SRS シート
クッションエアバッグ★はふくらまな
かったが、事故で車両の前部を衝突し
たとき、または破損・変形などがある
とき

SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグはふくらまなかったが、事故で
ドアおよびその周辺部分を衝突したと
き、または破損・変形・穴あきなどが
あるとき

ハンドルのパッド部分・ダッシュボー
ドの助手席 SRS エアバッグ付近・イン
ストルメントパネル下部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

SRS シートクッションエアバッグ装着
車：シートクッションの表面が傷付い
たり、ひび割れたり、その他の損傷を
受けたとき
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SRS サイドエアバッグが内蔵されてい
るシート表面が傷付いたり、ひび割れ
たり、その他の損傷を受けたとき

SRS カーテンシールドエアバッグが内
蔵されているフロントピラー・セン
ターピラー・リヤピラー部・ルーフサ
イド部が傷付いたり、ひび割れたり、
その他の損傷を受けたとき

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

警告

SRS エアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

運転者と乗員すべてがシートベルト
を正しく着用してください。
SRS エアバッグはシートベルトを補
助するためのものです。

助手席 SRS エアバッグは強い力でふ
くらむため、特に乗員がエアバッグ
に近付きすぎると、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。乗員が SRS エア
バッグのふくらむ場所に近い場合は
特に危険です。シートの背もたれを
調整して、シートをできるだけ SRS 
エアバッグから離し、まっすぐに
座ってください。

お子さまがシートにしっかり座って
いないと、SRS エアバッグのふくら
む衝撃で重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。お子さまが小さくてシート
ベルトを使用できないときは、チャ
イルドシートでしっかり固定してく
ださい。
お子さまはセカンドシートまたは
サードシート（7人乗り車のみ）に
乗せ、チャイルドシートまたはシー
トベルトを着用させることをおすす
めします。（ P.45）
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警告

シートの縁に座ったり、ダッシュ
ボードにもたれかかったりしない

お子さまを助手席 SRS エアバッグの
前に立たせたり、ひざの上に抱いた
りしない

運転者および助手席乗員は、ひざの
上に何も持たない

ドアやフロントピラー・センターピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レールへ寄りかからない

助手席やセカンドシート外側席・
サードシート（7人乗り車のみ）で
は、ドアに向かってひざをついたり、
窓から顔や手を出したりしない

ダッシュボード・ハンドルのパッド
部分・インストルメントパネル下部
などには何も取り付けたり、置いた
りしない

ドア・フロントウインドウガラス・
ドアガラス・フロントピラー・サイ
ドピラー・リヤピラー・ルーフサイ
ドレール・アシストグリップなどに
は何も取り付けない

コートフックにハンガーなどの硬い
ものをかけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグが
作動したときに投げ出されて重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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メーター操作スイッチを使ってON/
OFF を切りかえます。（ P.80）

1 メーター操作スイッチを操作して

を選択する

2 メーター操作スイッチを操作して
“車両設定” を選択する

3 “RSCA”を選択し、 を押す

警告

SRS ニーエアバッグがふくらむ場所
にビニールカバーが付いている場合
は、取り除いてください。

SRS サイドエアバッグやシートクッ
ションエアバッグ★がふくらむ場所
を覆うようなシートアクセサリーを
使用しないでください。エアバッグ
が作動する際、アクセサリーが干渉
するおそれがあります。そのような
アクセサリーがエアバッグが正常に
作動するのをさまたげ、システムを
不能にしたり、またはエアバッグが
誤って作動したりして、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

SRS エアバッグシステム構成部品の
周辺およびフロントドアの周辺は、
強くたたくなど過度の力を加えない
でください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

SRS エアバッグがふくらんだ直後
は、構成部品が熱くなっているため、
ふれないでください。

SRS エアバッグがふくらんだあと
に、もし呼吸が苦しく感じたら、ド
アやドアガラスを開けて空気を入れ
るか、安全を確認して車外に出てく
ださい。皮膚の炎症を防ぐため、残
留物はできるだけ早く洗い流してく
ださい。

SRS エアバッグが収納されている
パッド部およびフロントピラーガー
ニッシュ部に傷が付いていたり、ひ
び割れがあるときは、そのまま使用
せず、レクサス販売店で交換してく
ださい。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

改造・廃棄について

レクサス販売店への相談なしに、次の
改造・廃棄をしないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらむなどして、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

SRS エアバッグの取りはずし・取り
付け・分解・修理

ハンドル・インストルメントパネ
ル・ダッシュボード・シート・シー
ト表皮・フロントピラー・センター
ピラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール・フロントドアパネル・フロ
ントドアトリム・フロントドアス
ピーカーなどの周辺の修理・取りは
ずし・改造

フロントドアパネルの穴あけなどの
改造

フロントフェンダー・フロントバン
パー・車両側面部の修理・改造

グリルガード（ブルバー・カンガ
ルーバーなど）・除雪装置・ウインチ
などの取り付け

サスペンションの改造

CDプレーヤー・無線機などの電化製
品の取り付け

車両の横転時にSRSカーテン
シールドエアバッグの作動を停
止するには
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SRS カーテンシールドエアバッグの
作動がOFFのときは、RSCA OFF
表示灯（ P.73）が点灯します。

エンジンスイッチをONにするたび
に、SRS カーテンシールドエアバッ
グとシートベルトプリテンショナー
は作動可能状態にもどります。

知識

ご留意いただきたいこと

レジャー的なオフロード走行時、運転者
の意思によって車両が大きく傾くことが
予想される場合、RSCA システムを OFF
にしてください。

RSCA OFF 表示灯が点灯しているとき
の作動

車両の横転・転覆時に、SRS カーテン
シールドエアバッグとシートベルトプ
リテンショナーは作動しません。

車両側面方向からの強い衝撃を感知し
たときは、SRS カーテンシールドエア
バッグが作動します。

車両前方や、車両側面方向からの強い
衝撃を感知したときは、シートベルト
プリテンショナーが作動します。

警告

通常走行時は

RSCA OFF 表示灯が点灯していないこ
とを確認してください。
お守りいただかないと、事故が起きた
ときなどに重大な傷害を受けたり、最
悪の場合、死亡につながるおそれがあ
ります
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排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に有
害な物質が含まれています。

警告

排気ガスには無色・無臭で有害な一酸
化炭素（CO）が含まれているため、次
のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車
内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を
招き事故の原因となるほか、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

走行中の留意事項

バックドアを閉じてください。
バックドアが閉じているのに車内で排
気ガス臭がするときは、ドアガラスを
開けて空気を入れかえ、すみやかに
レクサス販売店で点検整備を受けてく
ださい。

駐車するとき

車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所では、エンジンを停止してく
ださい。

長時間エンジンが作動したままにし
ないでください。
やむを得ないときは、開かれた場所
に車を停め、排気ガスが車内に入っ
てこないことを確認してください。

降雪時や雪が積もった場所では、エ
ンジンが作動したままにしないでく
ださい。まわりに積もった雪で排気
ガスが滞留して、車内に侵入するお
それがあります。

排気管について

排気管は定期的に点検する必要があり
ます。排気管等の腐食などによる穴や
亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、
排気音の異常などに気付いた場合は、
必ずレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。
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お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次のこ
とをお守りください。

お子さまにも必ずシートベルト
を着用させてください。シート
ベルトを正しく着用できない小
さなお子さまを乗せるときは、
適切なチャイルドシートをご用
意ください。（ P.46）

運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに乗
せることをおすすめします。

走行中にドアを開けたり、パ
ワーウインドウを誤操作したり
しないように、チャイルドプロ
テクター（ P.101）・ウイン
ドウロックスイッチ
（ P.157）をご使用ください。

小さなお子さまには、パワーウ
インドウ・ボンネット・バック
ドアやシートなど、体を挟まれ
るおそれがある装備類を操作さ
せないでください。

警告

お子さまを乗せるとき

お子さまを車の中に残したままにし
ないでください。車内が高温になっ
て熱射病や脱水症状になり、重大な
健康障害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作
し、ドアガラスなどに挟まれたり、
発炎筒などでやけどしたり、運転装
置を動かして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

車にお子さまを乗せる場合は、お子
さまの安全を確保するための注意事
項やチャイルドシートの取り付け方
などをまとめた「チャイルドシート」
を参照してください。（ P.46）
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知っておいていただきたいこと：
P.46

チャイルドシートを使用するとき
は：P.47

シート位置別チャイルドシートの適
合性について：P.50

チャイルドシートの取り付け方法：
P.55
･ シートベルトで固定する：P.56

･ ISOFIX ロアアンカレッジで固定
する：P.58

･ トップテザーアンカレッジを使用
する：P.60

チャイルドシートに関する注意事
項および法規について、優先して
お守りください。

お子さまが成長し、適切にシート
ベルトが着用できるようになるま
ではチャイルドシートを使用して
ください。

お子さまの年齢・体格に合わせ
て、適切なチャイルドシートをお
選びください。

すべてのチャイルドシートがすべ
ての車両に適合するわけではあり
ません。チャイルドシートの使
用・購入の際は、あらかじめ取り
付けるシート位置との適合性を確
認してください。（ P.50）

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルドシー
トを取り付ける前にお守りいただ
きたいことや、チャイルドシート
の種類および取り付け方法などを
記載しています。

シートベルトを正しく着用でき
ない小さなお子さまを乗せると
きは、チャイルドシートをお使
いください。お子さまの安全の
ために、チャイルドシートはリ
ヤシートに取り付けてくださ
い。
取り付け方法は、商品に付属の
取り扱い説明書に必ず従ってく
ださい。

レクサスでは、より安全にお使
いいただくために、レクサス純
正チャイルドシートの使用を推
奨しています。
レクサス純正チャイルドシート
は、レクサス車のために作られ
たチャイルドシートです。
レクサス販売店で購入すること
ができます。

目次

知っておいていただきたいこと

警告

お子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

事故や急停止の際、効果的にお子さ
まを保護するために、必ず正しく取
り付けられたチャイルドシートを使
用して、しっかり体を固定してくだ
さい。お子さまに最適なチャイルド
シートについては、チャイルドシー
ト製造業者、または販売業者にご相
談ください。
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助手席にチャイルドシートを取り
付けるとき

お子さまの安全のために、チャイル
ドシートはリヤシートに取り付けて
ください。

やむを得ず助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、助手席
シートを次のように調整し、チャイ
ルドシートを取り付けてください。

背もたれを可能な限り起こす

前向きにチャイルドシートを取り付ける
ときに、背もたれとチャイルドシートの
間にすき間がある場合は、背もたれと
チャイルドシートのすき間が少なくなる
ように背もたれを調整してください。

シートをいちばんうしろに下げる

シートの高さが調整できる場合は、いち
ばん高い位置に調整してください。

ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずす

取りはずしができない場合は、ヘッドレ
ストをいちばん上まで上げてください。

警告

レクサスでは、お子さまの年齢や体
の大きさに合った適切なチャイルド
シートをセカンドシートまたはサー
ドシート★に取り付けることを推奨
します。事故統計によると、フロン
トシートよりリヤシートに適切に取
り付けるほうがより安全です。

お子さまを腕の中に抱くのはチャイ
ルドシートのかわりにはなりません。
事故の際、お子さまがフロントウイ
ンドウガラスや乗員、車内の装備に
ぶつかるおそれがあります。

チャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急
ブレーキをかけたときや衝突したとき
などに飛ばされるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見
えない破損があるおそれが強いため、
再使用しないでください。

チャイルドシートによっては、取り
付けができない、または取り付けが
困難な場合があります。その場合は、
車への取り付けに適したチャイルド
シートであるか確認してください
（ P.50）。本書のチャイルドシート
固定方法およびチャイルドシートに
付属の取り扱い説明書をよくお読み
の上、確実に取り付け、使用方法を
お守りください。

チャイルドシートを使用しないとき
であっても、シートに適切にしっか
りと取り付けた状態にしてください。
ゆるめた状態で客室内に置くことは
避けてください。

チャイルドシートの取りはずしが必
要な場合は、車両からはずして保管
するか、ラゲージルーム内に容易に
動かないように収納してください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

チャイルドシートを使用すると
きは
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警告

チャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

やむを得ず助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、チャイル
ドシートをうしろ向きに取り付けな
いでください。
うしろ向きに取り付けていると、事
故などで助手席 SRS エアバッグがふ
くらんだとき、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
助手席側のサンバイザーに、同内容
のラベルが貼られています。併せて
参照してください。
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警告

警告

やむを得ず助手席に前向きにチャイ
ルドシートを取り付ける場合には、
助手席シートをいちばんうしろに下
げて取り付けてください。
助手席 SRS エアバッグはかなりの速
度と力でふくらむので、お守りいた
だかないと、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

チャイルドシートに座らせている場
合でも、ドア・シート・フロントピ
ラー・サイドピラー・リヤピラー・
ルーフサイドレール付近にお子さま
の頭や体のどの部分も、もたれかけ
ないようにしてください。SRS エア
バッグがふくらんだ場合、大変危険
であり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。
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シート位置別チャイルドシートの
適合性について

シート位置別チャイルドシートの適
合性（ P.51）は、使用可能なチャ
イルドシートの種類や取り付け可能
な座席位置を記号で表しています。
また、お子さまに合った推奨チャイ
ルドシートについても選択すること
ができます。
推奨チャイルドシートについては、
「推奨チャイルドシートと適合性一覧
表」を確認してください。（ P.54）
次に記載されている、「シート位置別
チャイルドシートの適合性を確認す
る前に」も併せて確認してください。

シート位置別チャイルドシートの
適合性を確認する前に

1 チャイルドシートの規格を確認す
る

UN（ECE）R44※1 または、UN

（ECE）R129※1 に適合したチャ
イルドシートを使用してくださ
い。
適合したチャイルドシートには、
次の認可マークが表示されていま
す。

警告

お子さまの年齢や体の大きさに合っ
たチャイルドシートを使用して、セ
カンドシートまたはサードシート★

に取り付けてください。

運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付け
られない場合は、助手席側のセカン
ドシートに取り付けてください。

助手席シートとチャイルドシートが
干渉しないように、助手席シートを
調整してください。

セカンドシートの中央席★にチャイ
ルドシートを取り付けるときは、セ
カンドシートの位置と背もたれの角
度をあわせてください。セカンド
シートの位置や背もたれも角度が違
うとチャイルドシートを正しく取り
付けられず、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

サードシート★にチャイルドシート
を取り付けるときは、セカンドシー
トとチャイルドシートが干渉しない
ようにセカンドシートを調整してく
ださい。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

シート位置別チャイルドシート
の適合性について
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チャイルドシートに付いている認
可マークを確認してください。

法規番号の表示例

UN（ECE）R44認可マーク※2

対象となるお子さまの体重の範囲
が記載されています。

UN（ECE）R129 認可マーク
※2

対象となるお子さまの身長の範囲
および使用可能な体重が記載され
ています。

2 チャイルドシートのカテゴリーを
確認する
チャイルドシートのカテゴリーが
次のどのカテゴリーに該当するの
か、チャイルドシートの認可マー
クを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイルド
シートに付属の取り扱い説明書を
確認いただくか、または販売業者
へ確認してください。

･ ユニバーサル「universal（汎用）」
･ セミユニバーサル「semi-
universal（準汎用）」

･ リストリクティッド「restricted
（限定）」

･ ビークルスペシフィック「vehicle 
specific（特定車両）」

※1UN（ECE）R44、UN（ECE）R129
は、チャイルドシートに関する国連法
規です。

※2表示されているマークは、商品により
異なります。

シート位置別チャイルドシートの
適合性

4 人乗り車

5 人乗り車

A

B
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7人乗り車

※1シートをいちばんうしろに下げた状態
で取り付けてください。シートの高さ
調整ができる場合は、いちばん高い位
置に調整してください。

※2背もたれを可能な限り起こしてくださ
い。
前向きにチャイルドシートを取り付け
るときに、背もたれとチャイルドシー
トの間にすき間がある場合は、背もた
れとチャイルドシートのすき間が少な
くなるように背もたれを調整してくだ
さい。

※1, 2, 3

※4

※2, 3

※2, 3

※2, 3

※2, 3

※2, 3

車両のシートベルトで固定する
タイプのユニバーサル（汎用）
カテゴリーのチャイルドシート
に適しています。
車両のシートベルトで固定する
タイプの前向きに取り付けるユ
ニバーサル（汎用）カテゴリー
のチャイルドシートに適してい
ます。
推奨チャイルドシートと適合性
一覧表（ P.54）に記載された
チャイルドシートに適していま
す。
i-Size チャイルドシートおよび
ISOFIX チャイルドシートに適し
ています。

トップテザーアンカレッジが装
備されています。

やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、
チャイルドシートをうしろ向き
に取り付けないでください。
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※3ヘッドレストとチャイルドシートが干
渉してチャイルドシートが正しく取り
付けられない場合、ヘッドレストの取
りはずしが可能なときは、ヘッドレス
トを取りはずしてください。
取りはずしができない場合は、ヘッド
レストをいちばん上まで上げてくださ
い。

※4チャイルドシートを必ず、前向きで使
用してください。

チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

※助手席の前後調整スイッチを操作して、助手席をいちばん前に調整してください。
（4人乗り車のみ）

ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記の表
に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができます。
「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシートに

着座位置

シート位置の番号

ユニバーサル（汎用）
ベルト式が搭載可能な
着座位置（有／無）

有
前向きの
み

有 有 有 有 有

アイサイズ着座位置
（有／無）

無 有 無 有 無 無

搭載可能な横向きチャ
イルドシートの治具
（L1／ L2）

搭載可能なうしろ向き
チャイルドシートの治
具（R1 ／ R2X ／ R2
／ R3）

R1, 
R2X, 
R2, R3

R1※, 

R2X※, 

R2※, 

R3※

搭載可能な前向きチャ
イルドシートの治具
（F2X／ F2 ／ F3）

F2X, F2, 
F3

F2X, F2, 
F3

搭載可能なジュニア
シートの治具（B2／
B3）

B2, B3 B2, B3
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付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに「治
具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャイルド
シートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合わせの上、
適合性を確認してください。

推奨チャイルドシートと適合性一覧表

チャイルドシートの隣の席を使用す
るときは、肩部ベルトが確実に肩を
通り、腰部ベルトが腰骨のできるだ
け低い位置に密着することを確認し

てください。チャイルドシートの隣
の席に座ったときに、チャイルド
シートの種類によっては、乗員の体
またはシートベルトがチャイルド

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型うしろ向きチャイルドシート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート

質量グループ 推奨チャイルドシート

着座位置

0、0+
（13kg まで）

レクサス純正 NEO G-Child 
baby

〇 ○ 〇 〇

レクサス純正 NEO G-Child 
ISO leg

○ ○

Ⅰ
（9 ～ 18kg）

レクサス純正 NEO G-Child 
baby

〇 ○ 〇 〇

レクサス純正 NEO G-Child 
ISO leg

○ ○

Ⅱ、Ⅲ
（15 ～ 36kg）

レクサス純正ジュニアシート ○ ○ ○ ○
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シートと干渉するためシートベルト
が正しく着用できず、十分な効果を
発揮できない場合があります。その
場合は、他の席を使用してください。
お守りいただかないと、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

リヤシートにチャイルドシートを
取り付けるときは、お子様やチャ
イルドシートがフロントシートと
干渉しないようにフロントシート
を調整してください。

サポートベース付きのチャイルド
シートを取り付けるときに、チャ
イルドシートをサポートベースへ
固定する際にチャイルドシートが
背もたれと干渉する場合は、チャ
イルドシートが干渉しなくなるま
で背もたれを調整してください。

シートベルトのショルダーアン

カーがチャイルドシートベルトガ
イドより前にある場合は、シート
を前方に動かします。

ジュニアシートを取り付けるとき
に、お子様がかなり直立した姿勢
になる場合は、背もたれの角度を
最も快適な位置に調整します。ま
た、シートベルトのショルダーア
ンカーがチャイルドシートベルト
ガイドより前にある場合は、シー
トを前方に移動します。

チャイルドシートの取り付けについては、チャイルドシートに付属の取り扱
い説明書を確認してください。

チャイルドシートの取り付け方法
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シートベルトで固定する

チャイルドシートに付属の取り扱い
説明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが「ユ
ニバーサル」カテゴリーでない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場
合は、チャイルドシートメーカーが

提供する「車種別適合リスト」を参
照するか、販売業者へお問い合わせ
の上、適合性を確認してください。
（ P.50, 51）

1 やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助手
席シートを正しく調整してくださ
い。（ P.47）

2 背もたれを可能な限り起こす

前向きにチャイルドシートを取り付ける
とき：背もたれとチャイルドシートのあ

固定方法 ページ

シートベルトで固定する P.56

ISOFIX ロアアンカレッジ
で固定する

P.58

テザーベルトを固定する P.60

チャイルドシートをシートベル
トで固定する
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いだにすき間がある場合は、背もたれと
チャイルドシートのすき間が少なくなる
ように背もたれを調整してください。

3 ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合
は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。（ P.140）

4 チャイルドシートにシートベルト
を取り付け、プレートをバックル
に“カチッ”と音がするまで挿
し込む。ベルトがねじれていない
ようにする

チャイルドシートに付属の取り扱い説明
書に従い、シートベルトをチャイルド
シートにしっかりと固定させてください。

5 チャイルドシートにシートベルト
の固定装置が備わっていない場合
は、ロッキングクリップ（別売）
を使用して固定する

ロッキングクリップの購入にあたっては、
レクサス販売店にご相談ください。（ロッ

キングクリップ品番：73119-22010）

6 取り付け後はチャイルドシートを
前後左右にゆすり、しっかりと固
定されていることを確認してくだ
さい。（ P.58）

チャイルドシートの取りはずし

バックルの解除ボタンを押し、シー
トベルトをチャイルドシートから取
りはずす

バックル解除時に、シートクッションの
反発により、チャイルドシートが跳ね上
がることがあります。
チャイルドシートを抑えながらバックル
の解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られます
ので、ゆっくりもどしてください。

警告

チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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ISOFIX ロアアンカレッジについ
て

5 人乗り車／ 7 人乗り車

この車はセカンドシート外側席に
ISOFIX ロアアンカレッジが装備され
ています。（ロアアンカレッジが装備
されていることを示すマークがシー
トに付いています）

4 人乗り車

この車はセカンドシートに ISOFIX 
ロアアンカレッジが装備されていま
す。（ロアアンカレッジが装備されて
いることを示すマークがシートに付
いています）

ISOFIX ロアアンカレッジで固定
する

チャイルドシートに付属の取り扱い
説明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが「ユ
ニバーサル」カテゴリーでない（ま
たは必要な情報が表の中にない）場
合は、チャイルドシートメーカーが
提供する「車種別適合リスト」を参
照するか、販売業者へお問い合わせ
の上、適合性を確認してください。
（ P.50, 51）

1 背もたれを可能な限り起こす

前向きにチャイルドシートを取り付ける
とき：背もたれとチャイルドシートのあ

警告

お子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。万一ベルトが首に巻
き付いた場合、窒息など重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
誤ってそのような状態になってしま
い、バックルもはずせない場合は、
ハサミなどでシートベルトを切断し
てください。

シートベルトのプレートとバックル
がしっかり固定されて、ベルトがね
じれていないか確認してください。

チャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されているか
確認してください。

チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

必ずチャイルドシートに付属の取り
扱い説明書をよくお読みの上、確実
に取り付け、使用方法をお守りくだ
さい。

チャイルドシートを ISOFIX ロ
アアンカレッジで固定する
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いだにすき間がある場合は、背もたれと
チャイルドシートのすき間が少なくなる
ように背もたれを調整してください。

2 ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合
は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。（ P.140）

3 5 人乗り車／ 7人乗り車：カ
バーをめくる

めくったカバーをシートクッションと背
もたれのあいだに挿し込んでください。

4 チャイルドシートをシートに取り
付ける

チャイルドシートのコネクタ（取り付け
金具）をロアアンカレッジに取り付けま
す。
取り付け方法は、それぞれのチャイルド
シートに付属の取り扱い説明書に従って

ください。

5 取り付けたチャイルドシートを前
後左右にゆすり、固定されている
ことを確認する（ P.58）

警告

チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

ISOFIX ロアアンカレッジを使用する
ときは、周辺に障害物がないか、
シートベルトが挟まっていないかな
どを確認してください。

必ずチャイルドシートに付属の取り
扱い説明書をよくお読みの上、確実
に取り付け、使用方法をお守りくだ
さい。
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トップテザーアンカレッジについ
て

5 人乗り車／ 7 人乗り車

この車はセカンドシート外側席に
トップテザーアンカレッジが装備さ
れています。

テザーベルトを固定するときに使い
ます。

テザーベルト

トップテザーアンカレッジ

4 人乗り車

この車はセカンドシートにトップテ
ザーアンカレッジが装備されていま
す。

テザーベルトを固定するときに使い
ます。

テザーベルト

トップテザーアンカレッジ

テザーベルトをトップテザーアン
カレッジに固定する

チャイルドシートに付属の取り扱い
説明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。

1 ヘッドレストを上げる

ヘッドレストとチャイルドシートまたは
テザーベルトが干渉してチャイルドシー
トが正しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてください。
（ P.140）

2 フタを開けて、トップテザーアン
カレッジにフックを固定し、テ
ザーベルトを締める

テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されていることを確認しま
す。（ P.58）
ヘッドレストを上げた状態でチャイルド
シートを取り付けるときは、テザーベル
トは必ずヘッドレストの下へ通してくだ

トップテザーアンカレッジを使
用する

A

B

A

B
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さい。

テザーベルト

フック

警告

チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

テザーベルトがしっかり固定されて、
ベルトがねじれていないか確認して
ください。

テザーベルトはトップテザーアンカ
レッジ以外にかけないでください。

チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

必ずチャイルドシートに付属の取り
扱い説明書をよくお読みの上、確実
に取り付け、使用方法をお守りくだ
さい。

ヘッドレストを上げた状態でチャイ
ルドシートを取り付けるときは、
ヘッドレストを引き上げてトップテ
ザーアンカレッジに固定したあとに、
ヘッドレストを下げないでください。

A

B

注意

トップテザーアンカーについて

使用しないときはフタを確実に閉めて
ください。開けたままにしておくとフ
タが破損するおそれがあります。
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1-3. 盗難防止装置

エンジンスイッチをOFFにすると、
システムの作動を知らせるためにイ
ンジケーターが点滅します。

登録されたキーを携帯し、エンジンス
イッチを ACC または ONにするとシス
テムが解除され、インジケーターが消灯
します。

知識

メンテナンスについて

エンジンイモビライザーシステムのメン
テナンスは不要です。

システムが正常に作動しないとき

キーが金属製のものに接したり、覆わ

れているとき

キーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

エンジンイモビライザーシ
ステム

キーに信号発信機が内蔵してあり、
あらかじめ登録されたキー以外で
はエンジンを始動できません。

車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止に
寄与する機能であり、すべての車
両盗難に対する完全なセキュリ
ティを保証するものではありませ
ん。

システムを作動させるには

注意

エンジンイモビライザーシステムを
正常に作動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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ドアを施錠する前の確認

オートアラームの思わぬ作動、およ
び盗難を防ぐため、次のことを必ず
確認してください。

車内に人が乗っていないか

ドアガラスとムーンルーフが閉じ
ているか

車内に貴重品などを放置していな
いか

オートアラームを設定するには

全ドア・ボンネットを閉め、すべて

のドアを施錠※します。30秒以上
経過すると、自動的に設定されます。

オートアラームが設定されるとインジ
ケーターは点灯から点滅にかわります。
※メカニカルキーで施錠した場合、オー
トアラームはセットされません。

オートアラームを解除／停止する
には

次のいずれかを行ってください。

スマートエントリー＆スタートシ
ステムまたはワイヤレスリモコン
を使ってドアを解錠する

エンジンスイッチをACCまたは
ONにするか、エンジンを始動す

オートアラーム

オートアラームとは、侵入を検知
した場合に音と光で警報する機能
です。
オートアラームを設定すると、次
のような状況でオートアラームが
作動します。

施錠されたドアまたはバックド
アが、スマートエントリー＆ス
タートシステム・ワイヤレスリ
モコンを使わずに解錠された
り、開けられたとき

施錠時にボンネットが開けられ
たとき

侵入センサーが車内で動く物体
を検知したとき（侵入者がガラ
スを割るなどして車内に乗り込
んだとき）

傾斜センサーが車内の傾きを検
知したとき

リヤクォーターガラスやリヤウ
インドウガラスが割られたとき

バッテリーがはずされたとき

バッテリーが再接続されたとき

G-Link サービス をご利用のお客
様へは、オートアラームが作動し
た場合 Eメール、スマートフォン
アプリへお知らせすることができ
ます。詳しくは、別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

オートアラームを設定／解除／
停止する
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る（数秒後に解除・停止します）

知識

メンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンス
は不要です。

G-Link（ご契約のお客様のみ）

うっかり通知機能によって、施錠のし
忘れや非常点滅灯の消し忘れ、ドアガ
ラスの閉め忘れ、ムーンルーフの閉め
忘れなどを、Eメールやスマートフォ
ンアプリへお知らせすることができま
す。

うっかり通知機能は車内の電子キー検知
を使用しているため、スマートエント
リー＆スタートシステムが正しく作動し
ない場合は、うっかり通知機能が正しく
働かないことがあります。

リモート確認機能によって、ドアの開
閉や施錠の状態、非常点滅灯の点滅状
態、電子キーの車内への置き忘れなど
をスマートフォンアプリで確認できま
す。

詳しくは、別冊「マルチメディア取扱説
明書」を参照してください。

オートアラームの作動について

次のような場合、オートアラームが作動
することがあります。オートアラームの
設定を解除・作動を停止する操作を行っ
てください。

メカニカルキーを使ってドアを解錠し
たとき

車内に残った人が、ドア・バックドア・
ボンネットを開けたり、ドアロックス
イッチで解錠したとき

施錠後、バッテリーあがりなどでバッ
テリーの充電や交換をしたとき
（ P.524）

施錠後、バッテリーを取りはずしたと
き

オートアラーム作動によるドアロック
機能

次のとき、自動的にドアが施錠されるこ
とがあります。

車内に残った人がドアを解錠し、オー
トアラームが作動したとき

オートアラーム作動中に車内に残った
人がドアを解錠したとき

バッテリーあがりなどで充電・交換し
たとき

カスタマイズ機能

メカニカルキーを使って解錠したとき、
オートアラームが作動しないよう、設定
を変更することができます。（カスタマイ
ズ一覧： P.540）
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侵入・傾斜センサーの検知につい
て

侵入センサーは、車内に入り込ん
だ侵入者の動きを超音波で検知す
るセンサーです。侵入者の動きで
検知するため、ドアを開けずガラ
スを割って乗り込んだ侵入者など
も検知できます。

傾斜センサーは、車の傾きの変化
を検知するセンサーです。けん引
などで車が盗難される場合などを
検知します。

このシステムは、車両盗難を防止ま
たは抑止する機能であり、すべての
侵入・傾きの変化に対する完全なセ
キュリティを保証するものではあり
ません。

侵入・傾斜センサーを設定するに
は

オートアラームを設定すると、自動
でセットされます。（ P.63）

侵入・傾斜センサーの作動を停止
するには

車内で動くすべてのものに反応する
ため、ペットや動くものを車内に残
すときは、必ず侵入・傾斜センサー
を停止してからアラームを設定して
ください。

1 エンジンスイッチをOFF にする

2 侵入・傾斜センサーOFFスイッ
チを押す

もう一度スイッチを押すと、侵入・傾斜
センサーは再びセットされます。

侵入・傾斜センサーを OFF ／ ON する
たびに、メーター内のマルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。

知識

侵入・傾斜センサーの作動・停止につ
いて

侵入・傾斜センサーを停止しても、
オートアラームは作動します。

侵入・傾斜センサーを停止したあとに
エンジンスイッチを押すか、スマート
エントリー＆スタートシステムやワイ
ヤレス機能による解錠操作を行うと、
侵入・傾斜センサーが復帰します。

オートアラームの設定を解除するたび
に侵入・傾斜センサーは復帰します。

侵入センサーについて

次のような場合、侵入センサーの検知に
よりオートアラームが作動することがあ
ります。状況に応じ、侵入センサーを停
止してからアラームを設定してください。

車内に乗員やペットなどを残して車両
から離れる場合

注意

オートアラームを正常に作動させる
ために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。

侵入・傾斜センサー
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ドアガラスやムーンルーフなどが開い
ている場合、次のものを検知すること
があります。

･ 室内に入った落ち葉・虫・風など
･ 他車の侵入センサーなどが発する超音
波

･ 室外の歩行者の動き

マスコットやアクセサリーをぶら下げ
た状態で取り付けたり、コートフック
に衣類をかけているときなど、動きや
すいものが車内にある場合

立体駐車場のような振動や騒音の激し
い場所に駐車したとき

雪かきやガラスに付着した氷を削り落
とす際に、連続的な衝撃や振動が車両
に伝わったとき

高圧洗車機や自動洗車機などを使うと
き

ひょうや落雷などにより、連続的な衝
撃や振動が車両に伝わったとき

傾斜センサーについて

次のような場合、傾斜センサーの検知に
よりオートアラームが作動することがあ
ります。状況に応じ、傾斜センサーを停
止してからアラームを設定してください。

フェリー・トレーラー・列車などで運
搬するとき

立体駐車場に駐車したとき

車両移動をともなう洗車機を使用する
とき

タイヤ空気圧が少ないとき

ジャッキアップするとき

地震や路面陥没が起きたとき

ルーフキャリアにスキー板やスノー
ボード等を積んだり、荷降ろしすると
き
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指紋センサー

知識

指紋認証システムについて

納車時は指紋情報が未登録です。未登
録の状態でもスマートエントリー＆ス
タートシステムとしてエンジンを始動
することができます。

指紋認証結果の一致だけではエンジン
スイッチのモードの切りかえやエンジ
ンの始動をすることはできません。必
ず電子キーを携帯する必要があります。

指紋認証はマイセッティング機能の認
証デバイスとして使用されます。
（ P.166）

指紋情報の登録について

指紋情報を登録するときは、エンジン
の始動を行う姿勢で指紋センサにくり

注意

侵入センサーを正しく作動させるた
めに

センサーの穴はふさがないようにし
てください。

センサーの穴に向かって、直接消臭
スプレーなどを噴霧しないでくださ
い。

運転席と助手席のシートのあいだに、
レクサス純正品以外のアクセサリー
を装着したりものを放置したりする
と、検知性能が低下することがあり
ます。

電子キーが車両の近くにある場合、
侵入センサーの作動を停止すること
があります。

指紋認証システム

指紋認証システムとは、車両に登
録された指紋情報とエンジンス
イッチ上の指紋センサーにふれた
指で指紋認証を行い、認証に成功
しないとエンジンを始動すること
ができないシステムです。

指紋情報の登録・消去については
別冊「マルチメディア取扱説明
書」を参照してください。

A



68 1-3. 盗難防止装置

返しタッチしてください。

指紋情報を登録するときは、エンジン
を始動するときに使用する指で複数回
タッチする必要があります。指のあて
る位置を少しずつかえながら、広い範
囲をタッチしてください。

指紋情報を初めて登録すると、自動的
に指紋認証システムが ONになります。
指紋認証システムのON/OFF は、マル
チメディア画面で確認することができ
ます。詳しくは、別冊「マルチメディ
ア取扱説明書」を参照してください。

指紋センサーにタッチするときは、指
がセンサーの全面にかかるようにして
ください。指先や指の側面で押すと認
証できないことがあります。

タッチ操作はゆっくり行ってください。
速すぎたり、強すぎたり、スライドし
ながらさわると、正常に認識できない
ことがあります。

指紋センサーをくり返しタッチする場
合、タッチからタッチまでの時間を約
1秒あけてください。素早くタッチを
くり返すと認証失敗の原因となります。

指紋登録注意事項

本システムで利用する指紋情報は、セ
キュリティ機能およびマイセッティング
機能で活用しています。指紋情報はエン
ジンスイッチ内にのみ暗号化した上で保
存されており、指紋認証によるエンジン
の始動許可やその他車両各種機能（シー
トやミラーポジションの自動調整等）以
外での用途では使用いたしません。また、
指紋情報が第三者へ開示、または提供さ
れることはありません。保存された指紋
情報はお客様の意思で消去することが可
能です。

指紋情報の取り扱いについて、以下の項
目を同意いただいた上でご利用ください。

指紋認証システムは完全な本人認証、
照合、識別を保証するものではありま

せん。指紋認証を使用されたこと、ま
たは使用できなかったことによって生
じるいかなる損害に関しても、
レクサスでは一切責任を負いかねます
のであらかじめご了承ください。

本システムは指紋の特徴を認証に利用
するものです。このため、指紋の特徴
が少ないお客様は指紋情報登録ができ
ない、もしくは指紋情報を登録できた
お客様でも認証率が悪い場合がありま
す。そのような場合、指紋認証システ
ムをOFF にしてください。

指紋認証システムの認証性能はお客様
の使用状況によって異なります。指が
汚れていたり、ぬれていたり、乾燥や
怪我など、指の状態によっては指紋の
読取りが困難になったり、認証性能が
低下する原因となります。

指紋情報の登録失敗や指紋認証失敗が
頻発する場合は、指紋センサー表面を
清掃、または指紋情報を登録し直して
ください。

エンジンスイッチに登録した指紋情報
を移行することはできません。指紋情
報の消去、または部品交換した場合は
指紋情報を再度登録する必要がありま
す。

指紋認証システムの故障診断を行う際
に指紋情報を登録済みのお客様を特定
できない場合は、レクサス販売店によ
り指紋情報を消去する場合があります。

消去された指紋情報を復元することは
できません。再度、指紋情報の登録を
行う必要があります。

エンジンスイッチの交換をするときは、
指紋情報を原則消去します。故障等に
より指紋情報を消去できない場合は、
指紋情報が記憶された状態での部品回
収、またはお客様へご返却があること
をご了承ください。

部品回収した場合、故障解析の目的以
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外での利用はありません。

お客様へご返却した場合、エンジンス
イッチにはお客様の個人情報が記憶さ
れています。管理には十分にご注意く
ださい。

車両を売却、譲渡、廃棄等する場合は
必ず事前に指紋情報を消去してくださ
い。指紋情報が記憶されたまま、売却、
譲渡、廃棄等された場合に生じるいか
なる損害に関しても、レクサスでは一
切責任を負いかねますのであらかじめ
ご了承ください。

指紋センサーのお手入れについて

指紋センサーの表面を掃除するときは、
糸くずの出ないやわらかい布で乾拭きし
てください。

カスタマイズ機能

マルチメディア画面で指紋認証システム
の ON/OFF を切りかえることができま
す。詳しくは、別冊「マルチメディア取
扱説明書」を参照してください。

指紋認証システムのON/OFF を切りかえ
るには、以下のことにご注意ください。

指紋情報を 1 本以上登録する必要があ
ります。

指紋情報を登録済みのお客様による指
紋認証の成功かつエンジンスイッチを
ONにする必要があります。

指紋認証に成功しない場合でも、電子
キーをエンジンスイッチにふれてエン
ジンスイッチを ONにしたあと、指紋
認証システムの ON/OFF をマルチメ
ディア画面で切りかえることができま
す。（ P.523）

指紋認証システムをOFF にすると、エ
ンジンスイッチを OFF にしたとき、マ
ルチインフォメーションディスプレイ
に指紋認証システムが OFF になってい
ることを示すメッセージが 10日間表
示されます。

注意

エンジンスイッチの故障を防ぐために、
次のことをお守りください。

強い衝撃を与えたり、本体の取り外
し、分解、改造はしないでください。
故障および破損の原因となります。

指紋センサーの表面をペン先など先
の尖ったものでつついたり、ひっか
いたりしないでください。指紋セン
サーの表面に傷が付く原因となりま
す。

長時間の使用によりゴミがたまるこ
とがありますが、その場合でも先の
尖ったもので取り除かないでくださ
い。

指紋センサーの表面やタッチ操作す
る指先に水滴や汚れが付着した場合
は、指紋認証失敗の原因となります。

指紋センサーの表面にシールを貼っ
たり、インクで塗りつぶしたりしな
いでください。

指紋センサーの表面は定期的に清掃
してください。ほこりや皮脂などの
汚れ、汗などが指紋センサーの表面
に付着、または結露が発生すると不
作動の原因となります。

故障および破損の原因となるもの
（ほこりや砂、染料、インク、石鹸、
洗剤、酸や酸性の食品、油、ロー
ションなど）が付着した場合、すぐ
に指紋センサーをきれいに掃除して
ください。

ガラスクリーナー、スプレー式の液
体クリーナー、溶剤、アンモニアな
どの洗浄剤や、ワックス、サンド
ペーパーなどの研磨剤の利用は避け
てください。故障および破損の原因
となります。
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2-1. 計器の見方

実際の表示内容は、イラストと異なる場合があります。

システム異常などを警告します。

警告灯／表示灯

メーター・ドアミラーの警告灯／表示灯でお車の状況をお知らせします。

メーターの警告灯／表示灯

警告灯一覧

（赤色）

ブレーキ警告灯※1

（ P.496）

（黄色）

ブレーキ警告灯※1

（ P.496）

充電警告灯※2（ P.496）

油圧警告灯※2（ P.496）

高水温警告灯※2（ P.497）

エンジン警告灯※1

（ P.497）

SRS エアバッグ／プリテン

ショナー警告灯※1

（ P.497）

ABS ＆ブレーキアシスト警告

灯※1（ P.497）

（赤色）

パワーステアリング警告灯※1

（ P.497）

（黄色）

パワーステアリング警告灯※1

（ P.497）

（点滅または
点灯）

PCS 警告灯※1（ P.498）

（橙色）

LTA 表示灯 （ P.498）

BSM OFF 表示灯※1

（ P.498）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはエ
ンジンをかけると消灯します。点灯し
ない場合や点灯したままのときはシス
テム異常のおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

※2メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

※3クリアランスソナー機能がONのとき
は、エンジンスイッチをONにすると
点灯し、数秒後に消灯します。

システムの作動状況を表示します。

RCTA OFF 表示灯※1

（ P.498）

RCD OFF 表示灯※1

（ P.499）
クリアランスソナーOFF 表示

灯※3（ P.499）

PKSB OFF表示灯※1

（ P.499）

ペダル誤操作警告灯※2

（ P.215, 500）

スリップ表示灯※1

（ P.500）

（点滅）

L4 作動表示灯（ P.500）

（点滅）

センターデフロック作動表示
灯（ P.501）

（点滅）

フロントデフロック作動表示
灯★（ P.501）

（点滅）

リヤデフロック作動表示灯★

（ P.501）

（点滅）

パーキングブレーキ表示灯
（ P.501）

（点滅）

ブレーキホールド作動表示灯
※1（ P.501）

燃料残量警告灯（ P.502）

タイヤ空気圧警告灯※1

（ P.502）

運転席・助手席シートベルト
非着用警告灯（ P.502）

リヤ席シートベルト非着用警
告灯（ P.502）

警告

安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABS や SRS エアバッグなどの安全装
置の警告灯が、エンジンスイッチを
ONにしても点灯しない場合や点灯し
たままの場合は、事故にあったときに
正しく作動せず、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。ただちにレクサス販売店
で点検を受けてください。

表示灯一覧

方向指示表示灯（ P.190）

尾灯表示灯（ P.196）

ハイビーム表示灯（ P.198, 
201）

アダプティブハイビームシス
テム表示灯（ P.199）

フロントフォグランプ表示灯
（ P.203）
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リヤフォグランプ表示灯
（ P.203）

PCS 警告灯※1, 2（ P.218）

（白色）

LTA表示灯※3（ P.230）

（緑色）

LTA 表示灯※3（ P.215, 

230）

（橙色）

LTA 表示灯※3（ P.230）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（ P.237）

クルーズコントロール表示灯
（ P.237）

クルーズコントロールセット
表示灯（ P.237）

BSMドアミラーインジケー

ター※1, 4（ P.263）

BSM OFF 表示灯※2

（ P.263）

RCTA OFF 表示灯※1, 2

（ P.277）

RCD OFF 表示灯※2

（ P.281）

クリアランスソナーOFF 表示

灯※2, 5（ P.270）

PKSB OFF表示灯※1, 2

（ P.285）

エコドライブインジケーター

ランプ※1（ P.81）

（点滅）

スリップ表示灯※1

（ P.388）

VSC OFF 表示灯※1, 2

（ P.388）

ダウンヒルアシストコント

ロールシステム表示灯※1

（ P.380）

ターンアシスト表示灯
（ P.372）

クロールコントロール表示灯
※1（ P.372）

クロールコントロールモード
表示（ P.372）

乗降モード表示灯※1

（ P.361）

L4 作動表示灯（ P.366）

センターデフロック作動表示
灯（ P.367）

フロントデフロック作動表示
灯★（ P.369）

リヤデフロック作動表示灯★

（ P.371）

パーキングブレーキ表示灯
（ P.190）

ブレーキホールドスタンバイ

表示灯※1（ P.193）

ブレーキホールド作動表示灯
※2（ P.193）

RSCA OFF 表示灯※1

（ P.42）

スマートエントリー＆スター

トシステム表示灯※6

（ P.181）

低温表示灯※7（ P.77）

ITS Connect アイコン
（ P.256）

ITS Connect アイコン
（ P.256）

ITS Connect アイコン
（ P.256）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはエ
ンジンを始動すると消灯します。点灯
しない場合や点灯したままのときはシ
ステム異常のおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

※2システムが OFF のときに点灯します。
※3システムの作動状態により、表示色と
点灯・点滅の状態が変化します。

※4ドアミラーに表示されます。

※5クリアランスソナー機能がONのとき
は、エンジンスイッチをONにすると
点灯し、数秒後に消灯します。

※6メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

※7外気温が約 3℃以下のとき、約 10秒
間点滅後に点灯します。

※8ブレーキペダルの操作や運転支援シス
テムの作動により、制動灯が点灯した
ときに点灯します。

知識

BSMドアミラーインジケーターについ
て

作動確認のため次の条件のときインジ
ケーターが点灯します。

マルチインフォメーションディスプレ

イの で、BSMの機能をONに設定

している状態で、エンジンスイッチを
ONにしたとき

エンジンスイッチが ONの状態で、BSM

の機能をマルチインフォメーション

ディスプレイの でONにしたとき

システムが正常であればインジケーター
は数秒後に消灯します。点灯しない場合
や点灯したままのときはシステム異常の
おそれがあります。レクサス販売店で点
検を受けてください。

プラスサポート表示灯★

（ P.382）

制動灯表示灯※8

エコドライブモード表示灯
（ P.357）

コンフォートモード表示灯
（ P.357）

スポーツ Sモード表示灯
（ P.357）

スポーツ S+モード表示灯
（ P.357）

カスタムモード表示灯
（ P.357）

AUTO モード表示灯
（ P.377）

DIRT モード表示灯
（ P.377）

SAND モード表示灯
（ P.377）

MUD モード表示灯
（ P.377）

DEEP SNOW モード表示灯
（ P.377）

ROCK モード表示灯
（ P.377）
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計器類の位置

油圧計

エンジンオイルの圧力を示します。

AHC 表示

AHC（アクティブハイトコントロール）のモードを表示します。（ P.359）

時計

GPS の時刻情報（GPS 時計）を利用して、時刻を自動で調整します。詳しくは別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

タコメーター

毎分のエンジン回転数を示します。

スピードメーター

車両の走行速度を示します。

外気温（ P.77）

電圧計

バッテリーの充電状態を示します。

燃料計

燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約 10L 以下）を行ったとき

計器類

メーターの表示について

A

B

C

D

E

F

G

H
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･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

オドメーター／トリップメーター

オドメーター：
走行した総距離を表示します。

トリップメーター：
リセットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、トリップ A／トリップ B の
2 種類で使い分けることができます。

マルチインフォメーションディスプレイ

走行に関するさまざまな情報を表示します。（ P.79）

車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（ P.505）

シフトポジション・ギヤ段表示

選択されているシフトポジションまたはギヤ段を表示します。（ P.186）

水温計

エンジン冷却水の温度を示します。

知識

燃料計と航続可能距離について

燃料計と航続可能距離は連動しています。
少量給油後に燃料計と航続可能距離の表
示が更新されない場合、次の操作を行う
ことで表示を更新することができます。

1 車両を平坦な場所に停車させる

2 ODO TRIP スイッチ（ P.78）を押
してオドメーター／トリップメーター
の表示をオドメーター表示に切りかえ
る

3 エンジンスイッチを OFF にする

4 ODO TRIP スイッチを押したまま、エ
ンジンスイッチを ON にする

5 そのまま約 5秒間ODO TRIP スイッ
チを押し続け、オドメーターが点滅を
開始したら手をはなす

オドメーターが約 5秒間点滅したあと通
常の表示にもどれば、更新は終了です。

外気温度表示について

外気温度を－ 40 ℃～ 60 ℃のあいだ
で表示します。

外気温度が約 3 ℃以下のときは、外気

温表示の上に が点滅し、そのあと点

灯します。

次の場合は、正しい外気温度が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
20km/h 以下）のとき

･ 外気温度が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

“--” または“E”が表示されたとき
は、システム異常のおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

液晶ディスプレイについて

P.80

I

J

K

L
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ODO TRIP スイッチを押すごとに、
オドメーター／トリップメーター A
／トリップメーター Bの順に表示が
切りかわります。

トリップメーターの表示中にスイッ
チを押し続けると、走行距離が0に
もどります。

インストルメントパネル照明の明る
さを調整できます。

警告

低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。

例えばギヤ段表示を使用した場合、シ
フト操作をしてもすぐにギヤ段の表示
が切りかわらないことで運転者がダウ
ンシフトしなかったと誤解し、再度ダ
ウンシフトすることによって急激に過
度のエンジンブレーキがかかり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意

エンジンや構成部品への損傷を防ぐ
ために

タコメーターの針がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえている
範囲）に入らないようにしてくださ
い。

水温計の針がHのレッドゾーンに
入ったときや、マルチインフォメー
ションディスプレイに“エンジン冷
却水高温　安全な場所に停車して取
扱書を確認してください”が表示さ
れたときは、オーバーヒートのおそ
れがあるため、ただちに安全な場所
に停車してください。完全に冷えた
あと、エンジンを確認してください。
（ P.528）

電圧計について

エンジン回転中に電圧計が 19V 以上、
または 9V 以下を示すときは、バッテ
リーや充電系統の異常が考えられます
のでレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

油圧計について

エンジン回転中に油圧計の値が低下し
たときは、ただちに安全な場所に停車
し、エンジンオイル量を点検してくだ
さい。点検方法は別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。

エンジンオイルが減っていないのに油
圧が低下する、またはオイルを補給し
ても油圧が上昇しないときは、潤滑系
統の異常が考えられるため、レクサス
販売店にご連絡ください。

ODO TRIP スイッチの操作に
ついて

インストルメントパネル照明の
明るさを調整するには
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1 暗くする
2 明るくする

知識

メーター照度調整について

周囲が明るいとき（昼間など）と暗いと
き（夜間など）それぞれの明るさのレベ
ルを調節することができます。

ディスプレイの表示

メニューアイコンを選択し、走行に
関するさまざまな情報を表示したり、
車両設定を変更することができます。

また、状況に応じて注意喚起やアド
バイスなどを割り込み表示します。

メニューアイコン

メーター操作スイッチの または

を押すとメニューアイコンが表示

されます。

マルチインフォメーション
ディスプレイ

ディスプレイの表示／メニュー
アイコン一覧

走行情報表示（ P.80）

ナビゲーションシステム連
携表示（ P.82）

オーディオシステム連携表
示（ P.82）

運転支援機能情報（ P.82）
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知識

液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

メーター操作スイッチを使って次の
ように操作します。

／ ：メニューの切りかえ

／ ：表示項目の切りかえ・

ページ送り・カーソル移動

短押し：決定

長押し：リセット

ひとつ前の画面にもどる

電話の発着信・履歴表示

ハンズフリーシステムと連携して、発着
信の表示や操作を行うことができます。
ハンズフリーシステムについて詳しくは、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

表示項目

メーター操作スイッチの または

を押して を選択し、 または

を押すことで次の項目を表示する
ことができます。

ドライブインフォメーション1

ドライブインフォメーション2

エコドライブインジケーター

タイヤ空気圧（ P.468）

表示OFF

ドライブインフォメーション1／
2

表示される数値は参考として利用してく
ださい。

ドライブインフォメーション1

• 瞬間燃費

• リセット間平均燃費

ドライブインフォメーション2

• 航続可能距離

• リセット間平均車速

表示する項目は、メニューアイコン

警告メッセージ（ P.505）

設定（ P.82）

警告

運転中の使用について

マルチインフォメーションディスプ
レイを操作する時は、周囲の安全に
十分注意してください。

マルチインフォメーションディスプ
レイを見続けないでください。前方
の歩行者、障害物などを見落とすお
それがあり危険です。

低温時の画面表示について

P.78

表示を切りかえるには

A

走行に関する情報について

B

C

D
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の から変更することができます。

（ P.82）
表示できる項目は次のとおりです。

瞬間燃費

バー表示：現在の瞬間燃費を表示します。

平均燃費

リセット間：リセット後の平均燃費を表

示※1

始動後：エンジン始動後の平均燃費を表
示

給油後：給油後の平均燃費を表示

平均車速

リセット間：リセット後の平均車速を表

示※1

始動後：エンジン始動後の平均車速を表
示

走行時間

リセット間：リセット後の経過時間を表

示※1

始動後：エンジン始動後の経過時間を表
示

距離

航続可能距離：燃料残量による走行可能

な距離を表示※2, 3

始動後：エンジン始動後の走行距離を表
示

その他

ブランク：非表示

※1リセットするには、リセットしたい項
目を表示中にメーター操作スイッチの

を長押しします。

※2運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの

使用など）に応じて燃費がかわるた
め、実際に走行できる距離とは異なり
ます。

※3燃料給油量が少量（約 10L 以下）の
とき、表示が更新されないことがあり
ます。この場合、燃料計の表示ととも
に更新することができます。
（ P.77）

エコドライブインジケーター

エコドライブインジケーターラン

プ
環境に配慮した運転をしているとき､エコ
ドライブインジケーターランプが点灯し
ます｡必要以上にアクセルペダルを踏んだ
ときや停車中は消灯します。

エコドライブインジケーターゾー
ン表示

エコ運転の範囲と現状のアクセル開度を
表示します。

現状のアクセル開度

現状のアクセル開度がエコ運転の範囲を
こえたとき、エコドライブインジケー
ターゾーン表示の右側が点灯します。

このとき、エコドライブインジケーター
ランプは消灯します。

エコ運転の範囲

A

B

C

D



82 2-1. 計器の見方

知識

エコドライブインジケーターについて

次の場合、エコドライブインジケーター
は作動しません。

シフトポジションがD以外にあるとき

パドルシフトスイッチを操作している
とき

走行モードがスポーツ S モードまたは
スポーツ S+ モードのとき

走行モードがカスタムモードで、パ
ワートレーンの制御を Power にしてい
るとき（ P.357）

車速が約 100km/h 以上のとき

ナビゲーションシステムと連携して、
次の情報を表示します。

目的地案内

レーン（車線）案内

コンパス

オーディオソースの選択、選曲など
の操作を行うことができます。

次のシステムの作動状況を表示しま
す。

LTA（レーントレーシングアシス
ト）（ P.225）

レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）
（ P.237）

RSA （ロードサインアシスト）
（ P.234）

ITS Connect（ P.256）

メーター操作スイッチを操作してご
希望の項目を選択することで、車両
の設定や画面の表示内容などを変更
することができます。

設定変更のしかた

1 メーター操作スイッチの また

は を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの また

は を押して変更する項目を選

択し、 を押す

3 メーター操作スイッチの また

は を押して設定したい項目を

選択し、 を押す

4 設定が完了したら、メーター操作

スイッチの を押す

変更できる項目（メーター表示）

言語

表示される言語を選択することができま
す。

単位

燃費表示の単位を選択することができま
す。

車速表示

スピードメーターの表示を、デジタル／
アナログ／両方表示から選択することが
できます。

ドライブインフォ1／ドライブイ
ンフォ2

ナビゲーションシステム連携表
示について

オーディオシステム連携表示に
ついて

運転支援機能情報について

設定について
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ドライブインフォメーションに表示させ
る項目をドライブインフォ 1、ドライブ
インフォ 2それぞれに 2項目ずつ選択す
ることができます。（ P.80）

割り込み表示

割り込み表示される項目の表示・非表示
を、項目ごとに変更することができます。

エコドライブインジケーターラン
プ

エコドライブインジケーターランプの作
動・非作動を切りかえることができます。

初期化

メーターの表示設定をもとにもどすこと
ができます。

変更できる項目（機能の切りか
え・車両設定）

P.539

知識

設定画面の操作について

一部の項目を除き、車両走行中は設定
画面を操作することができません。設
定を変更するときは、安全な場所に停
車して操作してください。

警告メッセージが表示されたときは、
設定画面の操作が一時中断されます。

状況に応じて運転者に提案メッセー
ジを表示する機能です。提案メッ
セージが表示されたときにメーター
操作スイッチを操作することで、提
案された内容を直接操作することが
できます。

ヘッドランプ消灯提案

エンジンスイッチをOFFにしたあと
にヘッドランプを点灯したまましば
らく車内にいると、ヘッドランプの
消灯を提案するメッセージを表示し
ます。

ランプスイッチが AUTOのとき：こ
のとき「はい」を選択すると、ヘッ
ドランプが消灯します。

エンジンスイッチをOFF にしてから
メッセージが表示されるまでのあいだに
運転席のドアを開けたときは、提案メッ
セージが表示されません。

窓閉め提案（ワイパー連動）

雨が車内に入ることを防ぐために、
ドアガラスが開いている状態でワイ
パーが動き始めるとドアガラスを閉
める提案メッセージを表示します。
このとき「はい」を選択すると、開
いているすべてのドアガラスが閉ま
ります。

窓閉め提案（高速走行時）

ドアガラスが開いている状態で一定
以上の車速になると、ドアガラスを

警告

ディスプレイの設定を変更するとき

エンジンがかかった状態で操作を行う
ため、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

ディスプレイの設定を変更するとき

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

提案サービス機能
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閉める提案メッセージを表示します。
このとき「はい」を選択すると、開
いているすべてのドアガラスが閉ま
ります。

ウインドウロック解除提案

ウインドウロックスイッチ
（ P.157）をONにした状態で運
転席ドアのパワーウインドウスイッ
チで運転席以外のドアガラスを閉め
ようとすると、ウインドウロックス
イッチをOFF にする提案メッセージ
を表示します。

知識

カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧： P.539）
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イラストは説明のための例であり、実際の表示状況とは異なります。

車速表示

シフトポジション／RSA（ロードサインアシスト）表示エリア

（ P.186, 234）

運転支援システム表示エリア（ P.87）／ナビゲーションシステム連携表

示エリア
ナビゲーションシステムと連携してルート案内などを表示します。

エコドライブインジケーター／タコメーター表示エリア（ P.88）

知識

ヘッドアップディスプレイの作動条件

エンジンスイッチがONのとき

ヘッドアップディスプレイを使用する
ときは

サングラス（特に偏光サングラス）を着
用していると、ヘッドアップディスプレ
イの表示が見づらくなる場合があります。

表示が見づらい場合は、輝度を調整する
か、サングラスをはずしてください。

交差点名表示について

地図データに情報がない場合など、状況
によっては交差点名称が表示されない場
合があります。

レーン（車線）表示について

地図データに情報のない交差点では、
レーン表示は行われません。また、交差

ヘッドアップディスプレイ

ヘッドアップディスプレイは、フロントウインドウガラスに運転支援シス
テムの作動状況や走行に関するさまざまな情報を表示することができます。

システムの構成部品

A

B

C

D
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点によっては、レーン表示と実際の交差
点形状が異なる場合があります。現場の
標識、道路形状に従ってください。

マルチインフォメーションディスプ

レイの から次の設定を変更するこ

とができます。（ P.79）

ヘッドアップディスプレイの表示
／非表示

ヘッドアップディスプレイの表示 / 非表
示を切りかえることができます。

表示の明るさ／上下位置

表示の明るさや、上下の位置を調整する
ことができます。

タコメーター切替

次のいずれかから表示する項目を選
択することができます。

• 表示なし

• エコドライブインジケーター表示

• タコメーター表示

次の内容の表示／非表示を設定す
ることができます。

• ナビゲーション表示

• レーン表示

• 運転支援表示※

• オーディオ表示
※運転支援システムを使用するときは、
表示に設定してください

表示の傾き

表示の傾きを調整することができま
す。

警告

ヘッドアップディスプレイを使用す
るときは

映像の明るさ、および表示位置は、
安全運転に支障がないよう適切な状
態に調整してください。
調整が不適切だと運転者の視界のさ
またげとなり、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

ヘッドアップディスプレイを見続け
ないでください。前方の歩行者、障
害物などを見落とすおそれがあり危
険です。

注意

ヘッドアップディスプレイ映写部に
ついて

映写部の付近に飲み物を置かないで
ください。水やその他の液体が映写
部にかかると、装置が故障する原因
になります。

映写部の上にものを置いたり、シー
ルなどを貼り付けたりしないでくだ
さい。
ヘッドアップディスプレイの表示の
さまたげとなります。

映写部の内部にふれたり、とがった
ものを押し付けたりしないでくださ
い。
装置が故障する原因となります。

ヘッドアップディスプレイの使
い方
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知識

ヘッドアップディスプレイの表示／非
表示について

ヘッドアップディスプレイを非表示にし
たときは、エンジンスイッチを OFF にし
たあとで再度 ONにしても、非表示のま
まです。

表示の明るさについて

マルチインフォメーションディスプレイ

の による明るさの調整に加えて、周囲

の明るさに応じて表示の明るさが自動で
調整されます。

ヘッドアップディスプレイ表示位置の
自動調整

お好みのヘッドアップディスプレイ表示
位置をポジションメモリーに登録すると、
自動で調整されます。（ P.161）

バッテリー端子の脱着をしたときは

ヘッドアップディスプレイの設定がリ
セットされます。

次のシステムの作動状況を表示しま
す。

LTA（レーントレーシングアシス
ト）（ P.225）

レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）
（ P.237）

表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイの表示と同様です。
詳しくは各システムの説明を参照してく
ださい。

状況に応じて、次の項目が割り込み
表示されます。

運転支援システム

次のシステムの警告／注意喚起／通
知／作動状況を表示します。

PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）（ P.215）

先行車発進告知機能（ P.249）

ドライバー異常時対応システム
（ P.251）

ITS Connect（ P.256）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）（ P.284）

ブレーキオーバーライドシステム
（ P.171）

ドライブスタートコントロール
（ P.175）

表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイの表示と同様です。
詳しくは各システムの説明を参照してく
ださい。

警告

ヘッドアップディスプレイの設定を
変更するときは

エンジンがかかった状態で操作を行う
場合、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

ヘッドアップディスプレイの設定を
変更するときは

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

運転支援システム表示エリア

割り込み表示について
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／ アイコン

マルチインフォメーションディスプ
レイに警告メッセージが表示されて
いるときに表示されます。

：マスターウォーニングアイコン

マルチインフォメーションディスプレイ
に警告メッセージが表示されているとき
に表示されます。（ P.505）

：インフォメーションアイコン

マルチインフォメーションディスプレイ
に提案サービス（ P.83）や操作アドバ
イスなどのメッセージが表示されている
ときに表示されます。

警告メッセージ

一部の警告メッセージが表示されま
す。

表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイの表示と同様です。

オーディオ表示

ハンドル上のオーディオ操作スイッ
チを使用したときに表示されます。

ハンズフリー作動表示

ハンズフリーの作動中に表示されま
す。

知識

割り込み表示について

割り込み表示される項目によっては、一
部の表示エリアが非表示になります。割
り込み表示終了後、もとの表示にもどり
ます。

エコドライブインジケーター

エコドライブインジケーターゾー

ン表示

現状のアクセル開度

エコ運転の範囲

表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイのエコドライブイン
ジケーターと同様です。詳しくは、P.81
を参照してください。

タコメーター

毎分のエンジン回転数を表示します。

エコドライブインジケーター／
タコメーター表示エリア

A

B

C
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走
行
に
関
す
る
情
報
表
示

マルチメディア画面

表示のしかた

1 メインメニューの を選択する

2 “トリップインフォメーション
”を選択する

3 “瞬間”を選択する

表示について

履歴削除

過去15分間の1分ごとの燃費

（平均燃費）

瞬間燃費

エンジン始動後平均車速

航続可能距離

エンジン始動後経過時間

表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

表示のしかた

1 メインメニューの を選択する

2 “トリップインフォメーション
”を選択する

3 “履歴”を選択する

表示について

最新値表示

過去最高値表示

過去平均燃費表示

履歴削除

最新値更新

表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか

燃費画面

燃費に関する情報をマルチメディ
ア画面に表示します。

システムの構成部品

瞬間燃費画面の見方

A

A

B

燃費履歴画面の見方

C

D

E

F

A

B

C

D

E
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に異なる場合があります。

知識

過去の区間平均燃費の記録を更新する
には

燃費履歴画面で“更新”を選択すると、
平均燃費の値とグラフが更新され、新た
に平均燃費の記録を開始します。

燃費データをリセットするには

“履歴削除”を選択すると、燃費データ
がリセットされます。

航続可能距離について

現在の燃料残量で走行できるおよその距
離を示します。

表示される距離は、過去の平均燃費をも
とに算出されるため、表示される距離を
実際に走行できるとは限りません。
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3-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムの作動（ P.118）

･ ワイヤレス機能の作動（ P.95）

メカニカルキー

キーナンバープレート

カードキー★

スマートエントリー＆スタートシステム
の作動（ P.118）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識

カードキー★について
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

カードキーは非防水です。

カードキーに内蔵されているメカニカ
ルキーは、カードキーが正常に作動し
ないなどの緊急時にのみ使用してくだ
さい。

メカニカルキーが取り出しにくいとき
は、ボールペンの先などでロック解除
ボタンを押してください。引き出しに
くいときは、コインなどで引っかけて
ください。

メカニカルキーをカードキーへ入れる
ときは、ロック解除ボタンを押しなが
ら奥まで入れてください。

電池カバーがはずれたときやぬれたと
きに電池をはずした場合は、電池の＋
極をレクサスエンブレム面側にして取
り付けてください。

航空機に乗るとき

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航
空機内で電子キーのスイッチを押さない
でください。また、かばんなどに保管す
る場合でも、簡単にスイッチが押されな
いように保管してください。スイッチが
押されると電波が発信され、航空機の運
行に支障をおよぼすおそれがあります。

キー

キーの種類

A

B

C

D
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電池の消耗について

電池の標準的な寿命は 1～ 2 年です。
（カードキーは1 ～ 1 年半で消耗しま
す）

電池残量が少なくなると、エンジンを
停止した際に車内から警告音が鳴りま
す。

長期間使用しない電子キーは、節電
モードにすることで電池の消耗を抑え
ることができます。（ P.119）

電子キーは常に電波を受信しているた
め、使用していないあいだでも電池が
消耗します。次のような状態になった
ときは、電池が消耗している可能性が
あります。新しい電池に交換してくだ
さい。

･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが作動しない

･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

電池はお客様自身で交換することがで
きます（ P.477）が、交換の際に
キーが破損するおそれがあるため、
レクサス販売店での交換をおすすめし
ます。

電池の著しい消耗を防ぐため、次のよ
うな磁気を発生する電化製品の 1m以
内に電子キーを保管しないでください。

･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および
充電器

･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

スマートエントリー＆スタートシステ
ムによる操作をしなくても、車両周辺
に長時間いると、電池の消耗は早くな
ります。操作をしない場合は、車両周
辺に長時間いないことをおすすめしま
す。

電池の消耗を抑えるため、車両周辺に
長時間いるときは、降車オートロック
機能を一時的に非作動にすることをお
すすめします。（ P.98）

電池の交換方法

P.477

キー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認する
ことができます。詳しくはレクサス販売
店へご相談ください。

マルチインフォメーションディスプレ
イに“新しいキーが登録されました　
詳しくは販売店に問い合わせください
” と表示されたときは

追加で新しく電子キーが登録された場合、
車外から解錠して運転席ドアを開けたと
きにメッセージが表示されることが 10
日ほど続きます。電子キーの登録をした
覚えがないにも関わらずメッセージが表
示されたときは、お持ちの電子キー以外
に登録されている電子キーがないかを
レクサス販売店で確認してください。

電子キーの取り扱いについて
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注意

キーの故障を防ぐために

落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

湿度の高いところに長時間放置しな
い

ぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

キーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしな
い

分解しない

電子キー表面にシールなどを貼らな
い

テレビやオーディオ、電磁調理器な
どの磁気を帯びた製品の近くに置か
ない

電気医療機器（マイクロ波治療器や
低周波治療器など）の近くに置いた
り、身に付けたまま治療を受けない

キーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは
10cm 以上離して携帯してください。
10cm 以内にあると電化製品の電波と
干渉し正常に機能しない場合がありま
す。

スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

P.523

電子キーを紛失したとき

P.522

カードキー★の取り扱いについて

メカニカルキーをカードキーに挿し
込むときは、無理な力を与えないで
ください。カードキーが破損するお
それがあります。
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キーには次のワイヤレス機能が搭載
されています。

全ドアを施錠する（ P.97）

ドアガラスとムーンルーフを閉め

る※（ P.97）

全ドアを解錠する（ P.97）

ドアガラスとムーンルーフを開く
※（ P.97）

パワーバックドアを開閉する

（ P.104）
※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

メカニカルキーを取り出すには、解
除ボタンを押してキーを取り出して
ください。

メカニカルキーは挿し込み方向に指定の
ある片溝キーです。キーシリンダーに挿
し込めないときは、キー溝面の向きをか
えて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一緒
に携帯してください。電子キーの電池が
切れたときやスマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しないとき、

注意

電池やカードキーの電極がぬれた場
合は、電池が腐食するおそれがあり
ます。
水の中に落としたときや飲料水など
をこぼしたときは、ただちに電池カ
バーをはずして電池および電極部分
をふき取ってください（電池カバー
をはずすには、軽く持って引き抜い
てください）。電池が腐食した場合
は、レクサス販売店で電池を交換し
てください。

電池カバーを取りはずす場合は、押
しつぶしたりドライバーなどを使用
したりしないでください。
無理にこじ開けようとすると、曲
がったり傷を付けたりするおそれが
あります。

電池カバーをひんぱんに取りはずす
と、電池カバーが抜けやすくなるこ
とがあります。

電池を取り付けるときは、必ず電池
の向きを確認してください。電池の
向きを間違えると、電池が急激に消
耗する原因になります。

次のような使い方をした場合は、
カードキーの表面に傷を付けたり塗
装がはがれたりするおそれがありま
す。

･ 小銭や鍵などの硬いものと同時に携
帯したとき

･ シャープペンシルの先端などの鋭利
なものでこすったとき

･ シンナーやベンジンでカードキーの
表面をふいたとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ワイヤレス機能について

メカニカルキーを使うには

A

B

C

D

E
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メカニカルキーが必要になります。
（ P.522）

知識

駐車場などでキーを預けるとき

必要に応じてグローブボックスを施錠
（ P.429）します。メカニカルキーを取
り出し、電子キーのみを渡してください。

指紋認証システムがONの場合に、エン
ジンを始動するには、ブレーキペダルを
踏みながらキーでエンジンスイッチにふ
れてから、エンジンスイッチを押してく
ださい。（ P.523）

メカニカルキーを紛失したとき

P.522
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3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

スマートエントリー＆スタートシ
ステムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 ドアハンドルを握って解錠する
ハンドル裏面のセンサー部に確実にふれ
てください。

施錠操作後 3秒間は解錠できません。

2 ドアハンドル上側、または下側の
ロックセンサー部（ハンドルのく
ぼみ部）にふれ施錠する

必ず施錠されたことを確認してください。

ワイヤレス機能を使用する

1 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

押し続けるとドアガラスとムーンルーフ

が閉まります。※

2 全ドアを解錠する
押し続けるとドアガラスとムーンルーフ

が開きます。※

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

知識

降車オートロック機能※

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

次の手順で車から離れることで、自動で
施錠することができます。

1 電子キーを携帯して降車し、すべての
ドアを閉める

車内に電子キーがあると施錠できません。
車内にあるすべての電子キーを携帯して
ください。

2 電子キーの作動範囲内（ P.118）で
ブザーが“ピピッ”と鳴るまで待機
する

降車オートロック待機状態になります。

3 降車オートロック待機状態になった
ら、電子キーの作動範囲から離れる

すべてのドアが施錠され、作動の合図で
お知らせします。（ P.98）

約 1分間電子キーの作動範囲から離れな
かったときは、警告ブザーが鳴り、降車
オートロック待機状態が解除されます。
この場合は、ドアを開閉することで降車
オートロック待機状態にもどります。

パワーバックドア閉作動中降車オート
ロック機能

パワーバックドアの閉作動中※1にも、
降車オートロック機能の手順ですべての

ドアを施錠することができます。※2

※1バックドアハンドルを使用したとき
は、機能は作動しません。

※2レクサス販売店での設定変更が必要で

ドア（フロントドア・リヤ
ドア）

車外から解錠／施錠するには
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す。

降車オートロック機能を一時的に非作
動にするには

降車オートロック待機状態のときに電子
キーを携帯し、ブザーが“ピッピー”
と鳴るまでドアハンドルを握り続けるこ
とで、降車オートロック機能を非作動に
することができます。

降車オートロック機能を一時的に非作動
にした場合、次の操作のあとドアを開閉
することで作動可能状態にもどります。

ドアを施錠・解錠する

エンジンを始動する

解錠するドアを切りかえるには

ワイヤレスリモコンを使用して、スマー
トエントリー＆スタートシステムで解錠
できるドアの設定を切りかえることがで
きます。

1 エンジンスイッチを OFF にする

2 オートアラームの侵入・傾斜センサー
を停止する（操作中のオートアラーム
誤作動防止）（ P.65）

3 キー表面のインジケーターが点滅して

いないのを確認後、 ボタンと同

時に、 ボタンまたは ボタ

ンのいずれかを約 5 秒間押し続ける

操作を行うごとに次のように設定が切り
かわります。（続けて切りかえ操作を行う
場合は、ボタンから手を離したあと5秒
以上間隔をあけてから手順 3を行ってく
ださい）

オートアラームの誤作動防止のため、登
録後はいったんワイヤレスリモコンで解
錠し、ドアを開閉してください。

（ ボタンを押して 30 秒以内にドア

を開けなかった場合は、ドアが再び施錠
されオートアラームが設定されます）
オートアラームが作動し警報が鳴ってし
まったときは、作動を停止する操作を
行ってください。（ P.63）

衝撃感知ドアロック解除システム

車両が前後左右から強い衝撃を受けると、
すべてのドアが解錠されます。衝撃の度
合いや事故の状況によっては作動しない
ことがあります。

作動の合図

ドアの施錠・解錠を、ブザーと非常点滅
灯の点滅で知らせます。（施錠は 1 回、解
錠は 2 回）

ドアガラスとムーンルーフの開閉をブ
ザーで知らせます。

解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 30秒以内にドアを開け
なかったときは、盗難防止のため自動的
に施錠されます。

マルチインフォ
メーションディス
プレイ表示／ブ

ザー音

解錠できるドア

車外：“ピピッ”
（3回）

運転席側のドアハン
ドルを握ると運転席
のみ解錠

運転席以外のドアハ
ンドルを握ると全席
解錠

車外：“ピピッ”
（2回）

いずれかのドアハン
ドルを握ると全席解
錠
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ドアハンドル上側のロックセンサーで
施錠できないとき

ドアハンドル上側のロックセンサー部に
ふれても施錠できないときは、上下の
ロックセンサー部に同時にふれてくださ
い。

手袋を着用しているときは、手袋をはず
してください。

半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態でドア
を施錠しようとすると、ブザーが鳴りま
す。
ドアを完全に閉めてから、もう一度施錠
してください。

オートアラームの設定制御

施錠するとオートアラームが設定されま
す。（ P.63）

スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に働か
ないおそれのあるとき

P.119

スマートエントリー＆ スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

メカニカルキーを使ってドアの施錠・
解錠ができます。（ P.523）

電子キーの電池が消耗しているときは、
電池を交換してください。（ P.477）

リヤシートリマインダー機能

リヤシートへの荷物の置き忘れなどを
防止するため、次の操作を行ってから
エンジンスイッチをOFF にするとブ

ザーが鳴り、約 6秒間マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。

･ リヤドアを開閉したあと約 10 分以内
にエンジンを始動した

･ エンジンがかかっている状態でリヤド
アを開閉した

ただし、リヤドアを開けてから約 2秒以
内にリヤドアを閉めたときは、リヤシー
トリマインダー機能は作動しません。

リヤシートリマインダー機能は、リヤ
ドアの開閉によりリヤシートに荷物な
どを載せたと判断します。そのため使
い方によっては、リヤシートに荷物な
どを置き忘れていてもリヤシートリマ
インダー機能が作動しないなど、実際
の状況とは異なる作動をする場合があ
ります。

リヤシートリマインダー機能の作動／
非作動を設定できます。（ P.542）

カスタマイズ機能

キー操作によって解錠されるドアの設定
などを変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.541）

警告

事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、不意にドアが
開き、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

すべてのドアを確実に閉め、施錠す
る

走行中はドア内側のドアハンドルを
引かない
特に、運転席はドアロックボタンが
施錠側になっていてもドアが開くた
め、注意してください。
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ドアロックスイッチを使用する

1 全ドアを施錠する
2 全ドアを解錠する

ドアロックボタンを使って施錠す
る

ドアロックボタンを押し下げて、ド
アを施錠する

ドアハンドルを使って解錠する

運転席ドア：

ドアハンドルを引くとドアが解錠さ
れ、ドアが開きます。

ドアが解錠されると、ドアロックボタン
が上がります。

運転席以外のドア：

ドアハンドルを引くとドアが解錠さ
れ、再度ドアハンドルを引くとドア
が開きます。

ドアが解錠されると、ドアロックボタン
が上がります。

知識

キーを使わずに外側からフロント席を
施錠するとき

1 ドアロックボタンを押し下げる
（ P.100）

2 ドアハンドルを引いたままドアを閉め
る

エンジンスイッチが ACC または ONのと

警告

お子さまをリヤ席に乗せるときは、
チャイルドプロテクターを使用して
車内からドアが開かないようにする

ドアを開閉するときの留意事項

傾斜した場所・ドアと壁などのあいだ
が狭い場所・強風など、周囲の状況を
確認し、予期せぬ動きにも対処できる
よう、ドアハンドルを確実に保持して
ドアを開閉してください。

ワイヤレスリモコンを使ってドアガ
ラスやムーンルーフを操作するとき

ドアガラスやムーンルーフに人が挟ま
るおそれがないことを確認してから操
作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンによる操作をさせ
ないでください。お子さまや他の人が
ドアガラスやムーンルーフに挟まれた
り巻き込まれたりするおそれがありま
す。

車内から解錠／施錠するには
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きや、車内に電子キーが放置されている
ときは施錠されません。電子キーの位置
によっては、キーが正しく検知されずに
施錠される場合があります。

イージークローザー

ドアが半ドア状態になったとき、イー
ジークローザーが作動し自動で完全に閉
まります。

エンジンスイッチがOFF になっていて
も、イージークローザーは作動します。

車内のドアハンドルや車外のドアハン
ドルを引いたままドアを閉めたときは、
イージークローザーは作動しません。

イージークローザーが作動中でも、車
内のドアハンドルや車外のドアハンド
ルを引いてドアを開けることができま
す。（ドアロックボタンやチャイルドプ
ロテクターが施錠側のときを除く）

イージークローザーでドアが閉まった
あと数秒間モーター音が聞こえますが、
異常ではありません。

半ドア走行時警告ブザー

全ドアまたはボンネットが確実に閉まっ
ていない状態のまま、車速が約 5km/h を
こえると警告ブザーが鳴り、開いている
ドアまたはボンネットがマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されます。

施錠側にすると、リヤ席ドアが車内
から開かなくなります。

警告

イージークローザーについて

ドアが半ドア状態になったとき、イー
ジークローザーが働き完全に自動で閉
まります。また、作動し始めるまでに
数秒かかります。指などをドアのあい
だに挟まないように注意してください。
骨折など重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。チャイルドプロテク
ターが施錠側になっているドアは、車
内のドアハンドルを引いてもイージー
クローザーの作動を停止できないため、
特にご注意ください。

注意

イージークローザーの故障を防ぐた
めに

ひんぱんにドアの開閉をくり返したり、
イージークローザーの作動中にドアに
無理な力をかけたりしないでください。

チャイルドプロテクター
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1 解錠
2 施錠
お子さまが車内からリヤ席ドアを開けら
れないようにできます。両側のリヤ席ド
アを施錠側にしてください。

知識

チャイルドプロテクター使用時のドア
の開け方

ドアを解錠して車外のドアハンドルを引
くと開きます。万一、車内から開ける場
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車
外のドアハンドルを引いてください。

次の機能を設定・解除することがで
きます。

設定変更のしかたについては、P.539 を
参照してください。

オートドアロック・アンロック
機能

機能 作動内容

車速感応オートド
アロック

速度が約 20km/h
以上になると全ド
アが施錠されます。

シフト操作連動ド
アロック

エンジンが作動中
にシフトレバーをP 
から動かすと全ド
アが施錠されます。

シフト操作連動ア
ンロック

シフトレバーを P
に入れると全ドア
が解錠されます。

運転席ドア開連動
アンロック

エンジンスイッチ
を OFF にしてから
約 45 秒以内に運転
席ドアを開けると
全ドアが解錠され
ます。

機能 作動内容
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バックドア

バックドアは次の方法で施錠・解
錠および開閉することができます。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

走行する前に

走行前にバックドアが閉まっている
ことを確認してください。
完全に閉まっていないと走行中に突
然開き、車外のものにあたったり、
荷物が投げ出されたりして思わぬ事
故につながるおそれがあります。

ラゲージルームでお子さまを遊ばせ
ないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病
などを引き起こすおそれがあります。

お子さまにはバックドアの開閉操作
をさせないでください。
不意にバックドアが開いたり、閉め
るときに手・頭・首などを挟んだり
するおそれがあります。

走行中の留意事項

走行中はバックドアを閉めてくださ
い。
開けたまま走行すると、バックドア
が車外のものにあたったり荷物が投
げ出されたりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

ラゲージルームには絶対に人を乗せ
ないでください。
急ブレーキ・急旋回をかけたときや
衝突したときなどに、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

バックドアの操作にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

バックドアを開ける前に、バックド
アに貼り付いた雪や氷などの重量物
を取り除いてください。開いたあと
に重みでバックドアが突然閉じるお
それがあります。

バックドアを開閉するときは、十分
に周囲の安全を確かめてください。

人がいるときは、安全を確認し、動
かすことを知らせる「声かけ」をし
てください。

強風時の開閉には十分注意してくだ
さい。
バックドアが風にあおられ、勢いよ
く開いたり閉じたりするおそれがあ
ります。

傾斜が急な場所で半開状態で使用す
ると、バックドアが突然閉じて重大
な傷害を受けるおそれがあります。
必ずバックドアが静止していること
を確認して使用してください。

バックドアを閉めるときは、指など
を挟まないよう十分注意してくださ
い。
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スマートエントリー＆スタートシ
ステムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 全ドアを解錠する
施錠操作後 3秒間は解錠できません。

2 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

ワイヤレス機能を使用する

P.95

知識

作動の合図

P.98

解錠操作のセキュリティ機能

P.98

ドアロックスイッチを使用する

P.100

ワイヤレス機能を使用して開閉す
る

スイッチを約1秒押し続ける

ブザーが鳴りバックドアが自動で開閉し
ます。

バックドアを解錠※してから操作してく
ださい。
※カスタマイズ機能により、施錠時から
でも作動できるように設定できます。

開閉作動中にスイッチを押すと、作動が
停止します。作動が停止した状態から再
度スイッチを約 1秒間押し続けると、
バックドアは反転作動します。

車内からスイッチ操作で開閉する

スイッチを約 1 秒押し続ける

ブザーが鳴りバックドアが自動で開閉し
ます。

バックドアを解錠してから操作してくだ
さい。

警告

スピンドルユニット（ P.115）を
持ってバックドアを閉めたり、ぶら
下がったりしないでください。手を
挟んだり、スピンドルユニットが破
損したりして、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

バックドアにキャリアなどの重いも
のを取り付けると、開けたあとにド
アが突然閉じて、手・頭・首などを
挟むおそれがあります。バックドア
へのアクセサリー用品の取り付けは、
レクサス純正品を使用することをお
すすめします。

車外から解錠／施錠するには

車内から解錠／施錠するには

バックドアを開閉するには
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開閉作動中にスイッチを押すと、作動が
停止します。作動が停止した状態から再
度スイッチを約 1秒間押し続けると、
バックドアは反転作動します。

バックドアのスイッチを使用して
開閉する

開ける

バックドア解錠時：バックドアオープン
スイッチを押す

バックドア施錠時：電子キーを携帯して、
バックドアオープンスイッチを押し続け
る

ブザーが鳴りバックドアが自動で開きま
す。

バックドアが開く途中でスイッチを押す
と、作動が停止します。

閉じる

バックドア下部の スイッチを押す

ブザーが鳴りバックドアが自動で閉まり
ます。

バックドアが閉まる途中で スイッ

チを押すと、作動が停止します。作動が

停止した状態から再度 スイッチを

押すと、バックドアは自動で開きます。

バックドアから離れて閉じたあと
全ドアを施錠する（クローズ＆
ロック［ウォークアウェイ］機
能）

1 バックドア以外のすべてのドアを
閉じて、電子キーを携帯してバッ

クドア下部の スイッチを押

す

通常ブザーとは異なるブザー音が断続的
に鳴り、クローズ＆ロック（ウォークア
ウェイ）機能が待機状態になります。

2 ブザーが鳴っているあいだに、
バックドアから十分に離れる

バックドアから離れたことを検知すると、
作動の合図でお知らせします。
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バックドアから離れる方向、電子キーの
位置や持ち方、周囲の状況によって正し
く検知できない場合があります。

バックドア以外のすべてのドアが施錠さ
れ、バックドアも閉まると同時に施錠さ
れます。

すべてのドアが閉まり施錠されると、作
動の合図でお知らせします。（ P.98）

約 30秒間バックドアから離れなかった
ときは、待機状態が解除されます。

再度作動させるには、手順 1からやり直
してください。

バックドアが閉作動中に電子キーを携帯
してバックドアに近付くと作動が停止し、
すべてのドアが解錠され、作動の合図で
お知らせします。（ P.98）

作動が停止した状態から再度 ス

イッチを押すと、再びクローズ＆ロック
（ウォークアウェイ）機能が待機状態にな
ります。

バックドアを閉じたあと全ドアを

施錠する（クローズ＆ロック機

能）※

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

バックドア以外のすべてのドアを閉じて、
電子キーを携帯してバックドア下部の

スイッチを押す

通常ブザーと異なるブザー音が鳴り、
バックドアが自動で閉まります。バック
ドア以外のすべてのドアが施錠され、
バックドアも閉まると同時に施錠されま
す。すべてのドアが閉まり施錠されると、
作動の合図でお知らせします。（ P.98）

バックドアが閉まる途中で スイッ

チを押すと、作動が停止します。作動が

停止した状態から再度 スイッチを

押すと、バックドアは自動で閉まります。

バックドアハンドルを使用して閉
じる

バックドアハンドル を持ってバッ
クドアを引き下げる

ブザーが鳴りバックドアクローズアシス
ト機能（ P.109）が作動し、バックド
アが自動で閉まります。

キックセンサーを使用して開閉す
る（ハンズフリーパワーバックド
ア）

リヤバンパー運転席側の下部に足を
近付けて離す動作をすることで、
バックドアを自動で開閉することが
できます。次の条件をすべて満たし
たとき、キックセンサーを使用する
ことができます。
･ エンジンスイッチがOFF、または
ONで、シフトレバーの位置がP

A
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にあるとき
･ キックセンサーの作動がONのと
き（ P.79）

･ 電子キーを携帯しているとき

1 電子キーを携帯し、スマートエン
トリー＆スタートシステムの作動
範囲内でリヤバンパーから約30
～ 50cm離れた位置に立つ

キックセンサー

ハンズフリーパワーバックドア作

動検知エリア

スマートエントリー＆スタートシ
ステム作動検知エリア
（ P.118）

2 足をリヤバンパーから約10cm
の距離になるまで近付けて、ブ
ザーが1回鳴ったあと足を引く

足を近付けて引く動作を 1 秒以内に行っ
てください。

足先をリヤバンパーの下に入れたままで
は作動しません。

リヤバンパーに足先をあてずに非接触で
操作してください。

車室内またはラゲージルーム内に他の電
子キーがあると、作動までの時間が少し
長くなることがあります。

ブザーが 2回鳴った場合は、再度足を近

付けて引く動作を行ってください。

キックセンサー

ハンズフリーパワーバックドア作

動検知エリア

3 足を引く動作をセンサーが検知す
るとブザーが鳴り、その後バック
ドアが自動で全開・全閉します。

バックドアの開閉作動中に再度操作をす
ると、作動を停止します。

作動が停止した状態から再度操作をする
と、バックドアは反転作動します。

キックセンサーを使用してバック
ドアから離れたあとに閉じて施錠
する（ハンズフリークローズ＆
ロック［ウォークアウェイ］機

能）※

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

リヤバンパー運転席側の下部に足を
近付けて離す動作をし、バックドア
から十分に離れることで、バックド
アを自動で閉じたあと全ドアを施錠
することができます。キックセン
サーを使用するときは、エンジンス
イッチがOFF、かつキックセンサー
の作動がONで（ P.79）、電子
キーを携帯していることを確認して
ください。

A

B

C

A

B
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1 電子キーを携帯し、スマートエン
トリー＆スタートシステムの作動
範囲内でリヤバンパーから約30
～ 50cm離れた位置に立つ

キックセンサー

ハンズフリーパワーバックドア作
動検知エリア

スマートエントリー＆スタートシ
ステム作動検知エリア
（ P.118）

2 足をリヤバンパーから約10cm
の距離になるまで近付けて、ブ
ザーが1回鳴ったあと足を引く

足を近付けて引く動作を 1 秒以内に行っ
てください。

足先をリヤバンパーの下に入れたままで
は作動しません。

リヤバンパーに足先をあてずに非接触で
操作してください。

車室内またはラゲージルーム内に他の電
子キーがあると、作動までの時間が少し
長くなることがあります。

ブザーが 2回鳴った場合は、再度足を近

付けて引く動作を行ってください。

キックセンサー

ハンズフリーパワーバックドア作

動検知エリア

3 足を引く動作をセンサーが検知す
ると、通常ブザーとは異なるブ
ザー音が鳴りハンズフリークロー
ズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能が待機状態になります。

4 ブザーが鳴っているあいだに、
バックドアから十分に離れる

バックドアから離れたことを検知すると、
作動の合図でお知らせします。バックド
アから離れる方向、電子キーの位置や持
ち方、周囲の状況によって正しく検知で
きない場合があります。

バックドア以外のすべてのドアが施錠さ
れ、バックドアも閉まると同時に施錠さ
れます。すべてのドアが閉まり施錠され
ると、作動の合図でお知らせします。
（ P.98）

約 30秒間バックドアから離れなかった
ときは、待機状態が解除されます。再度
作動させるには、手順 1からやり直して
ください。

バックドアが閉まる途中で電子キーを携
帯してバックドアに近付くと作動が停止
し、すべてのドアが解錠され、作動の合
図でお知らせします。（ P.98）作動が
停止した状態から再度ハンズフリーパ
ワーバックドアを作動させると、バック

A

B

C

A

B
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ドアは自動で閉まります。

知識

ラゲージルームランプ

バックドアを開けたとき、ラゲージ
ルームランプが点灯します。

エンジンスイッチがOFF の場合、ラ
ゲージルームランプが点灯したままの
ときは、約 20分後に自動消灯します。

リヤバンパー

リヤバンパー上部に過度の力がかかると
変形したり破損したりするおそれがあり
ます。

バックドアイージークローザー

バックドアが半ドア状態になったとき、
バックドアイージークローザーが作動し、
バックドアが自動で完全に閉まります。

エンジンスイッチがどの状態であっても、
バックドアイージークローザーは作動し
ます。

パワーバックドアの作動条件

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

パワーバックドアの作動が ONのとき
（ P.79）

バックドアが解錠されているとき

ただし電子キーを携帯してバックドア
オープンスイッチを押し続けたときは
バックドアが施錠されていてもパワー
バックドアは作動します。（ P.105）

エンジンスイッチがONのとき開作動す

るには、上記に加え、車速が約 3km/h
未満で次のいずれかの条件を満たす必
要があります。

･ パーキングブレーキがかかっている
･ ブレーキペダルを踏んでいる
･ シフトレバーが Pの位置にある

パワーバックドアの作動について

作動開始時にブザーが鳴り、非常点滅
灯が 2回点滅します。

パワーバックドアの作動が OFF のとき
は、パワーバックドアは作動しません
が手動で開閉できます。

パワーバックドアが自動で開いている
ときに、人や異物などにより異常を感
知すると、作動が停止します。

挟み込み防止機能

パワーバックドアの左右端部には、セン
サーが付いています。ドアを自動で閉め
ているときに、挟み込みなどによりセン
サーが押されると挟み込み防止機能が作
動し、その位置からドアは自動的に反対
方向に少し動き、作動が停止します。

落下防止機構

バックドアが自動で開くときに無理な力
がかかると、バックドアが急激に落下し
ないようにブレーキをかけます。

バックドアクローズアシスト機能

バックドアが開いているときに手動で
バックドアを下げると、バックドアク
ローズアシスト機能が作動し、自動で全
閉します。
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予約ドアロック機能について

パワーバックドアの自動閉作動中に、あ
らかじめ全ドアの施錠を予約する機能で
す。

次の操作をすると、パワーバックドア以
外のすべてのドアが施錠され、パワー
バックドアも閉まると同時に施錠されま
す。

1 バックドア以外のすべてのドアを閉じ
る

2 パワーバックドアの自動閉作動中にド
アハンドルのロックセンサーにふれて
スマートエントリー＆スタートシステ
ムによる施錠操作を行う（ P.97）、
またはワイヤレスリモコンによる施錠
操作を行う（ P.97）

すべてのドアが閉まり施錠されると、作
動の合図でお知らせします。（ P.98）

予約ドアロック機能使用時、施錠操作
をしたあとに、キーを車内にもどすと、
車内にキーが閉じ込められることがあ
ります。
予約ドアロック機能は、必ずキーを携
帯した状態で使用してください。

予約ドアロック操作をしてパワーバッ
クドアが自動閉作動中に、挟み込み防
止機能が作動するなど停止操作が行わ
れると、予約ドアロック機能が解除さ
れすべてのドアが解錠されます。

車から離れるときは、すべてのドアが
閉まり施錠されたことを確認してくだ
さい。

クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能の作動条件

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能の作動が ONのとき

車内に電子キーがない

バックドア以外のドアがすべて閉じて

いる

エンジンスイッチが OFF のとき

電子キーが作動検知エリア内にあると
き

クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能が正常に作動しない状況

次のような状況では正常に作動しないこ
とがあります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に作動しないとき

クローズ＆ロック機能が正常に作動し
ないとき

クローズ＆ロック（ウォークアウェイ）
機能が待機状態でバックドアからすば
やく離れたとき

車両に登録された電子キーの本数が増
えたとき

クローズ＆ロック機能※の作動条件

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

車内に電子キーがない

バックドア以外のドアがすべて閉じて
いる

エンジンスイッチが OFF のとき

クローズ＆ロック機能※が正常に作動し

ない状況
※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

クローズ＆ロック機能は、次のような状
況では正常に作動しないことがあります。

電子キーを持った手でパワーバックド

ア下部の スイッチを押したとき

地面に置いたかばんなどに電子キーを
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入れたままパワーバックドア下部の

スイッチを押したとき

パワーバックドア下部の スイッチ

から離れた位置から押したとき

ハンズフリーパワーバックドアの作動
条件

次の作動条件を満たしているときに自動
で開閉できます。

キックセンサーの作動が ONのとき
（ P.79）

エンジンスイッチがOFF、またはON
で、シフトレバーの位置が Pにあると
き

電子キーが作動範囲内にあるとき
（ P.118）

足をリヤバンパー運転席側の下部に近
付けて離す動作をしたとき（手やひじ、
ひざなどでも作動します）

ハンズフリーパワーバックドアが正常
に作動しない状況

ハンズフリーパワーバックドアは、次の
ような状況では正常に作動しないことが
あります。

足先をリヤバンパーの下に入れたまま
のとき

リヤバンパーに足先が強くあたったと
きや、一定時間ふれたとき

リヤバンパーに一定時間ふれた場合は、
少し時間をおいてから再度操作してくだ
さい。

人がリヤバンパーに近すぎる位置で操
作したとき

電子キーと車両間の通信をさまたげる
電波があるとき（ P.119）

コインパーキング・ガソリンスタンド・
ロードヒーター・蛍光灯などキックセ

ンサーの感度をさまたげる電波やノイ
ズがある場所に駐車したとき

近くにテレビ塔や発電所・ラジオ放送
局・大型ディスプレイ・空港があるな
ど、強い電波やノイズの発生する場所
にいるとき

洗車や大雨などでリヤバンパーに大量
の水がかかっているとき

リヤバンパーの表面に泥・雪・氷など
が付着したとき

リヤバンパーに草木などの動くものが
ふれる状態が長時間続いたとき

リヤバンパーにアクセサリー用品を付
けたとき
アクセサリー用品を取り付けた場合は、
キックセンサーの作動を OFF にしてく
ださい。

ハンズフリーパワーバックドアの誤作
動を防ぐために

ハンズフリーパワーバックドアは、電子
キーが作動範囲内にあるとき、次のよう
な状況で意図せず作動するおそれがあり
ます。

誤作動を防ぐために、電子キーが作動範
囲内に入らないようにするか、キックセ
ンサーの作動を OFF にしてください。
（ P.79）

洗車や大雨などでリヤバンパーに大量
の水がかかっているとき

リヤバンパーの汚れを拭き取る動作を
したとき

小動物やボールなどがリヤバンパーの
下を横切ったとき

リヤバンパーの下のものを取る動作を
したとき

リヤバンパーに腰かけて、足を動かし
たとき

リヤバンパーに足や体をふれながら車
両を横切ったとき
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コインパーキング・ガソリンスタンド・
ロードヒーター・蛍光灯などキックセ
ンサーの感度をさまたげる電波やノイ
ズがある場所に駐車したとき

近くにテレビ塔や発電所・ラジオ放送
局・大型ディスプレイ・空港があるな
ど、強い電波やノイズの発生する場所
にいるとき

リヤバンパーの近くに草木などがある
場所に駐車したとき

リヤバンパーの近くで荷物などの積み
降ろしをしたとき

リヤバンパーの近くでアクセサリー用
品やカーカバーの着脱作業したとき

けん引されるとき

ハンズフリークローズ＆ロック
（ウォークアウェイ）機能の作動条件

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

ハンズフリークローズ＆ロック

（ウォークアウェイ）機能の作動が ON

のとき※

ハンズフリーパワーバックドアの作動
が ONのとき

車内に電子キーがない

バックドア以外のドアがすべて閉じて
いる

エンジンスイッチがOFF のとき

電子キーが作動検知エリア内にあると
き

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

ハンズフリークローズ＆ロック

（ウォークアウェイ）機能※が正常に作
動しない状況

次のような状況では正常に作動しないこ
とがあります。

スマートエントリー＆スタートシステ

ムが正常に作動しないとき

クローズ＆ロック機能が正常に作動し
ないとき

ハンズフリークローズ＆ロック
（ウォークアウェイ）機能が待機状態で
バックドアからすばやく離れたとき

車両に登録された電子キーの本数が増
えたとき

ハンズフリーパワーバックドアが正常
に作動しないとき

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

バッテリーを再接続したとき

パワーバックドアを適切に作動させるた
めに、初期設定としてバックドアを手動
で一度全閉にしてください。

バックドアが開かないとき

バックドアのロックを内側から解除する
ことができます。

1 カバーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

2 ネジをゆるめる
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3 カバーをまわす

4 レバーを押す

5 取り付けるときは、取りはずしたとき
と逆の手順で取り付ける

カスタマイズ機能

パワーバックドアの全開時の開度などを
変更できます。（カスタマイズ一
覧： P.543）

警告

バックドアイージークローザーにつ
いて

バックドアが半ドア状態になったと
き、バックドアイージークローザー
が作動し自動で完全に閉まります。
また、作動し始めるまでに数秒かか
ります。指などを挟まないように注
意してください。骨折など重大な傷
害を受けるおそれがあります。

バックドアイージークローザーは、
パワーバックドアの作動がOFF のと
きにも作動するため、指などの挟み
込みには十分注意してください。

パワーバックドアについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

周辺の安全を確かめ、障害物がない
か、身のまわりの品が挟み込まれる
危険がないか確認してください。

人がいるときは、作動させる前に安
全を確認し、動かすことを知らせる
「声かけ」をしてください。

自動開閉中にパワーバックドアの作
動をOFF にすると、作動が停止し手
動操作に切りかわります。この場合、
バックドアが急に開いたり閉じたり
するおそれがあるので、十分注意し
てください。
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警告

自動開閉中に作動条件（ P.109）
を満たさなくなったときは、ブザー
が鳴り、作動が停止し手動操作に切
りかわる場合があります。
この場合、坂道などの傾斜した場所
ではバックドアが急に開いたり閉じ
たりするおそれがあるので十分注意
してください。

傾斜した場所では、開いたあとにド
アが突然閉じる場合があります。必
ずドアが静止していることを確認し
てください。

次のような場合、システムが異常と
判断して自動作動が停止し、手動操
作に切りかわることがあります。こ
の場合、バックドアが急に開いたり
閉じたりするおそれがあるので、十
分注意してください。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき

･ エンジン停止時でパワーバックドア
が自動作動しているときに、エンジ
ンスイッチをONにしたりエンジン
を始動したりして、バッテリー電圧
が急に低下したとき

バックドアにキャリアなどの重いも
のを取り付けると、自動で作動でき
ずにパワーバックドアが故障したり、
開いたあとにドアが突然閉じて、
手・頭・首などを挟むおそれがあり
ます。バックドアへのアクセサリー
用品の取り付けは、レクサス純正品
を使用することをおすすめします。

挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

挟み込み防止機能を故意に作動させ
ようとして、体の一部を挟んだりし
ないでください。

挟み込み防止機能は、バックドアが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。指などを
挟まないように注意してください。

挟み込み防止機能は、挟まれるもの
の形状や挟まれかたによっては作動
しない場合があります。指などを挟
まないように注意してください。

ハンズフリーパワーバックドアにつ
いて

ハンズフリーパワーバックドアを操作
するときは、次のことを必ずお守りく
ださい。お守りいただかないと、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

周辺の安全を確かめ、障害物がない
か、身のまわりの品が挟み込まれる
危険がないか確認してください。

リヤバンパー下に足を出し入れする
際は、排気管にふれないように注意
してください。熱くなっている排気
管にふれると、やけどをするおそれ
があります。

リヤバンパーの下のスペースが狭い
場合は、操作しないでください。
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警告

クローズ＆ロック（ウォークアウェ

イ）機能・ ハンズフリークローズ＆

ロック（ウォークアウェイ）機能※

について
※レクサス販売店での設定変更が必要
です。

バックドアから離れると自動でバック
ドアが閉まり始めます。

周辺の安全を確かめ、障害物がないか、
身のまわりの品が挟み込まれる危険が
ないか確認してください。

注意

スピンドルユニットについて

バックドアにはバックドアを支えるた
めのスピンドルユニットが取り付けら
れています。スピンドルユニットの損
傷や作動不良を防ぐため次のことをお
守りください。

ビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をスピンドルユニットに付
着させない

バックドアにレクサス純正品以外の
アクセサリー用品を付けない

スピンドルユニットに手をかけたり、
横方向に力をかけたりしない

バックドアイージークローザーの故
障を防ぐために

バックドアイージークローザーの作動
中は無理な力をかけないでください。
無理な力をかけると、バックドアイー
ジークローザーの故障の原因になりま
す。

パワーバックドアの故障を防ぐため
に

パワーバックドアを作動させる前に、
凍結によるバックドアの貼り付きが
ないことを確認してください。バッ
クドアに無理な力がかかっている状
態で作動させると、故障の原因にな
ります。

パワーバックドアの作動中は、バッ
クドアに無理に力をかけないでくだ
さい。

パワーバックドア左右端部のセン
サー（ P.109）を刃物などの鋭利
なもので傷付けないように注意して
ください。センサーが切断されると
自動で閉めることができなくなりま
す。
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マルチインフォメーションディスプ

レイの から、“車両設定”-

画面を表示することで、パワー

バックドアの設定を変更することが
できます。（ P.79）

パワーバックドアの設定を変更した場合、
エンジンスイッチをOFF にしても設定
内容はリセットされません。設定をもと

注意

クローズ＆ロック機能※について

※レクサス販売店での設定変更が必要
です。

クローズ＆ロック機能でパワーバック
ドアを閉じると、通常ブザーと異なる
ブザー音が鳴り作動します。

正常に作動開始したことを確認するた
め、通常ブザーと異なるブザー音が
鳴ったことを確認してください。

またパワーバックドアが完全に閉じ施
錠されると、すべてのドアが施錠され
たことを作動の合図でお知らせします。
（ P.98）

車から離れるときは、作動の合図を確
認し、全ドアが施錠されたことを確認
してください。

ハンズフリーパワーバックドアにつ
いて

キックセンサーは、リヤバンパーの内
側に設置されています。ハンズフリー
パワーバックドアを正しく作動させる
ために次のことをお守りください。

リヤバンパーは常にきれいにしてお
く
リヤバンパーに汚れや着雪などがあ
る場合、キックセンサーが作動しな
くなることがあります。その場合、
汚れや雪を落としたあと、現在の位
置から車両を動かしてから作動する
か確認を行ってください。それでも
作動しない場合はレクサス販売店に
て点検を受けてください。

リヤバンパーに親水性コーティング
などの液体を塗らない

リヤバンパーに草木など動くものを
近付けない
リヤバンパーに草木などの動くもの
がふれる状態が長期間続いたときは、
キックセンサーが作動しなくなるこ
とがあります。その場合、現在の位
置から車両を動かしてから作動する
か確認を行ってください。それでも
作動しない場合はレクサス販売店に
て点検を受けてください。

リヤバンパーへの強い衝撃を避ける
リヤバンパーが強い衝撃を受けると、
キックセンサーが正常に作動しなく
なるおそれがあります。次のような
場合にキックセンサーが作動しない
ときは、必ずレクサス販売店で点検
を受けてください。

･ キックセンサーやキックセンサー周
辺に強い衝撃を受けた

･ リヤバンパーに傷や破損がある

リヤバンパーを分解しない

リヤバンパーにステッカーを貼らな
い

リヤバンパーを塗装しない

パワーバックドアに自転車キャリア
などを取り付けた場合は、キックセ
ンサーの作動をOFF にする

パワーバックドアの設定を変更
するには
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にもどすには、再度、マルチインフォ

メーションディスプレイの での設定

操作が必要です。

パワーバックドアを自動で開けたと
きに、開く位置を調整できます。

1 バックドアをお好みの位置で停止
させる（ P.104）

2 バックドア下部の スイッチ

を約2秒間押し続ける

設定が完了するとブザーが 4回鳴りま
す。

次回パワーバックドアを開けると、その
位置でバックドアが停止します。

知識

バックドア自動開停止位置を初期状態
の位置にもどすには

バックドア下部の スイッチを約 7 

秒間押し続けてください。

ブザーが 4回鳴ったあと、さらに 2回鳴
ります。次回パワーバックドアを開ける
操作をすると、初期状態の位置までバッ
クドアが開きます。

カスタマイズ機能

マルチメディア画面からもパワーバック
ドアの自動開停止位置の変更ができます。
（ P.539）

バックドア下部の スイッチまたはマ

ルチメディア画面のうち、最後に設定し
た方の停止位置が優先されます。

バックドア自動開停止位置調整
について
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知識

アンテナの位置

車外アンテナ（フロントドア）

車外アンテナ（リヤドア）

車外アンテナ（バックドア）

車室内アンテナ

作動範囲（電子キーの検知エリア）

ドアの施錠・解錠時

フロントドアのドアハンドル・リヤドア
のドアハンドル・バックドアオープンス
イッチから周囲約 70cm 以内で電子キー
を携帯している場合に作動します。（電子
キーを検知しているドアハンドルのみ作
動します）

エンジン始動時またはエンジンスイッ

チ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。

警告音が鳴ったり警告表示が出たりし
たとき

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、警告音が鳴ったり、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告が
表示されることがあります。警告が表示
されたときは、ディスプレイの表示をも
とに適切に対処してください。

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次の通りです。

車外から警告音が“ピー”と5 秒鳴る

スマートエントリー＆ス
タートシステム

電子キー（カードキー★含む）を
ポケットなどに携帯していると、
次の操作が行えます。必ず運転者
が携帯してください。

ドアを施錠・解錠する
（ P.97）

バックドアを施錠・解錠する
（ P.104）

エンジンを始動する
（ P.181）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

A

B

C

D

状況 対処方法

いずれかのドアが開いて
いるときにスマートエン
トリー＆スタートシステ
ムで施錠しようとした

全ドアを閉め
たあと、再度
施錠する

A

B
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車内から“ポーン、ポーン”と鳴り続
ける

節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の
バッテリーあがりを防止するため、節電
機能が働きます。

次の状況では、スマートエントリー＆
スタートシステムによる解錠に時間が
かかる場合があります。

･ 車の外約 3.5m 以内に電子キーを 2分
以上放置した

･ 5 日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった

14 日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場合、
運転席以外での解錠ができなくなりま
す。この場合は、運転席のドアハンド
ルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、
メカニカルキーで解錠してください。

電子キーを節電モードにするには

節電モードに設定すると、電子キーに
よる電波の受信待機を停止し、電子
キーの電池の消耗を抑えることができ
ます。

電子キーの を押しながら、

を 2 回押し、電子キーのインジ

ケーターが 4回光ることを確認してくだ
さい。

節電モード中は、スマートエントリー＆
スタートシステムを使用できません。節
電モードを解除するには、電子キーのい
ずれかのスイッチを押してください。

長期間使用しない電子キーは、節電
モードにしておくことをおすすめしま
す。

機能が正常に働かないおそれのある状
況

スマートエントリー＆スタートシステム
は微弱な電波を使用しています。次のよ
うな場合は電子キーと車両間の通信をさ
またげ、スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコン、エンジ
ンイモビライザーシステムが正常に作動
しない場合があります。

電子キーの電池が消耗しているとき

近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

電子キーが、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVD などのメディア

近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

電子キーを、次のような電波を発信す
る製品と同時に携帯しているとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器

･ 他の電子キーや電波式ワイヤレスリモ
コン

状況 対処方法

運転席ドアが開いている
状態でエンジンスイッチ
を ACC にした（エンジン
スイッチが ACC のとき運
転席ドアを開いた）

エンジンス
イッチを
OFF にした
あと、運転席
ドアを閉める
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･ パソコンや携帯情報端末（PDA など）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

リヤウインドウガラスに金属を含む
フィルムなどが貼ってあるとき

充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いた場合

コインパーキングなど通信をさまたげ
る電波がある場所に駐車したとき

スマートエントリー＆スタートシステム
でドアを施錠・解錠できない場合は、次
の方法を試してください。

ドアハンドルに電子キーを近付けて操
作する

ワイヤレス機能を使用する

上記の方法でも施錠・解錠できない場合
は、メカニカルキーを使用してください。
（ P.95）

また、スマートエントリー＆スタートシ
ステムでエンジンが始動できない場合は、
P.523 を参照してください。

ご留意いただきたいこと

電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のような場合は正しく
作動しないことがあります。

･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがドア
ガラスやドアハンドルに近付きすぎて
いる、または地面の近くや高い場所に
ある

･ エンジン始動時またはエンジンスイッ
チの切りかえ時に、電子キーがインス
トルメントパネル・トノカバー（装着
車のみ）・フロア上、またはドアポケッ
ト・グローブボックス内などに置かれ
ている

インストルメントパネル上面やドアポ
ケット付近に電子キーを置いたまま車
外に出ると、電波の状況によっては車
外アンテナに検知され車外から施錠で
き、電子キーが車内に閉じ込められる

おそれがあります。

電子キーが作動範囲内にあれば、電子
キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。ただし、電子キーを検
知しているドア以外では解錠できませ
ん。

車外でも電子キーがドアガラスに近付
いていると、エンジンを始動できるこ
とがあります。

電子キーが作動範囲内にあるとき、洗
車や大雨などでドアハンドルに大量の
水がかかると、ドアが施錠・解錠する
ことがあります。（ドアの開閉操作がな
ければ、解錠されても約 30秒後に自
動で施錠します）

ワイヤレスリモコンなどでの施錠時に
キーが車両の近くにあると、スマート
エントリー＆スタートシステムでの解
錠ができないことがあります。（ワイヤ
レスリモコンを使用すると解錠できま
す）

手袋を着用していると施錠・解錠しな
いことがあります。

ロック操作は、連続で 2回まで有効で
す。3回目以降はロック動作しません。

電子キーを携帯したまま洗車をすると、
水がドアハンドルにかかったときに施
錠・解錠をくり返すことがあります。
その場合は次のような処置をしてくだ
さい。

･ キーを車両から約 2m以上離れた場所
に置く（盗難に注意し保管してくださ
い）

･ キーを節電モードに設定してスマート
エントリー＆スタートシステムの作動
を停止する（ P.119）

洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
に、マルチインフォメーションディス
プレイに警報が表示され車外のブザー
が吹鳴することがあります。すべての
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ドアを施錠すると警報は止まります。

ロックセンサーの表面に氷や雪、泥が
付着すると、センサーが反応しないこ
とがあります。その場合は氷や雪、泥
を取り除いて再度操作するか、ハンド
ル下側のロックセンサーで操作してく
ださい。

すばやいドアハンドル操作や、車外ア
ンテナの作動範囲内へ入ってすぐのド
アハンドル操作では、解錠しないこと
があります。センサーにふれ解錠した
ことを確認してからドアハンドルを引
いてください。

作動範囲内に他の電子キーがあると、
解錠に時間がかかることがあります。

降車オートロック機能※1についてご留

意いただきたいこと
※1レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

車内に人が乗っている場合でも、車内
に電子キーがないときは降車オート
ロック機能が作動します。施錠したく
ないときは、降車オートロック機能を
一時的に非作動にしてください。
（ P.98）
乗員を残して施錠するとオートアラー
ムが作動することがあります。

洗車機などの大きな金属物が動くよう
な場所では、電子キーの位置が正しく
検知されないおそれがあります。降車
オートロック機能の誤作動を防ぐため
に、車から離れるときは車内に電子
キーを残さないでください。

すべてのドアを閉めたあと（パワー

バックドア閉作動中も含む※2）に次の
操作をすると、降車オートロック機能
が解除されます。

･ ブレーキペダルを踏む
･ エンジンスイッチを押す
･ 降車オートロック機能以外で施錠・解
錠する

降車オートロック機能を作動させるには、
いずれかのドアを開閉（パワーバックド

ア閉作動開始も含む※2）してください。

電子キーのスイッチを押し続けている
場合、降車オートロック機能が正常に
作動しないおそれがあります。

降車オートロック待機状態のときにい

ずれかのドアを開けると、降車オート

ロック機能が解除されます。※2

すべてのドアが閉じたときに電子キー

が作動範囲内にない場合でも、一定時
間内に電子キーが作動範囲内に入ると
降車オートロック機能が作動しま

す。※2

電池残量が少ないときは、降車オート
ロック機能が正常に作動しないおそれ
があります。

降車オートロック機能を一時的に非作
動にする（ P.98）とき、ブザーが鳴
る前に次の操作をすると、降車オート
ロック機能は非作動になりません。

･ いずれかのドアを開ける
･ ブレーキペダルを踏む
･ エンジンスイッチを押す

降車オートロック機能を一時的に非作動
にするには、いずれかのドアを開閉した
あと、操作をやり直してください。

降車オートロック機能を一時的に非作
動にする（ P.98）ときは、施錠され
ていないドアのドアハンドルを握って
ください。

降車オートロック機能を一時的に非作
動にする（ P.98）ときにブザーが鳴
らない場合は、電子キーの位置を確認
してから再度ドアハンドルを握ってく
ださい。

※2パワーバックドア閉作動中降車オート
ロック機能（ P.97）の設定を有効に
している場合は同様にご留意ください。
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長期間運転しないとき

盗難防止のため、電子キーを車両から
2m以上離しておいてください。

あらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすることが
できます。（ P.542）

電子キーを節電モードに設定すると、
電池の消耗を抑えることができます。
（ P.119）

システムを正しく作動させるために

電子キーを必ず携帯した上で作動させて
ください。また、車外から操作する場合
は電子キーを車両に近付けすぎないよう
にしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方によっ
ては、電子キーが正しく検知されず、シ
ステムが正しく作動しないことがありま
す。（誤って警報が鳴ったり、キー閉じ込
み防止機能が働かないこともあります）

電子キーが正常に働かないとき

ドアの施錠・解錠（ P.523）

エンジンの始動（ P.523）

カスタマイズ機能

スマートエントリー＆スタートシステム
を非作動にするなどの変更ができます。
（カスタマイズ一覧： P.542）

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、次の操作の説明を参照してください。

ドアの施錠・解錠：ワイヤレス機能、
またはメカニカルキーを使ってドアの
施錠・解錠ができます。（ P.97, 
523）

エンジンの始動・エンジンスイッチの
モード切りかえ： P.523

エンジンの停止： P.183

警告

電波がおよぼす影響について（ス
マートエントリー＆スタートシステ
ムアンテナ）

植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器を装
着されている方は、アンテナ
（ P.118）から約 22cm 以内に近
付かないようにしてください。電波
により植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータまたは植込み型除細動
器の作動に影響を与えるおそれがあ
ります。

植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器以外
の医療用電気機器を使用される場合
は、電波による影響について医療用
電気機器製造業者などに事前に確認
してください。電波により医療用電
気機器の動作に影響を与えるおそれ
があります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムを非作動にすることもできます。詳
しくはレクサス販売店にお問い合わせ
ください。
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3-3. シートの調整

手動式ヘッドレストタイプ

前後位置調整

リクライニング調整

クッション前端の上下調整

シート全体の上下調整

腰部硬さ調整

クッションの長さ調整（運転席）

電動式ヘッドレストタイプ

前後位置調整

リクライニング調整

クッション前端の上下調整

シート全体の上下調整

ヘッドレストの調整（ P.140）

知識

シートを調整するときは

周囲の人やものがシートに挟まれない
よう注意してください。

ヘッドレストが天井やサンバイザー等
にあたらないように注意してください。

パワーイージーアクセスシステム

エンジンスイッチのモード切りかえ・運
転席のシートベルト脱着に連動して、運
転席シートとハンドルが動きます。 
（ P.161）

挟み込み防止機能

ドライビングポジション呼び出し中、ま
たはパワーイージーアクセスシステムの
作動中に、シートの後ろに異物の挟み込
みを感知すると、作動が停止し前方に少
し移動します。

フロントシート

スイッチ操作により、シートの前
後・上下位置などの調整ができま
す。正しい運転姿勢がとれるよう
調整してください。（ P.29）

調整するには

A

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E
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挟み込み防止機能作動時はシートポジ
ションが設定した位置とは異なる位置で
停止します。シートポジションを確認し
てください。

運転席側シート調整スイッチでの
操作（助手席操作モード）

助手席操作モードにすることで、運
転席のシート調整スイッチで助手席
を操作できます。

1 助手席操作モードボタンを押す

インジケーター が点灯します。

2 運転席のシート調整スイッチを押
して、助手席を操作する

助手席操作モードボタンをもう一度押す
と、助手席操作モードが解除されます。

運転席のシート調整スイッチを約 30 秒
間操作しなかった場合は、助手席操作
モードが自動的に解除されます。

マルチメディア画面での操作

1 メインメニューの を選択する

2 “シート”を選択する
3 “アレンジ” を選択する

警告

シートを調整するとき

同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。

シートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

リクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでくだ
さい。
必要以上に倒しすぎると、事故のとき
に体がシートベルトの下にもぐり、腹
部などに強い圧迫を受けたり、肩部ベ
ルトが首にかかるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

運転席またはリヤ席からの助手席操
作について（4人乗り車）

助手席に乗員がいるときは操作をしな
いでください。また、操作中やヘッド
レストが前倒しになっているときは、
助手席に座らないでください。
足や頭を挟むなどして助手席乗員がけ
がをするおそれがあります。

助手席を前倒しにしたとき（4人乗り
車）

運転席からドアミラーが見えにくい場
合は、助手席の位置を調整してくださ
い。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

注意

運転席またはリヤ席からの助手席操
作について（4人乗り車）

操作するときは助手席の上や足元に作
動をさまたげるものがないことを確認
してください。シートに無理な力がか
かり故障するおそれがあります。

運転席から助手席を操作するに
は（4人乗り車）

A
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運
転
す
る
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4 “助手席”を選択する
5 操作ボタンを選択する

助手席を前方に移動し、背もたれ
とヘッドレストを前倒しにする
（エクストラフロント）

助手席を後方に移動し、背もたれ

とヘッドレストを中立位置にもど
す

途中で停止するときは、助手席操作ボタ

ンの または を選択するか、または

シートスイッチを押します。

後席ディスプレイを倒す

もう一度押すと、もとの位置にもどりま
す。

知識

助手席側シート調整スイッチでの可倒
式ヘッドレストの操作について

助手席のヘッドレストが前倒しのとき、
助手席側のドアを開けて、助手席側シー
ト調整スイッチで助手席位置を後方に調
整、またはリクライニングを後方に倒す
と、スイッチを離したあと、ヘッドレス
トが中立位置までもどります。

ヘッドレスト作動中に次のいずれかの操
作をすることで、ヘッドレストの作動を
停止することができます。

助手席側シート調整スイッチのいずれ
かを操作する

ドライビングポジションメモリーの
SET ボタンを押す

ドライビングポジションメモリーの1～
3のボタンを押す

シートスイッチを押す

マルチメディア画面での助手席操作に
ついて

次のときは、助手席を操作できません。

エンジンスイッチがACCまたはOFFの
とき

助手席に乗員がいるときや重い荷物を
載せているときなど、シートが重量を
検知したとき

一度シートが重量を検知すると、助手席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFF にするまで、検知状態が継続します。

助手席シートベルトがバックルに留め
られているとき

助手席ドアが開いているときの前方へ
の作動

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
選択する（ P.401）

2 “助手席”を選択する
3 操作ボタンを選択する

作動条件を満たしていないときは、操作

A

B

A B

C
リヤ席から助手席を操作するに
は（4人乗り車）



126 3-3. シートの調整

ボタンがグレー表示になります。

助手席のリクライニングを調整す

る

ボタンをタッチしているあいだ、背もた
れが動きます。

助手席の前後位置を調整する

ボタンをタッチしているあいだ、助手席
が動きます。

後席ディスプレイを倒す

もう一度押すと、もとの位置にもどりま
す。

助手席を前方に移動し、背もたれ

を前倒しにする

ヘッドレストも前倒しになります。

途中で停止するときは、“停止”を
タッチします。

助手席を後方に移動し、背もたれ

を中立位置にもどす

ヘッドレストも中立位置にもどります。

知識

リヤ席からの助手席操作について

次のときは、助手席を操作できません。
･ エンジンスイッチが ACC または OFF
のとき

･ 助手席に乗員がいるときや重い荷物を
載せているときなど、シートが重量を
検知したとき

一度シートが重量を検知すると、助手席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFF にするまで、検知状態が継続します。
･ 助手席シートベルトがバックルに留め
られているとき

･ 助手席ドアが開いているときの前方へ
の作動

A

B

C

D

E
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運
転
す
る
前
に

セカンドシート

レバーを引いて、背もたれを調整す
る

サードシート★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

スイッチを押して、背もたれを調整
する

知識

中央席の前倒しについて

中央席の前倒しレバーをいっぱいまで引

き上げると、中央席のみを前倒しするこ
とができます。長い荷物を積む場合に便
利です。

もとにもどすときは、ロックされる位置
まで中央席を引き起こします。

リヤシート（5人乗り車／
7人乗り車）

レバー操作もしくはスイッチ操作
により、リクライニングの調整や
背もたれを倒すことができます。

調整するには

警告

リヤシートを操作するときは

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

走行中にリヤシートを操作しない

平坦な場所でパーキングブレーキを
確実にかけ、シフトレバーを Pにす
る

倒した背もたれの上やラゲージルー
ムに人を乗せて走行しない

お子さまがラゲージルームに入らな
いよう注意する

リクライニング調整について

背もたれを必要以上に倒さないでくだ
さい。事故のときに体がシートベルト
の下にもぐり、腹部などに強い圧迫を
受けたり、肩部ベルトが首にかかるな
どして、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

サードシートへの乗り降りの際
は、“セカンドシートの格納のしか
た”の 1の操作を行ってください。
（ P.128, 129）

セカンドシートを格納する前に

1 バックルを格納し、ヘッドレスト
をいちばん下まで下げる

中央席のバックルは、バンドで固定して
ください。

2 シートベルトハンガーに外側席
シートベルトを格納し、プレート
をハンガー穴部に挿し込む

シートベルトが損傷するのを防ぎます。

使用するときはシートベルトがシートベ

ルトハンガーにかかっていないことを確
認します。

セカンドシートの格納のしかた
（マニュアルタイプ）

1 レバーを引く

背もたれが前に倒れ、シートがはね上が
ります。

注意

リヤシートを操作するときは

可動部や結合部に手や足などを挟ま
ないように注意してください。

シートに人が乗っている状態でシー
トアレンジ操作をしないでください。

サードシート★へ乗り降りする
ときは

セカンドシートを格納するとき
は
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運
転
す
る
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2 カバーを開け、アシストグリップ
にフックをかけ、シートが動かな
くなるよう固定する

3 シートクッション裏からシート
フックカバーを取りはずしシート
フックの位置に取り付ける

セカンドシートの格納のしかた
（パワータイプ）

1 スイッチを押し続ける

フロントシートが前方へ移動して停止し
ます。作動中はスイッチから手を離さな

いでください。

2 フロントシートが停止したことを
確認してスイッチから手を離す

背もたれが前に倒れ、シートがはね上が
ります。
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3 カバーを開け、アシストグリップ
にフックをかけ、シートが動かな
くなるよう固定する

4 シートクッション裏からシート
フックカバーを取りはずしシート
フックの位置に取り付ける

知識

作動条件（パワータイプ）

エンジンスイッチがOFF、または ON 
で、シフトレバーの位置が P にあるとき

セカンドシート（パワータイプ）を格
納するときは

次のときはセカンドシートが正常に格
納されず、作動が停止します。

･ 背もたれが前倒しになっているとき
･ 中央席が前倒しになっているとき
･ アームレストを使用しているとき

シートクッションにものが置いてある
場合、作動が停止する場合があります。

1 アシストグリップからフックを取
りはずす

アシストグリップから取りはずしにくい

警告

セカンドシートを格納するときは

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

操作前に必ず、シート周辺に人や荷
物などがないことを確認する

シート可動部分には絶対に手や足な
どを入れない

お子さまにシートの操作をさせない

セカンドシートを格納したときは

走行中は、格納したシートに乗った
り、ものを置いたりしないでくださ
い。

シートフックの位置に確実にシート
フックカバーを取り付けてください。
お守りいただかないと、やけどをす
るおそれがあり危険です。

コンソールボックス後方のアクセサ
リーコンセントや充電用USB 端子に
電気製品を接続したまま、セカンド
シートを格納しないでください。電
気製品にセカンドシートがぶつかり、
破損するおそれがあります

シートを格納したときはフックで固
定してください。シートが固定され
ていないと、走行中に突然シートが
もどり重大な傷害を受けるおそれが
あります。

セカンドシートをもとにもどす
には
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運
転
す
る
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ときは、ベルトをゆるめてください。

2 フックとタンブルバンドを格納
し、カバーを閉める

3 シートをもとにもどす

ロックされる位置までシートを押してく

ださい。

4 背もたれを起こす

ロックされる位置まで背もたれを起こし
てください。

パワータイプ：フロントシートがもとの
位置にもどります。セカンドシートとの
距離が近い場合、フロントシートの作動
が制限されることがあります。

知識

前倒ししたあと、背もたれが引き起こ
せない場合は

1 背もたれの先端 を押し込んで、中央

席のシートベルトをゆるめる

2 シートベルトを少し巻き取らせてシー
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トベルトのロックを解除する

★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

復帰スイッチ（助手席側用）

格納スイッチ（助手席側用）

復帰スイッチ（運転席側用）

格納スイッチ（運転席側用）

シート側とバックドア側のスイッチで操
作することができます。

知識

作動条件

エンジンスイッチがOFF、またはONで、
シフトレバーの位置が P にあるとき

スイッチ操作について

サードシートが作動中はスイッチから
手を離さないでください。作動中に手
を離すと作動が中断し、ブザー（連続
音）が鳴ります。再度スイッチを押す
と、ブザーは止まります。

サードシートがセカンドシートなどの
周辺部品に近い場合は、サードシート
の作動が制限されることがあります。

警告ブザーが鳴り続けて止まらない場
合は

システムに異常が発生すると、エンジン
スイッチが ONのあいだ、警告ブザーが
鳴り続ける場合があります。この場合は、
次の操作を行ってください。

1 バックドア側の復帰スイッチを押し続
ける

警告

シートをもとにもどすときは

シートを降ろしたときは、シート脚
部が床面ロック部に確実に固定され
たことを確認してください。

シートをもとにもどすときは、シー
ト脚部と床面ロック部のあいだに手
や足を近付けないでください。手や
足を挟み、けがをするおそれがあり
ます。

シートをもとにもどしたあとは

シートをもとにもどしたあとはシー
トを前後に軽くゆさぶり、確実に固
定する

シートベルトを挟み込まないように
する

シートベルトハンガーから、シート
ベルトをもとどおりに取りはずして
あるか確認する

サードシート★の操作スイッチ
について

A

B

C

D
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2 10 秒以内にシート側の格納スイッチ
を 5回押し、ブザーが 3回鳴るのを
確認する（ブザーが 3回鳴るまで、
バックドア側の復帰スイッチを離さな
いでください）

3 シート側またはバックドア側の復帰ス
イッチを押し続ける

シートの格納作動が行われたあと、ブ
ザーが止まります。

この処置を行っても異常が解消されない
場合は、レクサス販売店で点検を受けて
ください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

サードシートを格納する前に

1 シートベルトハンガーにシートベ
ルトを格納し、プレートをハン
ガー穴部に挿し込む

シートベルトが損傷するのを防ぎます。

使用するときはシートベルトがシートベ
ルトハンガーにかかっていないことを確
認します。

2 セカンドシートの背もたれがサー
ドシートに干渉しないように調整
する（ P.127）

サードシートの格納のしかた

格納スイッチを押し続け、サード
シートを格納する

ブザーが 2 回鳴ったあと、背もたれの前
倒し作動が開始し、ヘッドレストが倒れ
シートクッションが自動でフロアに格納
されます。

格納作動が完了すると、ブザーが 2 回鳴
り、自動停止します。自動停止後、ス
イッチから手を離します。

サードシート★を格納するとき
は

警告

サードシートを格納するときは

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

操作前に必ず、シート周辺に人や荷
物などがないことを確認する

シート可動部分には絶対に手や足な
どを入れない

お子さまにシートの操作をさせない
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 復帰スイッチを押し続ける

ブザーが 2 回鳴ったあと、背もたれと
シートクッションが作動開始します。作
動中は、スイッチから手を離さないでく
ださい。

復帰作動が完了すると、ブザーが 2回鳴
り、自動停止します。自動停止後、ス
イッチから手を離します。

2 ヘッドレストを起こす

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

オートアレンジスイッチ

サードシート復帰スイッチ（助手

警告

シートクッションだけを格納した状
態で使用しない

サードシート★をもとにもどす
には

警告

シートをもとにもどしたあとは

シートベルトを挟み込まないように
する

シートベルトハンガーから、シート
ベルトをもとどおりに取りはずして
あるか確認する

ヘッドレストをもとどおりに起こす

ラゲージルームの操作スイッチ
★について

A

B
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転
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席側用）

サードシート格納スイッチ（助手

席側用）

セカンドシートスイッチ（助手席

側）

サードシート復帰スイッチ（運転
席側用）

サードシート格納スイッチ（運転
席側用）

セカンドシートスイッチ（運転席

側）

グレード、オプションなどにより、
装着されているスイッチが異なりま
す。

セカンドシートを操作する

セカンドシートスイッチを押し続け
る

背もたれが前に倒れます。

セカンドシートをもとにもどすときは： 
P.130

サードシートを操作する

P.132

セカンドシートとサードシートを
同時に格納する

オートアレンジスイッチを押し続け
る

セカンドシートとサードシートが格納さ
れます。

シートをもとにもどすときは： P.130, 
134

C

D

E

F

G
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知識

作動条件

P.132

スイッチ操作について

P.132

警告ブザーが鳴り続けて止まらない場
合は

P.132

リヤシート（4人乗り車）

警告

シートを調整するとき

シートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

前後調整やオットマンの操作をする
ときは、足元のスペースを確保し、
足をフロント席に挟まないように注
意してください。

リクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでくだ
さい。
必要以上に倒しすぎると、事故のとき
に体がシートベルトの下にもぐり、腹
部などに強い圧迫を受けたり肩部ベル
トが首にかかるなどして、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

オットマンの使用について

オットマン部分には座らないでくだ
さい。

シートベルトが適切に着用できないた
め、急ブレーキや事故のときに体が
シートから投げ出され、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

つまずいてけがをするのを防ぐため、
車を乗り降りする際はオットマンを
格納してください。

走行中は角度調整をしないでくださ
い。

格納するときにシートの下に手や足
を入れないでください。挟まれてけ
がをするおそれがあります。
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オート作動での操作

シートをあらかじめ登録されたモー
ドにすることができます。

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
選択する（ P.401）

2 “左席”または“右席”を選
択する

3 モードボタンを選択する

作動条件を満たしていないときは、モー
ドボタンがグレー表示になります。

オットマン付きシートの背もたれ

を前倒しにして、リヤ席の背もた
れを倒す（リラックスモード）

オットマン付きシートは前方に移動し、
ヘッドレストも前倒しになります。

途中で停止するときは、“停止”を
タッチします。

中立位置にする（ビジネスモー

ド）

オットマン付きシートの後席ディ

スプレイを倒す

もう一度押すと、もとの位置にもどりま
す。

マニュアル作動での操作

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
選択する（ P.401）

2 “左席”または“右席”を選
択する

3 ボタンを選択して調整する

リクライニング調整

クッション前端の上下調整

オットマン角度調整（オットマン

付きシート）

前後位置調整（助手席）

ボタンをタッチしているあいだ、シート
が作動します。

注意

オットマンの故障を防ぐために

足元のスペースを確保し、オットマ
ンの作動をさまたげないようにして
ください。

オットマン部分に重いものを載せな
いでください。

オットマンを上げているときに下に
ものを置かないでください。格納時
にものを挟み破損するおそれがあり
ます。

後席ディスプレイの故障を防ぐため
に（オットマン付きシート）

後席ディスプレイを手で動かさないで
ください。ディスプレイが損傷するお
それがあります。

調整するには

A

B

C

A

B

C

D
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知識

ビジネスモードの作動条件

リヤ席シートベルトがバックルに留めら
れているときは、ビジネスモードを選択
できません。

リラックスモードの作動条件

次のときは、リラックスモードを選択で
きません。

エンジンスイッチがACCまたはOFFの
とき

助手席に乗員がいるときや重い荷物を
載せているときなど、シートが重量を
検知したとき

一度シートが重量を検知すると、助手席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFF にするまで、検知状態が継続します。

助手席シートベルトがバックルに留め
られているとき

助手席ドアが開いているとき

プリクラッシュシートバック

P.216

1 メインメニューの を選択する

2 “シート”を選択する
3 “アレンジ”を選択する
4 “リヤ席”を選択する
5 “戻す”を選択する

リヤ席が中立位置に戻ります。

知識

フロント席からのリヤ席操作について

次のときは、リヤ席を操作できません。

リヤ席に乗員がいるときや重い荷物を
載せているときなど、シートが重量を
検知したとき

一度シートが重量を検知すると、リヤ席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFF にしたあとドアを施錠するまで、検
知状態が継続します。

リヤ席シートベルトがバックルに留め
られているとき

エアーの作動による押圧機能を備え
たリラクゼーションシステムが装備
されています。リラクゼーションシ
ステム操作画面でコースや作動の強
さなどをお好みにより調整すること
ができます。

リラクゼーションシステム操作画面
を表示するには、リヤマルチオペ

フロント席からリヤ席をもどす
には

警告

フロント席からリヤ席をもどすとき

リヤ席の乗員が車を降りてから操作し
てください。

リヤシートリラクゼーションシ
ステム
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レーションパネルの HOME画面で
“リラクゼーション”を選択しま
す。（ P.401）

操作するシートの選択

コースの選択

コースをタッチすると作動が開始します。

作動の強さ調整

5段階で調整することができます。

作動の停止

シートに乗員がいないときは、リラク
ゼーションシステムを使用しないでくだ
さい。

知識

リヤシートリラクゼーションシステム
について

作動条件
･ エンジンスイッチがONのとき
･ 車室内の温度が高温でないとき
･ リヤシートが乗員の重量を検知してい
るとき、またはリヤ席シートベルトが
バックルに留められているとき

一度シートが重量を検知すると、リヤ席
ドアを開閉するか、エンジンスイッチを
OFF にしたあとドアを施錠するまで、検
知状態が継続します。

自動停止機能
･ 作動開始から約 15 分で自動的に停止
します。

A

B

C

D

警告

リヤシートリラクゼーションシステ
ムのご使用について

妊娠中の方、出産直後の方、静養を
要する疾患（心臓疾患）のある方は、
使用する前に必ず医師に相談してく
ださい。

お子さまは使用しないでください。

食後や飲酒後、または長時間の使用
は避けてください。

使用中に気分が悪くなった場合は、
ただちに使用を止めてください。
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フロントシート（手動式ヘッドレ
スト）・セカンドシート（外側席）

1 上げる

2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しな

がら操作します。

フロントシート（電動式ヘッドレ
スト）

1 上げる
2 下げる

セカンドシート（中央席）★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 上げる
2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しな

がら操作します。

知識

ヘッドレストの高さについて（フロン
トシート・セカンドシート）

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上のあたりになるよう調整してくださ

ヘッドレスト

ヘッドレストはすべてのシートに
装備されています。

警告

ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

ヘッドレストは、それぞれのシート
専用のものを使用する

ヘッドレストを正しい位置に調整す
る

手動式ヘッドレスト：ヘッドレスト
を調整したあとは、ヘッドレストを
押し下げて固定されていることを確
認する

ヘッドレストをはずしたまま走行し
ない

サードシート装着車：サードシート
に乗車するときは、必ずヘッドレス
トを起こした状態にする

上下調整するには

A

A
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い。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

手動式ヘッドレスト

ヘッドレストの前後位置を、4 段階に調
整できます。

いちばん前の状態からさらに前に引くと、
いちばんうしろにもどります。

電動式ヘッドレスト

1 前方に移動
2 後方に移動

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

倒す

ストラップを引きながら操作します。

起こすときは、ヘッドレストを引き上げ
ます。

フロントシート（手動式ヘッドレ
スト）・セカンドシート（外側席）

解除ボタン を押しながらヘッドレ

ストを引き上げます。

ヘッドレストが天井にあたって取り
はずしにくいときは、シートの高さ
や角度をかえてください。
（ P.123, 127, 137）

セカンドシート（中央席）★

★：グレード、オプションなどにより、

前後調整するには★

倒すには（サードシート）★

ヘッドレストを取りはずすには

A
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装備の有無があります。

解除ボタン を押しながらヘッドレ

ストを引き上げます。

ヘッドレストが天井にあたって取り
はずしにくいときは、シートの角度
をかえてください。（ P.127）

フロントシート（電動式ヘッドレ
スト）・サードシート★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ヘッドレストを取りはずすことはで
きません。

フロントシート（手動式ヘッドレ
スト）・セカンドシート（外側席）

ヘッドレストを取り付け穴に合わせ
て、ロック位置まで押し下げてくだ
さい。

さらに下げるときは、解除ボタン

を押しながら操作してください。

セカンドシート（中央席）★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ヘッドレストを取り付け穴に合わせ
て、ロック位置まで押し下げてくだ
さい。

さらに下げるときは、解除ボタン

を押しながら操作してください。

ヘッドレストを取り付けるには

A

A

A
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3-4. ハンドル位置・ミラー

スイッチを操作すると、ハンドルを
次の方向に動かします。

1 上方へ
2 下方へ
3 手前へ
4 前方へ

知識

ハンドル位置調整の作動条件

エンジンスイッチが ACC、またはONの

とき※

※運転席シートベルトを装着していれば、
エンジンスイッチのモードにかかわら
ず、ハンドルの調整ができます。

ハンドル位置の自動調整

お好みのハンドル位置をドライビングポ
ジションメモリーに登録すると、自動で
調整されます。（ P.162）

パワーイージーアクセスシステム

エンジンスイッチのモード切りかえ・運
転席シートベルトの脱着に連動して、ハ
ンドルとシートが動きます。（ P.161）

ハンドル位置調整について

車両カスタマイズ機能の「降車時の運転
席シート前後移動量」で「なし」以外を

選択しているときは、エンジンスイッチ
が OFF でも、シートベルトのバックルを
装着すると、ハンドルの位置を調整でき
ます。

エンジンスイッチをOFFにすると、
乗り降りがしやすいようにハンドル
が動きます。

エンジンスイッチを ACC または ONに
すると、もとの位置にもどります。

ハンドルの 周辺部を押すと

ホーンが鳴ります。

ハンドル

調整のしかた

警告

走行中の留意事項

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。
運転を誤り、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

オートアウェイ＆オートリター
ン機能

ホーン（警音器）を使うには
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デジタルインナーミラー

車両後方カメラの映像をミラー内
のディスプレイに表示する装置で
す。

切りかえレバーを操作することで、
光学ミラーモードからデジタルミ
ラーモードに切りかえることがで
きます。

ヘッドレストや荷物などで視界を
さえぎられずに後方を確認するこ
とができます。また、リヤ席を映
さないことで乗員のプライバシー
を保護することができます。

警告

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

デジタルインナーミラーをお使いに
なる前に

走行前に必ずミラーの調整を行って
ください。（ P.146）

･ 光学ミラーモードに切りかえて、鏡
面を後方が正しく映る位置に調整す
る

･ デジタルミラーモードに切りかえて、
ディスプレイに表示される映像を調
整する

ディスプレイに表示される映像と鏡
面ミラーに映る範囲は異なりますの
で、あらかじめ違いを確認してくだ
さい。
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カメラインジケーター

カメラが正常に作動していることを示し
ます。

アイコン表示エリア

調整アイコン（ P.146）・調整ゲージ
が表示されます。

選択／調整スイッチ

調整項目の設定を変更します。

メニュースイッチ

調整アイコンの表示や、調整項目の移動
を行います。

切りかえレバー

デジタルミラーモードと光学ミラーモー
ドの切りかえを行います。

切りかえレバーを操作することで、
デジタルミラーモードと光学ミラー
モードを切りかえることができます。

1 デジタルミラーモード
車両後方の映像を表示します。

ディスプレイに が表示されます。

2 光学ミラーモード
映像が消え、鏡面ミラーとして使用でき
ます。

知識

デジタルミラーモードの作動条件

エンジンスイッチがON のとき

エンジンスイッチをONから OFF または
ACC にすると、数秒後に表示が消えます。

デジタルミラーモードについて

ミラーの反射や汚れ、カメラに水滴や
ほこりが付いているなどでディスプレ
イに表示される映像が見えにくい場合
や、後続車のライトのちらつきや圧迫
感が気になる場合は、光学ミラーモー
ドに切りかえてください。

バックドアが開いているときは、デジ
タルインナーミラーの映像が正しく表
示されません。走行前に必ずバックド
アが閉まっていることを確認してくだ
さい。

ディスプレイが反射して見えにくい場
合は、サンシェードを閉めてください。

夜間など暗いところでは、次のような
現象が発生することがありますが、異
常ではありません。

･ 映像の色と実際の色が異なって見える

各部の名称

モードを切りかえるには

A

B

C

D

E
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･ 後続車のライトの高さなどによっては、
後続車の周囲が白くぼやけて見える

･ 周辺を明るく見せるために映像が自動
的に調整されることにより、特有のち
らつきが発生する

映像が見えにくい場合や、ちらつきが気
になる場合は、光学ミラーモードに切り
かえてください。

デジタルインナーミラー本体が発熱す
ることがありますが、異常ではありま
せん。

体調・年齢などにより、ディスプレイ
に表示される映像に焦点が合うまで時
間がかかる場合があります。焦点が合
わせづらいと感じたときは、光学ミ
ラーモードに切りかえてください。

主に同乗者がディスプレイを凝視する
と、車酔いを起こすおそれがあります。

システムに異常が発生したとき

デジタルミラーモード時に、図で示すシ
ンボルが表示されます。シンボルの表示
は数秒後に消えます。ディスプレイス
イッチを操作し、光学ミラーモードに切
りかえて、レクサス販売店で点検を受け
てください。

ミラー本体の上下調整

運転姿勢に合わせてインナーミラー
の高さを調整することができます。

鏡面ミラーモードに切りかえて、イ
ンナーミラー本体を持って、上下方

向に調整する

ディスプレイの調整（デジタルミ
ラーモード）

デジタルミラーモードの調整や機能
のON ／ OFF ができます。

1 メニュースイッチを押す

調整アイコンが表示されます。

2 メニュースイッチをくり返し押し
て、調整したい項目（調整アイコ
ン）を選択する

3 または を押して、

設定を変更する

約 5 秒以上スイッチ操作をしないと、調
整アイコンと各調整画面の表示が消えま
す。

調整するには
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※ 光学ミラーモード使用時の機能ですが、
デジタルミラーモード使用時にも設定
できます。

自動防眩機能のON ／ OFF 切り
かえ（光学ミラーモード）

光学ミラーモードの自動防眩機能の
ON ／ OFF を変更できます。変更は
デジタルミラーモード使用時、光学
ミラーモード使用時のいずれからで
も行えます。

デジタルミラーモード使用時

P.146

光学ミラーモード使用時

1 メニュースイッチを押す

設定画面が表示されます。

2 または を押して、

自動防眩機能のON ／ OFF を切
りかえる

約 5 秒以上スイッチを操作しない状態が
続くと、設定画面の表示が消えます。

知識

ディスプレイの調整について（デジタ
ルミラーモード）

約 5 秒以上スイッチ操作をしないと、
調整アイコンと各調整画面の表示が消
えます。

ディスプレイ表示の調整を限界値まで
行うと、映像がゆがむ場合があります
が故障ではありません。

ディスプレイ表示が明るすぎると、目
が疲れることがあります。適度な明る
さに調整してください。
目が疲れた場合には、光学ミラーモー
ドに切りかえてご使用ください。

ディスプレイ表示の明るさは、車両前
方の明るさに合わせて自動でかわりま
す。

センサーの誤作動防止

センサーの誤作動を防ぐため、センサー
にふれたりセンサーを覆ったりしないで
ください。

調整アイコン 設定内容

ディスプレイの明るさを
調整することができます。

ディスプレイの表示映像
を上下に調整することが
できます。

ディスプレイの表示映像
を左右に調整することが
できます。

ディスプレイの表示映像
の傾きを調整することが
できます。

ディスプレイの表示映像
を拡大／縮小することが
できます。

自動防眩機能の ON ／ 
OFF を切りかえることが

できます。※

ON にすることで、後続
車のヘッドランプのまぶ
しさに応じて反射光を自
動的に調整します。

エンジンスイッチを ON 
にしたときは、常に自動
防眩機能がON になって
います。
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デジタルインナーミラーのお手入
れについて

ミラー表面が汚れていると、映像が
見えにくくなることがあります。あ
らかじめ、乾いたやわらかい布など
で汚れをそっとふき取ってください。

知識

カメラについて

デジタルインナーミラーのカメラは、図
の位置にあります。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

走行中の留意事項

走行中は、デジタルインナーミラー
の位置やディスプレイに表示される
映像を調整しないでください。
デジタルインナーミラーの操作ス
イッチは、安全な場所に停車して操
作してください。走行中に操作する
と、ハンドル操作を誤るなど、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

必ず車両周辺の状況を直接確認して
ください。

デジタルミラーモード使用時は、ディ
スプレイ上に映る車両や障害物が実際
の大きさと異なる場合があります。後
退時は、必ず後方や周囲の安全を直接
確認しながら運転してください。また、
夜間など暗いところで後続車が接近し
たときは、周囲が暗く映る場合があり
ます。

安全にお使いいただくために

煙が出る、異臭がするなど異常な状態
で使用すると、発火の原因になります。
ただちに使用を中止してレクサス販売
店にご相談ください。

お手入れについて

注意

カメラの故障や誤作動を防ぐために

デジタルインナーミラーが正常に作
動しなくなるおそれがありますので、
次のことにご注意ください。

･ カメラ部を強くたたいたり、ものを
ぶつけるなど、強い衝撃を与えない
でください。カメラの位置・取り付
け角度がずれるおそれがあります。

･ カメラ部は取りはずし・分解・改造
をしないでください。

･ 有機溶剤・ボデーワックス・油膜取
り剤・ガラスコート剤などを付着さ
せないでください。付着したときは、
すぐにふき取ってください。
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デジタルミラーモード使用時に次のような症状で気になったときやお困りに
なったときは、考えられる原因と処置を参考に、もう一度確認してください。

処置をしても直らないときは、レクサス販売店で点検を受けてください。

注意

･ リヤウインドウガラスに着色フィル
ム（含む透明フィルム）などを貼る
場合は、カメラ前部に貼らないでく
ださい。カメラ前部に貼り付けた場
合、映像が正しく映らなくなる場合
があります。

カメラ部をぶつけたときは、カメラ
の故障などのおそれがあります。早
めにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

故障とお考えになる前に
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症状 考えられる原因 処置

ディスプレイに表
示される映像が見
にくい

ミラー表面が汚れている
乾いたやわらかい布などで汚れ
をそっとふき取ってください。

強い光（太陽やヘッドランプの
光など）がデジタルインナーミ
ラーにあたった

光学ミラーモードに切りかえて
ください。
（ムーンルーフからの光があたっ
ているときは、サンシェードを
閉めてください）

･ 夜間など暗いところで使用し
た

･ テレビ塔・放送局・発電所な
ど、強い電波やノイズが発生
する場所の近くで使用した

･ カメラ付近の温度が高い、ま
たは低い

･ 外気温が低い

･ 雨天時など湿度が高い

･ 太陽やヘッドランプの光が直
接カメラのレンズにあたった

･ 蛍光灯・ナトリウム灯・水銀
灯などの照明の下で使用した

･ 排気ガスが映り込んでいる

光学ミラーモードに切りかえて
ください。
（カメラおよびその周辺環境が改
善されてから、再びデジタルミ
ラーモードをご使用ください）

カメラのレンズに水滴、ほこり
などの異物や汚れが付着してい
る

レクサス販売店で点検を受けて
ください。

ディスプレイに表
示される映像が見
にくい

ラゲージルームの荷物がガラス
等に反射して映り込んでいる

･ 光学ミラーモードに切りかえ
てください。

･ 荷物を映りこまない位置に移
動するか、黒い布等で覆いガ
ラスへの反射を抑えてくださ
い。

リヤウインドウガラスが曇って
いる

リヤウインドウデフォッガー
（ P.408）を使用し、曇りを
取ってください。

リヤウインドウガラスの外側が
汚れている

リヤワイパーで汚れをふき取っ
てください。

リヤウインドウガラスの内側が
汚れている

レクサス販売店で点検を受けて
ください。
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ディスプレイに表
示される映像がず
れている

バックドアが完全に閉まってい
ない

バックドアを閉めてください。

カメラ部に強い衝撃が与えられ
た

光学ミラーモードに切りかえて、
レクサス販売店で点検を受けて
ください。

ディスプレイ上に

が表示され、

ディスプレイに表
示される映像が暗
くなった。

システムに異常が発生した
光学ミラーモードに切りかえて、
レクサス販売店で点検を受けて
ください。

ディスプレイ上の

が消灯した

ディスプレイ上に

に が表示され

た

デジタルインナーミラーの温度
が非常に高い
（徐々にディスプレイ上が暗くな
り、その後も温度が上がり続け
ると映像が消えます）

ミラーの温度を下げるために、
車室内の温度を下げることを推
奨します。

（ミラーの温度が下がると が

消えます）

ミラーの温度が下がっても

が消えない場合は、光学ミ

ラーモードに切りかえて、
レクサス販売店で点検を受けて
ください。

切りかえレバーが
正常に作動しない

切りかえレバーに異常が発生し
た

光学ミラーモードに切りかえて、
レクサス販売店で点検を受けて
ください。
（メニュー／決定スイッチを約
10 秒間押し続けることで、光
学ミラーモードに切りかえるこ
とができます）

症状 考えられる原因 処置
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知識

ミラーが曇ったとき

リヤウインドウデフォッガーを作動させ
ると、ミラーヒーターが同時に作動し、
曇りを取ることができます。（ P.408）

自動防眩機能

インナーミラーを自動モードにしておく
と、ドアミラーも連動して防眩機能が作
動します。（ P.147）

寒冷時にドアミラーを使用するとき

寒冷時にドアミラーが凍結していると、
ドアミラーの格納・復帰や鏡面の調整が
できない場合があります。ドアミラーに
付着している氷や雪などを取り除いてく
ださい。

1 調整するミラーを選ぶには、ス
イッチを押す

インジケーターが点灯します。

左

右

もう一度押すと、選択が解除されます。

2 ミラーの鏡面を調整するには、ス
イッチを操作する

上

右

下

左

知識

鏡面調整の作動条件

エンジンスイッチが ACC または、ONの
とき

ドアミラー

安全に運転していただくためには、
運転する前に視界が確保できるよ
うミラーの角度を調整してくださ
い。

警告

走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

ミラーの調整をしない

ミラーを格納したまま走らない

必ず、運転席側および助手席側のミ
ラーをもとの位置にもどして、正しく
調整する

ミラーヒーターが作動しているとき

鏡面が熱くなるのでふれないでくださ
い。

調整するには

A

B

A

B

C

D
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ミラー角度の自動調整

お好みのミラー角度をドライビングポジ
ションメモリーに登録すると、自動で調
整されます。（ P.162）

マニュアル作動での格納・復帰

ボタンを押す

もう一度押すと、もとの位置にもどりま
す。

オート作動での格納・復帰

スマートエントリー＆スタートシス
テムやワイヤレスリモコンによるド
アの施錠・解錠に連動して、ドアミ
ラーを自動的に格納・復帰させるこ
とができます。

ボタンを押す

ボタンを押すと、インジケーター が

点灯します。

もう一度ボタンを押すとマニュアル作動
にもどります。

知識

カスタマイズ機能

オート作動の設定を変更できます。（カス
タマイズ一覧： P.544）

ミラー選択スイッチの Lまたは Rど
ちらかが選択されているときは、後
退時に鏡面が下向きになり、下方が
見やすくなります。
この機能を使用しないときは、ミ
ラー選択スイッチが解除された状態
にしてください。

後退時に下向きになる角度を調整
するときは

シフトレバーをRに入れた状態で、
鏡面位置を調整することで、下向き
に動く角度を調整できます。
次回からシフトレバーをRにするた
びに、その角度で作動します。

通常時（シフトレバーが R以外のとき）
の鏡面位置を基準に下向きに動く角度を
記憶するため、調整後に通常時の鏡面位

ドアミラーを格納するには

A

警告

ミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがをしたり、ミラーの故
障などの原因になるおそれがあります。

リバース連動機能について
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置を変更すると、それに伴って後退時の
鏡面位置も変化します。
通常時の鏡面位置を変更したときは、後
退時に下向きになる角度も調整してくだ
さい。
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3-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉

スイッチを操作し、ドアガラスを開
閉できます。

1 閉める

2 自動全閉※

3 開ける

4 自動全開※

※途中で停止するときは、スイッチを反
対側へ操作します。

知識

作動条件

エンジンスイッチがONのとき

エンジン停止後の作動

エンジンスイッチを ACC またはOFF に
したあとでも、約 45秒間ドアガラスを
開閉できます。ただし、そのあいだに運
転席ドアを開閉すると作動しなくなりま
す。

音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、ドアガラ
スを開閉することができます（ウインド
ウロックスイッチがOFF のときのみ操作
可能）。

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠と
ドアガラスのあいだに異物が挟まると、
作動が停止し、少し開きます。

巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物が
ドアガラスとドアのすき間に巻き込まれ
ると、作動が停止します。

ドアガラスを開閉することができない
とき

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能が
異常に作動してしまい、ドアガラスを開
閉することができないときは、開閉する
ことができないドアのパワーウインドウ
スイッチで、次の操作を行ってください。

車を停止し、エンジンスイッチを ONの
状態で、挟み込み防止機能や、巻き込
み防止機能が作動したあと約 4秒以内
に、パワーウインドウスイッチを「自
動全閉」の位置で引き続ける。または、
「自動全開」の位置で押し続けることで
ドアガラスを開閉することができます。

上記の操作を行ってもドアガラスが開
閉できない場合、機能の初期化を次の
手順で実施してください。

1 エンジンスイッチをONにする

2 パワーウインドウスイッチを「自動全
閉」の位置で引き続け、ドアガラスを
全閉にする

3 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全閉」の位置で約 6
秒以上引き続ける

4 パワーウインドウスイッチを「自動全
開」の位置で押し続け、ドアガラスを
全開にしたあと、さらにスイッチを約
1秒以上押し続ける

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには
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5 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全開」の位置で約4
秒以上押し続ける

6 再度、パワーウインドウスイッチを
「自動全閉」の位置で引き続け、ドア
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチ
を約 1秒以上引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手を
離すと、最初からやり直しとなります。
以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない、または全開にならない場合は、
レクサス販売店で点検を受けてください。

ドアロック連動ドアガラス開閉機能

メカニカルキーでドアガラスを開閉で

きます。※（ P.523）

ワイヤレスリモコンでドアガラスを開

閉できます。※（ P.97）

オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ドアガラス開閉
機能でドアガラスを閉めると、オート
アラームが作動することがあります。
（ P.63）
※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

窓開警告機能

エンジンスイッチがOFF でドアガラスが
開いていると、運転席ドアを開けたとき
にマルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。

カスタマイズ機能

ドアロック連動ドアガラス開閉機能など
を設定することができます。
（カスタマイズ一覧： P.544）

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

ドアガラスを開閉するとき

運転者は、乗員の操作を含むすべて
のドアガラス開閉操作について責任
があります。特にお子さまの誤った
操作による事故を防ぐため、お子さ
まにはドアガラスの操作をさせない
でください。お子さまや他の人がド
アガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。
また、お子さまが同乗するときはウ
インドウロックスイッチを使用する
ことをおすすめします。（ P.157）

ドアガラスを開閉するときは、乗員
の手・腕・頭・首などを挟んだり巻
き込んだりしないようにしてくださ
い。特にお子さまへは手などを出さ
ないように声かけをしてください。

ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってドアガラスを操作する
ときは、ドアガラスに人が挟まれる
おそれがないことを確認してから操
作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーによる操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がドアガラス
に挟まれたり巻き込まれたりするお
それがあります。
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お子さまが誤ってドアガラスを開閉
することを防止できます。

スイッチを押すと、インジケーター

が点灯し、運転席以外のドアガラ
スが非作動になります。

知識

作動条件

エンジンスイッチがON のとき

バッテリーをはずしたとき

ウインドウロックスイッチが OFF になる
ため、バッテリーを接続したあと、再度
ウインドウロックスイッチを ON にする
必要があります。

警告

車から離れるときはエンジンスイッ
チを OFF にし、キーを携帯してお子
さまも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

挟み込み防止機能

挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

挟み込み防止機能は、ドアガラスが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。また、挟
み込み防止機能は、スイッチを引き
続けた状態では作動しません。指な
どを挟まないように注意してくださ
い。

巻き込み防止機能

巻き込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・服などを巻
き込ませたりしないでください。

巻き込み防止機能は、ドアガラスが
完全に開く直前に異物を巻き込むと
作動しない場合があります。手・
腕・服など巻き込まないように注意
してください。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）

A
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開閉するには

1 ムーンルーフを開く※

全開の手前の位置で止まります。（風切り
音の低減機能）

全開にしたいときは、スイッチをもう一
度押してください。

2 ムーンルーフを閉める※

※途中で停止するときは、ムーンルーフ
スイッチを軽く押します。

チルトアップ／ダウンするには

1 チルトアップ※

2 チルトダウン※

※途中で停止するときは、ムーンルーフ
スイッチを軽く押します。

知識

作動条件

エンジンスイッチがONのとき

エンジン停止後の作動

エンジンスイッチを ACC または OFF に
したあとでも、約 45 秒間は操作できま
す。ただし、そのあいだに運転席ドアを
開閉すると作動しなくなります。

挟み込み防止機能

ムーンルーフを閉めるとき、またはチル
トダウンするときに、ムーンルーフが異
物の挟み込みを感知すると、作動が停止
し少し開きます。

サンシェード

手動で開閉できます。また、ムーンルー
フが開くと連動して開きます。

音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して、ムーン
ルーフを開閉することができます。

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

ドアロック連動ムーンルーフ開閉機能

メカニカルキーでムーンルーフを開閉

できます。※（ P.523）

ワイヤレスリモコンでムーンルーフを

開閉できます。※（ P.97）

オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ムーンルーフ開
閉機能でムーンルーフを閉めると、
オートアラームが作動することがあり
ます。（ P.63）

ムーンルーフ

頭上のスイッチでムーンルーフを
開閉・チルトアップ／ダウンでき
ます。

ムーンルーフを操作するには



159

3

3-5. ドアガラス・ムーンルーフの開閉
運
転
す
る
前
に

※ レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

ムーンルーフが正常に閉まらないとき

次の操作を行ってください。

閉まるときに反転し、閉じ切らない場
合

1 車を停止する

2 スイッチの“CLOSE”側を押し続け

る※1

ムーンルーフが閉じ、再び開き、10秒間

停止します※2。その後再び閉じ、チルト
アップし、1秒間停止します。チルトダ
ウン後、いったん開いてから閉じます。

3 ムーンルーフが完全に閉まったことを
確認し、スイッチから手を離す

チルトダウン時に反転し、閉じ切らな
い場合

1 車を停止する

2 スイッチの“UP”側を押し続け※1、
ムーンルーフをチルトアップ位置にす
る

3 スイッチから一度手を離し、再度

“UP”側を押し続ける※1

ムーンルーフがチルトアップの状態で 10

秒間停止し※2、微調節後 1秒間停止しま
す。チルトダウン後、いったん開いてか
ら閉じます。

4 ムーンルーフが完全に閉まったことを
確認し、スイッチから手を離す

※1途中でスイッチから手を離すと、最初
からやり直しとなります。

※210秒間停止したあとにスイッチから
手を離すと、それ以降オート作動でき
なくなります。その場合は、スイッチ
の“UP” ､または、“CLOSE”側を
押し続けてください。ムーンルーフが
チルトアップし、1秒間停止します。
その後、チルトダウンし、いったん開
いてから閉じます。ムーンルーフが完

全に閉まったことを確認したら、ス
イッチから手をはなしてください。

以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない場合は、レクサス販売店で点検を受
けてください。

ムーンルーフ開警告機能

エンジンスイッチがOFF でムーンルーフ
が開いていると、運転席ドアを開けたと
きにマルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージが表示されます。

カスタマイズ機能

ドアロック連動ムーンルーフ開閉機能な
どの設定を変更できます。（カスタマイズ
一覧： P.544）

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

ムーンルーフを開けているとき

走行中はルーフから手や顔を出さな
い

開口部に腰かけない

ムーンルーフを開閉するとき

運転者は、ムーンルーフの開閉操作
について責任があります。特にお子
さまの誤った操作による事故を防ぐ
ため、お子さまにはムーンルーフの
操作をさせないでください。お子さ
まや他の人がムーンルーフに挟まれ
たり巻き込まれたりするおそれがあ
ります。
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警告

ムーンルーフを開閉や、チルトダウ
ンするときは、乗員の手・腕・頭・
首を挟んだり巻き込んだりしないよ
うに注意してください。

ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってムーンルーフを操作す
るときは、ムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してか
ら操作してください。
またお子さまには、ワイヤレスリモ
コンやメカニカルキーによる操作を
させないでください。お子さまや他
の人がムーンルーフに挟まれたり巻
き込まれたりするおそれがあります。

車両から離れるときはエンジンス
イッチを OFF にし、キーを携帯して
お子さまも一緒に車から離れてくだ
さい。いたずらなどによる誤った操
作により、思わぬ事故につながるお
それがあります。

挟み込み防止機能

挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

挟み込み防止機能は、ムーンルーフ
が完全に閉まる直前に異物を挟むと
作動しない場合があります。また、
挟み込み防止機能は、スイッチを押
し続けた状態では作動しません。指
などを挟まないように注意してくだ
さい。
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3-6. お好み設定

乗降時に運転者が乗り降りしやすい
よう、シートやハンドルが自動で動
きます。

次のすべての操作を行ったとき、
シートとハンドルが乗り降りしやす
い位置に自動で調整されます。

シフトレバーを P に入れる

エンジンスイッチをOFF にする

シートベルトをはずす

次のいずれかの操作を行ったとき、
シートとハンドルがもとの位置にも
どります。

エンジンスイッチをACCまたは
ONにする

シートベルトを着用する

知識

パワーイージーアクセスシステムの作
動について

降車時に、シートの位置が最後方付近に
あるなど、パワーイージーアクセスシス
テムが作動しない場合があります。

カスタマイズ機能

パワーイージーアクセスシステムによる
シート移動量を変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.544）

パワーイージーアクセスシ
ステム／ポジションメモ
リー／メモリーコール機能

自動で運転席・ハンドル・ドアミ
ラー・ヘッドアップディスプレイ
を動かし、乗り降りしやすい位置
に調整したり、お好みのドライビ
ングポジションに調整します。

マイセッティングがONの場合：

ドライビングポジションは、マイ
セッティングに登録した運転者と
ゲストにそれぞれ3パターンまで
登録できます。

マイセッティングに電子キーの割
り当てを登録することで、登録し
た運転者ごとにドライビングポジ
ションを自動で呼び出すことがで
きます。（メモリーコール機能）

マイセッティングがOFF の場合：

ドライビングポジションは、3パ
ターンまで登録できます。

ドライビングポジションを電子
キーに登録することで、電子キー
ごとにドライビングポジションを
自動で呼び出すことができます。
（メモリーコール機能）

マイセッティングについては、
P.166 を参照してください。

運転席への乗り降りをしやすく
するには（パワーイージーアク
セスシステム）（運転席のみ）
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1 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

2 エンジンスイッチをONにする
3 運転席・ハンドル・ドアミラー角
度・ヘッドアップディスプレイ表
示をお好みの位置に調整する

4 SET ボタンを押しながら、また
は SET ボタンを押したあと3秒
以内に 1 ～ 3 のうち登録したい
ボタンをブザーが鳴るまで押す

すでに同じボタンに登録されている場合
は、上書きされます。

知識

登録できるシート位置（ P.123）

腰部硬さ調整（ランバーサポート）以外
の位置が登録できます。

ポジションメモリーを正しくお使いい
ただくために

登録位置がシート各調整位置の最端部に
ある状態で、さらに同じ方向に操作をす
ると、呼び出し位置にずれが生じること
があります。

1 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

2 エンジンスイッチをONにする
3 1 ～ 3 のうち呼び出したいポジ
ションのボタンをブザーが鳴るま
で押す

知識

ポジションの呼び出し作動を途中で止
めたいとき

次のいずれかの操作をします。

SET ボタンを押す

1 ～ 3 のボタンを押す

シート調整スイッチのいずれかを操作

警告

パワーイージーアクセスシステムで
ハンドル・シートが作動していると
きは

体や荷物などが挟まれないようにして
ください。けがをしたり、荷物が破損
するおそれがあります。

ドライビングポジションをポジ
ションメモリーボタンに登録す
るには

警告

シート調整時の警告

シート調整中は、シートがセカンド席
乗員にあたったり、運転者の体がハン
ドルに圧迫されたりしないよう注意し
てください。

ドライビングポジションを呼び
出すには
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する（シートのみ作動停止）

ハンドル位置調整スイッチを操作する
（ハンドルのみ作動停止）

音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

ドライビングポジションの登録

ドライビングポジションの呼び出し
（シフトレバーが P の位置にあるときの
み操作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

エンジンスイッチ OFF 後の作動

運転席ドアを開けて 180 秒以内、または
運転席ドアを閉めて 60 秒以内に呼び出
したいポジションのボタンを押すと、
シートの位置が調整されます。

ポジションを呼び出すとき

ヘッドレストが天井にあたらないよう注
意してください。

登録したシート位置が呼び出せないと
き

シート位置を特定の範囲内に登録した場
合、状況によってはシート位置を呼び出
せないことがあります。詳しくは
レクサス販売店にご相談ください。

マイセッティングがON（電子
キーで個人を特定）の場合

マイセッティングに電子キーの割り
当てを登録することで、登録した運

転者ごとのドライビングポジション
を自動で呼び出すことができます。

ドライビングポジションの登録方
法

運転を終了したあとにシフトポジション
を Pにすると、現在のドライビングポジ
ションが登録されます。

ドライビングポジションの呼び出
し方法

1 マイセッティングに割り当てを登
録している電子キーを携帯し、運
転席ドアをスマートエントリー＆
スタートシステムまたはワイヤレ
スリモコンで解錠してドアを開け
る

ハンドルおよびヘッドアップディスプレ
イ表示を除くドライビングポジションが
登録された位置へ動きますが、シート位
置は乗り込みやすくするために、登録さ
れた位置より少し後方に動きます。

ドライビングポジションがすでに登録さ
れた位置にある場合は動きません。

2 エンジンスイッチを ACCまたは
ONにする

シート・ハンドル・ヘッドアップディス
プレイ表示（エンジンスイッチをONに
したときのみ）が登録したドライビング
ポジションに動きます。

メモリーコール機能の解除方法

マイセッティングで運転者の登録内容を
初期化する

初期化方法については別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してください。

マイセッティングがON（指紋情
報で個人を特定）の場合

指紋認証システムに指紋情報を登録
することで、登録した運転者ごとの
ドライビングポジションを自動で呼

乗車時にドライビングポジショ
ンを自動で呼び出すには（メモ
リーコール機能）
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び出すことができます。

ドライビングポジションの登録方
法

運転を終了したあとにシフトポジション
を P にすると、現在のドライビングポジ
ションが登録されます。

ドライビングポジションの呼び出
し方法

エンジンスイッチを ACC またはONに
する

指紋認証に成功したあと、シート・ハン
ドル・ヘッドアップディスプレイ表示
（エンジンスイッチを ONにしたときの
み）が登録したドライビングポジション
に動きます。
ドライビングポジションがすでに登録さ
れた位置にある場合は動きません。

メモリーコール機能の解除方法

指紋認証システムで指紋情報を消去する

消去については別冊「マルチメディア取
扱説明書」を参照してください。

マイセッティングがOFFの場合

お好みのドライビングポジションを
電子キーに登録することで、電子
キーごとにお好みのドライビングポ
ジションを自動で呼び出すことがで
きます。

ドライビングポジションの登録方
法

お好みのドライビングポジションをあら
かじめ 1 ～ 3 のいずれかのボタンに登録
しておきます。

登録させたいキーのみ携帯して、運転席
ドアを閉めてください。
車内にキーが 2つ以上あると、正確に登
録できません。

1 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

2 エンジンスイッチをONにする
3 登録させたいドライビングポジ
ション（1 ～ 3）を呼び出す

4 呼び出したドライビングポジショ
ンのボタンを押しながら、ドア
ロックスイッチの施錠側または解
錠側を“ピー”とブザーが鳴る
まで押す

登録できなかった場合は、約 3秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

ドライビングポジションの呼び出
し方法

1 ドライビングポジションを登録し
た電子キーを携帯し、運転席ドア
をスマートエントリー＆スタート
システムまたはワイヤレスリモコ
ンで解錠してドアを開ける

ハンドルおよびヘッドアップディスプレ
イ表示を除くドライビングポジションが
登録された位置へ動きますが、シート位
置は乗り込みやすくするために、登録さ
れた位置より少し後方に動きます。

ドライビングポジションがすでに登録さ
れた位置にある場合は動きません。

2 エンジンスイッチを ACCまたは
ONにするか、運転席シートベル
トを着用する

シート・ハンドル・ヘッドアップディス
プレイ表示（エンジンスイッチをONに
したときのみ）が登録したドライビング
ポジションに動きます。
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メモリーコール機能の解除方法

解除させたいキーのみ携帯して、運転席
ドアを閉めてください。
車内にキーが 2つ以上あると、正確に解
除できません。

1 エンジンスイッチをONにする
2 SET ボタンを押しながら、ドア
ロックスイッチの施錠側または解
錠側を“ピッピッ”とブザーが
鳴るまで押す

解除できなかった場合は、約 3秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

知識

メモリーコール機能によるドライビン
グポジションの呼び出しについて

運転席ドア以外のドアをスマートエント
リー＆スタートシステムで解錠した場合
は、ドライビングポジションの呼び出し
は行われません。その場合は、登録した
ドライビングポジションのボタンを押し
てください。

カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。
（カスタマイズ一覧： P.544）

1 エンジンスイッチをONにする
2 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
選択する（ P.401）

3 “左席”または“右席”を選
択する

4 リヤ席を好みの位置に調整し、“
登録”を選択する

5 “1”または“2”を選択する

すでに登録されている場合は、上書きさ
れます。

知識

ポジションメモリーを正しくお使いい
ただくために

登録位置がシート各調整位置の最端部に
ある状態で、さらに同じ方向に操作をす
ると、呼び出し位置にずれが生じること
があります。

1 エンジンスイッチをONにする

リヤシートポジションメモ
リー（4人乗り車）

お好みのリヤ席の位置を登録して、
ワンタッチで呼び出すことができ
ます。

ポジションを登録するには

警告

シート調整時の警告

シート調整中は、リヤ席乗員がフロン
トシートにあたらないよう注意してく
ださい。

ポジションを呼び出すには
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2 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME画面で“シート”を
選択する（ P.401）

3 “左席”または“右席”を選
択する

4 “1”または“2”を押し続け
る

登録位置になると作動が停止します。

作動条件を満たしていないときは、操作
ボタンがグレー表示になります。

次の認証デバイスから個人を特定し
ます。

電子キー

スマートエントリー &スタートシステム
が電子キーを検出することで個人を特定
します。（ P.118）

指紋認証システム

エンジンスイッチの指紋センサーに指紋
情報を登録した指をタッチして指紋認証
をすることで個人を特定します。
（ P.67, 181）

電子キーで個人を特定した場合でも、指
紋認証による個人の特定が優先されます。

Bluetooth® 対応機器

マイセッティング

電子キーなどのデバイスから個人
を特定し、運転者ごとのドライビ
ングポジションや車両設定を記憶
しておくことで、次回乗車時に再
生します。

あらかじめ認証デバイスを割り当
てておくことで、運転者に合わせ
たお好みの設定で乗車することが
できます。

マイセッティングには、運転者3 
名分の設定を記憶することができ
ます。

認証デバイスの割り当て／削除、
ドライバー名の設定、初期化方法、
運転者の手動きりかえ、記憶して
あるドライバーの削除はマルチメ
ディア画面から行えます。別冊
「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

割り当てる認証デバイスの種類
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Bluetooth® 機器をマルチメディアシステ
ムに接続するこで個人を特定します。

Bluetooth® 機器の接続方法については、
別冊「マルチメディア取扱説明書」を参
照してください。

電子キーや指紋認証システムを検出して

個人を特定したときは、Bluetooth® 機器
での個人の特定はしません。

Bluetooth® ワードマークおよびロゴは登
録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. が所
有権を有します。

認証デバイスから個人が特定された
とき、次の機能の設定を再生します。

ドライビングポジション（メモ
リーコール機能）

個人が特定されたあとに、以下の操作を
行うと前回運転終了時（シフトレバーを
P にしたとき）のドライビングポジショ
ンを再生します。

• 電子キーで個人を特定：スマートエン
トリー＆スタートシステムまたはワイ
ヤレスリモコンで解錠してドアを開け
る

• 指紋情報で個人を特定：エンジンス
イッチを ACC またはONにする

ドライビングポジションの登録、再生に
ついては、P.163 をご参照ください。

メーター表示※／ヘッドアップ

ディスプレイ表示※／マルチメ

ディア設定※

個人が特定されると、前回エンジンス
イッチをOFF にしたときの表示設定を
再生します。

マルチテレインモニター表示※

個人特定されると、前回エンジンスイッ
チを OFF にしたときの表示設定を再生

します。（ P.305）

マルチメディア画面で設定可能な

車両設定※

個人が特定されると、前回エンジンス
イッチを OFF にしたときの車両設定を
再生します。
※一部の設定項目を除く

再生される機能
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エンジンを始動する

P.181

発進する

1 ブレーキペダルを踏んだまま、シ
フトレバーをDにする
（ P.187）

2 パーキングブレーキがマニュアル
モードのときは、パーキングブ
レーキを解除する（ P.190）

3 ブレーキペダルから徐々に足を離
し、アクセルペダルをゆっくり踏
み発進する

停車する

1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏む

2 必要に応じて、パーキングブレー
キをかける（ P.190）

長時間停車する場合は、シフトレバーを
PまたはNにします。（ P.187）

駐車する

1 車を完全に停止させる
2 パーキングブレーキをかけて
（ P.190）、シフトレバーを P
にする（ P.187）

シフトレバーを Pにしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

3 エンジンスイッチを押してエンジ
ンを停止する

4 電子キーを携帯していることを確
認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に

応じて輪止め※を使用してください。
※輪止めはレクサス販売店で購入するこ
とができます。

上り坂で発進する

1 ブレーキペダルを踏んだまま、シ
フトレバーをD にする
（ P.187）

2 パーキングブレーキスイッチを引
いて、手動でパーキングブレーキ
をかける（ P.190）

3 ブレーキペダルから徐々に足を離
し、アクセルペダルをゆっくり踏
む

4 車が動き出す感触を確認したら、
パーキングブレーキスイッチを押
し、パーキングブレーキを解除し
発進する

知識

上り坂発進について

ヒルスタートアシストコントロールが作
動します。（ P.387）

雨の日の運転について

雨の日は視界が悪くなり、またガラス
が曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してくださ
い。

雨の降りはじめは路面がよりすべりや
すいため、慎重に走行してください。

雨の日の高速走行などでは、タイヤと
路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれが
あるので、スピードは控えめにしてく
ださい。

走行中のエンジン回転数について

次の場合、走行中にエンジン回転数が高
くなることがあります。これは走行状況

運転にあたって

安全運転を心がけて、手順に従っ
て走行してください。

安全に走行するには
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に合わせてシフトアップの制限、または
シフトダウンの実施を自動的に行うため
で、急加速を示すものではありません。

車両が上り坂、または下り坂を走行し
ていると判断したとき

アクセルペダルを離したとき

ブレーキペダルを踏んだとき

エンジン出力の抑制について（ブレー
キオーバーライドシステム）

アクセルペダルとブレーキペダルが同
時に踏まれたとき、エンジン出力を抑
制する場合があります。

ブレーキオーバーライドシステム作動
中は、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。
（ P.500）

運転標識の取り付けについて

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標
識などを樹脂バンパーやアルミボデー部
に取り付けることはできません。

オーバーヒートについて

次のようなきびしい走行状況ではオー
バーヒートになるおそれがあります。

暑い日に長い上り坂を走行する

高速走行直後に急減速や急停止をする

エンジン停止前のアイドリング運転に
ついて

ターボ装置などの損傷を防ぐため、高速
走行・登坂走行直後は、アイドル運転を
行ってからエンジンを停止してください。

走行状況
アイドル運転

時間

市街地、郊外等の一般走
行

不要

高速走行（約 100km/h 
定速）

不要

山岳ドライブウェイなど
の急な登坂路走行および
レース場などの 100km/
h 以上の連続走行

約 1 分

警告

次の警告をお守りください。お守りい
ただかないと重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

発進するとき

エンジンがかかったまま停車している
ときは、常にブレーキペダルを踏んで
ください。クリープ現象で車が動き出
すのを防ぎます。

運転するとき

踏み間違いを避けるため、ブレーキ
ペダルとアクセルペダルの位置を十
分把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくく
なります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとア
クセルペダルが確実に踏めるように
してください。

･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊
急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

走行状況
アイドル運転

時間
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警告

燃えやすいものの上を走行したり、
可燃物付近に車を停めたりしないで
ください。排気管や排気ガスは高温
になり、可燃物が近くにあると火災
になるおそれがあり危険です。

通常走行時は、走行中にエンジンを
停止しないでください。走行中にエ
ンジンを停止してもハンドルやブ
レーキの操作は可能ですが、バッテ
リーの残量や使用状況によっては、
車両が停止する前に操作力補助がな
くなり、ハンドルとブレーキの操作
が困難になるおそれがあります。安
全を確認した上で、すみやかに道路
脇に停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止する
ことができないような緊急時は、
P.488 を参照してください。

急な下り坂では、エンジンブレーキ
を使用してスピードを下げてくださ
い。フットブレーキを連続して使い
すぎると、ブレーキが過熱して正常
に機能しなくなります。（ P.186）

走行中はハンドル・シート・ドアミ
ラー・インナーミラーの調整をしな
いでください。運転を誤るおそれが
あります。

すべての乗員は頭や手、その他の体
の一部を車から出さないようにして
ください。

シートの上や付近に荷物を置いて走
行しないでください。

急ブレーキをかけたときや、旋回して
いるときなどに荷物が飛び出したりし
て乗員にあたったり、荷物を破損した
り、荷物に気をとられたりして、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

すべりやすい路面を運転するとき

急ブレーキ・急加速・急ハンドルは
タイヤがスリップし、車両の制御が
できなくなるおそれがあります。

急激なアクセル操作、シフト操作に
よるエンジンブレーキやエンジン回
転数の変化は、車が横すべりするな
どのおそれがあります。

水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキ
パッドがぬれるとブレーキの効きが
悪くなったり、ぬれていない片方だ
けが効いたりしてハンドルをとられ
るおそれがあります。

シフトレバーを操作するとき

シフトレバーを前進側のシフトポジ
ションに入れたまま惰性で後退した
り、Rに入れたまま惰性で前進する
ことは絶対にやめてください。
エンジンが停止し、ブレーキの効き
が悪くなったり、ハンドルが重く
なったりして、思わぬ事故や故障の
原因となるおそれがあります。

車両が動いているあいだは、シフト
レバーを P に入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

車両が前進しているあいだは、シフ
トレバーをRに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

車両が後退しているあいだは、シフ
トレバーを前進側のシフトポジショ
ンに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。
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警告

走行中にシフトレバーを Nに入れる
と、トランスミッションとエンジン
の動力伝達が解除され、エンジンブ
レーキが効かなくなります。

アクセルペダルを踏み込んだまま操
作しないように気を付けてください。
シフトレバーが Pまたは N以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

継続的にブレーキ付近から警告音
（キーキー音）が発生したとき

できるだけ早くレクサス販売店で点検
を受け、ブレーキパッドを交換してく
ださい。必要なときにパッドの交換が
行われないと、ディスクローターの損
傷につながる場合があります。

パッドやローターなどの部品は、役割
を果たすと共に摩耗していきます。摩
耗の限界をこえて走行すると故障を引
き起こすばかりでなく、事故につなが
るおそれがあります。

停車するとき

空ぶかしをしないでください。
シフトレバーが Pまたは N以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

車が動き出すことによる事故を防ぐ
ため、エンジン回転中は常にブレー
キペダルを踏み、必要に応じてパー
キングブレーキをかけてください。

坂道で停車するときは、前後に動き
出して事故につながるのを防ぐため、
常にブレーキペダルを踏み、必要に
応じてパーキングブレーキをかけて
ください。

停車中に空ぶかしをしないでくださ
い。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあ
ると火災につながるおそれがあり危
険です。

駐車するとき

炎天下では、メガネ・スプレー缶・
炭酸飲料の缶などを車内に放置しな
いでください。
放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火する

･ プラスチックレンズ・プラスチック
素材のメガネが、変形またはひび割
れを起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートする原因
になる

ライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターをグロー
ブボックスなどに入れておいたり、
車内に落としたままにしておくと、
荷物を押し込んだりシートを動かし
たときにライターの操作部が誤作動
し、火災につながるおそれがあり危
険です。

フロントウインドウガラスなどには
吸盤を取り付けないでください。ま
た、インストルメントパネルやダッ
シュボードの上に芳香剤などの容器
を置かないでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり危
険です。
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警告

シルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドア
やウインドウを開けたまま放置しな
いでください。直射日光が曲面ガラ
スの内側に反射し、レンズの働きを
して火災につながるおそれがあり危
険です。

車から離れるときは、必ずパーキン
グブレーキをかけ、シフトレバーを
P に入れ、エンジンを停止し、施錠
してください。
エンジンがかかっているあいだは、
車から離れないでください。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トレバーを Pにした状態では、車が
動き思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

トランスファースイッチを操作した
際、L4 作動表示灯が点灯または消灯
する前にシフトレバーを操作すると、
トランスファーの切りかえが完了せ
ず、シフトポジションに関係なく駆
動軸が拘束されません。（表示灯が点
滅し、ブザーが鳴ります）
この場合、シフトレバーを P に入れ
ても車両が動くおそれがあり危険で
す。必ず、トランスファーの切りか
えを完了させてください。
（ P.366）

エンジン回転中またはエンジン停止
直後は排気管にふれないでください。
やけどをするおそれがあります。

仮眠するとき

必ずエンジンを停止してください。
エンジンをかけたまま仮眠すると、無
意識にシフトレバーを動かしたり、ア
クセルペダルを踏み込んだりして、事
故やエンジンの異常過熱による火災が
発生するおそれがあります。さらに、
風通しの悪い場所に停めると、排気ガ
スが車内に侵入し、重大な健康障害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

ブレーキをかけるとき

ブレーキがぬれているときは、普段
よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離
が長くなり、ブレーキのかかりに、
左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっか
りとかからないおそれもあります。

ブレーキ倍力装置が機能しないとき
は、他の車に近付いたりしないでく
ださい。また、下り坂や急カーブを
避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりも強く踏む必要があります。
また制動距離も長くなります。ただ
ちにブレーキの修理を受けてくださ
い。

万一エンジンが停止したときは、ブ
レーキペダルをくり返し踏まないで
ください。ペダルを踏むたびに、ブ
レーキのアシスト力の蓄えを使い
切ってしまいます。

ブレーキシステムは 2 つの独立した
システムで構成されており、一方の
油圧システムが故障しても、もう一
方は作動します。この場合、ブレー
キペダルを通常より強く踏む必要が
あり、制動距離が長くなります。た
だちにブレーキの修理を受けてくだ
さい。
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急発進の抑制制御

アクセルペダルを踏み込んだまま、
次のようにシフトポジションを切り
かえたとき、エンジン出力を抑制す
ることがあります。

Rに切りかえたとき※

PまたはRから、Dなどの前進シフ

警告

万一脱輪したときは

いずれかのタイヤが宙に浮いていると
きは、むやみに空転させないでくださ
い。駆動系部品の損傷や、車両の飛び
出しによる思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

注意

運転しているとき

運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、エンジン出力を抑制
する場合があります。

坂道で停車するために、アクセルペ
ダルを使ったり、アクセルペダルと
ブレーキペダルを同時に踏んだりし
ないでください。

部品の損傷を防ぐために

パワーステアリングモーターの損傷
を防ぐため、ハンドルをいっぱいに
まわした状態を長く続けないでくだ
さい。

ディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、
できるだけゆっくり走行してくださ
い。

走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、ス
ピードを落としてください。

ハンドルがとられる

異常な音や振動がある

車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.510 を参照してください。

冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重大な損傷を受けるおそれがある
ため、走行しないでください。

エンストする

電装品がショートする

水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に
浸かってしまったときは、必ず
レクサス販売店で次の点検をしてくだ
さい。

ブレーキの効き具合

エンジン・オートマチックトランス
ミッション・トランスファー・ディ
ファレンシャルなどのオイルやフ
ルードの量および質の変化

プロペラシャフト・各ベアリング・
各ジョイント部などの潤滑不良

駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけ、シフ
トレバーを P にしてください。パーキ
ングブレーキをかけシフトレバーを P 
にしておかないと、車が動き出したり、
誤ってアクセルペダルを踏み込んだと
きに急発進するおそれがあります。

急発進および後退速度の抑制
（ドライブスタートコントロー
ル）
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トポジションに切りかえたとき※

この場合、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。表示された画面の指示に従ってくだ
さい。
※状況によっては操作できない場合があ
ります。

後退速度の抑制制御

後退時の速度が所定以下となるよう

にエンジン出力を抑制※します。

後退速度の抑制制御が作動している
ときは、マルチインフォメーション
ディスプレイに“速度抑制中”が
表示されます。
※状況によっては所定の速度以下に抑制
できない場合があります。

知識

ドライブスタートコントロールについ
て

アクティブ TRC の作動を停止
（ P.388）すると、急発進の抑制制御
も停止します。急発進の抑制制御によ
り、ぬかるみや新雪などからの脱出が
困難な場合は、アクティブ TRC の作動
を停止してください。（ P.388）

また、次のときは急発進の抑制制御は作
動しません。
･ トランスファースイッチが L4 にあると
き

･ センターデフロック状態のとき
･ マルチテレインセレクトを選択してい
るとき

タイヤがスリップ（空転）していると、
後退速度の抑制制御が作動することが
あります。

後退速度の抑制制御の ON（作動）／
OFF（非作動）を切りかえることがで
きます。（ P.539）

･ エンジンスイッチを ONにしたときは、
後退速度の抑制制御は常に ON（作動）
になっています。

･ 後退速度の抑制制御を OFF（非作動）
にしても、急発進の抑制制御は作動し
ます。

次のときは後退速度の抑制制御は作動
しません。

･ トランスファースイッチが L4 にあると
き

･ センターデフロック状態のとき
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荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするため
に、荷物を積むときは次のことを
お守りください。

警告

積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

燃料が入った容器

スプレー缶

荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作でき
なかったり、荷物が視界をさえぎった
り、荷物が乗員に衝突したりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

できるだけ荷物はラゲージルームに
積んでください。

シート背もたれより高いものをラ
ゲージルームに積まないでください。

後席のシート背もたれを折りたたん
で、寸法が長い荷物を積むときは、
できるだけ前席シート背もたれの真
うしろには積まないでください。

ラゲージルームに人を乗せないでく
ださい。乗員用には設計されていま
せん。乗員は、適切にシートベルト
を着用させ、座席に座らせてくださ
い。お守りいただかないと、急ブ
レーキや衝突の際に、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転席足元

･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ねる
場合）

･ トノカバー（装着車のみ）

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

･ フタのない小物入れ／トレイ

室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。

ルーフレールには直接荷物を置かな
いでください。荷くずれを起こした
りして思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

荷物の重量・荷重のかけ方について

荷物を積み過ぎないでください。

荷重を不均等にかけないようにして
ください。

これはタイヤに負担をかけるだけでな
く、ハンドル操作性やブレーキ制御の
低下により思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

ルーフレールを使用するときは

ルーフレールをルーフラゲージキャリ
アとして使用するときは、2 つ以上の
レクサス純正キャリアを装着してくだ
さい。レクサス純正品以外を装着され
る場合は、レクサス純正品に相当する
ものを装着してください。

ルーフラゲージキャリアに荷物を積む
ときは、次のことをお守りください。

車両に荷重が均等になるように荷物
を積んでください。

車両の大きさ（全長、全幅）をこえ
る荷物を積まないでください。
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重量制限について

トレーラーをけん引する前に、車両
のけん引能力・車両総重量を確認し
てください。（ P.538）

警告

走行する前に、荷物が確実に固定さ
れていることを確認してください。

ルーフラゲージキャリアに荷物を積
むと、車両の重心が高くなります。
高速走行、急加速、急旋回、急ブ
レーキなどは避けてください。車両
を適切に操作することができなくな
ることで横転し、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

長距離走行、荒れた路面での走行、
高速走行をするときは、時おり車両
を止めて、荷物が固定した位置にあ
ることを確認してください。

75kg以上の荷物を積まないでくださ
い。

注意

荷物を積むとき

ムーンルーフに荷物がふれないように
してください。お守りいただかないと
傷が付いたり割れたりするおそれがあ
ります。

トレーラーのけん引（ヒッ
チメンバー付き車）

接続部品を取り付けることにより
トレーラーがけん引可能になりま
す。必要な部品などの情報は
レクサス販売店にお問い合わせく
ださい。

けん引するときは各部品の取扱説
明書もお読みいただき、記載され
た内容に従って正しくお使いくだ
さい。

トレーラーをけん引する場合は、
運輸支局・検査登録事務所へ所定
の申請が必要となります。詳細は、
レクサス販売店または、運輸支
局・検査登録事務所へお問い合わ
せください。

トレーラーをけん引すると、ハン
ドル操作・走行性能・制動力・耐
久性・燃費に悪影響をおよぼしま
す。ご自身の安全と安心のために、
正しい器具を適切に使用し、走行
習慣にも注意を払ってください。
また、車両・トレーラーに過積載
しないでください。

トレーラーを安全にけん引するた
め、十分な注意を払い、トレー
ラーの特性と操作状況に応じた走
行を行ってください。

けん引する前に
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次のシステムが正常に作動しないお
それがあるため、各システムをOFF
にしてください。

LTA（レーントレーシングアシス
ト）（ P.225）

レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）
（ P.237）

BSM（ブラインドスポットモニ
ター）（ P.263）

クリアランスソナー（ P.270）

RCTA（リヤクロストラフィック
アラート）（ P.276）

RCD（リヤカメラディテクショ
ン）（ P.281）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）（ P.284）

1 クリップを取りはずす

2 ヒッチカバーの下端を手前に引い
て、ツメ（2ヶ所）を取りはずす

3 ヒッチカバー本体を手前に引いて
取りはずす

カバーをもとにもどすときは、逆の手順
で取り付けてください。

トレーラーをけん引するときは

ヒッチカバーの取りはずし

警告

この項目に記載されている、すべての
指示に従ってください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

事故や傷害の発生を防ぐために

トレーラーを連結するときは、車高
を Lモードにしてから、AHC を
OFF にしてください。AHC が OFF 
になっていないと、オートレベリン
グ機能によって車高がかわり、体が
車両に挟まるなどの事故につながる
おそれがあり危険です。（ P.359）



180 4-1. 運転にあたって

警告

トレーラーをけん引しているときは、
レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）を使用しないで
ください。

トレーラーをけん引するときは

許容車両総重量・けん引能力および
合計重量をこえていないことを確認
してください。（ P.538）

連結するトレーラーの各機能が正常
に作動することを確認してください。

接続部品が確実に取り付けられてい
ることを確認してください。

けん引時の車速について

けん引時の法定最高速度をお守りくだ
さい。

長い下り坂を走行するときは

減速し、ダウンシフトしてください。
急激なダウンシフトを行わないでくだ
さい。

ブレーキペダルの操作について

ブレーキペダルをくり返し踏んだり、
長時間踏み続けたりしないでください。

ブレーキの過熱や、ブレーキ性能の低
下などにつながるおそれがあります。

注意

ヒッチについて

トレーラーのヒッチは、メーカーごと
に許容荷重が異なります。車両がより
大きなけん引能力を備えていたとして
も、装着されているヒッチの許容荷重
を把握し、ヒッチの許容荷重を絶対に
こえないようにしてください。ヒッチ
のメーカーが設定した許容荷重をこえ
ると、事故の原因になり重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

トレーラーのランプについて

トレーラー側のランプ類で使用できる
電力量は、次のとおりです。下記の電
力量を上まわるランプ類を使用しない
でください。また、装飾等の目的での
ランプ類の増設も行わないでください。

制動灯：合計42W 以下（例：
21W 2 灯）

方向指示灯（右）：合計 21W 以下
（例：21W 1 灯）

方向指示灯（左）： 合計 21W 以下
（例：21W 1 灯）

尾灯・番号灯・車幅灯：合計 10W 以
下（例： 5W 2 灯）

後退灯：合計32W 以下（例：
16W 2 灯）
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1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認するため、パーキン
グブレーキスイッチを引く
（ P.190）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

3 ブレーキペダルをしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイ

に とメッセージが表示されます。

表示されないと、エンジンは始動しませ
ん。

4 指紋認証システムがONのとき：
エンジンスイッチの指紋センサー
に指紋情報を登録した指をタッチ
して指紋認証をする（ P.67）

指紋認証に成功すると“ピッ”とブ
ザーが鳴ります。

極端に素早い操作や指をスライドさせな
がらの操作をすると指紋認証に失敗する
ことがあります。

5 エンジンスイッチを短く確実に押
す

指紋認証システムがONのときは、指紋
認証に成功し、“ピッ”とブザーが
鳴ったあと、約 5秒以内にエンジンス
イッチを押してください。時間がかかり

すぎると、再度指紋認証をする必要があ
ります。

短く確実に押せば、押し続ける必要はあ
りません。

エンジンが始動するまで最大 30秒間ス
ターターが回転します。

完全にエンジンが始動するまでブレーキ
ペダルを踏み続けてください。

エンジンスイッチのどのモードからでも
エンジンを始動できます。

プラスサポート★をご使用の方は、
P.382 も併せて参照してください。
★：グレード、オプションなどに より、
装備の有無があります。

指紋センサー

知識

エンジンスイッチ文字照明演出

状況に応じて、次のようにエンジンス
イッチ照明が切りかわります。

運転席または助手席ドアが開いている
ときは、エンジンスイッチ照明が点灯
します。

電子キーを携帯したままブレーキペダ
ルを踏むと、エンジンスイッチ照明が
明るく点灯します。

エンジンスイッチがACCまたはONのと
きは、エンジンスイッチ照明が点灯し
ます。

エンジン（イグニッショ
ン）スイッチ

電子キーを携帯して次の操作を行
うことで、エンジンの始動または
エンジンスイッチのモードを切り
かえることができます。

エンジンをかけるには

A
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エンジンスイッチをACCまたはONから
OFF にしたときは、エンジンスイッチ
照明がしばらく点灯し、その後消灯し
ます。

エンジンが始動しないとき

エンジンイモビライザーシステムが解
除されていない可能性があります。
（ P.62）
レクサス販売店へご連絡ください。

始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表
示されている場合は、画面の指示に
従ってください。

メカニカルキーを使ってドアを解錠し
た場合は、スマートエントリー＆ス
タートシステムでエンジンを始動する
ことができません。エンジンを始動す
るには、P.523 を参照してください。
または、乗車中に電子キーを携帯し、
施錠した場合（ P.100）はエンジン
を始動できます。

バッテリーがあがったとき

スマートエントリー＆スタートシステム
でエンジンを始動することができません。
エンジンを始動するには、P.524 を参照
してください。

指紋認証について

指紋情報の登録本数によって、指紋認
証の照合に時間がかかることがありま
す。

指紋センサーにタッチするときは、指
がセンサーの全面にかかるようにして
ください。指先や指の側面で押すと認
証できないことがあります。

タッチ操作はゆっくり行ってください。
速すぎたり、強すぎたり、スライドし
ながら触ると、正常に認識できないこ
とがあります。

爪が長いなどの理由で、指紋認証に使
用する指でエンジンスイッチを押しに

くいときは、指紋認証に成功したあと、
一度指を離してから、押すことが可能
な別の指でエンジンスイッチを押して
ください。

指紋認証に失敗した場合、“登録した
指でスイッチを ゆっくり押してくださ
い”がマルチインフォメーションディ
スプレイに表示されます。

指紋認証に 3 回連続で失敗した場
合、“ブレーキを踏みながらキーでエ
ンジンスイッチに触れてください”が
マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。

指紋情報を登録済みのお客様が不明、
または指紋認証に成功しない場合、ブ
レーキペダルを踏みながら電子キーを
エンジンスイッチにかざし、エンジン
スイッチを押してください。
（ P.523）

電子キーの電池の消耗について

P.93

スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないおそれのある状況

P.119

ご留意いただきたいこと

P.120

ステアリングロック機能

エンジンスイッチを OFF にしたあとに
ドアを開閉すると、ステアリングロッ
ク機能によりハンドルが固定されます。
エンジンスイッチを操作すると、ステ
アリングロックは自動で解除されます。

ステアリングロックが解除できないと
きは、マルチインフォメーションディ
スプレイに“ハンドルを左右に回しな
がらエンジンスイッチを押してくださ
い”が表示されます。シフトレバーが
Pの位置にあることを確認して、ハン
ドルを左右にまわしながらエンジンス
イッチを短く確実に押してください。
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短時間にエンジンの始動・停止をくり
返すと、モーターのオーバーヒート防
止のために作動制限することがありま
す。その場合は操作を控えてください。
2～ 10 秒程度でもとの状態にもどりま
す。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムに異常があるとき

マルチインフォメーションディスプレイ
に“スマートエントリー＆スタートシス
テム故障 取扱書を確認”が表示されたと
きは、システムに異常があるおそれがあ
ります。ただちにレクサス販売店で点検
を受けてください。

電子キーの電池交換

P.477

エンジンスイッチの操作について

スイッチを短く確実に押せていない場
合は、モードの切りかえやエンジンの
始動ができない場合があります。

エンジンスイッチ OFF 後、すぐに再始
動した場合は、エンジンが始動しない
場合があります。エンジンスイッチ
OFF 後の再始動は、数秒待ってから操
作してください。

カスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、P.523 を参照してください。

1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキがマニュアル
モードのときは、パーキングブ
レーキをかける（ P.190）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯

警告

エンジンを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

走行中の警告

エンジンの停止などで車両滑走状態に
なったときは、車両が安全な状態で停
止するまでドアを開けたり、ロック操
作をしたりしないでください。ステア
リングロック機能が作動し、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

注意

エンジンを始動するとき

エンジンが冷えた状態で空ぶかしし
ないでください。

もしエンジンが始動しにくかったり、
ひんぱんにエンストする場合は、た
だちにレクサス販売店で点検を受け
てください。

エンジンスイッチの操作について

エンジンスイッチ操作時に引っかかり
などの違和感があるときは、故障のお
それがあります。すみやかにレクサス
販売店にご連絡ください。

エンジンを停止するには
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が点灯していることを確認します。

3 シフトレバーを Pの位置にする
（ P.187）

シフトレバーを Pにしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

4 エンジンスイッチを短く確実に押
す

エンジンが停止し、メーター表示が消え
ます。

エンジンスイッチを押すときは、シフト
レバーから手を離してください。

5 ブレーキペダルから足を離してマ
ルチインフォメーションディスプ
レイの“アクセサリー” や“
イグニッションON”の表示が消
灯していることを確認する

ブレーキペダルを踏まずにエンジン
スイッチを押すと、モードを切りか
えることができます。（スイッチを押
すごとにモードが切りかわります）

1 OFF※

非常点滅灯が使用できます。

2 ACC
オーディオなどの電装品が使用できます。

マルチインフォメーションディスプレイ
に“アクセサリー”が表示されます。

3 ON
すべての電装品が使用できます。

マルチインフォメーションディスプレイ
に“イグニッション ON”が表示され
ます。
※シフトレバーが P以外またはシフトレ
バーのボタンを押しているときは ON
のままになり、OFF になりません。

警告

緊急時のエンジン停止方法

走行中にエンジンを緊急停止したい
場合には、エンジンスイッチを 2秒
以上押し続けるか、素早く 3回以上
連続で押してください。（ P.488）
ただし、緊急時以外は走行中にエン
ジンスイッチにふれないでください。
走行中にエンジンを停止してもハン
ドルやブレーキの操作は可能ですが、
バッテリーの残量や使用状況によっ
ては、車両が停止する前に操作力補
助がなくなり、ハンドルとブレーキ
の操作が困難になるおそれがありま
す。安全を確認した上で、すみやか
に道路脇に停車してください。

走行中にエンジンスイッチを操作す
ると、マルチインフォメーション
ディスプレイに警告メッセージが表
示され、警告ブザーが鳴ります。

走行中にエンジンを緊急停止したあ
と、走行中にエンジンを再始動させ
る場合は、シフトレバーをNにし、
エンジンスイッチを短く確実に押し
てください。

エンジンスイッチを切りかえる
には
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知識

自動電源 OFF 機能

シフトレバーが Pにあり、シフトレバー
のボタンを押していないとき、20分以上
ACC か ON（エンジンがかかっていない
状態）にしたままにしておくと、エンジ
ンスイッチが自動でOFF になります。

ただし、自動電源OFF 機能は、バッテ
リーあがりを完全に防ぐものではありま
せん。エンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチを ACC またはONにし
たまま長時間放置しないでください。

シフトレバーが P以外またはシフト
レバーのボタンを押しているときに
エンジンを停止させた場合、エンジ
ンは停止しますが、エンジンスイッ
チのモードはOFF になりません。次
の手順でOFF にしてください。

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認する

2 シフトレバーを Pの位置にする

シフトレバーを Pにしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

3 マルチインフォメーションディス
プレイに“イグニッション
ON”が表示されていることを確
認し、エンジンスイッチを短く確
実に押す

4 マルチインフォメーションディス
プレイの“アクセサリー”また
は“イグニッションON”の表
示が消灯していることを確認する

注意

バッテリーあがりを防止するために

エンジンがかかっていないときは、
エンジンスイッチを ACC または ON
にしたまま長時間放置しないでくだ
さい。

エンジンがかかっていないときに、
マルチインフォメーションディスプ
レイの“アクセサリー”または“
イグニッションON”の表示が消灯
していない場合、エンジンスイッチ
がOFF になっていません。エンジン
スイッチを OFF にしてから車両を離
れてください。

シフトレバーが P以外でエンジ
ンを停止したとき

注意

バッテリーあがりを防止するために

シフトレバーが P以外またはシフトレ
バーのボタンを押している状態でエン
ジンを停止させないでください。シフ
トレバーが P以外またはシフトレバー
のボタンを押している状態でエンジン
を停止させた場合、エンジンスイッチ
はONのままになるため、そのまま放
置するとバッテリーあがりの原因にな
ります。
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※1燃費向上や騒音の低減のために、通常
はDポジションを使用してください。

※2シフトレバーまたはパドルシフトス
イッチを操作して変速段を切りかえる
ことにより、適切なエンジンブレーキ
力が得られます。

知識

リバース警告ブザー

シフトレバーを Rに入れるとブザーが鳴
り、Rにあることを運転者に知らせます。

オートマチックトランスミッションの
保護制御

ぬかるみや砂地・雪道などでスタック
してタイヤが空転する状態が続くとき
や、走行時にアクセルペダルをくり返
し踏んだり離したりする状況が続くと、
トランスミッションが高温になり損傷
するおそれがあります。

このとき、トランスミッションが損傷
しないように、ギヤ段が一時的に固定
される場合があります。
トランスミッションの温度が下がると
ギヤ段の固定は解除され、通常作動に
もどります。

トランスミッションフルードの温度が
高くなると、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに“トランスミッショ
ンオイル高温　安全な場所に停止し取
扱書を確認してください”が表示され
ます。
ただちに安全な場所に停車し、シフト
レバーを P にして、エンジンをかけた
まま温度が下がるまで待ちます。しば
らくして表示が消えたら、走行可能に
なります。表示が消えないときは、
レクサス販売店にご連絡ください。

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）を使って走行してい
るとき

エンジンブレーキを目的に Dポジション
で走行中に走行モードをスポーツ S モー
ドやスポーツ S＋モード（ P.357）に
しても、レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）が解除されないた
めエンジンブレーキは効きません。

急発進の抑制について（ドライブス
タートコントロール）

P.175

AI-SHIFT

AI-SHIFT は、運転者の運転操作と走行状
況により、自動的に適切なギヤ段に切り
かえます。

AI-SHIFT は、シフトレバーをD にして
いるときに自動的に作動します。（シフト
レバーをMにすると、機能が解除されま
す）

オートマチックトランス
ミッション

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P
駐車またはエンジンの始

動・停止

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

M
M モード走行※2

（ P.189）
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エンジンスイッチがON の

状態で、ブレーキペダルを踏んだ状
態でシフトレバーのボタンを押しな

がら操作します。※

シフトレバーのボタンを押

しながら操作します。

シフトレバーのボタンを押

さずそのまま操作します。

Pと Dのあいだの操作は、ブレーキペダ
ルを踏み、車を完全に止めてから行って
ください。
※シフトレバーのボタンを押す前にブ
レーキペダルを踏んでください。シフ
トレバーのボタンを最初に押してもシ
フトロックは解除されません。

知識

シフトロックシステム

シフトロックシステムは、発進時のシフ
トレバーの誤操作を防ぐシステムです。

エンジンスイッチがON でブレーキペダ
ルを踏んだままシフトレバーのボタンを
押した状態でなければ、シフトレバーを
Pからシフトできません。

シフトレバーをPからシフトできないと
き

ブレーキペダルを踏んでいることを確認
してください。
ブレーキペダルを踏んだままシフトレ
バーのボタンを押した状態でシフトレ
バーがシフトできない場合、シフトロッ
クシステムなどの故障が考えられます。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。
ただし一時的な処置として、次の方法で
シフトレバーをシフトすることができま
す。

シフトロックの解除のしかた：

1 パーキングブレーキをかける

2 エンジンスイッチをOFF にする

3 ブレーキペダルを踏む

4 マイナスドライバーなどを使ってカ
バーを取りはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端に布などを巻いて保護し
てください。

警告

すべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行
わないでください。エンジンブレーキ
力の急激な変化が横すべりやスピンの
原因になりますので注意してください。

シフトレバーの動かし方
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5 シフトロック解除ボタンを押しながら
シフトレバーのボタンを押す
シフトロック解除ボタンを押している
あいだは、レバーをシフトできます。

P.357

シフトレバーをD ポジションで走行
中、パドルシフトスイッチを操作す

ることにより任意の変速段を選択す
ることができます。

変速段を選択することで、使用する
変速段の上限を制限し、不要なシフ
トアップを抑えたり、エンジンブ
レーキ力を切りかえたりすることが
できます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
D1から D10レンジのあいだで選択され
ている変速段がメーターに表示されます。

通常走行にもどすときは、パドルシフト
スイッチの“＋”側を一定時間以上保
持します。

知識

変速段機能

エンジンブレーキ力は、10 段階から選
択が可能です。

変速段の数字が小さい方がエンジンブ
レーキ力は大きくなり、エンジン回転
数も高くなります。

Dポジションでのレンジ選択の自動解除

次のとき、自動的にDポジションでのレ
ンジ選択が解除されます。

停車したとき

アクセルペダルを一定時間以上踏み続
けたとき

シフトレバーをD以外にしたとき

警告

シフトロック解除時の事故を防ぐた
めに

シフトロック解除ボタンを押すときは、
必ずパーキングブレーキをかけブレー
キペダルを踏んでください。

誤ってアクセルペダルを踏んでいると、
シフトロック解除ボタンを押してシフ
トレバーを操作したときに、車が急発
進して思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

走行モードの選択

D ポジションで変速段選択する
には
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パドルシフトスイッチの“＋”側を長
押ししたとき

シフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフト
ダウン操作には制限があり、パドルシフ
トスイッチを操作してもシフトダウンで
きない場合があります。（このときブザー
が 2回鳴ります）

シフトレバーをMポジションにする
と、Mモードに切りかわります。シ
フトレバーまたはパドルシフトス
イッチの操作で思い通りのギヤ段を
選択し、運転することができます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
シフトレバーまたはパドルシフトスイッ
チを操作するごとに 1速ずつ変速しま
す。

M1からM10 の中で選択したギヤ段に
固定され、ギヤ段がメーターに表示され

ます。

Mポジションでは、次の場合を除い
てシフトレバーまたはパドルシフト
スイッチを操作しない限り、変速し
ません。

車速が低下した場合（シフトダウ
ンのみ）

エンジン冷却水が低温のときや、
オートマチックトランスミッショ
ンフルードが高温または低温のと
きなど、エンジンやオートマチッ
クトランスミッションの保護が必
要な場合

また、車速が低い場合はシフトアッ
プ操作をしても変速しません。

知識

シフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフト
ダウン操作には制限があり、シフトレ
バーまたはパドルシフトスイッチを操作
してもシフトダウンできない場合があり
ます。（このときブザーが 2回鳴ります）

シフトレバーをMにしてもシフトポジ
ション・ギヤ段表示にM が表示されな
いとき

システム異常のおそれがあります。ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。この場合、シフトレバーをD にし
ているときと同じ制御になります。

Mモードでのギヤ段選択
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レバー操作により、次のように運転
者の意思を表示することができます。

1 左折
2 左側へ車線変更
（レバーを途中まで動かして離す）

左側方向指示灯が 5 回点滅します。

3 右側へ車線変更
（レバーを途中まで動かして離す）

右側方向指示灯が 5 回点滅します。

4 右折

知識

作動条件

エンジンスイッチがONのとき

表示灯の点滅が異常に速くなったとき
は

レクサス販売店で点検を受けてください。

マニュアルモード

手動でパーキングブレーキをかけ
る・解除することができます。

1 スイッチを引き、パーキングブ
レーキをかける

作動後、パーキングブレーキ表示灯が点
灯します。

緊急時、走行中にパーキングブレーキを
かける必要があるときは、スイッチを引
き続けてください。

2 スイッチを押し、パーキングブ
レーキを解除する

方向指示レバー

操作のしかた

パーキングブレーキ

自動または手動でパーキングブ
レーキをかける・解除することが
できます。
オートモードのときは、シフトレ
バーの操作に応じてパーキングブ
レーキが自動で作動します。また、
オートモードのときでも手動で
パーキングブレーキをかける・解
除することができます。

操作のしかた
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･ ブレーキペダルまたはアクセルペダル
を踏みながら操作してください。アク
セルペダルを踏むときはゆっくり踏ん
でください。

･ パーキングブレーキ自動解除機能 
（ P.191）

解除後、パーキングブレーキ表示灯が消
灯します。

パーキングブレーキ表示灯が点滅し
た場合は、再度スイッチを操作して
ください。（ P.501）

オートモードをONにする

停車中に、ブザーが鳴り、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに
“EPB シフト連動機能ON”が表示
されるまでスイッチを引き続ける

オートモードをONにすると、シフ
トレバーの操作に応じて、パーキン
グブレーキが自動で作動します。

Pから P以外にしたとき：
パーキングブレーキが解除され、
パーキングブレーキ表示灯が消灯
します。

P以外から Pにしたとき：
パーキングブレーキがかかり、
パーキングブレーキ表示灯が点灯
します。

シフトレバーは、停車した状態でブ
レーキペダルを踏みながら操作して
ください。

オートモードをOFFにする

停車中にブレーキペダルを踏みなが
ら、ブザーが鳴り、マルチインフォ
メーションディスプレイに“EPB 
シフト連動機能OFF”が表示される
までスイッチを押し続ける

知識

パーキングブレーキの作動

エンジンスイッチが ON以外では、パー
キングブレーキスイッチによる解除は
できません。

エンジンスイッチが ON以外では、オー
トモード（かける・解除する）は作動
しません。

パーキングブレーキ自動解除機能につ
いて

次の条件をすべて満たしたとき、アクセ
ルペダルを踏むことによりパーキングブ
レーキを解除することができます。

運転席ドアが閉まっている

運転席シートベルトを着用している

シフトレバーが前進もしくは後退の位
置にある

エンジン警告灯やブレーキ警告灯が消
灯している

アクセルペダルを踏んでもパーキングブ
レーキが解除しない場合、手動で解除し
てください。
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パーキングブレーキ自動作動機能につ
いて

次の条件をすべて満たしたとき、パーキ
ングブレーキが作動します。

ブレーキを踏んでいないとき

運転席のドアが開いているとき

運転席のシートベルトを装着していな
いとき

シフトレバーが P または N 以外にある
とき

エンジン警告灯やブレーキ警告灯が消
灯しているとき

マルチインフォメーションディスプレ
イに“EPB が連続で操作されました　
しばらくお待ちください”と表示され
たとき

短時間に作動をくり返すと、システムの
過熱防止のために作動制限することがあ
ります。その場合は、操作を控えてくだ
さい。1 分程度でもとの状態にもどりま
す。

マルチインフォメーションディスプレ
イに“EPB 動作が途中で停止しました
”または“EPB 現在使用できません
”と表示されたとき

パーキングブレーキスイッチを操作して
ください。何度か操作してもメッセージ
が消えない場合は、システムに異常があ
るおそれがあります。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

パーキングブレーキの作動音

パーキングブレーキが作動するとき、
モーターの音（“ウィーン”という音）
が聞こえることがありますが、異常では
ありません。

パーキングブレーキ表示灯について

パーキングブレーキをかけたとき、エ
ンジンスイッチのモードによって、次

のようにパーキングブレーキ表示灯が
点灯します。
ON：パーキングブレーキを解除するま
で点灯します。
ON以外：約 15 秒間点灯します。

パーキングブレーキをかけた状態でエ
ンジンスイッチをOFF にしたとき、
パーキングブレーキ表示灯が約 15 秒
間点灯したままになりますが、異常で
はありません。

パーキングブレーキスイッチが故障し
たとき

自動的にオートモードが ON になります。

駐車するとき

P.170

パーキングブレーキ未解除走行時警告
ブザー

パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、警告ブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに“EPB が
ロックされています”が表示されます。
（車速が 5km/h をこえたとき）

ブレーキ警告灯が点灯したとき

 P.496

冬季のパーキングブレーキの使用につ
いて

P.396

警告

駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したままに
しないでください。お子さまが誤って
パーキングブレーキを解除し、車が動
き出して思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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スイッチを押して、ブレーキホール
ドシステムをONにする

ブレーキホールドスタンバイ表示灯

（緑）が点灯します。ブレーキ保持中

はブレーキホールド作動表示灯 （黄）

が点灯します。

知識

システムの作動条件

次のときはブレーキホールドシステムを
ONにできません。

運転席ドアが閉まっていない

運転席シートベルトを着用していない

パーキングブレーキがかかっている

ブレーキホールドシステムが ONのとき
に上記いずれかを検出したときは、シス

警告

パーキングブレーキスイッチについ
て

パーキングブレーキスイッチの周辺に
ものを置かないでください。ものとス
イッチが干渉して、思わぬパーキング
ブレーキの作動につながるおそれがあ
ります。

注意

駐車するとき

車から離れるときは、シフトレバーを
Pにし、パーキングブレーキをかけて、
車が動かないことを確認してください。

システムに異常が発生したら

安全な場所に車を停め、警告メッセー
ジを確認してください。

故障などでかかったままになったと
き

パーキングブレーキがかかったまま走
行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩
耗したりするおそれがあります。ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

ブレーキホールド

シフトレバーがD・MまたはN で
ブレーキホールドシステムがON 
のとき、ブレーキペダルを踏んで
停車するとブレーキがかかったま
ま保持されます。シフトレバーが
DまたはMのとき、アクセルペダ
ルを踏むと同時に解除され、ス
ムーズに発進できます。

システムを作動させるには

A

B
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テムがOFF になり、ブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が消灯します。ブ
レーキ保持中に検出した場合は、さらに
警告音と共にマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され、
自動的にパーキングブレーキがかかりま
す。

ブレーキ保持について

ブレーキ保持中にブレーキペダルが踏
まれていない状態が約 3分継続すると、
自動的にパーキングブレーキがかかり
ます。このときはブザーが鳴り、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

急坂路ではブレーキ保持できないこと
があり、その場合運転者が、ブレーキ
をかける必要があります。このときブ
ザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。表示された画面の指示に従っ
てください。

ブレーキ保持中にシステムを OFF にす
るときは、ブレーキペダルをしっかり
踏み、もう一度スイッチを押してくだ
さい。

ブレーキ保持中にパーキングブレーキ
が自動的にかかったとき

発進時は次のいずれかの操作でパーキン
グブレーキを解除してください。

運転席シートベルトを着用した状態で
アクセルペダルを踏む

ブレーキペダルを踏みながら、パーキ
ングブレーキスイッチを操作して手動
で解除する

操作したあとパーキングブレーキ表示灯
が消灯したことを確認してください。
（ P.190）

レクサス販売店で点検が必要なとき

ブレーキホールドシステムの作動条件を
満たしているときに、ブレーキホールド

スイッチを押してもブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が点灯しないとき
はシステムの異常が考えられます。ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

マルチインフォメーションディスプレ
イに“BrakeHold 故障 ブレーキを踏
み解除ください 販売店で点検してくだ
さい”または“BrakeHold 故障 販売
店で点検してください”と表示された
ときは

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

警告メッセージ・警告ブザーについて

操作に関して注意が必要な場合や、シス
テムに異常が発生したときには、警告
メッセージ・警告ブザーで注意をうなが
します。マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示された
ときは、表示された画面の指示に従って
ください。

ブレーキホールドシステムと他制御を
同時に作動させた場合

次のいずれかのときは、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。

ブレーキホールド作動不可
･ ダウンヒルアシストコントロールシス
テムが作動中に、ブレーキホールドス
イッチを押した場合

･ トランスファーが L4 レンジの状態で、
DAC/CRAWL スイッチを押した場合

ブレーキホールド現在使用不可
･ ブレーキホールドシステムが作動中に、
DAC/CRAWL スイッチを操作した場合

･ ブレーキホールドシステムが作動中に、
トランスファーを L4 レンジにした場合

ブレーキホールドシステムは、ダウンヒ
ルアシストコントロールシステムまたは
トランスファーが L4 状態と同時に作動さ
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せることができません。

ブレーキペダルを踏んだ状態でブレーキ
ホールドスイッチを押し、ブレーキホー
ルドシステムを OFF にしてください。

ブレーキホールド作動表示灯（黄）が
点滅したときは

 P.501

警告

急坂路では

急坂路でブレーキホールドシステムを
使用するときは注意してください。急
坂路ではブレーキホールドシステムに
てブレーキを保持できないことがあり
ます。

また、勾配によってはシステム自体が
作動しないことがあります。

すべりやすい路面では

タイヤのグリップ限界をこえて停車さ
せることはできません。すべりやすい
路面での使用は控えてください。

注意

駐車するとき

ブレーキホールドは長時間駐車するた
めの機能ではありません。ブレーキ保
持中にエンジンスイッチを OFF にする
と、保持が解除されて車が動き出す場
合があります。エンジンスイッチを操
作するときは、ブレーキペダルを踏み、
シフトレバーを Pにして、パーキング
ブレーキをかけてください。
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4-3. ランプのつけ方・ ワイパーの使い方

次のように スイッチを操作すると、ランプが点灯します。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へ戻ります。

上記の表のスモールランプは、車幅灯・尾灯・番号灯・インストルメントパ
ネルランプを意味します。

※1操作するたびに、2 による点灯状態と 3 による点灯状態が切りかわりま

す。

※2停車中のみ点灯可能。車両を発進させると 2 による点灯状態に切りかわりま

す。

スイッチを 3 の位置で約 1秒以上保持すると、次のように作動し

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプなどを点灯・消灯できます。

点灯のしかた

点灯状態

ポジション 周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

1 ヘッドランプ・スモールランプが点灯

2 ※1 LED デイタイムランニングランプ
（ P.197）が点灯

ヘッドランプ・スモールランプが点
灯

3 ※1 スモールランプが点灯 スモールランプが点灯※2

消灯のしかた
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ます。

消灯中に 1 か 3 の位置へ操作すると消灯状態が解除されます。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動的に 2 の位置へ戻ります。

※停車中のみ消灯可能。車両を発進させると消灯状態が解除されます。

知識

AUTO モードの作動条件

エンジンスイッチがON のとき

LED デイタイムランニングランプ

日中での走行時、自車が他の運転者から
見やすくなるように、エンジン始動後、
パーキングブレーキを解除して、ランプ

スイッチを にすると、LED デイタイ

ムランニングランプが自動で点灯します。
（車幅灯より明るく点灯します）
LED デイタイムランニングランプは夜間
の使用を意図したものではありません。

自動で点灯／消灯する明るさについて

周囲の明るさに応じて自動的にランプが
点灯／消灯します。日中走行中でも周囲
の環境や明るさによって、ヘッドランプ
が自動点灯する場合があります。

ライトセンサーについて

センサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをフロントウイ
ンドウガラスに貼らないでください。周
囲からの光がさえぎられると、自動点灯・
消灯機能が正常に働かなくなります。

ランプ消し忘れ防止機能

エンジンスイッチを ACC、または OFF 
にするとすべてのランプが自動的に消灯
します。

再びランプを点灯する場合は、エンジン
スイッチを ONにするか、一度ランプス

点灯状態

ポジション 周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

3 
ヘッドランプ・スモールランプ・
LED デイタイムランニングランプ

（ P.197）が消灯

ヘッドランプ・スモールランプが消

灯※
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イッチを にしてから または

の位置にします。

ランプ消し忘れ警告ブザー

エンジンスイッチが ACC または OFF の
とき、ヘッドランプ・尾灯が点灯してい
る状態で運転席ドアを開けると、ランプ
類の消し忘れを警告するブザーが鳴りま
す。

オートレベリングシステム

通行人や対向車がまぶしくないように、
乗車人数、荷物の量などによる車の姿勢
の変化に合わせて、ヘッドランプの光軸
を自動で調整します。

節電機能

車両のバッテリーあがりを防止するため、
エンジンスイッチがOFF の状態でヘッド
ランプまたは尾灯が点灯している場合、
節電機能が働き約 20 分後すべてのラン
プが自動消灯します。

エンジンスイッチをON にすると節電機
能は解除されます。

次のいずれかを行った場合、節電機能は
いったん解除され、再度節電機能が働き
約 20 分後すべてのランプが自動消灯し
ます。

ランプスイッチを操作したとき

ドアを開閉したとき

ドアを解錠するとき（おむかえ照明機
能）

ランプスイッチが で車両周辺が暗い

とき、スマートエントリー＆スタートシ
ステムまたはワイヤレスリモコンでドア
を解錠すると、車幅灯が自動で点灯しま
す。

ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能

日中での走行時、ランプスイッチが

でワイパーを作動してしばらくする

と、自車が他車から見やすくなるように
ヘッドランプが自動点灯します。

制動灯について

尾灯の点灯または消灯により、制動灯の
点灯状態が変わります。

カスタマイズ機能

ライトセンサーの感度の設定などを変更
できます。（カスタマイズ一
覧： P.545）

1 ヘッドランプ点灯時ハイビームに
切りかえ

レバーをもとの位置へもどすとロービー
ムにもどります。

2 レバーを引いているあいだ、ハイ
ビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビームが
点灯します。レバーを離すと、ロービー
ムにもどる、または消灯します。

ヘッドランプ（ロービーム）点灯時

注意

バッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でランプを長
時間点灯しないでください。

ハイビームにするには

コーナリングランプ
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に次のいずれかの条件を満たしたと
き、夜間走行時の交差点や駐車時に
優れた視認性を確保するため、コー
ナリングランプが追加点灯し車両進
行方向を照射します。

ハンドルを操作したとき

方向指示レバーを操作したとき

シフトレバーがRのとき（左右両
側のコーナリングランプが点灯）

知識

コーナリングランプ制御について

車速が約 30 km/h 以下のときに点灯し
ます。ただし、約 35 km/h 以上になる
と消灯します。

点灯した状態で 30 分間経過すると、自
動で消灯します。

車速に応じて、ハイビームの明る
さと照らす範囲を調整します。

カーブを走行しているとき、進行
方向側をハイビームでより明るく
照らします。

前方車両の周辺を遮光したハイ
ビームを点灯します。（遮光ハイ
ビーム）

前方車両へのまぶしさを緩和しつつ、前
方視界の確保を補助します。

AHS（アダプティブハイ
ビームシステム）

アダプティブハイビームシステム
は、フロントウインドウガラス上
部に設置された前方カメラにより
前方車両のランプや街路灯などの
明るさを判定し、ヘッドランプの
配光を制御します。

警告

安全にお使いいただくために

アダプティブハイビームシステムを過
信しないでください。運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけ、必要に応じて手動でハ
イビームとロービームを切りかえてく
ださい。

アダプティブハイビームシステムの
誤作動を防ぐために

荷物を積み過ぎないでください。

システムの制御
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ハイビームで照らす範囲

ロービームで照らす範囲

先行車との距離に応じて、ロー
ビームの照らす範囲を調整しま
す。

1 アダプティブハイビームシステム
スイッチを押す

2 ランプスイッチを または

にする

アダプティブハイビームシステムが作動
すると、アダプティブハイビームシステ

ム表示灯が点灯します。

知識

システムの作動条件

次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムが点灯し、システムが作動します。

･ 車速が約 15km/h 以上※

･ 車両前方が暗い
※車速が約 30km/h 以上になると、カー
ブ走行時に進行方向側を明るく照らし
ます。

次の条件をすべて満たすと、前方車両
の位置に応じて遮光ハイビームに切り
かわり、ロービームの照らす範囲を調
整します。

･ 車速が約 15km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいる

次の条件のいずれかのとき、ロービー
ムに切りかわります。

･ 車速が約 12km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両の台数が多い
･ 前方車両の動きが速く、その車両にま
ぶしさを与える可能性がある

前方カメラの検知について

次のような状況では、ハイビームが自
動で遮光ハイビームに切りかわらない
場合があります。

･ 見通しの悪いカーブで対向車と突然す
れ違ったとき

･ 他車が前方を横切ったとき

アダプティブハイビームシステ
ムを使うには

A

B
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･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が無灯火のとき

前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームが遮光ハイビームに切りかわる
場合があります。

街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームが遮光ハイビームに切りかわる
場合や切りかわらない場合、または遮
光範囲が変化する場合があります。

次の原因により、遮光範囲の追従速度
やロービームへの切りかえのタイミン
グが変化する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

ヘッドランプの配光制御が運転者の感
覚に合わない場合があります。

自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

次のような状況では、周囲の明るさが
正確に検知されず、ハイビームが歩行
者や前方車両などの迷惑になる場合や、
ロービームが継続する場合があります。
このような場合は、手動でハイビーム
とロービームを切りかえてください。

･ 悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）
･ フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき

･ フロントウインドウガラスにひび割れ
や破損があるとき

･ 前方カメラが変形しているときや、汚
れているとき

･ 前方カメラが極端に高温になっている

とき
･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ 先行車から水・雪・土埃などの巻き上
げがあるとき

･ 急激な明るさの変化が連続するとき
･ 起伏や段差が多い道路を走行している
とき

･ カーブが多い道路を走行しているとき
･ 車両前方に標識やミラーのように光を
強く反射するものがあるとき

･ コンテナなど、先行車の後部が光を強
く反射するとき

･ 自車のヘッドランプが破損または汚れ
ているとき

･ パンクやけん引などにより車両が傾い
ているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの使用に問題がある、また
は他の運転者・付近の歩行者の迷惑に
なると思われるとき

マルチインフォメーションディスプレ
イに“ヘッドランプシステム故障販売
店で点検してください”が表示された
とき

システムに異常があるおそれがあります。

レクサス販売店で点検を受けてください。

カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧： P.546）

ハイビームへの切りかえ

レバーを前方へ押す

アダプティブハイビームシステム表示灯
が消灯し、ハイビーム表示灯が点灯しま

手動制御に切りかえるには
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す。

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度レバーをもとの位置にもど
します。

ロービームへの切りかえ

アダプティブハイビームシステムス
イッチを押す

アダプティブハイビームシステム表示灯
が消灯します。

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度スイッチを押します。

一時的なロービームへの切りかえ

レバーを手前に引き、もとの位置に
もどす

レバーを引いているあいだはハイビーム
が点灯しますが、レバーがもとの位置に
もどるとしばらくのあいだロービームが
点灯します。その後、再度アダプティブ
ハイビームシステムが作動します。

知識

一時的なロービームへの切りかえにつ
いて

ハイビームの使用に問題がある、または
他の運転者・付近の歩行者の迷惑になる
と思われるときに使用します。
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運
転

1 消灯する

2 フロントフォグランプを点灯

する

3 フロント＆リヤフォグランプ

を点灯する

手を離すと の位置までもどります。

再度操作すると、リヤフォグランプのみ
消灯します。

知識

点灯条件

フロントフォグランプ：車幅灯が点灯し
ているときに使用できます。
リヤフォグランプ：フロントフォグラン
プが点灯しているときに使用できます。

リヤフォグランプについて

リヤフォグランプが点灯しているとき
は、メーター内の表示灯が橙色に点灯
します。

雨や霧などで視界が悪いときに後続車
に自分の車の存在を知らせるために使
用します。視界が悪いとき以外に使用
すると後続車の迷惑になる場合があり
ます。必要なとき以外は使用しないで
ください。

フォグランプスイッチ

雨や霧などの悪天候下では、前方
の視界を確保するためにフロント
フォグランプを、後続車に自車の
存在を知らせるためにリヤフォグ
ランプを点灯させます。

操作のしかた
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次のように レバーを操作する

と、ワイパーまたはウォッシャーが
作動します。

を選択したときは、雨滴量や車速に

応じてワイパーが自動で作動します。

1 停止

2 雨滴感知オート作動

3 低速作動

4 高速作動

5 一時作動

が選択されているときは、次の

ようにツマミをまわして、雨滴セン
サーの感度を調整できます。

6 雨滴センサーの感度調整（高）
7 雨滴センサーの感度調整（低）

8 ウォッシャー液を出す

レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。

（数回作動したあと、液だれ防止としてさ
らに 1回作動します）

ヘッドランプが点灯しているときに 5 回
連続で手前に引くとヘッドランプクリー
ナーが作動します。

ワイパー＆ウォッシャー
（フロント）

レバー操作で、ワイパーの作動を
自動／手動に切りかえたり、
ウォッシャーを作動させたりする
ことができます。

注意

フロントウインドウガラスが乾いて
いるときは

ワイパーを使わないでください。

ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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運
転

知識

作動条件

エンジンスイッチがONのとき

音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

フロントワイパーを 1 回のみ作動

ウォッシャー液を出す（停車中のみ操
作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

車速による作動への影響

低速作動選択時は停車時のみ間欠作動へ
切りかわります。（雨滴センサーの感度調
整が最高に調整されているときは、低速
作動を続けます）

雨滴感知センサー

雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。

光学センサーを使用しているため、フロ
ントウインドウガラスに朝日や夕日が断
続的にあたるときや、虫などで汚れたと
きに、正しく作動しないことがあります。

エンジンスイッチがONのときにワイ

パースイッチを にすると、作動確

認のためワイパーが 1 回作動します。

ワイパースイッチが のときに雨滴

感知センサーの感度調整を高側へ調整
すると、作動確認のためにワイパーが
1 回作動します。

雨滴感知センサーの温度が80℃以上ま
たは－ 30 ℃以下のときは、AUTO 作
動しないことがあります。その場合は、
AUTO モード以外でワイパーを使用し
てください。

ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

警告

AUTOモード時のワイパー作動につ
いて

AUTO モードでは、センサーにふれた
り、フロントウインドウガラスに振動
があるなどの要因で不意にワイパーが
働くおそれがあります。ワイパーで指
などを挟まないように注意してくださ
い。

ウォッシャーを使用するとき

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロ
ントウインドウガラスに凍り付き、視
界不良を起こして思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。

ポンプが故障するおそれがあります。
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次のように スイッチを操作す
ると、リヤワイパーが作動します。

1 停止

2 間欠作動

3 通常作動

注意

ノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはレクサス販売
店へご連絡ください。

ピンなどで取り除かないでください。

ノズルが損傷するおそれがあります。

バッテリーあがりを防止するために

バッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でワイパーを
長時間作動しないでください。

ワイパー＆ウォッシャー
（リヤ）

レバー操作でワイパーを作動させ
たり、ウォッシャーを作動させた
りすることができます。

注意

リヤウインドウガラスが乾いている
ときは

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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運
転

4 ウォッシャー液を出す

レバーを前方へ押すとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。

カメラ洗浄システムも連動して作動しま
す。（ P.348）

知識

作動条件

エンジンスイッチがONのとき

音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

リヤワイパーを 1 回のみ作動

ウォッシャー液を出す（停車中のみ操
作可能）

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

液だれ防止機能

ウォッシャー液を出すと、数秒後に液だ
れ防止としてワイパーがもう 1 度作動し
ます。

バックドア開連動リヤワイパー停止機
能

停車状態でリヤワイパーが作動している
ときにバックドアを開けると、ワイパー
の水しぶきが車両の近くにいる人にかか
るのを防ぐためにワイパーの作動が停止
します。バックドアを閉めると作動を再
開します。

リバース連動機能

フロントワイパーが ・ ・ で作動

中、かつリヤワイパーを作動させていな
いとき、シフトレバーを R の位置にする
と、リヤワイパーが自動で 1 回作動しま
す。

カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧： P.545）

注意

ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

ノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはレクサス販売
店へご連絡ください。

ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。

バッテリーあがりを防止するために

バッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態でワイパーを
長時間作動しないでください。
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4-4. 給油のしかた

ドアとドアガラスを閉め、エンジ
ンスイッチをOFFにしてくださ
い。

燃料の種類を確認してください。

知識

燃料の種類について

無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）

給油口の開け方

給油する前に

警告

給油するときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起こ
すなど、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

給油前にボデーなどの金属部分にふ
れて体の静電気を除去してください。
除去したあとは給油が完了するまで、
車内にもどったり、他の人やものに
ふれないでください。また、給油口
に静電気を除去していない人を近付
けないでください。
静電気を帯電した人が給油口に近付
くと、放電による火花で燃料に引火
するおそれがあります。

キャップはツマミ部分を持ち、ゆっ
くりと開けてください。また、
キャップをゆるめたときに、“
シュー”という音がする場合は、そ
の音が止まるまでキャップを保持し
てください。
すぐに開けると、気温が高いときな
どに、給油口から燃料が噴き出るお
それがあります。

気化した燃料を吸わないようにして
ください。
燃料の成分には、有害物質を含んで
いるものもあります。

喫煙しないでください。

給油口にノズルを確実に挿入してく
ださい。

継ぎ足し給油をしないでください。

正常に給油できない場合は、スタン
ドの係員を呼んで指示に従ってくだ
さい。

注意

給油するとき

燃料をこぼさないでください。塗装
が損傷する可能性があります。

無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイ
オク）が入手できないときは、無鉛
レギュラーガソリンを使用すること
もできますが、次のような状態にな
るおそれがあります。

･ ガソリンエンジンからの異音や振動
など（ノッキング）が発生する

･ ガソリンエンジンの出力が低下する

その他の燃料（粗悪ガソリン・軽

油・灯油・高濃度バイオ混合ガソリ

ン※）を使用しないでください。そ
の他の燃料を使用すると、次のよう
な状態になるおそれがあります。

･ ガソリンエンジンからの異音や振動
など（ノッキング）が発生する

･ ガソリンエンジンの出力が低下する

･ ガソリンエンジンの始動性が悪くな
る

･ 排気制御システムが正常に機能しな
い
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運
転

1 オープナーを上げて、給油扉を開
ける

2 キャップをゆっくりまわして開
け、ハンガーにかける

キャップを“カチッ”と音がする
までまわして閉める

手を離すと、キャップが逆方向に少しも
どります。

注意

･ 燃料系部品が損傷する
※エタノール混合率 10%をこえるも
の、または ETBE混合率 22％をこ
えるもの

給油口を開けるには

給油口を閉めるには

警告

キャップが正常に閉まらないとき

必ずレクサス販売店へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのまま
使用したり、純正品以外のキャップを
使用すると、火災などを引き起こし、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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4-5. 運転支援装置について

PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）

P.215

LTA（レーントレーシングアシス
ト）

P.225

AHS（アダプティブハイビームシ
ステム）

P.199

RSA（ロードサインアシスト）

P.234

レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）

P.237

先行車発進告知機能

P.249

ドライバー異常時対応システム

P.251

フロントグリルとフロントウインド
ウガラスにある2種類のセンサーに
より、各運転支援装置に必要な情報
を認識します。

レーダー

前方カメラ

Lexus Safety System +

Lexus Safety System + は、次の
運転支援装置によって運転者を補
助し、安全で快適なドライブを支
援します。

運転支援装置

警告

Lexus Safety System + について

Lexus Safety System + は運転者の安
全運転を前提としたシステムであり、
事故被害や運転負荷の軽減に寄与する
ことを目的としています。
本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

前方センサー

警告

レーダーの故障や誤作動を防ぐため
に

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、レーダーが正
常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

A

B
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運
転

警告

レーダーとレーダー専用カバーは常
にきれいにしておく

レーダー

レーダー専用カバー

レーダー前面やレーダー専用カバー前
後面に汚れ・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

お手入れをする際は、レーダーやレー
ダー専用カバーを傷付けないよう、や
わらかい布を使ってください。

レーダーやレーダー専用カバー周辺
にアクセサリーを付けたり、ステッ
カー（透明なものを含む）などを
貼ったりしない

レーダー周辺への強い衝撃を避ける
レーダー・フロントグリル・フロン
トバンパーに強い衝撃を受けた際は、
必ずレクサス販売店で点検を受けて
ください。

レーダーを分解しない

レーダーやレーダー専用カバーを改
造したり、塗装したりしない

次のようなときは、レーダーの再調
整が必要です。詳しくはレクサス販
売店にご相談ください。

･ レーダー・フロントグリルを脱着や
交換したとき

･ フロントバンパーを交換したとき

A

B

前方カメラの故障や誤作動を防ぐた
めに

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、前方カメラが
正常に作動せず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

フロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚
れ・油膜・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラス
コーティング剤を使用していても、
前方カメラ前部に水滴などが付着し
た場合は、ワイパーでふき取ってく
ださい。

･ フロントウインドウガラス内側の前
方カメラ取り付け部が汚れた場合は、
レクサス販売店にご相談ください。

フロントウインドウガラスの前方カ
メラ前部（図に示す範囲内）にス
テッカー（透明なものを含む）など
を貼り付けない

フロントウインドウガラス上端から

前方カメラ下端より下約 1cm まで

約 20cm（前方カメラ中心から左右

約 10cm）

A

B
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警告

前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスが曇ったり、結露したり、
凍結したりした場合は、エアコンの
機能を使用する（フロントウインド
ウガラスの曇りを取るに
は： P.408）

前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスの水滴をワイパーが正しく
ふき取れないときは、ワイパーゴム
またはワイパーブレードを交換する

フロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない

フロントウインドウガラスに傷・ひ
びなどが生じた場合は、そのまま放
置せずに交換する
フロントウインドウガラスの交換後
は、前方カメラの再調整が必要です。
詳しくはレクサス販売店にご相談く
ださい。

前方カメラに液体をかけない

前方カメラに強い光を照射しない

前方カメラのレンズを汚したり、傷
を付けたりしない
フロントウインドウガラス内側を掃
除するときは、ガラスクリーナーが
レンズに付着しないようにしてくだ
さい。また、レンズにはふれないで
ください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、
レクサス販売店にご相談ください。

前方カメラに強い衝撃を加えない

前方カメラの取り付け位置や向きを
変更したり、取りはずしたりしない

前方カメラを分解しない

インナーミラーなどの前方カメラ周
辺部品や天井を改造しない

ボンネット・フロントグリル・フロ
ントバンパーに、前方カメラの視界
をさえぎる可能性のあるアクセサ
リーを取り付けない
詳しくはレクサス販売店にご相談く
ださい。

ルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、前方カ
メラの視界をさえぎらないようにす
る

ヘッドランプなどのランプ類を改造
しない
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運
転

知識

レーダーの取り扱い

マルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示されたとき

前方センサーが一時的に作動しない、または異常があるおそれがあります。

次の状況が改善されると警告メッセージが消え、作動可能状態になります。

対処を行っても警告メッセージが表示されたままの場合はレクサス販売店にご相談くだ
さい。

次のときは周囲の環境が前方センサーの作動可能状態になれば警告メッセージが消え
ます。

周囲の環境が改善されたり、しばらく走行したりしても警告メッセージが表示されたま
まの場合はレクサス販売店にご相談ください。
･ 炎天下や極寒の環境など、レーダー周囲の温度などが作動条件外のとき

状況 対処法

前方カメラ周辺に汚れや付着
物（曇り、結露、凍結などを
含む）があるとき

ワイパーやエアコンの機能などを使って、汚れや付着
物を取り除く
（フロントウインドウガラスの曇りを取るに
は： P.408）

炎天下や極寒の環境など、前
方カメラ周囲の温度などが作
動条件外のとき

炎天下での駐車時など、前方カメラが高温のときは、
エアコンでカメラ周辺の温度を下げる

特に駐車時に太陽光を反射するサンシェードなどをフ
ロントウインドウガラスに使用すると前方カメラが高
温になりやすくなります。

極寒での駐車時など、前方カメラが低温のときは、エ
アコンで前方カメラ周辺の温度を上げる

ボンネットが開いているとき
や、フロントウインドウガラ
スの前方カメラ前部にステッ
カーが貼り付けられていると
きなど、前方カメラの前方が
さえぎられているとき

ボンネットを閉じる、またはステッカーを剥がすな
ど、前方カメラの視界がさえぎられないようにする

“プリクラッシュセーフティ 
レーダー向き調整中 取扱書確
認ください” が表示されたと
き

レーダーおよびレーダー専用カバーに付着物がないか
確認し、あった場合には取り除く
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･ 暗闇・逆光・雪・霧など、前方カメラが周囲の状況を認識できないとき
･ 車両周辺の状況によってはレーダーが正しく周囲の環境を認識できないときその場合
には“プリクラッシュセーフティ 現在使用できません 取扱書確認ください” が表
示されます。
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システムは次のものを作動対象とし
て検出しています。（機能によって、
作動対象が異なります）

車両

自転車運転者

歩行者

衝突警報

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、“ピピピ・・・”とブ
ザー音が鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージを
表示し、回避操作をうながします。

プリクラッシュブレーキアシスト

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、ブレーキペダルが踏ま
れる強さに応じてブレーキ力を増強
します。

プリクラッシュブレーキ

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したときは、ブレーキが自動でか
かり、衝突回避を支援、あるいは衝
突被害の低減に寄与します。

低速時加速抑制

低速走行時にアクセルペダルが強く
踏み込まれ、衝突の可能性があると
システムが判断したとき、エンジン
出力を抑制または弱いブレーキをか
けることで加速を抑制します。作動
時には、ブザー音が鳴り、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警
告灯とメッセージを表示します。

緊急時操舵支援

衝突する可能性が高く自車線内に回

PCS（プリクラッシュセー
フティ）

進路上の作動対象（ P.215）を
前方センサーで検出し、衝突の可
能性が高いとシステムが判断した
ときに、警報やブレーキ力制御に
より運転者の衝突回避操作を補助
します。また、衝突の可能性がさ
らに高まったと判断したときは、
自動的にブレーキを作動させるこ
とで、衝突回避を支援、あるいは
衝突被害の軽減に寄与します。

必要に応じて、プリクラッシュ
セーフティのON／OFFや、警報
タイミングを切りかえることがで
きます。（ P.218）

システムの作動対象

機能一覧
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避するための十分なスペースがある
とシステムが判断した場合で、運転
者の回避操舵があったとき、操舵支
援を行い、車両安定性確保と車線逸
脱抑制に寄与します。作動時には、
表示灯が緑色に点灯します。

交差点右左折支援

次のような状況において衝突の可能
性が高いとシステムが判断したとき、
衝突警報およびプリクラッシュブ
レーキによる支援を行います。

交差点の形状によっては正しく支援
できない場合があります。

交差点で右折して対向車の進路を
横切るとき

右左折中に、対向方向からの横断
歩行者を検出したとき（自転車運
転者は対象ではありません）

プリクラッシュシートバック（4
人乗り車リヤ席）

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、リヤシートの背もたれ
を起こします。

シートの背もたれを倒しているときに作
動します。

スイッチ操作によるシート調整中には作
動しません。

サスペンションコントロール

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、AVS（ P.387）に
よってショックアブソーバーの減衰
力を制御することで、安定した車両
姿勢の維持に寄与します。

警告

安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
プリクラッシュセーフティを日常の
ブレーキ操作のかわりには絶対に使
用しないでください。本システムは
あらゆる状況で衝突を回避または衝
突の被害を軽減するものではありま
せん。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。



217

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

警告

プリクラッシュセーフティは衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ 衝突の可能性が高くなくてもシステ
ムが作動するおそれがあるとき： 
P.221

･ システムが正常に作動しないおそれ
があるとき： P.223

お客様ご自身でプリクラッシュセー
フティの作動テストを行わないでく
ださい。
対象（マネキンや段ボールで作動対
象を模したものなど）や状況によっ
てはシステムが正常に作動せず、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

プリクラッシュブレーキについて

プリクラッシュブレーキが作動した
ときは、強いブレーキがかかります。

プリクラッシュブレーキの作動によ
り車両が停止したときは、約 2秒後
にプリクラッシュブレーキが解除さ
れます。必要に応じて運転者自らブ
レーキをかけてください。

プリクラッシュブレーキは運転者の
操作状態によっては作動しません。
運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを操作したりし
ていると、場合によっては運転者の
回避操作とシステムが判断し、プリ
クラッシュブレーキが作動しない場
合があります。

プリクラッシュブレーキ作動中に、
アクセルペダルを強く踏んだり、ハ
ンドルを操作したりすると、場合に
よっては運転者の回避操作とシステ
ムが判断し、プリクラッシュブレー
キの作動が解除されます。

ブレーキペダルを踏んでいるときは、
運転者の回避操作とシステムが判断
し、プリクラッシュブレーキの作動
開始タイミングが遅れる場合があり
ます。

低速時加速抑制について

運転者がハンドルを操作していると、
回避操作とシステムが判断し、低速時
加速抑制が作動しない場合があります。

緊急時操舵支援について

緊急時操舵支援は車線逸脱抑制制御
が完了したとシステムが判断した段
階で作動を解除します。

緊急時操舵支援は運転者の操作状態
によっては作動しない、または作動
中に解除される場合があります。

･ 運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを大きく操作し
たり、ブレーキを踏んでいたり、方
向指示レバーを操作すると、場合に
よっては運転者の回避操作とシステ
ムが判断し、緊急時操舵支援が作動
しない場合があります。

･ 緊急時操舵支援作動中に、アクセル
ペダルを強く踏んだり、ハンドルを
大きく操作したり、ブレーキを踏ん
でいると、場合によっては運転者の
回避操作とシステムが判断し、緊急
時操舵支援の作動が解除されます。

･ 緊急時操舵支援作動中に、ハンドル
を保持したりシステムと逆方向にハ
ンドル操作した場合には、緊急時操
舵支援の作動が解除されます。
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プリクラッシュセーフティのON
／OFFを変更する

マルチインフォメーションディスプ

レイの （ P.79）から、プリク

ラッシュセーフティのON（作動）
／OFF（非作動）を変更することが
できます。

エンジンスイッチがONになるとシステ
ムはON になります。

システムをOFF にすると、PCS警
告灯が点灯し、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが
表示されます。

衝突警報の作動タイミングを変更
する

マルチインフォメーションディスプ

レイの （ P.79）から、衝突警報

の作動タイミングを変更することが
できます。

変更した作動タイミングはエンジンス
イッチを OFF にしても継続しますが、
プリクラッシュセーフティを OFF から
ONの状態にすると「中間」に戻ります。

衝突警報の作動タイミングを変更すると、
緊急時操舵支援のタイミングも変更され
ます。

警告

プリクラッシュセーフティをOFF に
するとき

次のときは、システムを OFF にしてく
ださい。
システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

けん引されるとき

けん引するとき

トラック・船舶・列車などに積載す
るとき

車両をリフトで上げ、エンジンを始
動しタイヤを空転させるとき

点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

事故などにより、フロントバンパー
やフロントグリルに強い衝撃が加
わったとき

事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

タイヤの空気圧が適正でないとき

著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき

メーカー指定サイズ以外のタイヤを
装着しているとき

タイヤチェーンを装着しているとき

応急用タイヤやタイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき

車両に前方センサーをさえぎるよう
な装備品（除雪装置など）を一時的
に取り付けているとき

プリクラッシュセーフティの設
定変更
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「遅い」を選択した場合、緊急時操舵支援
はほとんどの場合作動しません。

1 早い
2 中間
初期設定

3 遅い

知識

プリクラッシュセーフティ各機能の作動条件

プリクラッシュセーフティが ON で、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシステム
が判断したときに作動します。

ただし、次のときシステムは作動しません。

･ バッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ

･ シフトレバーが R のとき

･ VSC OFF 表示灯が点灯しているとき（衝突警報のみ作動可能状態になります）

各機能の作動速度、作動解除は次のとおりです。

衝突警報

衝突警報が作動中にハンドルを大きく操作するか、すばやく操作すると、衝突警報が解
除される場合があります。

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両・静止車両 約 10 ～ 180km/h 約 10 ～ 180km/h

対向車両 約 10 ～ 180km/h 約 20 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約 10 ～ 80km/h 約 10 ～ 80km/h
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プリクラッシュブレーキアシスト

プリクラッシュブレーキ

プリクラッシュブレーキ作動中に次の操作をすると、プリクラッシュブレーキの作動が
解除される場合があります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

低速時加速抑制

方向指示灯が点滅しているときは、低速時加速抑制が作動しません。

低速時加速抑制の作動中に次の動作をすると、低速時加速抑制の作動が解除されます。

･ アクセルペダルを離す

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

緊急時操舵支援

方向指示灯が点滅しているときは、緊急時操舵支援が作動しません。

緊急時操舵支援作動中に次の操作をすると、緊急時操舵支援の作動が解除される場合が
あります。

･ アクセルペダルを強く踏み込む

･ ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

･ ブレーキペダルを踏む

交差点右左折支援（衝突警報）

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両・静止車両 約 30 ～ 180km/h 約 30 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約 30 ～ 80km/h 約 30 ～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両・静止車両 約 10 ～ 180km/h 約 10 ～ 180km/h

対向車両 約 10 ～ 180km/h 約 20 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約 10 ～ 80km/h 約 10 ～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両・静止車両・自転
車運転者・歩行者

約 15km/h 以下 約 15km/h 以下

作動対象 自車速度 相対速度

先行車両・静止車両・自転
車運転者・歩行者

約 40 ～ 80km/h 約 40 ～ 80km/h
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方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動しませ
ん。

交差点右左折支援（プリクラッシュブレーキ）

方向指示灯が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動しませ
ん。

作動対象の検出

大きさ・輪郭・動きなどから検出します。
周囲の明るさや、作動対象の動き・姿勢・
角度などによっては、作動対象を検出で
きず、システムが正常に作動しないおそ
れがあります。（ P.223）
図は作動対象として検出する対象のイ
メージです。

衝突の可能性が高くなくてもシステム
が作動するおそれがあるとき

例えば次のような状況では、システム
が衝突の可能性が高いと判断し、作動
するおそれがあります。

･ 作動対象などのすぐそばを通過すると
き

･ 車線を変更して作動対象などを追いこ
すとき

･ 進路変更時や曲がりくねった道を走行
時など、自車前方の隣車線や路側に作
動対象が存在するとき

･ 作動対象などに急接近したとき
･ 道路脇の作動対象や物体（ガードレー
ル・電柱・木・壁など）などに近付い
たとき

･ カーブ入り口の道路脇に作動対象や物
体などが存在するとき

･ 自車の前方に作動対象との区別がつき
にくい模様・ペイントがあるとき

･ 自車の前方に水・雪・土ぼこりなどの
巻き上げがあるとき

･ 車線変更や右左折している作動対象な
どを追い抜くとき

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

対向車両 約 10 ～ 25km/h 約 30 ～ 55km/h 約 40 ～ 80km/h

歩行者 約 10 ～ 25km/h 約 10 ～ 25km/h

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度

対向車両 約 15 ～ 25km/h 約 30 ～ 45km/h 約 45 ～ 70km/h

歩行者 約 10 ～ 25km/h 約 10 ～ 25km/h
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･ 右左折待ちの作動対象などとすれ違う
とき

･ 作動対象などが自車進路内に入る手前
で停止したとき

･ 路面にうねり・凹凸があるときなど、
車両姿勢が変化しているとき

･ 構造物に囲まれた道（トンネルや鉄橋
など）を走行するとき

･ 自車の前方に金属物（マンホール・鉄
板など）・段差・突起物があるとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ ETC ゲートや駐車場のゲートなどの開
閉バーに接近したとき

･ 洗車機を使用するとき
･ 自車に覆い被さるような障害物（生い
茂った草・垂れ下がった枝・垂れ幕な
ど）がある場所を走行するとき

･ 自車の前方に水蒸気や煙などがあると
き

･ 電波の反射が強い物体（大型トラック・
ガードレールなど）の横を走行すると
き

･ テレビ塔・放送局・発電所・レーダー
搭載車両など、強い電波やノイズが発
生する場所の近くを走行するとき

･ 周囲にレーダーの電波を反射するもの
が多いとき（トンネルやトラス橋、砂
利道、轍のある雪道など）

･ 右折中に、対向車が自車の前方を通過
したとき

･ 右折中に、対向車の手前を通過しよう
としたとき

･ 右折中に、対向車が自車進路に入る手
前で停止したとき

･ 交差点内で右折中、対向車が右折して
いるとき、または左折しているとき

･ 対向車の進路に接近するようにハンド
ルを操作したとき

･ 右左折中に、横断歩行者が自車進路に
入る手前で停止したとき

･ 右左折中に、横断歩行者が自車の前方
を通過したとき

･ 右左折中に、横断歩行者の手前を通過
しようとしたとき
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システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

例えば次のような状況では、前方セン
サーが作動対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 自車に向かって作動対象が近付いてく
るとき

･ 自車や作動対象がふらついているとき
･ 作動対象が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

･ 作動対象に急接近したとき
･ 作動対象が自車の中心軸からずれてい
るとき

･ 作動対象が壁やフェンス・ガードレー
ル・マンホール・路面の鉄板、他の車
両などのそばにいるとき

･ 上方に構造物がある場所の下に作動対
象がいるとき

･ 作動対象の一部が他のもので隠れてい
るとき（大きな荷物や傘、またはガー
ドレールなど）

･ 周囲にレーダーの電波を反射するもの
が多いとき（トンネルやトラス橋、砂
利道、轍のある雪道など）

･ 他車両に載っているレーダーにより電
波の影響を受けているとき

･ 作動対象が複数重なっているとき
･ 作動対象が太陽光などの強い光を反射
しているとき

･ 作動対象の色合いが白系統で、極端に
明るく見えるとき

･ 作動対象の色合いや明るさが背景に溶
け込んでいるとき

･ 作動対象が割り込んできたり、飛び出
してきたりしたとき

･ 自車の前方に水・雪・土ぼこりなどの
巻き上げがあるとき

･ 自車の正面方向から強い光（太陽光や
対向車のヘッドランプ光など）が前方
カメラにあたっているとき

･ 横向き、または自車方向を向いている
前方車両に近付いたとき

･ 前方車両がオートバイのとき
･ 前方車両の全幅が狭いとき（超小型モ
ビリティなど）

･ 前方車両の後端面積が小さいとき（空
荷のトラックなど）

･ 前方車両の後端が低い位置にあるとき
（低床トレーラーなど）

･ 前方車両の最低地上高が極端に高いと
き

･ 前方車両の荷台から荷物がはみ出して
いるとき

･ 前方車両が特殊な形状のとき（トラク
ター・サイドカーなど）

･ 子供用自転車、大きい荷物を載せた自
転車、2 人以上乗車している自転車、
または特殊な形状の自転車（チャイル
ドシート装着車・タンデム自転車など）

･ 歩行者・自転車運転者の大きさが約 1m 
以下、または約 2m 以上のとき

･ 歩行者・自転車運転者の全身の輪郭が
あいまいなとき（レインコート・ロン
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グスカートを着用している場合など）
･ 歩行者・自転車運転者が前かがみに
なっている、またはしゃがんでいると
き

･ 歩行者・自転車運転者の移動速度が速
いとき

･ 歩行者がベビーカー・車いす・自転車
などを押しているとき

･ 悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）のと
き

･ 自車の前方に水蒸気や煙などがあると
き

･ 周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、また
は周囲が暗い（夜間やトンネル内など）
など、作動対象が背景に溶け込んでい
るとき

･ 周囲の明るさが急激に変化する場所を
走行するとき（トンネルの出入り口な
ど）

･ エンジンを始動したあと、走行を開始
してしばらくのあいだ

･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間

･ 自車が横すべりしているとき
･ 車両姿勢が変化しているとき

･ ホイールアライメントがずれていると
き

･ ワイパーブレードが前方カメラの視界
をさえぎっているとき

･ 過度な高速走行をしているとき
･ 坂道を走行しているとき
･ 前方センサーの向きがずれているとき
･ 右折中に、対向車が自車の走行する車
線よりも 2 つ以上離れた車線を走行し
ているとき

･ 右折中に、自車の向きが対向車線に対
する正対方向から大きく外れていると
き

･ 右左折中に、横断歩行者が自車と同じ
方向から直進して近づいてくるとき

上記に加えて、例えば次のような状況
では緊急時操舵支援が作動しないおそ
れがあります。

･ 車線を区切る白（黄）線が認識できな
い（かすれている、分岐・合流してい
る、影が重なっているなど）とき

･ 車線幅が狭いとき、または広いとき
･ 工事の補修跡などで、道路面に濃淡の
模様があるとき

･ 対象に近づきすぎたとき
･ 回避するための十分なスペースがない、
または回避先に物があるとき

･ 対向車がいるとき
･ VSC が作動しているとき

例えば次のような状況では、制動力や
旋回力が十分に得られず、システムの
性能を発揮できないおそれがあります。

･ ブレーキ性能が十分に発揮できない場
合（ブレーキ部品が極度に冷えている・
過熱している・ぬれているなど）

･ 車両の整備状態（ブレーキ部品・タイ
ヤの摩耗や空気圧など）が良好でない
とき
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･ 砂利道やすべりやすい路面を走行して
いるとき

･ 道路面に深いわだちがあるとき
･ 坂道を走行しているとき
･ 左右に傾きのある道路を走行している
とき

VSC を停止したとき

VSC の作動を停止（ P.388）したと
きは、プリクラッシュブレーキアシス
ト・プリクラッシュブレーキの作動も
停止します。

PCS 警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイに“VSC が
OFF のためプリクラッシュブレーキも
停止します”が表示されます。

LTA（レーントレーシング
アシスト）

白（黄）線が整備された道路を走

行中、車線または走路※からの逸
脱の可能性を警告するとともに、

車線または走路※からの逸脱を避
けるためのハンドル操作の一部を
支援します。また、レーダーク
ルーズコントロール（全車速追従
機能付き）（ P.237）の作動中
は、車線維持に必要なハンドルの
操作を支援します。

白（黄）線または走路※を前方カ
メラで認識します。また、先行車
を前方カメラやレーダーで認識し
ます。
※アスファルトと草・土・縁石等の境
界
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警告

LTA をお使いになる前に

LTA を過信しないでください。LTA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

LTA を使用してはいけない状況

次の状況では、LTA スイッチでシステ
ムをOFF にしてください。思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

雨天時や積雪・凍結などで、すべり
やすい路面を走行しているとき

雪道を走行しているとき

水たまりや雨・雪・霧・砂ぼこりな
どで白（黄）線が見えにくいとき

工事によって規制された車線・仮設
の車線を走行しているとき

工事区間を走行しているとき

応急用タイヤ・タイヤチェーンなど
を装着しているとき

タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

トレーラーまたは車両けん引時

LTA の故障、または誤作動を防ぐた
めに

ヘッドランプを改造したり、ランプ
の表面にステッカーなどを貼ったり
しないでください。

サスペンションなどを改造しないで
ください。交換が必要な場合は、
レクサス販売店にご相談ください。

ボンネットやグリルの上には、何も
取り付けたり置いたりしないでくだ
さい。また、グリルガード（ブル
バー・カンガルーバーなど）を取り
付けたりしないでください。

フロントウインドウガラスの修理が
必要な場合は、レクサス販売店にご
相談ください。

機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。

先行車追従表示中（ P.230）に、
先行車が車線変更したとき（先行車
の動きに合わせて自車も車線変更す
るおそれがあります）

先行車追従表示中（ P.230）に、
先行車がふらついたとき（先行車の
動きに合わせて自車もふらついて走
行しレーンをはみ出すおそれがあり
ます）

先行車追従表示中（ P.230）に、
先行車が車線から逸脱したとき（先
行車の動きに合わせて自車も車線か
ら逸脱するおそれがあります）



227

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

警告

先行車追従表示中（ P.230）に、
先行車がレーン内を右、または左に
片寄って走行したとき（先行車の動
きに合わせて自車も片寄って走行し
レーンをはみ出すおそれがあります）

急カーブを走行しているとき

路側物に白（黄）線と見間違えるよ
うな構造物や模様があるとき（ガー
ドレール・反射ポールなど）

分岐・合流路などを走行するとき

道路の修復で、アスファルト修復後
や白（黄）線の跡が残っているとき

白（黄）線に平行するような影があ
る、または白（黄）線が影の中にあ
るとき

料金所や検札所の手前や交差点など、
白（黄）線がない場所を走行すると
き

白（黄）線がかすれている、または
キャッツアイ（道路鋲）や置き石な
どがあるとき

白（黄）線が砂ぼこりなどで見えな
い、または見えにくくなっていると
き

雨天・雨上がり・水たまりなどぬれ
た路面を走行しているとき

車線が黄色のとき（白線にくらべて
認識率が低下することがあります）

白（黄）線が縁石等の上に引かれて
いるとき

コンクリート路のような明るい路面
を走行しているとき

アスファルトと草・土・縁石等の境
界が不明瞭または直線的でないとき

照り返しなどにより明るくなった路
面を走行しているとき

トンネルの出入口など明るさが急変
する場所を走行しているとき

対向車のヘッドランプ光・太陽光な
どが前方カメラに入射しているとき

坂道を走行しているとき
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車線逸脱警報機能

車両が車線または走路※から逸脱す
る可能性がある場合に、マルチイン

フォメーションディスプレイの表示
および、警報ブザーまたはハンドル
の振動により注意をうながします。

警報ブザーが鳴ったとき、またはハンド
ルに振動があったとき、まわりの道路状
況を確認の上、ハンドルを慎重に操作し

て、白（黄）線または走路※内の中央付
近にもどってください。

車線逸脱により、となりの車線を走行中
の車両と衝突する可能性があるとシステ
ムが判断した場合、方向指示灯の点滅中
も車線逸脱警報機能が作動します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

車線逸脱抑制機能

車両が車線または走路※ から逸脱す
る可能性がある場合に、短時間、小
さな操舵力をハンドルに与えて、車
線からの逸脱を避けるために必要な
ハンドル操作の一部を支援します。

車線逸脱により、となりの車線を走
行中の車両と衝突する可能性がある
とシステムが判断した場合、方向指

警告

左右に傾いた道路やうねった道路を
走行しているとき

舗装されていない道路や荒れた道路
を走行しているとき

車線の幅が極端に狭いとき、または
広いとき

重い荷物の積載やタイヤ空気圧の不
足などで、車両が著しく傾いている
とき

先行車との車間距離が極端に短く
なったとき

走行中の路面状況（悪路・道路の継
ぎ目など）により、車両が上下に大
きく揺れているとき

夜間やトンネル内などでヘッドラン
プを点灯していない、またはレンズ
が汚れて照射が弱いときや、光軸が
ずれているとき

横風を受けているとき

周辺車両の走行によって発生する風
の影響を受けているとき

車線変更をした直後、または交差点
を通過した直後

構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用したと
き

メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

冬用タイヤなどを装着しているとき

過度な高速走行をしているとき

LTA に含まれる機能
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示灯の点滅中も車線逸脱抑制機能が
作動します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

ふらつき警報機能

車両がふらついて走行しているとき
に、警報ブザーおよびマルチイン
フォメーションディスプレイの表示
により注意をうながします。

車線維持支援機能

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）と連携し、現在
の車線内を走行するために必要なハ
ンドル操作の一部を、システムが支
援します。

レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）が作動していないときは、
車線維持支援機能は作動しません。

渋滞のときなど白（黄）線が見えにくい、
または見えない場合、先行車の軌跡を利
用して先行車に追従する支援を行います。
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車線維持支援機能のON ／ OFF 
を変更するには

LTA スイッチを押す

スイッチを押すごとに、車線維持支援機
能の ON ／ OFF が切りかわります。

車線維持支援機能がONのと
き：“LTA 操舵支援あり センタート
レースあり”と表示されます。

LTA を ON にすると、次回エンジン
を始動したときにも、そのままの状
態が続きます。

LTA を OFF にする

LTA スイッチを長押しする

LTA が OFF されると、LTA 表示灯が消
灯します。

ON にするには、再度スイッチを押しま
す。

エンジンスイッチがONになるとシステ
ムはON になります。

ただし、車線維持支援機能は、エンジン
スイッチが OFF になる前の状態が継続
します。

LTA 表示灯

表示灯の点灯状態で、システムの作動状
況をお知らせします。

白色に点灯：車線逸脱監視中

緑色に点灯：車線逸脱抑制機能、または
車線維持支援機能によるハンドル操舵支
援が作動中

橙色に点滅：車線逸脱警報中

ハンドル操舵支援の作動表示

マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報表示画面に切りかえ
ると表示されます。

車線逸脱抑制機能、または車線維持支援
機能によるハンドル操舵支援が作動中で
あることを示しています。

設定のしかた

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示

A

B
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両側点灯：車線維持支援機能によるハン
ドル操舵支援が作動中

片側点灯：車線逸脱抑制機能によるハン
ドル操舵支援が作動中

両側点滅：車線維持支援機能の注意喚起
が作動中

車線逸脱警報機能表示

マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報表示画面に切りかえ
ると表示されます。

白線表示の内側が白いとき

システムが白（黄）線または走路※を認
識していることを示しています。車両が
車線から逸脱した場合、逸脱している側
の白線表示が橙色で点滅します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

白線表示の内側が黒いとき

システムが白（黄）線または走路※を認
識できていない、またはシステムが一時
的に解除されていることを示しています。

先行車追従表示

マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報表示画面に切りかえ
ると表示されます。

車線維持支援機能によるハンドル操舵支
援が作動中（先行車に追従中）であるこ
とを示しています。

先行車の動きに合わせて自車も同じ動き
をする場合があります。運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、ハンド
ル操作で進路を修正し、安全運転を心が
けてください。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

知識

各機能の作動条件

車線逸脱警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ LTA を ON にしているとき

･ 車速が約 50km/h 以上のとき※1

･ システムが白（黄）線または走路※2

を認識しているとき（白［黄］線また

は走路※2が片側しかないとき、認識
している方向のみ作動します）

･ 車線の幅が約 3 m 以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき

（方向指示灯方向に車両がいる場合は除
く）
･ 急カーブを走行していないとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.233）

※1車線維持支援機能が作動中は約 50km/
h 以下でも作動します。

※2アスファルトと草・土・縁石等の境界

車線逸脱抑制機能

車線逸脱警報機能の作動条件に加えて、
次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ

C

D
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ンドルを操作していないとき
･ マルチテレイン ABS・VSC・アクティ
ブ TRC・PCS が作動していないとき

･ アクティブ TRC または VSC を OFF に
していないとき

ふらつき警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ マルチインフォメーションディスプレ

イの で“ふらつき検知”を

“ON”に設定しているとき（ P.79）

･ 車速が約 50 km/h 以上のとき
･ 車線の幅が約 3 m 以上のとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.233）

車線維持支援機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ LTA を ON にしているとき
･ マルチインフォメーションディスプレ

イの で“センタートレース”を

“ON”に設定しているとき（ P.79）

･ システムが白（黄）線を認識している
とき、または先行車の軌跡を認識して
いるとき（先行車が二輪車の場合を除
く）

･ レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き） が車間制御モードで作
動しているとき

･ 車線の幅が約 3～ 4mのとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 急カーブを走行していないとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.233）

･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

･ マルチテレイン ABS・VSC・アクティ
ブ TRC・PCS が作動していないとき

･ アクティブ TRC または VSC を OFF に
していないとき

･ 手放し運転に対する注意喚起

（ P.233）が行われていないとき
･ 車線中央付近を走行しているとき
･ 車線逸脱抑制機能が作動していないと
き

機能の一時解除

作動条件（ P.231）が満たされなく
なった場合、一時的に機能が解除され
ますが、ふたたび作動条件が満たされ
ると、自動的に復帰します。

車線維持支援機能作動中に、作動条件

（ P.231）が満たされなくなった場

合、ハンドル振動または“ピピッ”
とブザー音で、一時的に機能が解除さ
れたことをお知らせする場合がありま
す。また、カスタマイズ設定で“警報

手段”を に設定している場合は、

ブザーの代わりにハンドル振動でお知
らせします。

車線逸脱抑制機能／車線維持支援機能
について

車速や車線の逸脱状況・路面状況など
により、車線逸脱抑制機能／車線維持
支援機能の作動を感じなかったり、車
線逸脱抑制機能／車線維持支援機能が
作動しなかったりすることがあります。

これらの各機能によるステアリング制
御は、運転者のハンドル操作によって
修正することができます。

車線逸脱抑制機能の作動テストを行わ
ないでください。

車線逸脱警報機能について

外部の騒音やオーディオの音などによ
り、警報ブザーが聞きとりにくい場合
があります。また、路面状況などによ
り、ハンドルの振動を感じにくい場合
があります。

走路※がはっきり見えない場合、または

直線的でない場合は走路逸脱に対する
警報が作動しない場合があります。
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となりの車線を走行中の車両と衝突す
る可能性を判断できない場合がありま
す。

車線逸脱警報機能の作動テストを行わ
ないでください。

※アスファルトと草・土・縁石等の境界

手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル保持をうながす
メッセージと図で示すシンボルがマルチ
インフォメーションディスプレイに表示
され注意喚起を行います。ハンドルを
握ったとシステムが判断すると、注意喚
起を停止します。システムを使用する際
は注意喚起にかかわらず、常にハンドル
をしっかりと握ってください。

車線維持支援機能作動中に、手放し運
転をしているとシステムが判断したと
き

さらに操作しない状態が続くとブザーが
鳴り、注意喚起が行われ、機能が一時的
に解除されます。運転者のハンドル操作
が小さい状態が続いたときも同様に注意
喚起が行われます。

また、警報手段を に選択している場

合でも、ブザーが鳴ります。

車線維持支援機能作動中に カーブを曲
がりきれず車線から逸脱する可能性が
あるとシステムが判断したとき

車両の状態や路面状況によっては注意喚
起が行われない場合があります。

車線逸脱抑制機能による車線逸脱を避
けるためのハンドル操舵支援中に、手

放し運転をしているとシステムが判断
したとき

さらに、操作しない状態が続きハンドル
操舵支援が行われると、ブザーが鳴り注
意喚起が行われます。ハンドル操舵支援
の回数が増えるごとに、ブザーの継続時
間が長くなります。

また、警報手段を  に選択している

場合でも、ブザーが鳴ります。

ふらつき警報機能について

システムの作動中に、車両がふらついて
走行しているとシステムが判断したとき、
ブザーと同時にマルチインフォメーショ
ンディスプレイに休憩をうながすメッ
セージと図で示すシンボルで注意喚起を
行います。

車両の状態や路面状況によっては注意喚
起が行われない場合があります。

警告メッセージ

次のメッセージがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示され、LTA 表
示灯が橙色で点灯した場合は、対処方法
に従って適切に対処してください。また、
その他の警告メッセージが表示されたと
きは、表示された画面の指示に従ってく
ださい。

“LTA 故障販売店で点検してください
”

システムが正常に作動しなくなっている
おそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてください。

“LTA 現在利用できません”
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前方カメラ以外のセンサーの異常により
システムが一時停止しています。いった
ん LTA を OFF にして、しばらくしてか
ら再度、LTA を ON にしてください。

“LTA 現在の車速では使用できません
”

車速が LTA の作動可能範囲をこえたた
め、使用できません。車速を落として走
行してください。

カスタマイズ機能

機能の設定を変更することができます。
（カスタマイズ一覧： P.547）

前方カメラまたはナビゲーションシ
ステム（情報を取得した場合）に
よって標識を認識すると、マルチイ

RSA（ロードサインアシス
ト）

前方カメラまたはナビゲーション
システム（情報を取得した場合）
を使って特定の道路標識を認識
し、ディスプレイ表示によって道
路標識の情報を運転者にお知らせ
します。

認識した道路標識の制限速度に対
し、運転者が制限速度を超過して
走行、または禁止行為を行ってい
る等とシステムが判断した場合
に、告知表示およびブザー音で運
転者に告知します。

警告

RSAをお使いになる前に

RSA は、道路標識の情報を知らせるこ
とで運転者を支援しますが、運転者自
身の確認や認識を代行するものではあ
りません。安全運転を行う責任は運転
者にあります。常に周囲の状況を把握
し、安全運転に努めてください。

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示
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ンフォメーションディスプレイに表
示します。

運転支援機能情報表示画面を選択
したときは、最大3 つの標識を表
示できます。（ P.79）

運転支援機能情報表示画面以外を
選択したときは、次のいずれかの
標識が表示されます。（ P.79）

• 最高速度標識

• 車両進入禁止標識（告知時のみ）

速度制限標識以外を認識した場合、速度
標識の重複表示にてお知らせします。

電光標識も含めて、次の種類の道路
標識を認識します。

ただし、規定外の標識、新しく導入され
た標識は認識されない場合があります。

※マルチインフォメーションディスプレ
イに、表示されません。

次の状況では、システムが告知表示
で運転者に告知します。

自車の車速がマルチインフォメー
ションディスプレイに表示されて
いる制限速度より、一定の速度を
超過すると、最高速度標識の強調
やブザーの吹鳴をします。

システムが進入禁止の標識を認識
し、自車が進入禁止区域に進入し
たと判定したときには、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに
表示される車両進入禁止標識の点
滅やブザーの吹鳴をします。

はみ出し通行禁止標識がマルチイ
ンフォメーションディスプレイに
表示されているときに、自車の追
い越しを検出すると、はみ出し通
行禁止標識の点滅やブザーの吹鳴
をします。

認識される道路標識の種類

最高速度

車両進入禁止

一時停止

はみ出し通行禁止

終わり※

告知機能
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状況によっては、告知表示が正常に
作動しない場合があります。

知識

設定のしかた

P.82

RSA標識表示

次の状況では、最高速度・はみ出し通行
禁止・車両進入禁止の標識表示が消えま
す。

一定の距離を走行中、新しい標識が認
識されないとき

右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

終わり標識の下に対象標識を認識した
とき

次の状況では、一時停止の標識表示が消
えます。

標識を通過したとシステムが判定した
とき

右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

機能が正常に作動しないおそれのある
状況

次のような状況では、システムが正常に
標識を認識できず、正しい標識の表示が
されない場合があります。

前方カメラやセンサー周辺への強い衝
撃などにより、センサーの位置や向き
がずれているとき

汚れ・雪・ステッカー等がフロントウ
インドウの前方カメラの近くにあると
き

悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）

強い光（太陽光や対向車のヘッドラン
プ光など）が前方カメラに直接あたっ
ているとき

標識に汚れ・色あせ・傾きや曲がりが

あるとき

電光標識のコントラストが低いとき

標識の全体または一部が、木・電柱な
どで隠れているとき

前方カメラが標識を認識する時間が短
いとき

運転の状況（曲がる・車線変更等）が
誤って判断されたとき

標識が高速道路の分岐した直後、また
は合流直前の隣の車線にあるとき

先行車の後部分にステッカーが貼って
あるとき

システムが対応している標識と類似し
た標識が認識されたとき

側道の速度標識が前方カメラの認識範
囲内に入ったとき

ロータリー（環状交差路）を走行して
いるとき

重い荷物を積むなど車両が傾いている
とき

十分な光がなかったり、明るさが急激
に変化したりしたとき

トラックなどの車両を対象にした標識
を認識したとき

ナビゲーションシステムの地図情報が
古いとき

ナビゲーションシステムを利用できな
いとき

マルチインフォメーションディスプレ
イとナビゲーションシステムに表示さ
れる最高速度標識が異なる場合があり
ます。

速度制限標識表示

マルチインフォメーションディスプレイ
に最高速度標識が表示されているときに、
エンジンスイッチをOFF にすると、次回
エンジンスイッチをONにしたときには
再度同じ標識が表示されます。
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マルチインフォメーションディスプレ
イに“RSA 故障 販売店で点検してく
ださい”が表示されたとき

システムに異常があるおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてください。

カスタマイズ機能

一部の機能は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧： P.547）

メーター表示

マルチインフォメーションディス
プレイ

設定速度

表示灯

レーダークルーズコント
ロール（全車速追従機能付
き）

アクセルペダルを踏まなくても、
車間制御モードでは、先行車の車
速変化に合わせた追従走行を行い、
自動的に加速・減速・停止をしま
す。定速制御モードでは、一定の
車速で走行できます。

通信利用型レーダークルーズコン
トロールは ITS Connect を装備
している車両のみ使用できます。

高速道路や自動車専用道路で使用
してください。

車間制御モード（ P.240）

定速制御モード（ P.243）

通信利用型レーダークルーズコ
ントロール（ P.244）

システムの構成部品

A

B

C
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操作スイッチ

クルーズコントロールメインス
イッチ

“+RES” スイッチ

キャンセルスイッチ

“-SET” スイッチ

車間距離切りかえスイッチ

警告

安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）は運転者の操作
の一部を支援し、操作負担を軽減す
るためのシステムで、支援の範囲に
は限りがあります。

次の項目をお読みいただき、システム
を過信せず安全運転に努めてください。

･ センサーが正しく検知しないおそれ
のある先行車： P.247

･ 車間制御モードが正しく作動しない
おそれのある状況： P.248

A

B

C

D

E

設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮して
適切に設定してください。設定速度
の確認は、運転者が行う必要があり
ます。

システムが正常に機能していても、
運転者が認識している先行車の状況
とシステムが検知している状況が異
なる場合があります。従って注意義
務・危険性の判断・安全の確保は運
転者が行う必要があります。システ
ムに頼ったり、安全を委ねる運転を
したりすると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）を使わないとき
はクルーズコントロールメインス
イッチでシステムをOFF にしてくだ
さい。

システムの支援内容に関する注意点

システムの支援には限界があるため、
次の点に注意してください。システム
を過信すると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

運転者が見る過程での支援内容

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）は、自車と設定され
た先行車との車間距離を検知するのみ
であり、わき見やぼんやり運転を許容
するシステムでも、視界不良を補助す
るシステムでもありません。

運転者自らが周囲の状況に注意を払う
必要があります。
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警告

運転者が判断する過程での支援内容

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）は、自車と設定され
た先行車との車間距離が適正かどうか
を判断しており、それ以外の判断はし
ません。このため、危険性があるかど
うかなど運転者は自ら安全の判断をす
る必要があります。

運転者が操作する過程での支援内容

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）は、先行車への追突
を防止する機能はありません。このた
め、危険性があれば運転者自らが安全
を確保する必要があります。

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）を使用してはい
けない状況

次の状況では、レーダークルーズコン
トロール（全車速追従機能付き）を使
用しないでください。適切な制御が行
われず、思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

歩行者や自転車等が混在している道

交通量の多い道

急カーブのある道

曲がりくねった道

雨天時や、凍結路・積雪路などのす
べりやすい路面

急な下り坂や急で勾配の変化が激し
い坂

急な下り坂では車速が設定速度以上に
なることがあります。

高速道路や自動車専用道路の出入り
口

センサーが正しく検知できないよう
な悪天候時（霧・雪・砂嵐・激しい
雨など）

レーダー前面または、前方カメラ前
面に雨滴や雪などが付着していると
き

ひんぱんに加速・減速をくり返すよ
うな交通状況のとき

トレーラー、または車両けん引時

接近警報がひんぱんに鳴るとき
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車間制御モードでは、レーダーにより車両前方約100m以内の先行車の有
無・先行車との車間距離を判定して、先行車との適切な車間距離を確保する
制御をします。また、車間距離切りかえスイッチを操作して、希望の車間距
離に設定することもできます。

下り坂を走行しているときは、車間距離が短くなることがあります。

定速走行：

先行車がいないとき
運転者が設定した速度で定速走行します。

減速走行ー追従走行：

設定した速度より、遅い先行車が現れたとき
先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがかかりま
す（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者の設定した
車間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先行車に接近した場
合は、接近警報を鳴らします。

先行車が停止したときは、続いて停止します（制御停車）。先行車の発進
後、“+RES”スイッチを押すか、アクセルペダルを踏むと追従走行にもどります（発
進操作）。自車が発進操作を行わなかった場合は、制御停車を続けます。

約 80km/h 以上で走行中に追い越し車線側へ車線変更する場合、方向指示レバーの操
作と連動して設定速度まで加速することで、追い越しを支援します。

加速走行：

設定した速度より、遅い先行車がいなくなったとき
設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

車間制御モードでの走行

A

B

C
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1 クルーズコントロールメインス
イッチを押して、システムをON 
にする

レーダークルーズコントロール表示灯が
点灯し、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。
OFF にするには再度スイッチを押しま
す。

クルーズコントロールメインスイッチを
1.5 秒以上押し続けると定速制御モード
でシステムが ONします。（ P.243）

2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速／
減速し、“-SET” スイッチを押
して速度を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が点
灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

スイッチで設定速度をかえる

設定速度をかえるには、希望の速度
が表示されるまで“+RES”スイッ
チまたは“-SET”スイッチを押し
ます。

1 速度を上げる（車間制御モードの
制御停車中は除く）

2 速度を下げる
微調整：スイッチを押す

大幅調整：スイッチを押し続けて速度を
かえ、希望の速度で手を離す

車間制御モードでは、設定速度は、
次のとおりに増減されます：

微調整：スイッチを押すごとに 1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けているあ
いだ、5km/h ずつ

定速制御モード（ P.243）では、
設定速度は、次のとおりに増減され
ます：

微調整：スイッチを押すごとに 1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けているあ
いだ連続して変化

アクセルペダルで設定速度を上げ
る

1 設定したい車速になるまで、アク
セルペダルを踏んで加速する

2 “-SET” スイッチを押す

速度を設定する（車間制御モー
ド）

設定速度をかえる
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スイッチを押すごとに次のように車
間距離を切りかえます。

1 長い
2 中間
3 短い

先行車がいる場合、先行車マーク も

表示されます。

次の目安を参考に車間距離を選択し
てください。
（車速80km/h で走行している場合）
なお、車速に応じて車間距離は増減
します。また、制御停車時は設定に
かかわらず状況に応じた車間距離で
停車します。

先行車の発進後、“+RES”スイッ

チを押す

先行車の発進後にアクセルペダルを踏ん
でも追従走行に復帰します。

1 制御を解除するには、キャンセル
スイッチを押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。（車間制御モードの制御停車中は、
ブレーキペダルを踏んでも解除されませ
ん）

2 制御を復帰させるに
は、“+RES” スイッチを押す

追従走行中の他車の割り込みなど、
十分な減速ができない状態で先行車
に接近したときは、表示の点滅とブ
ザーで運転者に注意をうながします。
その場合は、ブレーキペダルを踏む
など適切な車間距離を確保してくだ

車間距離を変更する（車間制御
モード）

車間距離選択の目安（車間制御
モード）

車間距離選択 車間距離

長い 約 50m

中間 約 40m

短い 約 30m

制御停車から追従走行に復帰さ
せる（車間制御モード）

A

制御を解除する・復帰させる

接近警報（車間制御モード）
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さい。

警報されないとき

車間距離が短くても、次のような場
合は警報されないことがあります。

先行車と自車の車速が同じか先行
車の方が速いとき

先行車が極端な低速走行をしてい
るとき

速度を設定した直後

アクセルペダルを踏んだとき

車間制御モードでの走行中、システ
ムが必要と判断したときに車速を抑
制します。

システム作動について

ハンドルをまわし始めると、車速の
抑制を開始します。その後、ハンド
ルを戻すと車速の抑制が終了します。

状況に応じて車間制御モードの設定
速度まで復帰します。

先行車に割り込まれる等で、追従走
行が優先された場合も車速抑制は終
了します。

システム作動時の表示

車速抑制中であることを示していま
す。

車速の抑制が終了すると、表示が消
灯します。

カーブ速度抑制機能の設定を変更
する

マルチインフォメーションディスプ

レイの （ P.79）から、カーブ速
度抑制機能の速度抑制の強弱や、ON
／OFF を切りかえることができま
す。

を押すごとに設定が切りかわります。

定速制御モードでは、先行車の車速
変化に合わせた追従走行を行わず、
一定の車速で走行します。レーダー
の汚れなどにより、車間制御モード
で走行できない場合のみご使用くだ
さい。

1 クルーズコントロールがOFF の
状態で、クルーズコントロールメ
インスイッチを1.5 秒以上押し
続ける

クルーズコントロールメインスイッチを
押した直後は、レーダークルーズコント
ロール表示灯が点灯します。その後、ク

カーブ速度抑制機能

定速制御モードでの走行
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ルーズコントロール表示灯に切りかわり
ます。

システムが OFF の状態から操作したと
きのみ、定速制御モードへの切りかえが
可能です。

2 希望の車速（約30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速／
減速し、“-SET” スイッチを押
して速度を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が点
灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

設定速度をかえる（ P.241）

制御を解除する・復帰させる
（ P.242）

このシステムは車間制御モードでの
追従走行中、先行車も通信利用型

レーダークルーズコントロールに対
応している場合に自動的に作動しま
す。

情報取得

先行車との通信

加減速情報などを取得します。

レーダー

車間距離情報などを取得します。

システム作動について

先行車の加減速の情報を通信で取得
することにより、先行車の加減速に
素早く追従して車間距離や速度の変
動を抑制し、スムーズな追従走行に
寄与します。また、先行車が認識で
きなくなった場合は自動的に車間制
御モードに切りかわります。

車間制御モードに比べて、次のよう
な作動になります。

車間制御モード

通信利用型レーダークルーズコ
ントロール

A

B
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1 先行車の発進に遅れて気づく

通信利用型レーダークルーズコン
トロール

1 先行車の発進に素早く気づく
2 スムーズな加速で追従
3 短時間で渋滞解消

通信利用型レーダークルーズコン
トロールのON/OFFを変更する

マルチインフォメーションディスプ

レイの （ P.79）から、通信利用

型クルーズコントロールのON（作
動）／OFF（非作動）を変更するこ
とができます。

システム作動時の表示

先行車通信マーク

車間距離表示

通信利用型レーダークルーズコン
トロールの作動目安

レーダークルーズコントロールの車
間距離設定に応じて本機能の作動レ
ベルがかわります。（ P.242）

知識

設定条件について

シフトレバーがDのとき設定できます。

車速が約 30km/h 以上のとき、希望の設
定速度に設定できます。
（ただし車速が約 30km/h 未満で設定し
たときは、設定速度が約 30km/h に設
定されます）

車速設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作で
加速できます。加速後、車速が設定速度
にもどります。ただし、車間制御モード
時は先行車との距離を保持するため車速

車間距離設定 作動目安

長い
ゆったりとした加減速に

よる追従走行

中間 中間の追従走行

短い
きびきびとした加減速に

よる追従走行

A

B
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が設定速度以下になることもあります。

追従走行中の停車制御について

制御停車中に“+RES”スイッチを押し
た場合、約 3秒以内に先行車が発進す
れば追従走行にもどります。

先行車に続いて停車したあと約3秒以内
に先行車が発進した場合、追従走行に
もどります。

車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが解
除されます。

VSC が作動したとき

アクティブ TRC が一定時間作動したと
き

アクティブTRCまたはVSCをOFFにし
たとき

センサーが何かでふさがれて正しく検
知できないとき

運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドラ
イブスタートコントロール）

センターデフロックスイッチ操作後、
約 5秒以上切りかえ中が続いたとき

パーキングブレーキが作動したとき

急坂路で制御停車したとき

制御停車中に次を検出したとき
･ 運転席シートベルトを着用していない
･ 運転席ドアが開いた
･ 車両が停止したあと約 3分経過した

上記以外の理由で車間制御モードが自動
解除されるときは、システムが故障して
いる可能性があります。レクサス販売店
にご相談ください。

定速制御モードの自動解除

次のとき、自動的に定速制御モードが解
除されます。

設定速度より車速が約16km/h以上低下

したとき

車速が約 30km/h 未満になったとき

VSC が作動したとき

アクティブ TRC が一定時間作動したと
き

アクティブTRCまたはVSCをOFFにし
たとき

運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドラ
イブスタートコントロール）

センターデフロックスイッチ操作後、
約 5秒以上切りかえ中が続いたとき

パーキングブレーキが作動したとき

上記以外の理由で定速制御モードが自動
解除されるときは、システムが故障して
いる可能性があります。レクサス販売店
にご相談ください。

カーブ速度抑制機能が作動しないおそ
れがある状況

次のような状況では、カーブ速度抑制機
能が作動しない場合があります。

緩やかなカーブを走行しているとき

アクセルペダルを操作しているとき

極端に短いカーブを走行しているとき

通信利用型レーダークルーズコント
ロールについて

本機能によって、車間制御モードの速
度や車間距離設定が変更されることは
ありません。

先行車が通信利用型レーダークルーズ
コントロールに対応していないときは、
本機能は作動しません。

先行車や周囲の車両の走行状態によっ
ては、スムーズな追従走行が行われな
い場合や、自車の速度や先行車との車
間距離に影響がおよぶ場合があります。
必要に応じてブレーキ・アクセルを操
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作してください。

通信利用型レーダークルーズコント
ロールが作動しないおそれがある状況

次のような状況では、通信利用型レー
ダークルーズコントロールが作動しない、
または通信利用型レーダークルーズコン
トロールから車間制御モードに切りかわ
る場合があります。

先行車との通信が途絶したとき

センサーが先行車を誤って検知したと
き

トンネルやビル街などで、自車または
先行車の GPS 受信状態や通信状態が悪
化しているとき

雪道などスリップしやすい路面を走行
しているとき

急な坂道を走行しているとき

追従していた先行車が車線変更などで
離脱したとき

通信していた先行車とのあいだに、通
信利用型レーダークルーズコントロー
ルに対応していない車両が割りこんで
きたとき

ブレーキが作動したとき

ブレーキの作動音が聞こえたり、ブレー
キペダルの踏み応えがかわったりするこ
とがありますが異常ではありません。

レーダークルーズコントロールの警告
メッセージ・警告ブザー

走行操作に関して注意が必要な場合や、
システムに異常が発生したときには、警
告メッセージ・警告ブザーで注意をうな
がします。マルチインフォメーション
ディスプレイに警告メッセージが表示さ
れたときは、表示された画面の指示に
従ってください。（ P.213, 505）

センサーが正しく検知しないおそれの
ある先行車

次のような場合にシステムによる減速が

不十分な場合はブレーキペダルを、加速
が必要な場合はアクセルペダルを、状況
に応じて操作してください。

センサーが正しく車両を検知できず、接
近警報（ P.242）も作動しないおそれ
があります。

先行車が急に割り込んできたとき

先行車が低速で走行中のとき

同じ車線に停車中の車がいるとき

先行車の後部分が小さすぎるとき（荷
物を積んでいないトレーラーなど）

同じ車線を二輪車が走行中のとき

周囲の車より水や雪がまき散らされ、
レーダーの検知のさまたげになる場合

自車の車両姿勢が上向きになる場合
（重い荷物を積んだときなど）

先行車の車高が極端に高いとき
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車間制御モードが正しく作動しないお
それのある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキペ
ダルで減速（場合によってアクセルペダ
ルを操作）してください。

センサーが正常に車両を検知できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

カーブや車線幅が狭い道路などを走行
する場合

ハンドル操作が不安定な場合や、車線
内の自車の位置が一定でない場合

先行車が急ブレーキをかけた場合

道路脇に構造物がある道（トンネル・
橋など）を走行する場合

アクセルペダルを踏んで加速したあと、
車速が設定速度にもどるとき

カーブ速度抑制機能が正しく作動しな
いおそれのある状況

次のような状況では、カーブ速度抑制機
能が正しく作動しない場合があります。

上り坂、または下り坂のカーブを走行
しているとき

カーブの形状とは異なる経路で走行し
ているとき

カーブへの進入速度が過度に高いとき

急なハンドル操作を行ったとき
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前の車に続いて停止しているときに
先行車を認識し続け、先行車が発進
してしばらく進んでも自車が停止し
続けた場合にお知らせします。

知識

作動条件

次のいずれかの条件を満たしたときに作
動します。

シフトレバーが P・R 以外でブレーキペ
ダルを踏んで、停止している、または
シフトレバーが N で停止しているとき

ブレーキホールドが作動中のとき

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）が作動していて、制
御停車中のとき

先行車が発進していても告知しない場
合があるとき

例えば次のような状況では、前方カメラ
とレーダーが対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しない場合があります。

自車と先行車の停止位置がずれており、
先行車を正しく認識できないとき

先行車との車間距離が極端に短くなり、
先行車を正しく認識できないとき

坂道やカーブなどにより、先行車を正
しく認識できないとき

先行車の背面形状（けん引をしている
車両や荷物を積んでいないトレーラー、
雪や泥などが大量に付着している車両
など）やボデーカラーなどにより、先
行車を正しく認識できないとき

先行車がオートバイ・自転車などのと
き

先行車の右左折や車線変更などにより、
先行車を認識できなくなったとき

悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）・煙・
水蒸気などにより、先行車を認識でき
ないとき

前方カメラとレーダー前面に雨滴、雪
などが付着し、先行車を正しく認識で
きないとき

前方カメラとレーダー周辺への強い衝
撃などにより、前方カメラとレーダー
の向きがずれ、先行車を正しく認識で
きないとき

プリクラッシュセーフティが一時的に
使用できないときや、故障などにより
PCS 警告灯が点滅または点灯している
とき

右左折や車線変更などのために、ハン
ドルを大きくまわしたとき

先行車が発進していなくても告知する
場合があるとき

例えば次のような状況では、先行車が発
進したと判断し、システムが作動する場
合があります。

悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）によ
り、先行車の発進を誤認識したとき

坂道やカーブなどにより、先行車では

先行車発進告知機能

先行車の発進後、自車が停止し続
けた場合、警告ブザーとマルチイ
ンフォメーションディスプレイの
表示でお知らせする機能です。

先行車発進告知機能
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ないものを先行車と認識しているとき

前方カメラとレーダー周辺への強い衝
撃などにより、前方カメラとレーダー
の向きがずれ、先行車ではないものを
先行車と認識しているとき

先行車がいない状態での停止時に、交
差点の先にいる車両や自車の正面を横
切る車両などを先行車として認識した
とき

自車と先行車とのあいだに、ほかの車
両が割り込んだり通過したりしたとき

先行車発進告知機能の設定を変更する
には

先行車発進告知機能の ON／ OFF

システムの ON／ OFF を切りかえること
ができます。（ P.79）

先行車発進告知機能の告知距離

告知する距離を切りかえることができま
す。（ P.79）
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※別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。

本システムは 4 つの状態に分けられます。 「警告1 状態」、 「警告 2 状態」
で運転者への注意喚起や速度抑制を実施しながら、運転者の正常／異常判定
を行います。システムが、運転者が異常状態であると判断した場合には

「減速停止制御」、 「停止保持」で自車を減速、停車させ、 「停止保持」
を継続します。

手放し運転警告（ P.233）

ドライバー異常時対応システム

ドライバー異常時対応システムは、自動車専用道路（一部除く）を走行中
の運転者が、急病などにより運転の継続が困難になった場合に、自動的に
自車線内で自車を減速、停車させるシステムです。

LTA（レーントレーシングアシスト）制御中に、手放しなどの無操作運転
状態からシステムが運転者が異常状態であると判断すると、周囲に警告を
行いながら自車線内で減速、停車し、衝突事故の回避・衝突被害の低減に
寄与します。

ドア解錠やヘルプネット※ 自動接続による運転者の救命要請も行います。

システム概要

B C

D E E

A
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「警告 1 状態」

「警告 2 状態」

「減速停止制御」

「停止保持」

制御解除

知識

システムの作動条件

次の条件をすべて満たすと作動します。

B

C

D

E

F

警告

安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。ドライ
バー異常時対応システムは、運転者
が急病などにより運転の継続が困難
になった場合を対象とするシステム
であり、居眠り運転や注意散漫な運
転、体調が悪い場合の運転を対象と
するものではありません。

ドライバー異常時対応システムは、
システムが運転者による運転の継続
が困難と判断した場合に、自車線内
で減速、停車を行うことで、衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。また、作動には条件があり、作
動条件を満たさない場合は作動しま
せん。

お客様自身でドライバー異常時対応
システムの作動テストを行わないで
ください。状況によってはシステム
が正常に作動せず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

ヘルプネット自動接続は、G-Link 通
信エリア内、かつG-Link 契約がさ
れている場合にのみ行われます。
G-Link 通信エリア外やG-Link 未契
約、G-Link 契約が未更新の場合は接
続が行われず、警察・救急への通報
が行われません。あらかじめ通信エ
リアとご自身のG-Link 契約をご確
認の上、システムをご利用ください。

システム作動後、異常から復帰でき
た場合には、速やかに運転を再開す
るか、路肩へ避難し、停止表示板・
停止表示灯および発煙筒を設置して
後続車両に停車していることをお知
らせください。（ P.486）

システム作動後、同乗者は運転者へ
の救護措置をはじめとした必要な危
険防止措置をとり、路側帯やガード
レールの外側などの安全な場所にす
みやかに退避してください。

本システムは運転者の異常をハンド
ルの操作状態などで判断しています。
正常な運転者が意図的に無操作を続
けた場合には、システムが作動する
ことがあります。また、運転者が異
常状態であっても、ハンドルにもた
れかかるなどシステムが手放し運転
と判断できない場合は、システムが
作動しないことがあります。
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車速と前方カメラによって自動車専用
道路と認識しているとき

システムが誤って一般道を自動車専用道
路と認識する場合があります。

LTA スイッチを ON し、LTA 制御中

レーダークルーズコントロールメイン
スイッチを ON し、レーダークルーズ
コントロール（全車速追従機能付き）
制御中

自車速が約 50km/h 以上

システムの作動解除条件

「警告 1 状態」、 「警告 2 状態」、

「減速停止制御」作動時、次のいず

れかの条件を満たすとシステムの作動
が解除されます。

･ LTA 制御がキャンセルされたとき
（LTA スイッチを押した場合など）
･ レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）制御がキャンセルさ
れたとき（レーダークルーズコント
ロールメインスイッチを押した場合な
ど）

･ 手放し運転を終了したとき（ハンドル
を握る、ハンドルに手や体が触れるな
ど）

･ 自車が一般道を走行しているとシステ
ムが判断したとき

･ 運転者がブレーキ操作をしたとき
･ 運転者がアクセル操作をしたとき
･ ブレーキ異常検出時
･ 方向指示レバーを操作したとき

「停止保持」中、次のいずれかの条

件を満たすとシステムの作動が解除さ
れます。

･ シフトポジションを P にした状態で
LTA スイッチを押したとき

･ エンジンスイッチを ON から OFF にし
たとき

･ ブレーキ異常検出時

システム作動解除時の LTA 制御

下記の条件でシステム作動が解除された
場合、LTA 制御がキャンセルされます。

LTA を再度使用する場合は、LTA スイッ
チを押し LTA 制御を ON にしてくださ
い。

「警告 1 状態」において、LTA ス

イッチを押しシステム作動を解除した
とき

「警告 2 状態」、 「減速停止制御」

において、システム作動を解除したと
き

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）制御がキャンセルさ
れたとき（レーダークルーズコント
ロールメインスイッチを押した場合な
ど）

手放し運転を終了したとき（ハンドル

を握る、ハンドルに手や体が触れるな

ど）（ 「警告 2 状態」および 「減

速停止制御」のみ）

運転者がブレーキ操作をしたとき

運転者がアクセル操作をしたとき

方向指示レバーを操作したとき

警告メッセージ

LTA システムに異常が発生した場合や、

B C

D

E

B

C D

C D
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一時使用不可となった場合、警告メッ
セージがマルチインフォメーションディ
スプレイに表示され、ドライバー異常時
対応システムが使用できなくなります。
（ P.233）

ドライバー異常時対応システムの留意
事項

ヘルプネット通話中は、音声が聞き取
りやすいようブザー吹鳴を中止します。

LTA 制御が継続できない場合は、シス
テムがキャンセルされます。

手放し運転警告がされてからも運転
操作がない場合、ブザー吹鳴
（「ピッ、ピッ、・・・」）とマルチイ
ンフォメーションディスプレイ表示
により注意喚起を行い、運転者の正
常／異常判定を行います。レーダー
クルーズコントロール（全車速追従
機能付き）および LTA による制御が
継続され、警告を継続してもハンド
ル保持などの運転者による操作がさ

れなかった場合、 「警告2 状態」

に移行します。

ブザー吹鳴（「ピッピッピッ
ピッ・・・」）とマルチインフォメー
ションディスプレイ表示により注意

喚起を行い、引き続き運転者の正常
／異常判定を行います。このとき、
ブザーを聞き取りやすくするために、

オーディオがミュート（消音）※ さ
れます。LTA 制御は継続され、緩や
かな減速度で車速を一定速度内（約
40km/h ～ 50km/h の間）まで減速
させます。この状態で、約30 秒以
上警告を継続してもハンドル保持な
どの運転者による操作がされなかっ
た場合には、システムが運転者が異

常状態であると判断し、 「減速停止

制御」に移行します。
※異常状態から復帰するまで継続します。

知識

非常点滅灯（ハザードランプ）につい
て

「警告 2 状態」移行後に、約 10km/h

程度減速した場合、非常点滅灯（ハザー
ドランプ）が点滅します。すでに運転者
がハザードスイッチを操作していた場合
は、システムによる非常点滅灯の点滅は
行われません。また、ハザードスイッチ
を 2 回押すと、非常点滅灯が消灯されま
す。

本制御では運転者が異常状態にある
と判断し、緩やかな減速度で車両を

B 「警告 1 状態」

C 「警告 2 状態」

C

D 「減速停止制御」

D

C
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停車させます。車内ではブザー吹鳴
（「ピッピッピッピッ・・・」）とマル
チインフォメーションディスプレイ
表示で運転者に状況を知らせ、車外
ではストップランプ、非常点滅灯
（ハザードランプ）とホーン吹鳴に
よって周囲に緊急事態を知らせます。

車両が停車すると 「停止保持」に

移行します。

知識

非常点滅灯（ハザードランプ）につい
て

「減速停止制御」においては、非常点

滅灯（ハザードランプ）が点滅します。
すでに運転者がハザードスイッチを操作
していた場合は、システムによる非常点
滅灯の点滅は行われません。また、ハ
ザードスイッチを 2 回押すと、非常点滅
灯が消灯されます。

車両停車後、停止保持制御により車
両停車状態を保持します。ストップ
ランプは消灯しますが、引き続き、
非常点滅灯（ハザードランプ）と
ホーン吹鳴によって周囲に緊急事態
を知らせ、ドア解錠やヘルプネット
自動接続による運転者の救命・救護
要請を行います。

知識

非常点滅灯（ハザードランプ）につい
て

「停止保持」においては、非常点滅灯

（ハザードランプ）が点滅します。すでに
運転者がハザードスイッチを操作してい
た場合は、システムによる非常点滅灯の
点滅は行われません。

ヘルプネット自動接続について

ヘルプネット自動接続後、ヘルプネット
のオペレーターからの声掛けに対して車
内からの応答がない場合、救命・救護の
ために救急や警察へ通報を行います。

ヘルプネット通話中は音声が聞き取りや
すいよう、ブザー吹鳴を停止します。

非常点滅灯（ハザードランプ）につい
て（制御解除後）

システムの作動が終了しても、非常点滅
灯（ハザードランプ）の点滅は継続しま
す。ハザードスイッチを 2 回押すと、非
常点滅灯が消灯します。E 「停止保持」

E

D

E
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安全運転を支援する通知・案内・
注意喚起

ITS Connect は、道路に設置された

DSSS※ 用路側装置や通信機を搭載
した車両と無線通信することで、見
通しが悪い交差点の交通状況などの
情報を受信します。

路側装置

受信した情報は、状況に応じて通
知・案内や注意喚起としてマルチイ
ンフォメーションディスプレイなど
に表示され、運転者に注意をうなが
すことにより安全運転を支援します。

※DSSS（Driving Safety Support 
Systems）とは、運転者の認知・判断
の遅れや誤りによる交通事故を未然に
防止することを目的とするシステムで、
警察庁が推進しているプロジェクトで
す。

通信利用型レーダークルーズコン
トロール

先行車との通信により受信した加速
／減速情報をレーダークルーズコン
トロールの制御に利用し、よりス
ムーズな追従走行に寄与することで
快適な運転を支援します。詳細は
P.237を参照してください。

知識

ITS Connect 機器に関する情報

本製品は、トロンフォーラム
（www.tron.org）の T-License2.0 に基
づき T-Kernel ソースコードを利用して
います。

フリー／オープンソースソフトウェア
情報について

本製品はフリー／オープンソースソフト
ウェアを含んでいます。
このようなフリー／オープンソースソフ
トウェアのライセンス情報やソースコー
ドの両方またはどちらか片方は以下の
URL で入手することができます。
https://www.denso.com/global/en/
opensource/v2x/toyota/

ITS Connect

ITS Connect は、交通情報や周辺
車両の情報を受信することにより、
安全運転や快適な運転を支援する
システムです。

ITS Connect の概要

A
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本機は、ITS Connect 推進協議会が規定
する相互接続性確認試験に適合してい
ます。
機種名：DTU-1030
型式認定番号：10008

本システムは、周波数 760MHz の電波
を発信するため、お車を海外へ持ち込
んだ場合はその国の関連法規に違反す
る場合があります。

ITS Connect に関するお問い合わせに
ついて

ITS Connect に関するお問い合わせ（機
器の調子・機能・使用方法や路側装置の
整備計画など）はレクサスオーナーズデ
スクにお問い合わせください。

レクサスオーナーズデスクについて詳し
くは、別冊「マルチメディア取扱説明書」
を参照してください。

警告

安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
ITS Connect はあらゆる状況で安全
運転の支援をするものではありませ
ん。システムに頼ったり、安全を委
ねる運転をしたりすると思わぬ事故
につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

ITS Connect は安全運転の支援を目
的として設計していますが、その効
果はさまざまな条件によりかわり、
常に同じ性能を発揮できるものでは
ありません。
「システムが正常に作動しないおそれ
があるとき」（ P.260） をお読みい
ただき、システムを過信せず安全運
転に努めてください。

ITS Connect について

次のような状況では、ITS Connect
は作動しません。

･ 交差点にDSSS用路側装置が設置さ
れていないとき

･ 先行車や接近してくる車両に通信機
が搭載されていないとき

交差点に進入する方向によっては、
作動する通知・案内・注意喚起が異
なる場合があります。

右折時注意喚起（DSSS 用路側装置
との通信）について

DSSS 用路側装置が設置された交差点
であっても、DSSS 用路側装置の種類
や交差点に進入する方向によっては、
対向車のみを検知し、歩行者に対する
注意喚起をしない場合があります。
そのため、注意喚起の表示内容が実際
の交通状況と異なる場合があります。
「割り込み表示による通知・案内・注意
喚起」（ P.258）をお読みいただき、
必ず自らの目視による安全確認を行っ
てください。

右折時注意喚起（通信機を搭載した
車両との通信）・出会い頭注意喚起に
ついて

通信機を搭載した車両が接近してきて
も、地図データと実際の道路状況が異
なるときは、交差点付近であることが
判断できず、注意喚起をしなかったり、
注意喚起の表示内容が実際の交通状況
と異なる場合があります。

注意

ITS Connect 機器取り扱いの注意

ITS Connect 機器は電波法の基準に
適合しています。ITS Connect 機器
に貼り付けられているラベルはその
証明ですのではがさないでください。
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ITS Connect の機能が利用可能なと
き、マルチインフォメーションディ
スプレイに次のアイコンを表示して
通信の接続状態をお知らせします。

状況に応じて、次の通知・案内・注
意喚起をマルチインフォメーション
ディスプレイに割り込み表示します。

右折時注意喚起・赤信号注意喚起・
出会い頭注意喚起はヘッドアップ
ディスプレイにも割り込み表示しま
す。

右折時注意喚起（DSSS用路側装
置との通信）

交差点で右側方向指示灯を点滅させ
て右折待ちをしているときに、対向
車や歩行者がいるにもかかわらず発
進しようとしているなど、対向車や
右折先の歩行者を見落している可能
性があるとシステムが判断したとき
に、ブザーと表示で注意喚起を行い
ます。

交差点に設置されているDSSS 用路
側装置（感知器）の種類によって、
注意喚起の表示は次のように異なり
ます。

対向車および歩行者を感知する交
差点

対向車のみを感知する交差点

注意

ITS Connect 機器を分解・改造する
と、法律により罰せられることがあ
ります。

ITS Connect アイコンの見方

アイコン 接続状態

道路に設置された DSSS
用路側装置から必要な情
報を取得できている

通信機を搭載した車両か
ら必要な情報を取得でき
ている

道路に設置された DSSS
用路側装置、および通信
機を搭載した車両、両方
から必要な情報を取得で
きている

割り込み表示による通知・案
内・注意喚起
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･ 注意喚起の表示内容は、実際の交
通状況と異なる場合があります。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消え
ますが、周囲に車や人がいないこ
とを示すものではありません。

右折時注意喚起（通信機を搭載し
た車両との通信）

DSSS用路側装置が設置されていな
い交差点で、地図データを用いるこ
とにより、右側方向指示灯を点滅さ
せて右折待ちをしているときに、通
信機を搭載した対向車がいるにもか
かわらず発進しようとしているなど、
対向車を見落している可能性がある
とシステムが判断したときに、ブ
ザーと表示で注意喚起を行います。

･ 注意喚起の表示内容は、実際の交
通状況と異なる場合があります。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消え
ますが、周囲に車や人がいないこ
とを示すものではありません。

出会い頭注意喚起

地図データを用いることにより、交
差点で停車しているときに、右また
は左方向から交差点に進入してくる
車両がいるにもかかわらず発進しよ
うとしているなど、接近する右また
は左方向の車両を見落している可能
性があるとシステムが判断したとき
に、ブザーと表示で注意喚起を行い

ます。

･ 注意喚起の表示内容は、実際の交
通状況と異なる場合があります。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消え
ますが、周囲に車や人がいないこ
とを示すものではありません。

赤信号注意喚起

赤信号の交差点手前にさしかかって
もアクセルペダルを踏み続けている
など、赤信号を見落している可能性
があるとシステムが判断したときに、
ブザーと表示で注意喚起を行います。

信号待ち発進準備案内

赤信号で停車したとき、青信号にか
わるまでの待ち時間の目安をバー表
示で表します。

待ち時間が残り少なくなるとバー表
示が消え、まもなく信号がかわるこ
とを表します。
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緊急車両存在通知

緊急車両（救急車）がサイレンを鳴
らして近辺を走行しているときに、
ブザーが鳴り、自車に対する緊急車
両のおおよその方向・距離・進行方
向を表示します。

緊急車両の距離と進行方向が表示さ
れていないときは、自車のすぐ近く
に緊急車両がいることを表します。

交差点などで停車しているときに、
通信機を搭載した車両が接近してく
ると、通信車両のおおよその方向を
表示します。

接近してくる方向が正面の場合は、右側
方向指示灯を点滅させているときのみ表
示します。

通信車両接近通知の使い方

マルチインフォメーションディス
プレイで専用の通知画面を表示し
ているときに使用することができ
ます。

メーター操作スイッチの または を

押して を選択し、 または を押し

て、通知画面を表示してください。

車両が停止しているときに表示が
有効になります。車両が完全に停
止していないときは通知されませ
ん。

知識

交差点ごとの作動する通知・案内・注
意喚起について

道路に設置されている DSSS 用路側装置
の種類により発信している情報が異なる
ため、交差点によって作動する通知・案
内・注意喚起は異なります。

システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

例えば次のような状況などでは、車両
の位置や向きを正しく特定できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 高いビルや高い街路樹に囲まれている
とき

･ トンネルや高架下を通過しているとき
･ エンジンを始動してから、しばらく走

通信車両接近通知
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行するまでのあいだ

例えば次のような状況などでは、正し
く通信ができず、システムが正常に作
動しないおそれがあります。

･ 周囲に大型車が走行しているときなど、
通信がさえぎられたとき

･ 通信を妨害する電波が発せられている
とき

･ DSSS 用路側装置の向きがかわってし
まっているとき

･ DSSS 用路側装置がメンテナンス中や
故障しているとき

･ 他車両の通信機が故障しているとき

右折時注意喚起（DSSS 用路側装置との
通信）は、次のような状況などでは正
常に作動しないおそれがあります。

･ 交差点内で一旦停止せずに右折しよう
としたとき

･ 周囲の環境や天候、DSSS 用路側装置
の劣化などの影響により、対向車や歩
行者の検知性能が低下しているとき

･ 対向車や歩行者が周囲の建物や別の車
両に隠れているとき

･ DSSS 用路側装置の検知範囲外に対向
車や歩行者がいるとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

右折時注意喚起（通信機を搭載した車
両との通信）は、次のような状況など
では正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 交差点内で一旦停止せずに右折しよう
としたとき

･ 地図データと実際の道路状況が異なる
ため、交差点付近であることが判断で
きないとき

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

出会い頭注意喚起は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 交差点手前で一旦停止せずに通過しよ
うとしたとき

･ 地図データと実際の道路状況が異なる
ため、交差点付近であることが判断で
きないとき

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

赤信号注意喚起は、次のような状況な
どでは正常に作動しないおそれがあり
ます。

･ 遅い速度で走行しているとき
･ 停車しているとき
･ 交差点付近の側道や駐車場内の通路な
ど、DSSS 路側装置が設置された道路
と並行する場所を走行しているとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

信号待ち発進準備案内は、次のような
状況などでは正常に作動しないおそれ
があります。

･ 前方の信号機が青信号・黄信号または
矢印信号のとき

･ 青信号にかわるまでの待ち時間が残り
少ないとき

･ 停車していないとき
･ 交差点付近の側道や駐車場内の通路な
ど、DSSS 路側装置が設置された道路
と並行する場所を走行しているとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

緊急車両存在通知は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 緊急車両と自車の距離が一定以上離れ
ているとき

･ 緊急車両が自車から遠ざかる方向に走
行しているとき

･ 立体交差付近を走行しているとき
･ 緊急車両から受信した情報が誤ってい
るとき

通信車両接近通知は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき
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マルチインフォメーションディスプ

レイの から“車両設定”を選択

し、“ITS Connect” または“ク
ルーズ（ITS）” を選択することで、
次の機能の設定を変更することがで
きます。（ P.79）

ITS Connect

信号情報

次の機能の ON／ OFF を切りかえるこ

とができます。※1（初期設定：ON）

• 赤信号注意喚起

• 信号待ち発進準備案内

道路環境情報

次の機能の ON／ OFF を切りかえるこ

とができます。※1（初期設定：ON）

• 右折時注意喚起

• 出会い頭注意喚起

緊急車両通知

緊急車両存在通知のON／ OFF を切り
かえることができます。（初期設定：
ON）

通知感度

次の機能の通知感度（高い／低い）を切

りかえることができます。※2, 3（初期設
定：高い）

• 赤信号注意喚起

• 右折時注意喚起

• 出会い頭注意喚起
※1“信号情報”または“道路環境情報
”に含まれる各機能を個別に ON／
OFF することはできません。

※2各機能の通知感度を個別に変更するこ
とはできません。

※3“高い”に設定すると通知タイミン

グが早くなり、“低い”に設定する
と通知タイミングが遅くなります。

クルーズ（ITS）

通信利用型レーダークルーズコント
ロールのON／OFFを切りかえるこ
とができます。（初期設定：ON）

各機能の設定変更



263

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

メーター操作スイッチ

メーター操作スイッチを操作して、マル
チインフォメーションディスプレイ上で
ブラインドスポットモニターのON/OFF
を切りかえます。

ドアミラーインジケーター

走行中：

ドアミラーの死角領域に車両を検知した
とき、または後方からその死角領域に急
速に接近してくる車両を検知したときは、
検知した側のドアミラーインジケーター
が点灯します。検知した側に方向指示レ
バーを操作している場合は、ドアミラー
インジケーターが点滅します。

停車中：

開いたドア（バックドアを除く）と衝突
する可能性がある車両・自転車を検知し

BSM（ブラインドスポット
モニター）

ブラインドスポットモニターは、
リヤバンパー内側にある後側方
レーダーセンサーを使用し、運転
者による車線変更時の判断や停車
時にドア開き時のドアとの衝突可
能性を判断して衝突回避を支援す
るシステムです。

警告

安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。

ブラインドスポットモニターは、ド
アミラーの死角領域に入った車両の
存在とその死角領域に急速に接近し
てくる車両の存在を運転者に提供す
る、補助的なシステムです。本シス
テムだけで安全な車線変更の可否を
判断できるものではないため、シス
テムを過信すると思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。
状況によっては本システムが有効に
機能しないことがあるため、運転者
は自らの目視とミラーによる安全確
認を行う必要があります。

停車時警報機能は、停車中に接近し
てくる車両や自転車の存在を乗員に
提供する補助的なシステムです。本
システムだけで安全を判断できるも
のではないため、システムを過信す
ると思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。
状況によっては本システムが有効に
機能しないことがあるため、乗員は
自らの目視とミラーによる安全確認
を行う必要があります。

システムの構成部品

A

B
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たときは、検知した側のドアミラーイン
ジケーターが点灯します。検知している
側のドアを開いた場合は、ドアミラーイ
ンジケーターが点滅します。

BSM OFF 表示灯

ブラインドスポットモニターが OFF の
ときに点灯します。

BSMブザー

停車中、ドアミラーインジケーター点灯
時に点灯している側のドアを開けるとブ
ザーが鳴ります。

知識

ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする
場合、ブザー音が聞こえづらくなる場合

があります。

マルチインフォメーションディスプレ
イに“BSM現在使用できません 取扱
書を確認ください”が表示されたとき

センサー周辺のバンパーに氷・雪・泥な
どが付着していることが考えられます。
（ P.264）センサー周辺のバンパーの
氷・雪・泥などを取り除けば、正常に復
帰します。また、極めて高温または低温
の環境で使用した場合正常に作動しない
ことがあります。

マルチインフォメーションディスプレ
イに“BSM 故障　販売店で点検して
ください”が表示されたとき

センサーの故障や電圧異常などが考えら
れます。レクサス販売店にて点検を受け
てください。

カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧： P.548）

レーダーセンサーの取り扱いについて

C

D

警告

システムを正しく作動させるために

ブラインドスポットモニターのセン
サーは、車両リヤバンパー内側に左右
ひとつずつ設置されています。システ
ムを正しく作動させるために次のこと
をお守りください。
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メーター操作スイッチを使ってON/
OFF を切りかえます。（ P.80）

1 メーター操作スイッチを操作して

を選択する

2 を選択し、 を押す

ブラインドスポットモニターがOFF の
ときは、BSM OFF 表示灯（ P.73）が
点灯します。エンジンスイッチがONに
なるたび、ブラインドスポットモニター
は ONになります。

警告

センサー周辺のリヤバンパーは常に
きれいにしておく
センサー周辺のリヤバンパーに汚れ
や着雪がある場合、警告表示
（ P.264）とともにシステムが作動
しなくなることがあります。その場
合、汚れや雪を落としたあと、BSM 
機能の作動条件（ P.268）でしば
らく走行してください（目安：約 10 
分）。それでも警告表示が消えない場
合はレクサス販売店にて点検を受け
てください。

センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーにアクセサリーを付けたり、ス
テッカー（透明なものを含む）やア
ルミテープなどを貼ったりしない

センサー周辺のリヤバンパーへの強
い衝撃を避ける
センサーの位置や向きが少しでもず
れると、車両を正しく検知できなく
なったり、装置が正常に動作しなく
なるおそれがあります。
次のような場合には、必ずレクサス
販売店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝撃
を受けた

･ センサー周辺のリヤバンパーなどに
傷や凹みがある、一部がはずれてい
る

センサーを分解しない

センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーを改造しない

センサーやリヤバンパーの脱着や交
換が必要な場合は、レクサス販売店
にご相談ください。

リヤバンパーの塗装修理の際には
レクサス設定色以外への変更は行わ
ないでください

ブラインドスポットモニターの
ON/OFF を切りかえるには
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走行中に検知できる車両

ブラインドスポットモニターは後側方レーダーセンサーにより隣の車線を走
行する次の車両を検知し、ドアミラーのインジケーターによってその車両の
存在を運転者に知らせます。

ドアミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両

後方からドアミラーに映らない領域（死角領域）に急速に接近してくる車

両

停車中に検知できる車両・自転車

ブラインドスポットモニターは後側方レーダーセンサーにより自車の後方を
走行する次の車両・自転車を検知し、ドアミラーのインジケーターおよびブ
ザーによってその車両の存在を乗員に知らせます。

ドア（バックドアを除く）を開けたときにドアと衝突する可能性が高いと

判断された車両・自転車

走行中に検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知します。

ブラインドスポットモニターの作動

A

B

A
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検知できる範囲：

車両の両側面について、側面から約0.5 m 離れた面から約 3.5 m の領域
※1

リヤバンパーから約1 m 前方の領域

リヤバンパーから約3 m 後方の領域

リヤバンパーから後方約3 m ～ 60 m の領域※2

※1車両側面から外側に約 0.5m は検知しません。
※2自車と他車の速度差が大きいほど、ドアミラーインジケーターは他車がより遠くに
いる状況で点灯・点滅します。

停車中に検知できる範囲

次の範囲に入った車両・自転車を検知します。

検知できる範囲：

フロントドアから後方約45mの領域※

※接近する車両・自転車の速度が低いほど、ドアミラーインジケーターは車両・自転車
がより近くにいる状況で点灯・点滅します。

A

B

C

D

A
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知識

作動条件

次の条件をすべて満たしているときに作
動します。

エンジンスイッチがONのとき

ブラインドスポットモニターがON のと
き

シフトレバーが R 以外の位置のとき

車速が約 10 km/h 以上のとき（走行
中）

センサーが車両を検知する条件

ブラインドスポットモニターは、次のよ
うな状況で検知範囲に入った車両を検知
します。

隣の車線を走行する他車に自車が追い
こされるとき

他車が車線変更中に検知範囲に進入す
るとき

小さい速度差で隣の車線を走行する他
車を追いこすとき

停車している自車と並行に走行する車
両や自転車がドア（バックドアを除く）
を開けた範囲付近を通過するとき

ブラインドスポットモニター（走行中）
が車両を検知しない条件

ブラインドスポットモニター（走行中）
は、次のような車両や車両以外のものを
検知対象としません。

小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

対向車

ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

同じ車線を走行する後続車※

2つ隣の車線を走行する他車※

大きい速度差で自車が追い越す他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

ブラインドスポットモニター（停車中）
が車両・自転車を検知しない状況

ブラインドスポットモニター（停車中）
は、次のような車両・自転車や車両・
自転車以外のものを検知対象としませ
ん。

･ 接近する車両・自転車の速度が約 8km/
h 未満のとき

･ ドア（バックドアを除く）を開いたと
きに、衝突する可能性が低いと判断さ
れた車両・自転車

･ 真うしろから接近する車両・自転車
･ 前方から接近する車両・自転車
･ ガードレール・壁・標識・駐車車両な
どの静止物

･ 動物など

ブラインドスポットモニター（停車中）
は、次のような状況では作動しません。

･ エンジンスイッチが OFF のとき
･ 自車が完全に停車していないとき

システムが正しく作動しないおそれが
ある状況

次のような状況では車両を有効に検知
しないおそれがあります。（走行中）

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差が
大きすぎるとき

･ 自車と他車の速度差に変化があるとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度がほ
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とんど等しいとき
･ 停止状態から発進した際に、検知範囲
に他車が存在し続けたとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線の他車が自車
から離れすぎているとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ 検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

･ ブラインドスポットモニターを ONに
した直後

･ けん引しているとき

次のような状況では車両・自転車を有
効に検知しないおそれがあります。（停
車中）

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面に停車していると
き

･ 隣の駐車車両に後続する車両・自転車
･ 後方で急な進路変更をして接近する車
両・自転車

･ 発進した直後の車両・自転車
･ バックドアが開いているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやスロープを装着していると
き

･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止
物や人がいるとき

･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 接近する車両・自転車の周囲に走行す
る車両があるとき

･ 接近する車両・自転車が壁・標識など
の静止物の横を走行しながら接近して

いるとき
･ 車両・自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車してい
るとき

特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。（走行中）

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線以外を走行す
る車両が検知範囲に入ったとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ タイヤがスリップ（空転）していると
き

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ けん引しているとき

特に次のような状況では不要な検知が
増えることがあります。（停車中）

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 自車の後方からずれた状態で接近する
車両・自転車

･ 道路に対して傾いて停車しているとき
･ 斜めに駐車している後方を車両・自転
車が接近するとき

･ 後方に駐車車両や壁・標識などの静止
物や人がいるとき

･ 後方で急な進路変更をして接近する車
両・自転車

･ 接近する車両・自転車が壁・標識など
の静止物の横を走行しながら接近して
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いるとき
･ バックドアが開いているとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやスロープを装着していると
き

･ 車両・自転車が高速で接近するとき
･ けん引しているとき
･ 急勾配の坂道に停車しているとき
･ カーブの途中や終了地点に停車してい
るとき

センサーの種類

フロントコーナーセンサー

フロントセンターセンサー

リヤコーナーセンサー

リヤセンターセンサー

クリアランスソナーの表示のしか
た

壁などの静止物を検知すると、マル
チメディア画面の作動表示が点灯
（一部、枠が点滅）します。
（ P.296）

メーター操作スイッチを使ってON/
OFF を切りかえます。（ P.80）

クリアランスソナー

クリアランスソナーは、車両と壁
などの静止物とのおおよその距離
を超音波センサーによって検知し
て、マルチメディア画面に距離表
示とブザー音、音声案内で運転者
にお知らせします。

システムの構成部品

システムを作動させるには

A

B

C

D
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1 メーター操作スイッチを操作して

を選択する

2 を選択し、 を押す

クリアランスソナー機能が OFF のとき
は、クリアランスソナー OFF 表示灯
（ P.73）が表示されます。

OFF（非作動）に切りかえて、クリアラ
ンスソナーを停止させた場合、再度、マ
ルチインフォメーションディスプレイの

画面から をON（作動）に切りか

えないとシステムは復帰しません。（エン
ジンスイッチを OFF にしたあとで再度
ONにしても、復帰しません）

知識

作動条件

エンジンスイッチが ONのとき

クリアランスソナー機能が ONのとき

車両の速度が約 10km/h 以下のとき

シフトレバーが P以外にあるとき

マルチインフォメーションディスプレ
イに“クリアランスソナー使用できま
せん”が表示されたときは

クリアランスソナーのセンサーに水滴・
氷・雪・泥などが付着していることが
考えられます。この場合はセンサーの
水滴・氷・雪・泥などを取り除けば、

警告

安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

システムを正しく作動させるために

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

センサーに傷を付けたりせずに、常
にきれいにしておいてください。

センサー付近に市販の電装部品（字
光式ナンバープレート・フォグラン
プ・フェンダーポール・無線アンテ
ナなど）を取り付けないでください。

センサー周辺へ衝撃を与えないでく
ださい。衝撃を受けた際はレクサス
販売店で点検を受けてください。前
後のバンパーやグリルの脱着や交換
が必要な場合はレクサス販売店にご
相談ください。

改造・分解・塗装をしないでくださ
い。

ライセンスプレートカバーを取り付
けないでください。

適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

クリアランスソナーをOFF にすると
き

次のときはシステムを OFF にしてくだ
さい。クリアランスソナーが正常に作
動しないことがあり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

上記の内容が守られないとき

レクサス純正品以外のサスペンショ
ンを取り付けたとき

洗車時の注意

高圧洗車機を使用して洗車するとき
は、センサー部に直接水をあてない
でください。強い水圧により衝撃が
加わり、正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

スチームを使用した洗車機などで洗
車するときは、スチームをセンサー
部に近付けすぎないようにしてくだ
さい。スチームにより、正常に作動
しなくなるおそれがあります。
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正常に復帰します。
また、低温時にはセンサーの凍結など
により異常表示が出たり、静止物が
あっても検知しないことがあります。
氷が解ければ、正常に復帰します。
水滴・氷・雪・泥がないのに異常表示
が出ている場合は、センサーの異常が
考えられますので、レクサス販売店で
点検を受けてください。

大雨などでセンサー表面に水が継続的
に流れている可能性があります。シス
テムが正常と判断した時に復帰します。

センサーの検知について

センサーの検知範囲は車両前部と後部
のバンパー周辺に限られます。

静止物の形状・条件によって検知でき
る範囲が短くなることや、検知できな
いことがあります。

センサーが静止物に近付きすぎると検
知できないことがあります。

静止物を検知してから、表示が出る
（ブザーが鳴る）までに多少時間がかか
ります。低速走行時の場合でも表示が
出る（ブザーが鳴る）までに、静止物
まで約 30cm 以内に接近するおそれが
あります。

オーディオ・エアコン使用時は、音楽
やファンの音などにより、ブザーの音
が聞き取りづらくなる場合があります。

他システムのブザー音などにより本シ
ステムの音が聞き取りづらくなる場合
があります。

システムが正しく検知できないことが
ある静止物

静止物の形状・条件によっては検知でき
る範囲が短くなることや、次のようなも
のは検知しないことがあります。注意し
て運転してください。

針金・フェンス・ロープなどの細いも
の

綿・雪などの音波を吸収しやすいもの

鋭角的な形のもの

背の低いもの

背が高く上部が張り出しているもの

システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、センサーが正常に
作動しないことがあります。

センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

センサー部が凍結したとき（解ければ、
正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常表
示が出たり、壁などの静止物があって
も検知しないことがあります。

炎天下や寒冷時

凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

大雨や水しぶきがかかったとき

センサーに静止物が近付きすぎたとき

超音波を反射しにくい歩行者（例：
ギャザーやフリルの多いスカートなど）

地面に対して垂直でないもの、車両進
行方向に対して直角でないもの、凹凸
なもの、波打っているものが検知範囲
にあるとき
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風が強いとき

霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

作動対象物と車両の間に検知できない
対象物があるとき

車・オートバイ・自転車・歩行者など
の作動対象が車両の横から割り込んだ
り、飛び出してきたとき

衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
ブラウ）などを取り付けたとき

積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

次のような状況では、衝突の可能性がな
くてもシステムが作動する場合がありま
す。

狭い道路を走行するとき

垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった枝、
遮断機（踏切のバー・ETC のバー・駐
車場のバーなど）に向かって走行する
とき

地面にわだちや穴がある場合

排水溝などの金属のフタ（グレーチン
グ）走行時

急な登坂路や降坂路を走行するとき

冠水している道路でセンサーに水がか
ぶったとき

センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

大雨や水しぶきがかかったとき

霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

風が強いとき

他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

背の高い縁石や直角の縁石に向かって
進んだとき

立体駐車場や工事現場などで柱（H 形
鋼など）の付近を走行するとき

事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など
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タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

静止物を検知できる範囲

約100cm

約 150cm

約 60cm

検知できる範囲は図のとおりです。ただ
し、静止物がセンサーに近付きすぎると
検知できません。

静止物の形状・条件によっては、検知で
きる距離が短くなることや、検知できな
いことがあります。

検知距離とブザー音

※自動ミュート機能あり（ P.275）

距離表示の見方

A

B

C

静止物までのおおよその距離 ブザー音

フロントセンター：

約 100cm ～ 60cm※

リヤセンター：

約 150cm ～ 60cm※

断続音

約 60cm ～ 45cm※ 早い断続音

約 45cm ～ 30cm※ 非常に早い断続音

約 30cm ～ 15cm
連続音

約 15cm 以下
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ブザー動作と静止物までの距離

静止物を検知すると、ブザーが鳴り
ます。

ブザー音と同時に音声案内を行います

静止物との距離が近付くと、ブ
ザーの断続時間が短くなります。
静止物との距離が約30cm 以下の
とき、ブザーは断続音「ピピピ」
から連続音「ピー」になります。

複数のセンサーが同時に静止物を
検知しているときは、最も近い静
止物との距離に合わせたブザー音
が鳴ります。

ブザー吹鳴後、静止物との距離が
近付かない場合は、自動でブザー
が消音されます。（自動ミュート
機能）

ブザー音量調整

マルチインフォメーションディスプ
レイ上でブザー音量の調整ができま
す。

メーター操作スイッチを使って設定
を変更します。（ P.80）

1 メーター操作スイッチを操作して

を選択する

2 メーター操作スイッチを操作して
“車両設定” を選択する

3 “ 音量”を選択し、 を押す

押すごとに 1,2,3 のあいだで音量が切り
かわります。

ブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、マルチイ
ンフォメーションディスプレイとマ
ルチメディア画面上に一時ミュート

（消音）スイッチが表示されます。

または を押すとクリアランス

ソナー、RCTA、RCDのブザー音が
一括でミュート（消音）されます。

一時ミュート（消音）が解除される
とき：

シフトレバーを切りかえたとき

車速が一定値以上になったとき

センサー異常やシステムが一時使
用不可となったとき

使用中の機能をOFFにしたとき

エンジンスイッチをOFFにしたと
き

音声案内とブザー音
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メーター操作スイッチ

メーター操作スイッチを操作して、マル
チインフォメーションディスプレイ上で
RCTA 機能のON/OFF を切りかえます。

ドアミラーインジケーター

自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、両側のドア
ミラーインジケーターが点滅します。

マルチメディア画面

自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、マルチメ
ディア画面に検知した側の RCTA アイコ
ン（ P.277）が点灯します。

イラストは両後方から車両が接近してい
る例です。

RCTA ブザー

自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、ブザーが鳴
ります。

RCTA（リヤクロストラ
フィックアラート）

RCTA（リヤクロストラフィック
アラート）機能はリヤバンパー内
側にあるブラインドスポットモニ
ターの後側方レーダーセンサーを
使用し、運転者の目視だけでは感
知しづらい領域の確認を補助する
機能です。後退時に運転者を支援
します。

警告

安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。（ P.263）

システムを正しく作動させるために

P.264

システムの構成部品

A

B

C

D
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メーター操作スイッチを使ってON
／OFFを切りかえます。（ P.80）

1 メーター操作スイッチを操作して

を選択する

2 “RCTA”を選択し、 を押す

RCTA 機能が OFF の時は、RCTA OFF
表示灯（ P.73）が点灯します。エンジ
ンスイッチが ONになるたび、RCTA 機
能は ONになります。

知識

ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

RCTA ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする
場合、RCTA ブザー音が聞こえづらくな
る場合があります。

マルチインフォメーションディスプレ
イに“RCTA 現在使用できません 取扱
書を確認ください”が表示されたとき
は

センサー周辺のバンパーに氷・雪・泥な
どが付着していることが考えられます。
センサー周辺のバンパーの氷・雪・泥な
どを取り除けば、正常に復帰します。ま
た、極めて高温または低温の環境で使用
した場合、正常に作動しないことがあり
ます。

マルチインフォメーションディスプレ
イに“RCTA 故障 販売店で点検してく
ださい”が表示されたときは

センサーの故障や電圧異常などが考えら
れます。レクサス販売店で点検を受けて
ください。

後側方レーダーセンサーについて

P.265

RCTA機能の作動

RCTA機能は後側方レーダーセン
サーにより自車の右後方または左後
方から接近している車両を検知し、
ドアミラーのインジケーターとブ
ザーによってその車両の存在を運転
者に知らせます。

接近車両

接近車両を検知できる範囲

RCTAアイコンの表示

自車の右後方または左後方から接近
している車両を検知したときは、マ
ルチメディア画面上に次の表示をし
ます。

例：両方向から車両が接近している
とき

設定のしかた

RCTA機能

A

B
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RCTA機能で検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知します。

速度が速い車両に対しては、より離
れた位置で警報ブザーを鳴らします。

例：

知識

RCTA 機能の作動条件

RCTA 機能は、次の条件をすべて満たし
ているときに作動します。

エンジンスイッチがONのとき

RCTA 機能がONのとき

シフトレバーが Rのとき

自車の車速が約 8km/h 以下のとき

接近する他車の車速が約 8km/h ～

28km/h のあいだのとき

ブザーの音量調整について

マルチインフォメーションディスプレイ
上でブザー音量の調整ができます。

メーター操作スイッチを使って設定を変
更します。（ P.80）

1 メーター操作スイッチを操作して

を選択する

2 メーター操作スイッチを操作して“
車両設定” を選択する

3 “RCTA 音量”を選択し、 を押す

押すごとに 1,2,3 のあいだで音量が切り
かわります。

ブザー音の一時ミュート（消音）

作動対象を検知した場合、マルチイン
フォメーションディスプレイとマルチメ
ディア画面上に一時ミュート（消音）ス
イッチが表示されます。

または を押すとクリアランスソ

ナー、RCTA、RCD のブザー音が一括で
ミュート（消音）されます。

一時ミュート（消音）が解除されるとき：

シフトレバーを切りかえたとき

車速が一定値以上になったとき

センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

使用中の機能をOFF にしたとき

エンジンスイッチを OFF にしたとき

システムが検知しない車両について

RCTA 機能は、次のような車両や車両以
外のものを検知対象としません。

真うしろから接近する車両

自車の隣の駐車スペースで後退する車
両

障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

接近車両の速度 警報距離（概

算）

28km/h（速い） 20m

8km/h（遅い） 5.5m

A
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ガードレール・壁・標識・駐車車両な
どの静止物

小型のオートバイ・自転車・歩行者な
ど

自車から遠ざかる車両

自車の隣の駐車スペースから接近する
車両

センサーと接近車両との距離が近すぎ
る場合

システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

RCTA 機能は、次のような状況では車両
を有効に検知しないおそれがあります。

センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

車両が高速で接近するとき

センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
ブラウ）などを取り付けたとき

勾配の変化が激しい坂で後退している
とき

斜めの駐車場から出庫するとき

検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

炎天下や寒冷時

ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

自車が旋回しているとき

旋回しながら車両が近付いてきたとき
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衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

RCTA 機能は、特に次のような状況では
不要な検知が増えることがあります。

駐車場に面した道を車両が走行してい
るとき

車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両な
ど）が存在するとき

センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
ブラウ）などを取り付けたとき

車両が自車の横を通過するとき

自車の近くで旋回していく移動物が存
在するとき

自車近くに室外機などの回転体がある
とき

センサーに向けてスプリンクラーなど
による水の飛散があったとき

動いているもの（旗・排気ガス・大粒
の雨や雪、路面の雨水など）

ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

グレーチングや側溝

炎天下や寒冷時

ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）
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歩行者検知表示

車両後方の歩行者を検知すると、自動的
に表示されます。

メーター操作スイッチを使ってON/
OFF を切りかえます。（ P.80）

1 メーター操作スイッチを操作して

を選択する

2 “RCD”を選択し、 を押す

RCD 機能が OFF の時は、RCD OFF 表
示灯（ P.73）がメーター上に表示され
ます。

車両後方エリアに歩行者がいる場合
や、車両後方に向かって歩行者が接

RCD（リヤカメラディテク
ション）

車両後退時、リヤカメラが後方の
歩行者を検知すると、ブザーとマ
ルチメディア画面上の表示により
注意喚起を行います。

警告

安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。

システムを過信せず、運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけてください。

システムを正しく作動させるために

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

カメラに傷を付けたりせずに、常に
きれいにしておいてください。

カメラ付近に市販の電装部品（字光
式ナンバープレート、フォグランプ
等）を取り付けないでください。

カメラ周辺へ衝撃を与えないでくだ
さい。衝撃を受けた際はレクサス販
売店で点検を受けてください。

カメラを分解・改造・塗装しないで
ください。

カメラにアクセサリー・ステッカー
を付けないでください。

リヤバンパーに市販の保護パーツ
（バンパートリム等）を取り付けない
でください。

適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

バックドアを完全に閉めてください。

RCD の機能を OFF にするとき

次のときはシステムを OFF にしてくだ
さい。RCD 機能が正常に作動しないこ
とがあり思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

上記の内容が守られないとき

レクサス純正品以外のサスペンショ
ンを取り付けたとき

マルチメディア画面

システムを作動させるには

歩行者を検知した場合

A
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近してくるのをリヤカメラが検知し
た場合、下記のようにブザーとマル
チメディア画面の歩行者検知表示で
運転者に注意をうながします。

歩行者が エリアにいる場合

ブザー：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：3回点滅後、点
灯

歩行者が エリアにいる場合

ブザー（自車静止時）：3回吹鳴
ブザー（自車移動時および歩行者
接近時）：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：3回点滅後、点
灯

エリアにいる歩行者と自車が、
接触する可能性があるとシステム
が判断した場合
ブザー：くり返し吹鳴
歩行者検知表示：3回点滅後、点
灯

知識

作動条件

エンジンスイッチがONのとき

RCD 機能が ONのとき

シフトレバーが Rにあるとき

ブザーの音量調整について

マルチインフォメーションディスプレイ
上でブザー音量の調整ができます。

メーター操作スイッチを使って設定を変
更します。（ P.80）

1 メーター操作スイッチを操作して

を選択する

2 メーター操作スイッチを操作して“
車両設定” を選択する

3 “RCD 音量”を選択し、 を押す

押すごとに 1,2,3 のあいだで音量が切り
かわります。

ブザー音の一時ミュート（消音）につ
いて

作動対象を検知した場合、マルチイン
フォメーションディスプレイとマルチメ
ディア画面上に一時ミュート（消音）ス
イッチが表示されます。

または を押すとクリアランスソ

ナー、RCTA、RCD のブザー音が一括で
ミュート（消音）されます。

一時ミュート（消音）が解除されるとき：

シフトレバーを切りかえたとき

車速が一定値以上になったとき

センサー異常やシステムが一時使用不
可となったとき

使用中の機能をOFF にしたとき

エンジンスイッチを OFF にしたとき

マルチインフォメーションディスプレ
イに“リヤカメラ検知使用できません 
レンズの汚れを除去してください”が
表示されたときは

リヤカメラのレンズに氷・雪・泥などが
付着していることが考えられます。リヤ
カメラのレンズの氷・雪・泥などを取り
除けば、正常に復帰します。場合によっ

A A

B B

C C
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ては、汚れを取り除いたあとも、復帰ま
でに一定距離の走行を必要とすることが
あります。

マルチインフォメーションディスプレ
イに“リヤカメラ検知使用できません
取扱書を確認ください”が表示された
ときは

バッテリー脱着後などに表示された時
は、ハンドルを左右いっぱいにまわし
てください。

シフトレバーがRにあるときのみ表示さ
れる場合は、リヤカメラのレンズに汚
れが付着している可能性があります。
汚れを取り除いてください。

システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

例えば、次のような人はカメラが正し
く検知できず、システムが正常に作動
しないおそれがあります。

･ 前かがみになっている、またはしゃが
んでいる人

･ 寝転んでいる人
･ 走っている人
･ 自車や建物の影から突然現れる歩行者
･ 自転車やスケートボード等に乗ってい
る人

･ 合羽やロングスカートなどを着ていて、
全身の輪郭があいまいな歩行者

･ カートや荷物、傘等により体の一部が
隠れている歩行者

･ 夜間の歩行者や周囲の色とよく似た色
の服装の歩行者

例えば、次のような状況ではカメラが
対象となる歩行者を検知できず、シス
テムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

･ 悪天候（雨、雪、霧等）
･ レンズに汚れ（泥、融雪剤等）や傷が
あるとき

･ 強い光がカメラに直接あたっていると
き

･ 明暗差があるとき（ガレージや地下駐

車場の開いたシャッター付近等）
･ 夜間（日没後）や薄暗い駐車場
･ カメラの位置や向きがずれているとき
･ けん引フックを取り付けているとき
･ カメラレンズ上に水滴が流れていると
き

･ 車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウン）

･ タイヤチェーン・タイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき

システムが作動するおそれがあるとき

例えば、次のようなものに対しては、
衝突の可能性がなくてもシステムが作
動するおそれがあります。

･ 立体物（柱、パイロン、フェンス、駐
車車両等）

･ 移動物（通行車両、バイク等）
･ 動いている物（旗、排気ガス、大粒の
雨や雪、路面の雨水等）

･ 路面に模様があるとき（白線、横断歩
道、石畳、路面電車のレール、補修痕、
落ち葉、砂利等）

･ グレーチングや側溝
･ 水たまりやぬれた路面への物体の映り
込み

･ 影

例えば、次のような状況では、衝突の
可能性がなくてもシステムが作動する
おそれがあります。

･ 路肩や段差があるとき
･ 勾配変化があるとき
･ 車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウン）

･ カメラの位置や向きがずれているとき
･ けん引フックを取り付けているとき
･ カメラレンズ上に水滴が流れていると
き

･ カメラが汚れているとき（泥、融雪剤
等）

･ 点滅する光源があるとき（ハザードラ
ンプ等）

･ タイヤチェーン・タイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき
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検知をさまたげる状況
･ オーディオの音量が大きい場合や周囲
が騒がしい場合、ブザーの警報音が聞
こえない場合があります

･ 高温／低温環境では、ディスプレイの
表示が見にくい場合があります

パーキングサポートブレーキ（前
後方静止物）

P.289

パーキングサポートブレーキ（後
方車両）

P.292

パーキングサポートブレーキ（後
方歩行者）

P.294

PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、駐車時などの低速走
行時に作動対象を検知した場合、
警報と自動ブレーキ制御で作動対
象との衝突被害の軽減に寄与する
システムです。壁などの静止物を
検知するパーキングサポートブ
レーキ（前後方静止物）、後退時に
後方接近車両を検知するパーキン
グサポートブレーキ（後方車両）、
後方歩行者を検知するパーキング
サポートブレーキ（後方歩行者）
があります。

駐車支援機能
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メーター操作スイッチを使ってON/
OFF を切りかえます。（ P.80）

1 メーター操作スイッチを操作して

を選択する

2 を選択し、 を押す

PKSB システムをOFF した場合、PKSB 

警告

安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。必ず車両
周辺の安全を確認しながら運転してく
ださい。

道路状況、車両状態および天候など、
状況によっては作動しない場合があり
ます。

センサー、レーダーでの検知には限界
があります。必ず車両周辺の安全を確
認しながら運転してください。

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。PKSB
（パーキングサポートブレーキ）は作
動対象への衝突を緩和し、衝突被害
軽減に寄与できる場合がありますが、
状況によっては作動しない場合もあ
ります。

PKSB（パーキングサポートブレー
キ）は、完全に車両を停止させるシ
ステムではありません。また、車両
を停止させることができたとしても、
ブレーキ制御は約 2秒で解除される
ため、すぐにブレーキペダルを踏ん
でください。

故意に車や壁に向かって走行するな
ど、システムの作動を確認する行為
は大変危険です。絶対におやめくだ
さい。

パーキングサポートブレーキを OFF
にするとき

次のときは、PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）をOFF にしてください。
衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する場合があります。

点検などで、シャシーローラー・
シャシーダイナモ・フリーローラー
などを使用する場合

船舶・トラックなどへ積載する際の
進入時

ローダウンサスペンションや、純正
と異なるサイズのタイヤを取り付け
た場合

積載状況などにより車高が著しく変
化した場合（ノーズアップ、ノーズ
ダウンなど）

センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリ
ム・サイクルキャリア・除雪装置
（スノーブラウ）などを取り付けたと
き

自走式洗車機を使用する場合

事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

タイヤの空気圧が適正でないとき

著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき

タイヤチェーン・応急用タイヤ・タ
イヤパンク応急修理キットを使用し
ているとき

トレーラーまたは車両けん引時

システムを作動させるには
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OFF 表示灯（ P.73）が点灯します。

OFF（非作動）に切りかえて、PKSB
（パーキングサポートブレーキ）を停止さ
せた場合、再度、マルチインフォメー

ションディスプレイの 画面から

を ON（作動）にし、システム作動

状態にしないと PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）は復帰しません。（エン
ジンスイッチの操作では復帰しません）

知識

トランスファーレンジを L4 にしたとき
は

PKSB は自動的にOFF（非作動）になり
ます。

エンジン出力抑制制御・ブレーキ制
御が作動したときは、ブザーでお知
らせするとともに、マルチメディア
画面、マルチインフォメーション
ディスプレイおよびヘッドアップ
ディスプレイにメッセージが表示さ
れます。

エンジン出力抑制制御は状況により、加
速制限制御か出力最大抑制制御のいずれ
かが作動します。

エンジン出力抑制制御作動中（加
速制限制御）

一定以上の加速をシステムが制限してい
るとき：

マルチメディア画面表示：なし

マルチインフォメーションディスプレイ
表示：“加速抑制中です”

ヘッドアップディスプレイ表示：なし

PKSB OFF 表示灯：消灯のまま

ブザー：吹鳴なし

エンジン出力抑制制御作動中（出
力最大抑制制御）

通常よりやや強めのブレーキ操作が必要
だとシステムが判断したとき：

マルチメディア画面・マルチインフォ
メーションディスプレイ・ヘッドアップ
ディスプレイ表示：“ブレーキ！”

PKSB OFF 表示灯：消灯のまま

ブザー：“ポーン”（単発音）

ブレーキ制御作動中

急ブレーキが必要だとシステムが判断し
たとき：

マルチメディア画面・マルチインフォ
メーションディスプレイ・ヘッドアップ
ディスプレイ表示：“ブレーキ！”

PKSB OFF 表示灯：消灯のまま

ブザー：“ポーン”（単発音）

システム作動により車両停止

ブレーキ制御作動後に車両が停止したと
き：

マルチメディア画面表示：“ブレーキを
踏んでください”

マルチインフォメーションディスプレイ
表示：“アクセルが踏まれています　ブ
レーキを踏み直してください”
アクセルが踏まれていない場合は“ブ
レーキを踏んでください”が表示されま
す。

ヘッドアップディスプレイ表示：“ブ
レーキを踏み直してください”
アクセルが踏まれていない場合は“ブ
レーキを踏んでください”が表示されま
す。

PKSB OFF 表示灯：点灯

ブザー：“ポーン”（単発音）

エンジン出力抑制制御・ブレー
キ制御の表示・ブザーについて
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PKSB（パーキングサポートブレー
キ）は、衝突の可能性がある作動対
象（壁などの静止物、後方接近車両
や後方歩行者）を検知したとき、エ
ンジンの出力を抑制することにより
車速の上昇を抑えます（エンジン出
力抑制制御：図2）。また、そのまま
アクセルぺダルを踏み続けた場合は、
ブレーキをかけ減速させます（ブ
レーキ制御：図3）。

図 1（PKSB［パーキングサポート
ブレーキ］非作動時）

エンジン出力

制動力

時間

図2（エンジン出力抑制制御時）

エンジン出力

制動力

時間

エンジン出力抑制制御開始（作動

対象と衝突の可能性があるとシス
テムが判断したとき）

図3（エンジン出力抑制制御かつ
ブレーキ制御時）

エンジン出力

制動力

時間

エンジン出力抑制制御開始（作動

対象と衝突の可能性があるとシス
テムが判断したとき）

ブレーキ制御開始（作動対象と衝
突の可能性が非常に高いとシステ
ムが判断したとき）

知識

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が作動したときは

システム作動により車両が停止した場合、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）が
停止して、PKSB OFF 表示灯が点灯しま
す。また、PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）が作動した場合でもブレーキ制
御は 2秒で解除されるため、そのまま発
進できます。また、ブレーキペダルを踏

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）の作動について

A

B

C

A

B

C

D

A

B

C

D

E
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んでも解除されるため、再度アクセルペ
ダルを踏むと発進できます。

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
の復帰について

システム作動により PKSB（パーキング
サポートブレーキ）が停止した場合に、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）を
復帰させたい場合は、再度、PKSB（パー
キングサポートブレーキ）を ON にする
（ P.285）か、エンジンスイッチ を
いったんOFF にしてから再度、ONにし
てください。
また、次の状況でも自動的に PKSB
（パーキングサポートブレーキ）が復帰
し、PKSB OFF 表示灯が消灯します。

シフトポジションを P にした

進行方向の作動対象がなくなった状態
で車両を走行させた

車両の進行方向が切りかわった※

※パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）を除く

マルチインフォメーションディスプレ
イに“パーキングサポートブレーキ 現
在使用できません”が表示され、
PKSB OFF 表示灯が点灯したときは

センサー部に水滴・氷・雪・泥などが
付着していることが考えられます。こ
の場合はセンサーの水滴・氷・雪・泥
などを取り除けば、正常に復帰します。
また、低温時にはセンサーの凍結など
により異常表示が出たり、作動対象を
検知しないことがあります。氷が解け
れば、正常に復帰します。

シフトポジションがR時のみ表示される
場合は、リヤカメラの汚れを取り除い
てください。シフトポジションが R 時
以外も表示される場合は、クリアラン
スソナーセンサーのバンパー周辺の汚
れを取り除いてください。

センサーの汚れを取り除いても表示が

出るとき、センサーが汚れていなくて
も表示が出るときは、レクサス販売店
で点検を受けてください。

バッテリーを脱着したときは

システムを初期化する必要があります。
約 35km/h 以上の車速で 5秒以上直進走
行することで初期化できます。
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次のようなときに進行方向の静止物を検知してシステムが作動します。

低速走行時にブレーキペダルを踏み損なってしまった、または踏み遅れて
しまったとき

パーキングサポートブレーキ（前後方静止物）

駐車時や低速走行時において、壁などの静止物への衝突のおそれがあると
きや、アクセルペダルの踏み間違いや踏みすぎによる急発進、および、シ
フトレバーの入れ間違いによる発進時に、センサーが前後進行方向の静止
物を検知するとシステムが作動し、衝突を緩和し衝突被害低減に寄与しま
す。

システム作動例
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アクセルペダルを踏みすぎてしまったとき

誤ってシフトレバーをD に入れ前進してしまったとき

P.270

知識

パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の作動開始条件

PKSB OFF 表示灯が点灯（ P.72, 73）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

エンジン出力抑制制御

センサーの種類

警告

システムを正しく作動させるために

P.271

万一、踏切内などでパーキングサ
ポートブレーキ（前後方静止物）が
誤って作動したときは

P.287

洗車時の注意

P.271
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･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を ON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km/h 以下
･ 車両進行方向に作動対象となる静止物
があるとき（約 2 ～ 4m 先まで）

･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

ブレーキ制御
･ エンジン出力抑制制御作動中
･ 衝突回避には、急ブレーキ操作が必要
とシステムが判断したとき

パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとシステムが判断したとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま
で）

ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま
で）

パーキングサポートブレーキ（前後方
静止物）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（前後方静
止物）の検知範囲は、クリアランスソ
ナーの検知範囲（ P.274）とは異なり
ます。そのため、クリアランスソナーが
静止物との接近をお知らせしても、パー

キングサポートブレーキ（前後方静止物）
は作動を開始していない場合があります。

システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.272

衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.273
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次のようなときに進行方向の車両を検知してシステムが作動します。

後退時、近接車両接近中にブレーキペダルを踏み損なってしまった、また
は踏み遅れてしまったとき

P.264

知識

パーキングサポートブレーキ（後方車
両）の作動開始条件

PKSB OFF 表示灯が点灯（ P.72, 73）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km/h 以下
･ 後側方から接近する車両の車速が約
8km/h 以上

･ シフトレバーが Rにあるとき
･ 接近車両への衝突回避には、通常より
やや強めのブレーキ操作が必要とシス
テムが判断したとき

ブレーキ制御
･ エンジン出力抑制制御作動中
･ 接近車両への衝突回避には、急ブレー
キ操作が必要とシステムが判断したと
き

パーキングサポートブレーキ（後方車両）

後側方レーダーセンサーで自車の右後方または左後方から接近している車
両を検知し、システムが衝突の危険性があると判断した場合にブレーキ制
御をすることで、接近車両への衝突を緩和し衝突被害軽減に寄与します。

システム作動例

センサーの種類

警告

システムを正しく作動させるために

P.264
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パーキングサポートブレーキ（後方車
両）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 自車後側方への接近車両がなくなった
とき

ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

･ 自車後側方への接近車両がなくなった
とき

パーキングサポートブレーキ（後方車
両）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（後方車両）
の検知範囲は、RCTA の検知範囲
（ P.278）とは異なります。そのため、
RCTA が障害物との接近をお知らせして
も、パーキングサポートブレーキ（後方
車両）は作動を開始していない場合があ
ります。

システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.279

衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.280
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後退時、歩行者が車両後方に接近中、ブレーキペダルを踏み損なってしまっ
た、または踏み遅れてしまったときにシステムが作動します。

車両後方の歩行者を検知すると自動
的に表示され、回避操作をうながし
ます。マルチインフォメーション
ディスプレイとヘッドアップディス
プレイにも同様に表示されます。

歩行者検知表示

”ブレーキ！”

パーキングサポートブレーキ（後方歩行者）

車両後退時、リヤカメラが検知した車両後方にいる歩行者と接触する可能
性が高いとシステムが判断した場合は、警報やブレーキ制御により、後方
歩行者との衝突を緩和し、衝突被害軽減に寄与します。

システム作動例

マルチメディア画面表示

警告

万一、パーキングサポートブレーキ
（後方歩行者）が誤って作動したとき
は

パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）作動後はすぐにブレーキを踏ん
でください。（ブレーキを踏むとシステ
ムは解除されます。）

パーキングサポートブレーキ（後方
歩行者）を正しくお使いいただくた
めに

P.281

A

B
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知識

パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の作動開始条件

PKSB OFF 表示灯が点灯（ P.72, 73）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を ON（作動）にしているとき

･ 車速が 15km/h 以下
･ シフトレバーが Rにあるとき
･ システムが自車後方の歩行者を検知し、
衝突する可能性があるとシステムが判
断したとき

ブレーキ制御
･ エンジン出力抑制制御作動中
･ 後方歩行者との衝突回避には、急ブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

エンジン出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 後方歩行者がいなくなった、または検
知できなくなったとき

ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を OFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

･ 後方歩行者がいなくなった、または検
知できなくなったとき

パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の復帰について

P.288

パーキングサポートブレーキ（後方歩
行者）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（後方歩行
者）の検知範囲は、RCDの検知範囲
（ P.281）とは異なります。そのため、
RCD が後方歩行者との接近をお知らせし
ても、パーキングサポートブレーキ（後
方歩行者）は作動を開始していない場合
があります。

システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

P.283

システムが作動するおそれがあるとき

P.283
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知識

本文中で使用している画面のイラスト
は例であり、イラストと実際に映し出
される映像では車両の映り込みなどが
異なることがあります。

走行状況に応じて、次の各画面表示
を選択できます。
･ 現在のシフトポジションや車速な
どの条件により、選択できる画面
は異なります。（ P.300）

･ 表示する画面によっては、通常表
示から全画面表示への切りかえが
可能です。

トランスファーレンジがL4または
H4かつマルチテレインセレクト
がONのとき

車両前方・側方を確認するとき

フロントビュー＆両サイドビュー

マルチテレインモニター

マルチテレインモニターは、車両
周辺の状況確認を補助するシステ
ムです。オフロード走行時の状況
把握や車庫入れ時の障害物の確認
など、幅広い場面で運転者の状況
判断を支援します。

警告

安全にお使いいただくために

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

マルチテレインモニターを過信しな
いでください。
一般の車と同様、必ず後方・周囲の
安全を直接確認しながら、慎重に運
転してください。特に、周辺に駐車
している車や障害物などに接触しな
いように注意してください。

カメラのレンズの特性により、マル
チテレインモニター画面に映る人や
障害物などは、実際の位置・距離と
異なります。必ず周囲の安全を直接
確認した上で運転してください。

画面だけを見ながら運転操作するこ
とは絶対にしないでください。画面
に映し出されている映像と実際の状
況は異なることがあります。また、
カメラの映し出す範囲は限られてい
ますので、画面だけを見て右左折、
後退することは絶対にしないでくだ
さい。車をぶつけたり、思わぬ事故
を引き起こすおそれがあります。必
ず目視やデジタルインナーミラー・
ドアミラーなどで周囲の安全を確認
し、十分注意した上で運転してくだ
さい。

外気温が低い場合、画面が暗くなっ
たり、映像がうすれたりすることが
あります。
特に動いているものの映像がゆがむ、
または画面から見えなくなることが
あるため、必ず周囲の安全を直接目
で確認しながら運転してください。

マルチテレインモニターで表示
できる画面
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P.306

フロントビュー（拡大時）

P.306

フロア下の路面状況を確認すると
き

アンダーフロアビュー＆両サイド
ビュー

P.308

アンダーフロアビュー（拡大時）

P.308

アンダーフロアビュー（後輪）＆両サ
イドビュー

P.311

アンダーフロアビュー（後輪）（拡大
時）

P.311

車両後方を確認するとき

バックビュー＆両サイドビュー
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P.314

ワイドバックビュー＆両サイドビュー

P.314

バックアンダーフロアビュー＆両
サイドビュー

P.317

バックアンダーフロアビュー（拡
大時）

P.317

トランスファーレンジがH4かつ
マルチテレインセレクトがOFF
のとき

周囲を確認するとき

ムービングビュー

P.320

シースルービュー

P.320

車両前方・側方を確認するとき
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パノラミックビュー＆ワイドフロント
ビュー

P.321

パノラミックビュー＆サイドクリアラ
ンスビュー

P.324

パノラミックビュー＆コーナリング
ビュー

P.324

車両後方・側方を確認するとき

パノラミックビュー＆バックビュー

P.329

パノラミックビュー＆ワイドバック
ビュー

P.329

ドアミラー格納時

ワイドフロントビュー＆両サイド
ビュー

P.338

バックビュー＆両サイドビュー
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P.338

ワイドバックビュー＆両サイドビュー

P.338

マルチテレインモニターの表示と画
面の切りかえをします。

エンジンスイッチがONの状態で、VIEW スイッチを押したときに次の画面が
表示されます。（以下は一例です）

VIEWスイッチについて

画面表示条件について
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運
転

シフトレバーがP・D・Nのとき

ナビゲーション画面・オーディオ画面など

フロントビュー＆両サイドビュー

アンダーフロアビュー＆両サイドビュー

フロントビュー（拡大時）

アンダーフロアビュー（拡大時）

アンダーフロアビュー（後輪）（拡大時）

アンダーフロアビュー（後輪）＆両サイドビュー

VIEWスイッチを押す

表示画面をタッチする

アンダーフロアビュー（後輪）表示スイッチを選択

トランスファーレンジが L4 またはH4 かつマルチテレインセレク
トがONのとき

A
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G
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アンダーフロアビュー（後輪）解除スイッチを選択

画面切りかえスイッチを選択

シフトレバーがRのとき

バックビュー＆両サイドビュー

ワイドバックビュー＆両サイドビュー

バックアンダーフロアビュー＆両サイドビュー

バックアンダーフロアビュー（拡大時）

ワイドフロントビュー＆両サイドビュー

VIEWスイッチを押す

バックアンダーフロアビュー表示スイッチを選択

バックアンダーフロアビュー解除スイッチを選択

表示画面をタッチする

画面切りかえスイッチを選択

K

L
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運
転

シフトレバーがPのとき

ナビゲーション画面・オーディオ画面など

ムービングビュー

シースルービュー

VIEWスイッチを押す

画面切りかえスイッチを選択

トランスファーレンジがH4 かつマルチテレインセレクトがOFF
のとき

A

B

C

D

E
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シフトレバーがD・Nのとき

ナビゲーション画面・オーディオ画面など

パノラミックビュー＆ワイドフロントビュー

パノラミックビュー＆サイドクリアランスビュー

パノラミックビュー＆コーナリングビュー

VIEWスイッチを押す

直進状態から180 度以上ハンドルを操作

画面切りかえスイッチを選択

A

B

C

D

E

F

G
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運
転

シフトレバーがRのとき

パノラミックビュー＆バックビュー

パノラミックビュー＆ワイドバックビュー

パノラミックビュー＆ワイドフロントビュー

VIEWスイッチを押す

画面切りかえスイッチを選択

知識

マルチテレインモニター画面の表示に
ついて

車速が約20km/h 以下でVIEWスイッチ
を押した場合、約 8 秒間マルチテレイ
ンモニター画面を表示します。車速が
約 20km/h 以上になると、マルチテレ
インモニター画面が消えてもとの画面
に戻ります。

車速が約20km/h 以上でVIEWスイッチ
を押した場合、車速が約 20km/h 以下
にならない限り、約 5 分間はマルチテ
レインモニター画面が表示されます。
ただし、車速が約 20km/h 以下になっ

た場合は、約 8 秒間はマルチテレイン
モニター画面が表示され、車速が約
20km/h 以上になると、マルチテレイ
ンモニター画面が消えてもとの画面に
戻ります。

画面表示タイマー機能を作動していな
いとき、車速が 20km/h 以上になると、
マルチテレインモニター画面が消えて
元の画面に戻ります。

ガイド線モードなどの表示設定は、ド
ライバー登録をすることでマイセッ
ティングとして保存され、乗車時に呼
び出すことができます。

画面表示タイマー機能はカスタマイズ
設定で変更できます。

A

B

C

D

E
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トランスファーレンジが L4 または
H4 かつマルチテレインセレクトが
ONのときに表示される各画面には、
前進・後退時の障害物の確認や、オ
フロード走行時の路面状況の把握な
ど、さまざまな走行状況を補助する
情報が表示されます。

車両前方付近の状況確認に利用でき
ます。

車両前方の映像に加えて、進行方
向を決定する際の目安となる、ガ

イド線が合成表示されます。

表示されている画面をタッチする
と、通常表示から拡大表示に切り
かわります。（再度画面をタッチ
すると、通常表示にもどります）

ハンドルを約270°以上操作して
いるときは、右左折を補助するガ
イド線などが自動で表示されま
す。

1 シフトレバーを P・DまたはN
にする

2 VIEW スイッチをフロントビュー
＆両サイドビューが表示されるま
で押す

ハンドルを約270° 以上操作しているとき

表示画面をタッチする

0.5m距離目安線（赤）

1.0m距離目安線（青）

画面表示の見方や機能などにつ
いて

フロントビュー＆両サイド
ビューについて

画面を表示する

フロントビュー＆両サイドビューについて

A

B

C

D
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運
転

2.0m距離目安線（青）

～ は、それぞれ車両前端からの距離の目安を示します。

フロントタイヤ進路線（黄）

ハンドル操作に連動して、前輪の進路の目安を示します。

車幅延長線（青）

自車幅から約 0.5m の距離の目安を表示します。

フロントタイヤ接地線（青）

リヤタイヤ接地線（青）

・ は、それぞれ映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

リヤタイヤ進路線（黄）

後輪の軌跡の目安を示します。

前進ガイド線（青）

最も小まわりして前進した場合の軌跡の目安を示します。

クリアランスソナー

クリアランスソナーがONのとき、クリアランスソナーが静止物を検知すると、画面
にインジケーターが表示されます。

画面消去スイッチ

カメラ映像を消して、オーディオ画面など以前表示していた画面にもどります。

画面モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびに、画面モードが切りかわります。

アンダーフロアビュー（後輪）表示スイッチ

アンダーフロアビュー（後輪）＆両サイドビュー表示に切りかわります。（ P.311）

自動表示モード切りかえスイッチ

P.307

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリアランスソナーの検知距離などの設定を変更で
きます。（ P.341）

VIEW スイッチの操作による表示に
加え、車速に応じて自動的にパノラ
ミックビュー＆ワイドフロント

ビュー、パノラミックビュー＆サイ
ドクリアランスビュー、パノラミッ
クビュー＆コーナリングビュー、ア
ンダーフロアビュー＆両サイド

E

C E

F

G

H

I

H I

J

K

L

M

N

O

P

Q

自動表示モードについて
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ビュー、フロントビュー＆両サイド
ビューが表示される自動表示モード
を設定することができます。

自動表示モードをON にすると、
次の場合に自動で表示することが
できます。

• シフトレバーを Dまたは Nにしたとき

• 車速が約 10km/h 以下に減速したとき
（シフトレバーが R 以外）

自動表示モード 切りかえスイッチ
を選択するたびに、自動表示モー
ドのON/OFF が切りかわります。

知識

フロントビュー＆両サイドビュー表示
について

シフトレバーが P・D・Nのときに表示で
きます。

現在の車両位置より手前で撮影された映像の上に、現在の車両位置・タイヤ
位置を示す線が合成表示され、車両下方の状況や前輪位置の把握などを補助
します。

映像が表示されるには、一定以上の距離を走行する必要があります。

表示されている画面をタッチすると通常画面から拡大表示に切りかわりま
す。（再度画面をタッチすると、通常画面にもどります）

1 シフトレバーを P・DまたはNにする
2 VIEW スイッチをアンダーフロアビュー＆両サイドビューが表示されるま
で押す

アンダーフロアビュー＆両サイドビューについて

画面を表示する

アンダーフロアビュー＆両サイドビューについて
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運
転

現在の車両の位置

アンダーフロアビューで表示される映像（現在より手前で撮影された映

像）

撮影時の車両の位置（現在より後方）

表示画面をタッチする

車幅延長線（青）

自車幅から約 0.5m の距離の目安を表示します。

フロントタイヤ接地線（青）

リヤタイヤ接地線（青）

・ はそれぞれの映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

0.5m 距離目安線（赤・黒）

車両前端からの距離の目安を示します。

リヤタイヤ進路線（黄）

後輪の軌跡の目安を示します。

タイヤ形状線（黒・白）

タイヤのある位置、および接地面の目安を示します。

車両形状線（青）

車両前端の位置の目安を示します。

クリアランスソナー

クリアランスソナーがONのとき、クリアランスソナーが静止物を検知すると、画面
にインジケーターが表示されます。

画面消去スイッチ

カメラ映像を消して、オーディオ画面など以前表示していた画面にもどります。

画面モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびに、画面モードが切りかわります。

アンダーフロアビュー（後輪）表示スイッチ

アンダーフロアビュー（後輪）＆両サイドビュー表示に切りかわります。（ P.311）

自動表示モード切りかえスイッチ

P.310

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリアランスソナーの検知距離などの設定を変更で
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きます。（ P.341）

VIEW スイッチの操作による表示に
加え、車速に応じて自動的にパノラ
ミックビュー＆ワイドフロント
ビュー、パノラミックビュー＆サイ
ドクリアランスビュー、パノラミッ
クビュー＆コーナリングビュー、ア
ンダーフロアビュー＆両サイド
ビュー、フロントビュー＆両サイド
ビューが表示される自動表示モード
を設定することができます。

自動表示モードをON にすると、
次の場合に自動で表示することが
できます。

• シフトレバーを Dまたは Nにしたとき

• 車速が約 10km/h 以下に減速したとき
（シフトレバーが R 以外）

自動表示モード 切りかえスイッチ
を選択するごとに、自動表示モー
ドのON/OFF が切りかわります。

知識

アンダーフロアビュー＆両サイド
ビューについて

シフトレバーが P・D・Nのときに表示
できます。

アンダーフロアビュー表示中に車速が
約 20km/h 以上になると、アンダーフ
ロアビュー表示が黒表示になります。

次の場合は、アンダーフロアビュー表
示が黒表示になります。

･ ハンドルを最大近くまで操作しながら
走行したとき

･ エンジン始動後、またはシステムが正
常復帰後、一定以上の距離を走行して
いないとき

･ 車輪が空転したとき

･ マルチテレイン ABS 作動時
･ システムが正常に作動しないとき

アンダーフロアビュー表示中にドアミ
ラーを格納すると、別画面が表示され
ます。

ハンドルを一定舵角以上操作しながら
走行すると、画面の一部が欠けたよう
な表示になることがありますが、異常
ではありません。

次のような状況では、システムが正常
に作動しない場合があります

･ 積雪路
･ 太陽光や照明などによる光源により影
があるとき

･ すべりやすい路面や、車輪が空転した
とき

･ カメラレンズに汚れや異物などが付着
しているとき

･ 水面（川・海など）
･ オプション装備を取り付けたとき
･ カメラを覆ったり、撮像範囲に物体が
あるとき

･ タイヤを交換したとき
･ バックドアが開いているなど、カメラ
の位置が正しい位置ではないとき

･ ハンドルを一定舵角以上操作したとき
･ 坂道などの勾配があるとき

自動表示モードについて

警告

ガイド線について

乗車人数・積載量・路面の勾配・路面
状況・周囲の明るさ・オプションの装
備・指定以外のタイヤやサスペンショ
ン等の装着により、タイヤ形状線・車
両形状線と実際の車両の位置とがずれ
る場合があります。必ず、周囲の安全
を確認しながら運転してください。
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運
転

現在の車両位置より手前で撮影された映像を車両の上に、現在の車両位置・
タイヤ位置を示す線が合成表示され、車両下方の状況や後輪位置の把握など
を補助します。

映像が表示されるには、一定以上の距離を走行する必要があります。

表示されている画面をタッチすると通常画面から拡大表示に切りかわりま
す。（再度画面をタッチすると、通常画面にもどります）

1 シフトレバーを P・DまたはNにする
2 VIEW スイッチを押し、フロントビュー＆両サイドビュー、アンダーフロ
アビュー＆両サイドビューまたはそれらの拡大表示を表示させる

3 アンダーフロアビュー（後輪）表示スイッチを押す

警告

アンダーフロアビュー表示について

表示される映像は、過去に撮影された
映像です。よって、撮影後にものが動
くなど、アンダーフロアビュー表示と
現在の状況とが必ずしも一致しない場
合があります。また、夜間の暗い環境
などでは、映像上で障害物などが確認
できない場合があります。

アンダーフロアビュー（後輪）＆両サイドビューについて

画面を表示する
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現在の車両の位置

アンダーフロアビュー（後輪）で表示される映像（現在より手前で撮影さ

れた映像）

撮影時の車両の位置（現在より後方）

表示画面をタッチする

タイヤ形状線（黒・白）

タイヤのある位置、および接地面の目安を示します。

車両形状線（青）

車両端部の位置の目安を示します。

0.5m 距離目安線（赤・黒）

車両前端からの距離の目安を示します。

フロントタイヤ接地線（青）

映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

車幅延長線（青）

自車幅から約 0.5m の距離の目安を表示します。

リヤタイヤ接地線（青）

映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

クリアランスソナー

クリアランスソナーがONのとき、クリアランスソナーが静止物を検知すると、画面
にインジケーターが表示されます。

アンダーフロアビュー（後輪）＆両サイドビューについて
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運
転

画面消去スイッチ

カメラ映像を消して、オーディオ画面など以前表示していた画面にもどります。

アンダーフロアビュー（後輪）解除スイッチ

アンダーフロアビュー（後輪）を表示する前の画面を表示します。

自動表示モード切りかえスイッチ

P.313

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリアランスソナーの検知距離などの設定を変更で
きます。（ P.341）

VIEW スイッチの操作による表示に
加え、車速に応じて自動的にパノラ
ミックビュー＆ワイドフロント
ビュー、パノラミックビュー＆サイ
ドクリアランスビュー、パノラミッ
クビュー＆コーナリングビュー、ア
ンダーフロアビュー＆両サイド
ビュー、フロントビュー＆両サイド
ビューが表示される自動表示モード
を設定することができます。

自動表示モードをON にすると、
次の場合に自動で表示することが
できます。

• シフトレバーを Dまたは Nにしたとき

• 車速が約 10km/h 以下に減速したとき
（シフトレバーが R 以外）

自動表示モード 切りかえスイッチ
を選択するごとに、自動表示モー
ドのON/OFF が切りかわります。

知識

アンダーフロアビュー（後輪）につい
て

シフトレバーが P・D・Nのときに表示
できます。

次の場合はアンダーフロアビュー（後
輪）表示が終了し、自動で直前に表示
していたカメラ画面にもどります。
また、次に表示できるまでアンダーフ
ロアビュー（後輪）表示スイッチは操
作できません。

･ 車速が約 5km/h 以上になったとき
･ ハンドルを最大近くまで操作しながら
走行したとき

･ 車輪が空転したとき
･ マルチテレイン ABS 作動時
･ システムが正常に作動しないとき
･ ハンドルを一定舵角以上操作したとき

アンダーフロアビュー（後輪）表示中
にドアミラーを格納すると、別画面が
表示されます。

ハンドルを一定舵角以上操作しながら
走行すると、画面の一部が欠けたよう
な表示になることがありますが、異常
ではありません。

次のような状況では、システムが正常
に作動しない、またはアンダーフロア
ビュー（後輪）への切りかえができな
い場合があります。また、次に表示で
きるまでアンダーフロアビュー（後輪）
表示スイッチは操作できません。

･ 積雪路
･ 太陽光や照明などによる光源により影
があるとき

･ すべりやすい路面や、車輪が空転した

L

M

N

O

自動表示モードについて
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とき
･ カメラレンズに汚れや異物が付着して
いるとき

･ 水面（川・海など）
･ オプション装備を取り付けたとき
･ カメラを覆ったり、撮像範囲に物体が
あるとき

･ タイヤを交換したとき
･ バックドアが開いているなど、カメラ
の位置が正しい位置ではないとき

･ ハンドルを一定舵角以上操舵したとき
･ 坂道などの勾配があるとき

駐車時の安全確認を行うために、車両側方からの映像と後方カメラからの映
像を同時に表示するモードです。

1 シフトレバーをRにする

画面モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびに、バックビュー＆両サイドビュー／ワイドバックビュー＆両サイ
ドビューが切りかわります。

警告

ガイド線について

乗車人数・積載量・路面の勾配・路面
状況・周囲の明るさ・オプションの装
備・指定以外のタイヤやサスペンショ
ン等の装着により、タイヤ形状線・車
両形状線と実際の車両の位置とがずれ
る場合があります。必ず、周囲の安全
を確認しながら運転してください。

アンダーフロアビュー（後輪）表示
について

表示される映像は、過去に撮影された
映像です。よって、撮影後にものが動
くなど、アンダーフロアビュー（後輪）
表示と現在の状況とが必ずしも一致し
ない場合があります。また、夜間の暗
い環境などでは、映像上で障害物など
が確認できない場合があります。

バックビュー＆両サイドビュー／ワイドバックビュー＆両サイド
ビューについて

画面を表示する

A
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フロントタイヤ接地線（青）

リヤタイヤ接地線（青）

・ はそれぞれの映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

車幅延長線（青）

自車幅から約 0.5m の距離の目安を表示します。

後方予想進路線（黄）

ハンドル操作と連動して、進路の目安を示します。

後方距離目安線

車の後方の距離を示します。
･ 予想進路線と連動する。
･ 車両後端から約 0.5m 先（赤色）・約 1m 先（黄色）を示します。

RCD（リヤカメラディテクション）

後方の歩行者をリヤカメラが検知すると、画面にインジケーターが表示されます。

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）／RCD（リヤカメラディテク

ション）
以下のときに画面にインジケーターが表示されます。
･ 後側方レーダーが後側方からの接近車両や障害物を検知したとき
･ リヤカメラが後方の歩行者を検知したとき

クリアランスソナー

クリアランスソナーがONのとき、クリアランスソナーが静止物を検知すると、画面
にインジケーターが表示されます。

バックアンダーフロアビュー表示スイッチ

バックアンダーフロアビュー＆両サイドビュー表示に切りかわります。（ P.317）

PKSB（パーキングサポートブレーキ）

衝突の可能性がある対象物を検知すると、画面にメッセージが表示されます。

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリアランスソナーの検知距離などの設定を変更で
きます。（ P.341）

ガイド線表示モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびに、予想進路線表示モード／車両中央予想進路線表示モードが切り
かわります。

車両中央予想進路線

ハンドル操作と連動して、車両中央の目安（緑色）を示します。

B

C

B C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N
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カメラ汚れ検知アイコン

カメラの汚れを検知した場合にアイコンが表示されます。

知識

バックビュー＆両サイドビュー／ワイドバックビュー＆両サイドビューについて

シフトレバーが Rのときに表示できます。

シフトレバーがRのときにVIEWスイッチを押すと、フロントビュー＆両サイドビュー
に切りかえできます。

クリアランスソナーの表示位置とカメラ映像に映し出される作動対象の位置は合わな
いことがあります。

ガイド線について

バックドアが閉じていないと、ガイド線が表示されません。バックドアが閉まっている
のにガイド線が表示されない場合は、レクサス販売店で点検を受けてください。

以下の手順と逆方向の駐車スペース
に駐車するときは、ハンドル操作が
すべて左右逆になります。

1 シフトレバーをRにする

警告

ガイド線について

乗車人数・積載量・路面の勾配などにより、画面のガイド線の示す位置はかわりま
す。必ず後方や周囲の安全を直接確認しながら運転してください。

表示について

クリアランスソナー、RCTA（リヤクロストラフィックアラート）の表示は、カメラ
映像に重畳して表示しているため、周囲の明るさや色などによっては見えにくい場合
があります。

O

駐車する
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2 予想進路線が駐車スペースの中に
入るようにハンドルを操作して、
ゆっくり後退する

駐車スペース

予想進路線

3 車の後部が駐車スペースの中に
入ったら、車幅延長線が駐車ス

ペース左右の区画線のあいだに入
るようにハンドルを操作する

車幅延長線

4 車幅延長線と駐車スペースの区画
線が平行になったら、ハンドルを
まっすぐにして、車が駐車スペー
スにすべて入るまで、ゆっくり後
退する

5 適切な位置で停車し、駐車を終え
る

現在の車両位置より手前で撮影された映像を車両の上に、現在の車両位置・
タイヤ位置を示す線が合成表示され、車両下方・後方の状況や後輪位置の把
握などを補助します。

映像が表示されるには、一定以上の距離を走行する必要があります。

表示されている画面をタッチすると通常画面から拡大表示に切りかわりま
す。（再度画面をタッチすると、通常画面にもどります）

A

B

A

バックアンダーフロアビュー＆両サイドビューについて



318 4-5. 運転支援装置について

1 シフトレバーをRにし、バックビュー＆両サイドビューまたはワイドバッ
クビュー＆両サイドビューを表示させる

2 バックアンダーフロアビュー表示スイッチを押す

現在の車両の位置

バックアンダーフロアビューで表示される映像（現在より手前で撮影され

た映像）

撮影時の車両の位置（現在より前方）

フロントタイヤ接地線（青）

映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

車幅延長線（青）

自車幅から約 0.5m の距離の目安を表示します。

リヤタイヤ接地線（青）

映像上におけるタイヤの位置の目安を示します。

タイヤ形状線（黒・白）

タイヤのある位置、および接地面の目安を示します。

車両形状線（青）

車両端部の位置の目安を示します。

クリアランスソナー

画面を表示する

バックアンダーフロアビュー＆両サイドビューについて

A

B

C

D

E

F

G

H

I
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クリアランスソナーがONのとき、クリアランスソナーが静止物を検知すると、画面
にインジケーターが表示されます。

バックアンダーフロアビュー解除スイッチ

バックアンダーフロアビューを表示する前の画面を表示します。

表示画面をタッチする

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリアランスソナーの検知距離などの設定を変更で
きます。（ P.341）

知識

バックアンダーフロアビューについて

シフトレバーが Rのときに表示できま
す。

バックアンダーフロアビュー表示中に、
車速が約 5km/h 以上になると自動で直
前に表示していたカメラ画面にもどり
ます。

次の場合はバックアンダーフロア
ビュー表示が終了し、自動で直前に表
示していたカメラ画面にもどります。
また、次に表示できるまでバックアン
ダーフロアビュー表示スイッチは操作
できません。

･ 車輪が空転したとき
･ マルチテレイン ABS 作動時
･ システムが正常に作動しないとき
･ RCTA・RCDやパーキングサポートブ
レーキが作動したとき

バックアンダーフロアビュー表示中に
ドアミラーを格納すると、別画面が表
示されます。

ハンドルを一定舵角以上操作しながら
走行すると、画面の一部が欠けたよう
な表示になることがありますが、異常
ではありません。

次のような状況では、システムが正常
に作動しない、またはバックアンダー
フロアビューへの切りかえができない
場合があります。また、次に表示でき

るまでバックアンダーフロアビュー表
示スイッチは操作できません。

･ 積雪路
･ 太陽光や照明などによる光源により影
があるとき

･ 滑りやすい路面や、車輪が空転したと
き

･ カメラレンズに汚れや異物が付着して
いるとき

･ 水面（川、海など）
･ オプション装備を取り付けたとき
･ カメラを覆ったり、撮像範囲に物体が
あるとき

･ タイヤを交換したとき
･ バックドアが開いているなど、カメラ
の位置が正しい位置ではないとき

･ ハンドルを一定舵角以上操舵したとき
･ 坂道などの勾配があるとき

J

K

L

警告

ガイド線について

乗車人数・積載量・路面の勾配・路面
状況・周囲の明るさ・オプションの装
備・指定以外のタイヤやサスペンショ
ン等の装着により、タイヤ形状線・車
両形状線と実際の車両の位置とがずれ
る場合があります。必ず、周囲の安全
を確認しながら運転してください。
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トランスファーレンジがH4 かつマ
ルチテレインセレクトがOFF のとき
に表示される各画面には、前進・後
退時の障害物の確認など走行状況を
補助する情報が表示されます。

車両周辺の障害物を確認するため、
各カメラから合成された映像を表示
するモードです。運転席から見たよ
うな映像や、車両まわりの斜め上方
から見たような映像を表示します。

1 シフトレバーを Pにする
2 VIEW スイッチを押す

シースルービュー／ムービング

ビューが表示されます。

シースルービュー

画面消去スイッチ

カメラ映像を消して、オーディオ画面な
ど以前表示していた画面にもどります。

画面モード切りかえスイッチ

シースルービュー／ムービングビューを
切りかえます。

一時停止／再回転スイッチ

回転表示を一時停止、再開します。

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリ
アランスソナーの検知距離などの設定を
変更できます。（ P.341）

ムービングビュー

画面消去スイッチ

カメラ映像を消して、オーディオ画面な
ど以前表示していた画面にもどります。

画面モード切りかえスイッチ

警告

バックアンダーフロアビュー表示に
ついて

表示される映像は、過去に撮影され
た映像です。よって、撮影後にもの
が動くなど、バックアンダーフロア
ビュー表示と現在の状況とが必ずし
も一致しない場合があります。また、
夜間の暗い環境などでは、映像上で
障害物などが確認できない場合があ
ります。

表示される映像の範囲には限界があ
ります。必ず目視やデジタルイン
ナーミラー・ドアミラーなどで周囲
の安全を確認した上で運転してくだ
さい。

画面表示の見方や機能などにつ
いて

シースルービュー／ムービング
ビューについて

画面を表示する

A

B

C

D

A

B
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シースルービュー／ムービングビューを
切りかえます。

一時停止／再回転スイッチ

回転表示を一時停止、再開します。

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリ
アランスソナーの検知距離などの設定を
変更できます。（ P.341）

知識

シースルービュー／ムービングビュー
について

シフトレバーが Pのときにシースルー

ビュー／ムービングビューを表示でき
ます。

シースルービュー／ムービングビュー
が表示されているときに、シフトレ
バーを Dまたは Nにすると、パノラ
ミックビュー＆ワイドフロントビュー
表示に切りかわります。

シースルビュー／ムービングビュー画
面を選択しても、シースルビュー／
ムービングビューの回転を一時停止、
再開できます。

クリアランスソナーが ONのときのみ、
シースルービュー／ムービングビュー
を表示できます。

見通しの悪い交差点や丁字路などで、車両の前方と左右方向の状況確認をす
るために、車両上方からの映像と前方カメラからの映像を同時に表示する
モードです。

1 シフトレバーをDまたはNにする
2 VIEW スイッチを押す

パノラミックビュー＆ワイドフロントビューが表示されます。

C

D

パノラミックビュー＆ワイドフロントビューについて

画面を表示する
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前方距離目安線

車両前端から約 1.0m 先（青色）を示します。

クリアランスソナー

クリアランスソナーがONのとき、クリアランスソナーが静止物を検知すると、画面
にインジケーターが表示されます。

前進予想進路線
･ ハンドル操作と連動して、進路の目安を示します。（黄色）
･ 直進状態から 90度以上ハンドルを操作した場合に表示します。

PKSB（パーキングサポートブレーキ）

衝突の可能性がある対象物を検知すると、画面にメッセージが表示されます。

画面消去スイッチ

カメラ映像を消して、オーディオ画面など以前表示していた画面にもどります。

画面モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびに、画面モードが切りかわります。

ガイド線表示モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびにガイド線表示モードが切りかわります。（ P.323）

自動表示モード切りかえスイッチ
･ 自動表示モードの ON/OFFを切りかえます。（ P.323）
･ 自動表示モードが ONのときは作動表示灯が点灯します。

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリアランスソナーの検知距離などの設定を変更で
きます。（ P.341）

クリアランスソナーミュートボタン

クリアランスソナーの作動音を一時的にミュートします。

知識

パノラミックビュー＆ワイドフロントビューについて

シフトレバーが D・Nのときにパノラミックビュー＆ワイドフロントビューを表示で
きます。

シフトレバーが Rでドアミラーが開いているときに VIEW スイッチを押すと、パノラ
ミックビュー＆ワイドフロントビューに切りかえできます。

クリアランスソナーの作動対象の接近をお知らせする機能であり、画面に作動対象検
知方向の映像が映ることはありません。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J
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クリアランスソナーの表示位置とカメラ映像に映し出される作動対象の位置は合わな
いことがあります。

ガイド線表示モード切りかえスイッ
チを選択するごとに、表示モード が
切りかわります。

距離目安線表示モード

車両前端から約1.0 m 先を示しま
す。（青色）

予想進路線表示モード

ハンドル操作と連動して、進路の

目安を示します。（黄色）直進状
態から90度以上ハンドルを操作
した場合に表示されます。

VIEWスイッチの操作による表示に
加え、車速に応じて自動的にパノラ
ミックビュー＆ワイドフロント
ビュー、パノラミックビュー＆サイ
ドクリアランスビュー、パノラミッ
クビュー＆コーナリングビューが表
示される自動表示モードを設定する
ことができます。

自動表示モードをONにすると、
次の場合に自動で表示することが
できます。

• シフトレバーをDまたはNにしたとき

• 車速が約 10km/h 以下に減速したとき
（シフトレバーが R以外）

自動表示モード 切りかえスイッチ
を選択するごとに、自動表示モー
ドのON/OFF が切りかわります。

クリアランスソナーの検知状態に応
じて、パノラミックビュー＆ワイド

警告

ガイド線について

乗車人数・積載量・路面の勾配などにより、画面のガイド線の示す位置はかわりま
す。必ず周囲の安全を直接確認しながら運転してください。

表示について

クリアランスソナーの表示は、カメラ映像に重畳して表示しているため、周囲の明る
さや色などによっては見えにくい場合があります。

ガイド線表示モードについて

自動表示モードについて

クリアランスソナー連動表示機
能について
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フロントビューが自動的に表示され
ます。

次の場合に自動で表示されます。

• クリアランスソナーが静止物を検知し
たとき（シフトレバーが DまたはNの

とき）

次の場合に自動で元の画面へ戻り
ます。

• クリアランスソナーの検知が終了した
とき

車両をうしろ上空から見たような映像を表示し、車両側方の安全確認や狭い
小路での接触回避などの操作を補助するモードです。

1 シフトレバーをDまたはNにする
2 VIEW スイッチをパノラミックビュー＆サイドクリアランスビュー／コー
ナリングビューが表示されるまで押す

パノラミックビュー＆サイドクリアランスビュー／コーナリングビューが
表示されます。

パノラミックビュー＆サイドクリアランスビュー

前方距離目安線

車両前端から約 1.0m 先（青色）を示します。

車幅平行線

ドアミラー分を含んだ車幅の目安線（灰色）を示します。

前輪接地線

パノラミックビュー＆サイドクリアランスビュー／コーナリング
ビューについて

画面を表示する

A

B

C
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フロントタイヤの位置（灰色）を示します。

前進予想進路線

ハンドル操作と連動して、進路の目安（黄色）を示します。（直進状態から 90度以上
ハンドルを操作した場合に表示されます）

ガイド線表示モード切りかえスイッチ

ガイド線表示モードを切りかえます。

画面モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびに、画面モードが切りかわります。

自動表示モード切りかえスイッチ
･ 自動表示モードの ON/OFFを切りかえます。（ P.327）
･ 自動表示モードが ONのときは作動表示灯が点灯します。

クリアランスソナー

クリアランスソナーがONのとき、クリアランスソナーが静止物を検知すると、画面
にインジケーターが表示されます。

PKSB（パーキングサポートブレーキ）

衝突の可能性がある対象物を検知すると、画面にメッセージが表示されます。

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリアランスソナーの検知距離などの設定を変更で
きます。（ P.341）

画面消去スイッチ

カメラ映像を消して、オーディオ画面など以前表示していた画面にもどります。

クリアランスソナーミュートボタン

クリアランスソナーの作動音を一時的にミュートします。
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パノラミックビュー＆コーナリングビュー

前方距離目安線

車両前端から約 1.0m 先（青色）を示します。

車幅平行線

ドアミラー分を含んだ車幅の目安線（灰色）を示します。

前輪接地線

前タイヤの位置（灰色）を示します。

前進予想進路線

ハンドル操作と連動して、進路の目安（黄色）を示します。（直進状態から 90度以上
ハンドルを操作した場合に表示されます）

クリアランスソナー

クリアランスソナーがONのとき、クリアランスソナーが静止物を検知すると、画面
にインジケーターが表示されます。

PKSB（パーキングサポートブレーキ）

衝突の可能性がある対象物を検知すると、画面にメッセージが表示されます。

画面消去スイッチ

カメラ映像を消して、オーディオ画面など以前表示していた画面にもどります。

画面モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびに、画面モードが切りかわります。

ガイド線モード切りかえスイッチ

ガイド線表示モードを切りかえます。

自動表示モード切りかえスイッチ
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･ 自動線表示モードのON/OFF を切りかえます。（ P.327）
･ 自動表示モードが ON のときは作動表示灯が点灯します。

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリアランスソナーの検知距離などの設定を変更で
きます。（ P.341）

クリアランスソナーミュートボタン

クリアランスソナーの作動音を一時的にミュートします。

知識

パノラミックビュー＆サイドクリアランスビュー／コーナーリングビューについて

シフトレバーが D、Nのときにパノラミックビュー＆サイドクリアランスビュー、パ
ノラミックビュー＆コーナリングビューを表示できます。

クリアランスソナーは作動対象の接近をお知らせする機能であり、画面に作動対象検
知方向の映像が映ることはありません。

クリアランスソナーが ONのときのみ、パノラミックビュー＆サイドクリアランス
ビュー、パノラミックビュー＆コーナリングビューを表示できます。

クリアランスソナーの表示位置とカメラ映像に映し出される作動対象の位置は合わな
いことがあります。

VIEWスイッチの操作による表示に
加え、車速に応じて自動的にパノラ
ミックビュー＆ワイドフロント
ビュー、パノラミックビュー＆サイ
ドクリアランスビュー／コーナリン
グビューが表示される自動表示モー
ドを設定することができます。

自動表示モードをONにすると、
次の場合に自動で表示することが

できます。

• シフトレバーをDまたはNにしたとき

• 車速が約 10km/h 以下に減速したとき
（シフトレバーが R以外）

自動表示モード 切りかえスイッチ
を選択するごとに、自動表示モー
ドのON/OFF が切りかわります。

警告

ガイド線について

乗車人数・積載量・路面の勾配などにより、画面のガイド線の示す位置はかわりま
す。必ず周囲の安全を直接確認しながら運転してください。

表示について

クリアランスソナーの表示は、カメラ映像に重畳して表示しているため、周囲の明る
さや色などによっては見えにくい場合があります。

K

L

自動表示モードについて
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ハンドル操作に応じて自動的にパノ
ラミックビュー＆コーナリング
ビューが表示されるコーナリング
ビュー自動表示モードを設定するこ
とができます。

コーナリングビュー自動表示モー
ドをONにしたとき、以下の条件
をすべて満たした場合に自動で
コーナリングビューを表示するこ
とができます。

• シフトレバーを Dまたは Nにしたとき

• 車速が約 12km/h 以下のとき

• 直進状態から 180 度以上ハンドルを
操作したとき

知識

コーナリングビュー自動表示モードに
ついて

コーナリングビュー自動表示モードはカ
スタマイズ設定で変更できます。

パノラミックビュー＆サイドクリ
アランスビュー

車幅平行線と障害物との位置関係
を確認します。

車幅平行線が実際の障害物などに
重ならないようにハンドル操作を
して前進します。

コーナリングビュー自動表示
モードについて

車幅平行線の使い方
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車両平行線と路肩の縁石などの目
標物との位置関係を確認します。

上記のように車幅平行線が重なら
ないように車両を幅寄せします。

同時に車幅平行線と目標物が平行
になるように運転操作すること
で、目標物に沿って駐車すること
ができます。

パノラミックビュー＆コーナリン
グビュー

前進予想進路線と障害物との位置
関係を確認します。

前進予想進路線が実際の障害物と
重ならないようにハンドルを操作
して前進します。

駐車時の安全確認を行うために、車両上方からの映像と後方カメラからの映
像を同時に表示するモードです。

1 シフトレバーをRにする

パノラミックビュー＆バックビュー／ワイドバックビューが表示されます。

前進予想進路線の使い方

パノラミックビュー＆バックビュー／ワイドバックビューについて

画面を表示する
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パノラミックビュー＆バックビュー

クリアランスソナー

クリアランスソナーがONのとき、クリアランスソナーが静止物を検知すると、画面
にインジケーターが表示されます。

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）／RCD（リヤカメラディテク

ション）
以下のときに画面にインジケーターが表示されます。
･ 後側方レーダーが後側方からの接近車両や障害物を検知したとき
･ リヤカメラが後方の歩行者を検知したとき

RCD（リヤカメラディテクション）

後方の歩行者をリヤカメラが検知すると、画面にインジケーターが表示されます。

ガイド線表示モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびにガイド線表示モードが切りかわります。（ P.332）

画面モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびに、バックビューとワイドバックビューが切りかわります。

PKSB（パーキングサポートブレーキ）

衝突の可能性がある対象物を検知すると、画面にメッセージが表示されます。

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリアランスソナーの検知距離などの設定を変更で
きます。（ P.341）

クリアランスソナー／RCTA（リヤクロストラフィックアラート／RCD
（リヤカメラディテクション）ミュートボタン

クリアランスソナー／ RCTA（リヤクロストラフィックアラート／ RCD（リヤカメラ
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ディテクション）の作動音を一時的にミュートします。

カメラ汚れ検知アイコン

カメラの汚れを検知した場合にアイコンが表示されます。

パノラミックビュー＆ワイドバックビュー

クリアランスソナー

クリアランスソナーがONのとき、クリアランスソナーが静止物を検知すると、画面
にインジケーターが表示されます。

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）／RCD（リヤカメラディテク

ション）
以下のときに画面にインジケーターが表示されます。
･ 後側方レーダーが後側方からの接近車両や障害物を検知したとき
･ リヤカメラが後方の歩行者を検知したとき

RCD（リヤカメラディテクション）

後方の歩行者をリヤカメラが検知すると、画面にインジケーターが表示されます。

ガイド線表示モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびにガイド線表示モードが切りかわります。（ P.332）

画面モード切りかえスイッチ

スイッチを押すたびに、バックビューとワイドバックビューが切りかわります。

PKSB（パーキングサポートブレーキ）

衝突の可能性がある対象物を検知すると、画面にメッセージが表示されます。

カスタマイズ設定スイッチ

表示される車両のボディーカラーやクリアランスソナーの検知距離などの設定を変更で
きます。（ P.341）
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クリアランスソナー／RCTA（リヤクロストラフィックアラート／RCD

（リヤカメラディテクション）ミュートボタン
クリアランスソナー／ RCTA（リヤクロストラフィックアラート／ RCD（リヤカメラ
ディテクション）の作動音を一時的にミュートします。

カメラ汚れ検知アイコン

カメラの汚れを検知した場合にアイコンが表示されます。

知識

パノラミックビュー＆バックビュー／ワイドバックビューについて

シフトレバーが Rでドアミラーが開いているときにパノラミックビュー＆バック
ビュー／ワイドバックビューを表示できます。

シフトレバーがRのときにVIEWスイッチを押すと、パノラミックビュー＆ワイドフロ
ントビューに切りかえできます。

クリアランスソナーの表示位置とカメラ映像に映し出される作動対象の位置は合わな
いことがあります。

ガイド線表示モード切りかえスイッチを選択するごとに、表示モード が切り
かわります。

予想進路線表示モード

ハンドル操作に連動した予想進路線などが表示されます。

警告

ガイド線について

乗車人数・積載量・路面の勾配などにより、画面のガイド線の示す位置はかわりま
す。必ず後方や周囲の安全を直接確認しながら運転してください。

表示について

クリアランスソナー、RCTA（リヤクロストラフィックアラート）の表示は、カメラ
映像に重畳して表示しているため、周囲の明るさや色などによっては見えにくい場合
があります。

ガイド線表示モードについて

H
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前方距離目安線

車両前端から約 1.0m 先（青色）を示します。

側方予想進路線

ハンドル操作と連動して、進路の目安（黄色）を示します。

後方距離目安線

車の後方の距離を示します。
･ 予想進路線と連動する。
･ 車両後端から約 0.5m 先（赤色）・約 1m先（黄色）を示します。

後方予想進路線

ハンドル操作と連動して、進路の目安（黄色）を示します。

後方距離目安線

車両後端から約 0.5m 先（青色）を示します。

後方車幅延長線

車をまっすぐ後退させたときの進路の目安を示します。
･ 実際の車幅より広く表示。
･ 直進状態になっているときは、予想進路線と重なる。

車両中央線

後方車幅延長線の中心位置（青色）を示します。

駐車ガイド線表示モード

ハンドルの切り返し点（駐車ガイド線）が表示されます。予想進路線表示を
必要とせずに駐車できる、車両感覚に慣れた方におすすめします。
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前方距離目安線

車両前端から約 1.0m 先（青色）を示します。

後方距離目安線

車の後方の距離を示します。
･ 車両後端から約 0.5m 先（赤色）を示します。

車両中央線

後方車幅延長線の中心位置（青色）を示します。

後方車幅延長線

車をまっすぐ後退させたときの進路の目安を示します。
･ 実際の車幅より広く表示。

駐車ガイド線

もっとも後方へ小まわりしたときの進路の目安を示します。
･ 駐車時にハンドルを操作する位置の目安。

車両中央予想進路線表示モード

ハンドル操作に連動して、予想進路線や車両中央線の目安などが表示されま
す。またリヤバンパーの中心を、看板やポールなどの目印に寄せる場合に使
用します。

前方距離目安線

車両前端から約 1.0m 先（青色）を示します。
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側方予想進路線

ハンドル操作と連動して、進路の目安（黄色）を示します。

後方距離目安線

車の後方の距離を示します。
･ 車両後端から約 0.5m 先（赤色）を示します。

後方予想進路線

ハンドル操作を連動して、進路の目安（黄色）を示します。

車両中央予想進路線

ハンドル操作と連動して、車両中央の目安（緑色）を示します。

距離目安線表示モード

距離目安線のみ表示されるモードです。ガイド線を必要としない方におすす
めします。

前方距離目安線

車両前端から約 1.0m 先（青色）を示します。

後方距離目安線

車の後方の距離を示します。
･ 車両後端から約 0.5m 先（赤色）を示します。

知識

ガイド線表示モードについて

バックドアが閉じていないとガイド線は表示されません。バックドアを閉じてもガイ
ド線が表示されない場合は、レクサス販売店で点検を受けてください。

クリアランスソナーは作動対象の接近をお知らせする機能であり、画面に作動対象検
知方向の映像が映ることはありません。

クリアランスソナーの表示位置とカメラ映像に映し出される作動対象の位置は合わな
いことがあります。
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以下の手順と逆方向の駐車スペース
に駐車するときは、ハンドル操作が
すべて左右逆になります。

1 シフトレバーをRにする
2 予想進路線が駐車スペースの中に
入るようにハンドルを操作して、
ゆっくり後退する

駐車スペース

予想進路線

3 車の後部が駐車スペースの中に
入ったら、車幅延長線が駐車ス

ペース左右の区画線のあいだに入
るようにハンドルを操作する

車幅延長線

4 車幅延長線と駐車スペースの区画
線が平行になったら、ハンドルを
まっすぐにして、車が駐車スペー
スにすべて入るまで、ゆっくり後
退する

5 適切な位置で停車し、駐車を終え
る

以下の手順と逆方向の駐車スペース
に駐車するときは、ハンドル操作が
すべて左右逆になります。

1 シフトレバーをRにする

警告

ガイド線表示モードについて

後方車幅延長線は、実際の車幅より広く表示されます。後退するときは、必ず後方や
周囲の安全を直接確認しながら運転してください。

駐車する

予想進路線表示モード

A

B

駐車ガイド線表示モード

A
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2 駐車ガイド線が駐車スペースの左
端の区画線に合うまで後退したら
止まる

駐車ガイド線

駐車場の区画線

3 ハンドルを右いっぱいにまわし
て、ゆっくり後退する

4 車が駐車スペースと平行になった
ら、ハンドルをまっすぐにして、
車が駐車スペースにすべて入るま
で、ゆっくり後退する

5 適切な位置で停車し、駐車を終え
る

以下の手順と逆方向の駐車スペース
に駐車するときは、ハンドル操作が
すべて左右逆になります。

1 シフトレバーをRにする

2 予想進路線が駐車スペースの中に
入るようにハンドルを操作して、
ゆっくり後退する

駐車スペース

予想進路線

3 車の後部が駐車スペースの中に
入ったら、車両中央予想進路線が

車両中央予想進路線表示モード

A

B

A

B
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駐車スペース中央に入るようにハ
ンドルを操作する

車両中央予想進路線

4 車が駐車スペースと平行になった
ら、ハンドルをまっすぐにして、
車が駐車スペースにすべて入るま
で、ゆっくり後退する

5 適切な位置で停車し、駐車を終え
る

ドアミラーを格納した場合、パノラ
ミックビューのかわりにサイドカメ
ラからの映像が表示されます。狭い
場所での幅寄せ駐車の際などに、車
両周辺の安全確認を補助します。

ワイドフロントビュー＆両サイド
ビュー

バックビュー＆両サイドビュー

ワイドバックビュー＆両サイド
ビュー

知識

表示について

ワイドフロントビュー、バックビュー、
ワイドバックビューについては、それ
ぞれ「パノラミックビュー＆ワイドフ

ドアミラー格納時の表示につい
て（パノラミックビューモニ
ター）

A

画面表示について
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ロントビューについて」（ P.321）、
「パノラミックビュー＆バックビュー／
ワイドバックビュー」（ P.329）をご
覧ください。

シフトレバーが Rのときは、ワイドフロ
ントビュー＆両サイドビューを使用で
きません。

パノラミックビューを表示させてい
るとき、画面に映っているものが小
さく見えにくい場合に、パノラミッ
クビューの車両の前後2カ所のいず
れかを拡大して表示させることがで
きます。

パノラミックビューを表示させてい
るとき（パノラミックビュー＆コー
ナリングビュー表示中は除く）に、
パノラミックビューの拡大させたい
エリアを選択。

選択したエリアが拡大表示されま
す。

拡大表示を解除するには、再度画
面を選択します。

知識

拡大機能について

以下の条件をすべて満たすと拡大機能
を使用することができます。

･ 車速が 12km/h 以下
･ クリアランスソナーが ONになってい
る

以下のいずれかの条件を満たすと拡大
表示が自動的に解除されます。

･ 車速が 12km/h 以上になった
･ クリアランスソナーを OFF にした

シフトレバーが R のときの パノラミッ
クビュー＆フロントビューでは、拡大
表示使用できません。

パノラミックビューの拡大表示は、通
常のパノラミックビューとは違い、ガ
イド線を表示しません。

クリアランスソナーの割込表示は作動
対象の接近をお知らせする機能であり、
画面に作動対象検知方向の映像が映る
ことはありません。

現在の車両位置から撮影された過去

警告

ガイド線について

乗車人数・積載量・路面の勾配などに
より、画面のガイド線の示す位置はか
わります。必ず周囲の安全を直接確認
しながら運転してください。

表示について

クリアランスソナーの表示は、カメラ
映像に重畳して表示しているため、周
囲の明るさや色などによっては見えに
くい場合があります。

拡大機能について（パノラミッ
クビュー）

画面を拡大表示させる

床下透過映像について（パノラ
ミックビュー）
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のカメラ映像が車両下に合成表示さ
れ、車両下の状況やタイヤ位置の把
握などを補助できます。映像はパノ
ラミックビュー、サイドクリアラン
スビュー、コーナリングビューに表
示させることができます。

タイヤ形状線

ハンドルと連動してタイヤ位置の目安を
示します。

車両形状目安線

車両の外形の目安を示します。

知識

床下透過映像について

床下透過映像表示は、カスタマイズ設
定画面の設定を On にし、車両を前進
または後退すると表示されます。
（ P.341）

次の場合は、床下透過映像表示が表示
されません。

･ 車速が約 20km/h 以上になったとき
･ 車両が停止し、一定時間経過したとき
･ 車両始動後、一定以上の距離を走行し
ていないとき

･ ドアミラーを格納しているとき
･ マルチテレイン ABS が作動したとき
･ システムが正常に作動しないとき

次のような状況では、システムが正常

に作動しない場合があります。
･ 積雪路
･ 照明などによる影があるとき
･ カメラレンズに汚れや異物が付着して
いるとき

･ 水面（川・海など）
･ オプション装備を取り付けたとき
･ カメラの前に障害物があるとき
･ タイヤを交換したとき
･ バックドアが開いて、カメラの位置が
正しくない場合

･ すべりやすい路面や車輪が空転したと
き

･ 坂道などの勾配があるとき

過去に撮影された映像を表示している
ため、次のような場合は、画面と実際
の状況が異なることがあります。

･ 撮影後に障害物が現れたり動いたりし
たとき

･ 撮影後に砂や雪などが崩れて動いたと
き

･ 表示範囲に水たまりやぬかるみなどが
あるとき

･ 車両がスリップしたとき

次のような状況では、床下透過映像が
一部、またはすべて黒映像で表示され
る場合があります。

･ 撮影した映像がない状態で発進したと
き

･ ハンドルを一定以上の角度まで操作し
たとき

･ 車両が停止し、一定時間が経過したと
き

床下透過映像について

A

B
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コーナリングビュー自動表示や車両
のボディーカラー・クリアランスソ
ナーの検知距離などの設定を変更で
きます。

1 カスタマイズ設定スイッチにタッ
チする

2 各項目を設定する

コーナリングビュー

コーナリングビューを自動で表示できま
す。

ボディーカラー

画面に表示されるボディーカラーを変更
できます。

クリアランスソナー検知距離

クリアランスソナーによる障害物検知の
開始距離を切りかえることができます。

クリアランスソナー3D表示

クリアランスソナー 3D表示の ON/OFF
を設定できます。

床下透過の映像表示

床下透過映像表示の設定を ON/OFF でき
ます。設定をON にし、車両を前進また
は後退すると、現在の車両位置から撮影
された過去のカメラ映像が車両下に合成
表示され、車両下の状況やフロントタイ
ヤ位置の把握などを補助できます。映像
はパノラミックビュー、サイドクリアラ
ンスビュー、コーナリングビューに表示
されます。

カメラ映像自動オフ

画面表示タイマー機能の ON/OFF を設定
できます。

知識

マルチテレインモニターの設定変更に
ついて

走行中は安全のため、設定変更画面を表
示できません。

マルチテレインモニターを使用する
ときは、次のことを必ずお守りくだ
さい。お守りいただかないと、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。また、運転操作時は必ず後
方・周囲の安全を直接確認してくだ
さい。

警告

ガイド線について

乗車人数・積載量・路面の勾配・路面
状況・周囲の明るさ・オプションの装
備・タイヤ交換などにより、タイヤ形
状線や車両形状目安線と実際の車両位
置がずれる場合があります。必ず周囲
の安全を確認しながら運転してくださ
い。

床下透過映像について

表示される映像は、撮影された過去に
撮影された映像です。そのため、撮影
後に障害物が動くなど、床下透過映像
表示と実際の状況とが必ずしも一致し
ない場合があります。

マルチテレインモニターの設定
を変更する

ご使用上の注意
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警告

マルチテレインモニターを使用して
はいけないとき

次のような状況では、マルチテレイン
モニターを使用しないでください。使
用すると、システムが正常に働かず、
思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

凍結路や雪道など、またはすべりや
すい路面

タイヤチェーン・応急用タイヤを使
用しているとき

フロントドア・バックドアが完全に
閉まっていないとき

坂道など平坦でない道路

指定以外のタイヤやサスペンション
部品などが装着されているとき
タイヤを交換すると、画面に表示さ
れるガイド線の示す位置に誤差が生
じることがあります。

画面に映るエリアにレクサス純正品
以外の装備品を装着しているとき

ガイド線について

乗車人数・積載量・路面の勾配・路面
状況・周囲の明るさなどにより、タイ
ヤ位置目安線・車両形状目安線と実際
の車両の位置とがずれる場合がありま
す。必ず、周囲の安全を確認しながら
運転してください。

注意

パノラミックビューについて

パノラミックビューは、フロントカ
メラとバックカメラ、左右サイドカ
メラが撮影した映像を合成処理した
映像です。表示可能な範囲や表示内
容には限界があるため、特性を十分
理解した上で使用してください。

パノラミックビューの四隅には、そ
れぞれのカメラの映像境界位置を中
心に映像合成処理領域が存在し、映
像の鮮明度が低下することがありま
すが、故障ではありません。

それぞれのカメラ付近の照度条件に
より、パノラミックビューに明暗が
できる場合があります。

パノラミックビューでは、各カメラ
の取り付け位置や撮像範囲より上部
は表示されません。

車両付近には死角があり、パノラ
ミックビューモニターには表示され
ない領域があります。

ワイドフロントビューまたはバック
ビューに表示されている立体物が、
パノラミックビューでは表示されな
い場合があります。

パノラミックビューは、人物や障害
物などの立体物が実際と異なって表
示される場合があります。（倒れてい
るように表示される場合や、映像合
成処理領域付近で消えてしまう場合、
映像合成処理領域付近から現れるよ
うに表示される場合、表示位置の距
離感が実際と異なるなど）

バックドア・フロントドアが開いて
いると、パノラミックビューは正し
く表示されません。

パノラミックビューに表示される車
両アイコンは、コンピューターグラ
フィックスによる画像であり、実際
の車両とは色や形状、大きさなどが
異なります。そのため、車両付近の
立体物が車両と接触しているように
見える場合や、立体物との位置関係
が実際と異なる場合があります。

カメラが正しく作動せず、画面が次
のように表示されることがあります。
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両サイドビュー、シースルービュー、ムービングビュー、パノラミック
ビュー（拡大表示を含む）、サイドクリアランスビュー、コーナリングビュー
について：

車両付近には死角があり、表示されない領域があります。画面では車両の周
辺に何も表示されていなくても、実際には障害物が進路上にあるため、接触
することがあります。必ず周囲の安全を直接確認してください。

画面に映るエリア

画面に映らない障害物

黒色部分内にある障害物は画面に表示されません。

注意

･ シフトレバーを R にしたときに、画
面の一部、もしくはすべてが黒映像
で表示される

･ シフトレバーを R にしたときに、カ
メラ映像に切りかわらない

･ カメラ映像にガイド線などが表示さ
れず、着目マークや注意文が表示さ
れる

画面に映る範囲について

A

B
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画面に映るエリア

画面に映らない障害物

路面より高い部分は画面に表示されません。

知識

画面に映る範囲について

車両アイコンまわりの黒色部分はカメ
ラに映らない部分です。直接確認して
ください。

シースルービュー、ムービングビュー、
パノラミックビュー（拡大表示を含
む）、サイドクリアランスビュー、コー
ナリングビューは、4つのカメラから
得られた画像を平らな路面を基準に加
工して表示しているため、以下のよう
に表示されることがあります。

･ 立体物が倒れて細長く、または大きく
見える

･ 路面より高い位置にある立体物が実際
より遠くに見える、または見えない

･ 高さのある物が合成のつぎ目から現れ
てくるように見える場合がある

照度条件により、カメラごとの映像の
明るさにばらつきが出る場合がありま
す。

乗員人数・積載状況・ガソリン残量に
よる車体の傾きや車高の変化などによ

り、表示映像がずれる場合があります。

ドアが完全に閉まっていないと、表示
映像・ガイド線が正しく表示されない
場合があります。

シースルービュー、ムービングビュー、
パノラミックビュー（拡大表示を含
む）、サイドクリアランスビュー、コー
ナリングビューに表示されている車両
アイコンと、路面・障害物との位置関
係は実際の位置とは異なる場合があり
ます。

字光式ナンバープレートを装着してい
ると、画面上に映り込むことがありま
す。

下図の○部分は画像を合成しているた
め、映像が見えにくい場合があります。

A

B
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画面に映るエリア

画面に映らない障害物

バンパーの両端付近は画面に映りません。

知識

ワイドフロントビューに映る範囲につ
いて

カメラの映し出される範囲には限度が
あり、バンパーの両端付近やバンパー
の真下付近にあるものは映し出されま
せん。

画面に映る映像の距離感覚は実際の距
離とは異なります。

ワイドフロントビューのカメラは特殊
なレンズを使用しているため、画面に
映る映像の距離感は実際の距離とは異
なります。

画面に映るエリア

知識

両サイドビューに映る範囲について

車や路面の状況により、映る範囲は異
なることがあります。

カメラの映し出される範囲には限度が
あり、バンパーの両端付近やバンパー
の真下付近にあるものは映し出されま
せん。

画面に映る映像の距離感覚は実際の距
離とは異なります。

両サイドビューのカメラは特殊なレン
ズを使用しているため、画面に映る映

ワイドフロントビューについて

A

B

両サイドビューについて

A
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像の距離感は実際の距離とは異なりま
す。

バックビュー

画面に映るエリア

画面に映らない障害物

バンパーの両端付近は画面に映りません。

ワイドバックビュー

画面に映るエリア

画面に映らない障害物

バンパーの両端付近は画面に映りません。

知識

バックビュー・ワイドバックビューに
映る範囲について

車や路面の状況により、映る範囲は異
なることがあります。

カメラの映し出される範囲には限度が
あり、バンパーの両端付近やバンパー
の真下付近にあるものは映し出されま
せん。

画面に映る映像の距離感覚は実際の距
離とは異なります。

バックビュー・ワイドバックビューの
カメラは特殊なレンズを使用している
ため、画面に映る映像の距離感は実際
の距離とは異なります。

バックカメラより高い位置にあるもの
については、モニターに映らないこと

バックビュー・ワイドバック
ビューについて

A

B

A

B
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があります。

字光式ナンバープレートを装着してい
ると、画面上に映り込むことがありま
す。

マルチテレインモニターの各カメラ
は図の位置にあります。

フロントカメラ

サイドカメラ

バックカメラ

カメラに水滴・雪・泥などの異物や
汚れが付着していると、鮮明な画像
を見ることができません。この場合、
大量の水でカメラの汚れを流し、水
で湿らせたやわらかい布でカメラレ
ンズをふき取ってください。

バックカメラ：カメラ洗浄用の
ウォッシャーを作動させることで、
カメラレンズの汚れを洗浄すること
ができます。（ P.206）

カメラについて

カメラのお手入れについて

注意

カメラについて

マルチテレインモニターが正常に作
動しなくなるおそれがありますので、
以下のことにご注意ください。

･ カメラ部を強くたたいたり、物をぶ
つけるなど、強い衝撃を与えないで
ください。カメラの位置、取り付け
角度がずれるおそれがあります。

･ カメラ部は防水構造となっています
ので、取りはずし・分解・改造をし
ないでください。

･ カメラレンズを洗うときは、大量の
水でカメラの汚れを流したあと、水
で湿らせたやわらかい布でカメラレ
ンズをふき取ってください。カメラ
レンズを強くこするとカメラレンズ
が傷付いて、鮮明な画像を見ること
ができなくなるおそれがあります。

･ カメラのカバーは樹脂ですので、有
機溶剤・ボディワックス・油膜取り
剤・ガラスコート剤などを付着させ
ないでください。付着したときは、
すぐにふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急
激な温度変化を与えないでください。
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カメラ洗浄中は、噴射される
ウォッシャー液により、映像が見
えにくくなることがありますの
で、必ず周囲の安全を直接目で確
認しながら運転してください。

カメラ洗浄後にウォッシャー液が
カメラレンズ面に残った場合、夜
間に後方車両のヘッドランプの高
さや傾きにより、映像が見えにく
くなることがあります。

カメラ洗浄をしても、汚れによっ
ては完全にきれいにならない場合
があります。この場合、大量の水
でカメラの汚れを流し、水で湿ら
せたやわらかい布でカメラレンズ
をふき取ってください。

カメラ洗浄は、カメラレンズ面に
ウォッシャー液を噴射するため、
カメラ周辺に付着した氷や雪など
の映り込むものについては、洗浄
することができません。

マルチテレインモニターのパーキン
グアシストランプは図の位置にあり
ます。

注意

･ 洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水をあてないでくださ
い。強い水圧により衝撃が加わり、
装置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

カメラ部をぶつけたときは、カメラ
の故障などのおそれがあります。早
めにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

ウォッシャー液によるカメラ洗
浄について（バックカメラ）

注意

カメラ洗浄について

ウォッシャーノズル部を強くたたい
たり、ものをぶつけるなど、強い衝
撃を与えないでください。ウォッ
シャーノズルの位置・取りつけ角度
がずれるおそれがあります。

ウォッシャーノズル部は取りはず
し・分解・改造をしないでください。

パーキングアシストランプに
ついて

注意

パーキングアシストランプについて

マルチテレインモニターが正常に作
動しなくなるおそれがありますので、
次のことにご注意ください。

･ ランプ部を強くたたいたり、物をぶ
つけるなど、強い衝撃を与えないで
ください。ランプの位置、取り付け
角度がずれるおそれがあります。

･ ランプ部は防水構造となっています
ので、取りはずし・分解・改造をし
ないでください。
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マルチテレインモニターの合成映
像・ガイド線は、平らな路面に対し
ての距離の目安を示しています。そ
のため、以下の状態のときは、画面
のガイドと実際の路面上の距離・進
路に誤差が生じます。

実際の距離より手前に距離目安線が
表示されます。そのため、上り坂に
ある障害物は実際より遠くに見えま
す。同様にガイド線と実際の路面上
の進路にも誤差が生じます。

距離目安線

実際の距離

誤差

実際の距離よりうしろに距離目安線
が表示されます。そのため、下り坂
にある障害物は、実際より近くに見
えます。同様にガイド線と実際の路
面上の進路にも誤差が生じます。

注意

･ ランプ部を洗うときは、大量の水で
ランプの汚れを流したあと、水で湿
らせた柔らかい布でランプ部をふき
取ってください

･ ランプのカバーは樹脂ですので、有
機溶剤・ボディワックス・油膜取り
剤・ガラスコート剤などを付着させ
ないでください。付着したときは、
すぐにふき取ってください。

･ 寒いときにお湯をかけるなどして急
激な温度変化を与えないでください。

･ 洗車時に高圧洗浄機でランプやラン
プ周辺に直接水を当てないでくださ
い。強い水圧により衝撃が加わり、
装置が正常に作動しなくなるおそれ
があります。

ランプ部をぶつけたときは、ランプ
の故障などのおそれがあります。早
めにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

画面と実際の路面との誤差に
ついて

急な上り坂が後方にあるとき

急な下り坂が後方にあるとき

A

B

C
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距離目安線

実際の距離

誤差

乗車人数、積載量などにより車が傾
いているときは、実際の距離、進路
と誤差が生じます。

誤差

リヤバンパー付近の空中にガイド線
が描かれているため、車両の中央か
らずれているように見えることがあ
ります。

画面に表示されるガイド線は路面に
対して表示されているため、立体物
の位置を判断することができません。
張り出しのある立体物（トラックの
荷台のような障害物）が近くにある
ときは、以下のことにご注意くださ
い。

画面では車両のバンパーとのあいだに余裕があり、ぶつからないように見え

車が傾いているとき

A

B

C

車両中央予想進路線について

画面と実際の立体物との誤差
について

警告

クリアランスソナーの割り込み表示
について

クリアランスソナーの表示が赤色のと
きは、必ず直接確認して、それ以上進
まないでください。車をぶつけるな
ど、思わぬ事故を引き起こすおそれが
あります。

A

パノラミックビュー（拡大表示を含む）の表示について
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ても、実際には車両が進路上にあるためぶつかることがあります。周囲の安
全を直接確認してください。

画面では車両のバンパーが予想進
路線の外側にあり、ぶつからない
ように見えても、実際には車両が
進路上にあるためぶつかることが
あります。周囲の安全を直接確認
してください。

予想進路線

高い位置にある立体物（張り出し
のある壁やトラックの荷台など）
は、画面に映らない場合がありま
す。周囲の安全を直接確認してく
ださい。

予想進路線について

A
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壁の張り出し部分

画面では、トラックの荷台が予想
進路線の外側にあり、ぶつからな
いように見えても、実際は荷台が
進路上に張り出しているためぶつ
かることがあります。周囲の安全
を直接確認してください。

予想進路線

画面では、距離目安線により の位
置にトラックが駐車してあるように

見えますが、実際には の位置まで

後退すると、ぶつかります。画面で

は ・ ・  の順に近く見えます

が、実際の距離は と は同じ距

離で、 は と より遠い距離に

あります。後方や周囲の安全を直接
確認してください。

A

距離目安線について

A

B

A

A B C

A C

B A C
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パノラミックビューでは倒れた柱が
まっすぐでぶつからないように見え
ても、実際は柱の上部が張り出して
いるため、ぶつかる可能性がありま
す。後方や周囲の安全を直接確認し
てください。

パノラミックビューの拡大機能は、
通常のパノラミックビューとは違い、
車両アイコンのほうへ映像を縮めて
います。そのため、路上の白線や壁
などが曲がって見える場合がありま
す。

斜めの柱の張り出し部について 拡大機能について
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乗車人数・積載量・路面の勾配・路
面の状況・周囲の明るさなどにより、
タイヤ位置目安線、車両形状目安線
と実際の車両位置がずれる場合があ
ります。必ず周囲の安全を直接確認
しながら運転してください。

知識

アンダーフロアビューについて

現在の位置より手前で撮影した過去の
映像を表示しているため、次のような
場合は、画面と実際の状況が異なるこ
とがあります。

･ 撮影した時点よりあとにものが動く、
入り込むなど状況が変化したとき

･ 砂や雪などが崩れたり動いたりしたと
き

･ 障害物が動いたとき
･ 表示範囲内に水たまりやぬかるみなど
があるとき

･ スリップなどで車両がすべったとき

次の場合は、車両形状とタイヤ位置目
安線・車両形状目安線が異なって表示
される場合があります

･ タイヤを交換したとき
･ オプション装備を取り付けたとき

下記のような症状で気になったりお困りになったときは、考えられる原因と
処置を参考に、もう一度確認してください。

処置をしても直らないときは、レクサス販売店で点検を受けてください。

アンダーフロアビューについて

警告

ガイド線について

表示されているガイド線は過去に撮影
された映像に合成しているため、現在
の状況と必ずしも一致しない場合があ
ります。

必ず周囲の安全を確認しながら運転し
てください。

知っておいていただきたいこと

故障とお考えになる前に
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症状 考えられる原因 処置

画面が見にくい

夜間など暗いところで使
用

レンズ付近の温度が高い、
または低い

外気温が低いとき

カメラに水滴が付いた

雨天時など湿度が高い

カメラ付近に異物（泥な
ど）が付いた

太陽やヘッドランプの光
が直接カメラのレンズに
あたった

蛍光灯・ナトリウム灯・
水銀灯などの照明下で使
用した

車両周囲の状況を直接確認
しながら、運転してくださ
い。

カメラおよびその周辺環境
が改善されてから、再度マ
ルチテレインモニターをご
使用ください。

マルチテレインモニターの
画質調整の方法は、ナビ
ゲーション画面の調整と同
じです。詳しくは別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」
を参照してください。

画面が不鮮明
カメラのレンズに水滴、雪、
泥など異物や汚れが付着し
ている

大量の水でカメラの汚れを
流したあと、水で湿らせた
やわらかい布でカメラレン
ズをふき取ってください。

バックカメラ：カメラ洗浄
システムを作動させて、カ
メラレンズを洗浄してくだ
さい。（ P.206）

画面がずれている
カメラ部に強い衝撃が与え
られた

レクサス販売店で点検を受
けてください。

ガイド線が大きくずれる

カメラの位置がずれている
レクサス販売店で点検を受
けてください。

車が傾いているとき（重
い荷物の積載やパンクし
てタイヤ空気圧が低いと
きなど）

傾斜地で使用するとき

車両周囲の状況を直接確認
しながら、運転してくださ
い。

ハンドルが直進状態である
にも関わらず予想進路線が
まがっている（車幅延長線
と予想進路線がずれる）

ステアリングセンサーの信
号に異常が発生した

レクサス販売店で点検を受
けてください。
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ガイド線が表示されない バックドアが開いている

バックドアを閉めてくださ
い。

直らない場合は、レクサス
販売店で点検を受けてくだ
さい。

パノラミックビューが拡大
できない
シースルービュー／ムービ
ングビュー、サイドクリア
ランスビュー、コーナリン
グビューが表示されない

クリアランスソナーに異常
（汚れ・故障など）が発生し
た

クリアランスソナー異常時
の対処方法に従ってくださ
い。（ P.271）

画面に が表示された

フロント・サイド・バック
カメラのいずれかに汚れが
付着している

アイコンが表示されたカメ
ラの汚れを取り除いてくだ
さい。（ P.347）

ライセンスについて

症状 考えられる原因 処置
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マルチインフォメーションディス

プレイ（ P.79）

MODE SELECT スイッチ

DRIVE MODE スイッチ

1 DRIVE MODE スイッチを押す

インジケーター  が点灯します。

2 MODE SELECT スイッチを左右
に操作し、マルチインフォメー
ションディスプレイ表示からドラ
イブモードを選択する

･ ノーマルモード

燃費性能、静粛性、運動性能のバランス
がよく、市街地を走行する場合に適して
います。
･ コンフォートモード

サスペションを制御することにより、よ
り快適な乗り心地になります。市街地走
行に適しています。コンフォートモード 
表示灯が点灯します。

ドライブモードセレクトス
イッチ

走行・使用状況に合わせて走行
モードを選択できます。

システムの構成部品

走行モードを選択するには

A

B

C

A
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･ エコドライブモード

スロットル特性をおだやかに設計するこ
とで、エコ運転中の運転者のアクセル操
作をアシストします。またエアコン（暖
房／冷房）の作動を抑え、燃費の向上を
意識した走行に適しています。エコドラ
イブモード 表示灯が点灯します。
･ スポーツ S モード

トランスミッションとエンジンの制御に
より、アクセルレスポンスを向上させま
す。力強い加速をしたいときに適してい
ます。スポーツ S モード表示灯が点灯し
ます。
･ スポーツ S ＋モード

トランスミッションとエンジンに加え、
ステアリングやサスペンションを総合的
に制御することにより、操縦性・安定性
の確保に貢献し、スポーティな走りを楽
しみたいときに適しています。スポーツ
S+ モード表示灯が点灯します。
･ カスタムモード

パワートレーン制御、ステアリング制御、
サスペンション制御、またはエアコン動
作の機能をお好みで設定し走行すること
ができます。カスタムモードは、マルチ
メディア画面で設定します。（ P.539）
カスタムモード 表示灯が点灯します。

知識

作動条件

トランスファースイッチが H4のとき

エコドライブモード時のエアコン作動
について

エコドライブモードは、暖房／冷房の作
動や風量を抑制して、燃費向上を図って
います。空調の効きをよりよくしたいと
きは、次の操作を行ってください。

エコ空調モードを OFF にする
（ P.408）

風量を調整する（ P.407）

エコドライブモードを解除する
（ P.357）

走行モードの自動解除

次のときは、走行モードが解除されノー
マルモードにもどります。

スポーツSモード/スポーツS＋モード/
カスタムモード選択時

エンジンスイッチを OFF にし、再度エ
ンジンスイッチをONにしたとき

トランスファースイッチを L4 にしたと
き

マルチテレインセレクトをONにしたと
き

エコドライブモード /コンフォートモー
ド選択時

トランスファースイッチを L4 にしたと
き

マルチテレインセレクトをON にしたと
き

カスタマイズ機能

カスタムモードの設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.552）



359

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

車高切りかえスイッチ

車高上昇

車高下降

メーター表示

AHC表示

停車時は選択した車高モードが表示され
ます。走行時は現在の車高モードが表示
されます

乗降モード表示灯

フロントマルチオペレーションパ
ネル

車高モード

選択した車高モードが表示されます。

AHC表示

停車時は選択した車高モードが表示され
ます。走行時は現在の車高モードが表示
されます。

乗降モードスイッチ

車高制御OFFスイッチ

車高切りかえスイッチを押す

メーター内の AHC表示とフロントマル
チオペレーションパネルに選択した車高
モードが表示されます。

作動中は AHC表示の一部が点滅し、作
動が停止すると点滅から点灯にかわりま
す。

AHC（アクティブハイトコ
ントロール）

走行・使用状況に合わせて車高
モードを選択できます。

システムの構成部品

A

B

A

B

車高を切りかえるには

A

B

C

D
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N（Normal）モード

H1（Hi1）モード

H2（Hi2）モード

L（Lo）モード

車高モードは、車高切りかえスイッ
チを操作することで以下の表のよう
に切りかわります。

Nモード

標準車高です。一般的な走行に適し
ています。

H1モード

トランスファースイッチがH4の
とき

未舗装路走行、ダート走行に適して
います。

車速が約 100km/h 以下のときに選
択できます。Nモードとくらべ、車
高が約25mm高くなります。

トランスファースイッチがL4のと
き

極悪路走行に適しています。

車速が約 80km/h 以下のときに選択
できます。Nモードとくらべ、車高
が約55mm高くなります。

H2モード

トランスファーレンジがH4のと
き

悪路走行に適しています。

車速が約30km/h 以下のときに選
択できます。Nモードとくらべ、
車高が約75mm高くなります。

車速が約30～60km/hのときに選
択できます。Nモードとくらべ、
車高が約55mm高くなります。

トランスファースイッチがL4のと
き

極悪路走行に適しています。

車速が約15km/h 以下のときに選
択できます。Nモードとくらべ、
車高が約85mm高くなります。

車速が約15～50km/hのときに選
択できます。Nモードとくらべ、
車高が約75mm高くなります。

L モード

車への乗り降りや、荷物の積み降ろ

車高モード

現在の車高
モード

操作するスイッチ

H2 H1 H2

H1 N H2

N L H1

L L N

A

B

C

D
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しが容易になります。

車速が約12km/h 以下のときに選択
できます。Nモードとくらべ、車高
が約25mm低くなります。

車速により選択できない車高モード
があります。以下の表を参照して
モードを切りかえてください。

○：選択可

：選択不可

トランスファースイッチが H4の
とき

トランスファースイッチがL4のと
き

車への乗り降りや、荷物の積み降ろ
しが容易になります。

乗降モードを作動させるには、トラ
ンスファースイッチを H4に切りか
えて、フロントマルチオペレーショ
ンパネルの乗降モードスイッチを押
す

乗降モードが ONのとき、スイッチの作

動表示灯 が点灯し、メーター内の乗

降モード表示灯が点灯します。

車高モード切りかえ条件

車速
車高モード

L N H1 H2

約
12km/
h 以下

○ ○ ○ ○

約
12km/
h～60
km/h

○ ○ ○

約
60km/
h～10
0km/h

○ ○

約
100k
m/h 以
上

○

車速
車高モード

L N H1 H2

約
12km/
h 以下

○ ○ ○ ○

約
12km/
h～50
km/h

○ ○ ○

約
50km/
h～80
km/h

○ ○

約
80km/
h 以上

○

乗降モード

A
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乗降モードが ONのとき、停車してから
約 30秒以内にエンジンスイッチを OFF
にすると、自動的に車高が下がります。

車高が下がり始めるときにブザーが 2回
鳴り、作動中はメーター内の乗降モード
表示灯が点灯して車高が下がっているこ
とを知らせます。

作動が停止すると乗降モード表示灯が消
灯します。

知識

乗降モードの作動条件

次の条件をすべて満たしているときに
作動します。

･ 車高モードが Nモードのとき
･ 車両が平坦な場所に停止しているとき
･ シフトレバーが Pにあるとき
･ 停車してからドアまたはバックドアを
開けなかったとき

車高切りかえスイッチの を押した

とき、車高の下降が停止し再び上昇し
ます。

乗降モードが作動しないとき

サスペンションフルードの温度が約－15 
℃以下になると、乗降モードは作動しま
せん。

停車中にフロントマルチオペレー
ションパネルの車高制御OFF スイッ
チを押す

スイッチの作動表示灯 が点灯し、

メーター内の AHC表示に“OFF”が表
示されます。

車高制御 OFF モードのとき、車高切り
かえスイッチを押しても車高はかわりま
せん。

車高制御の停止を解除するときは、再度
スイッチを押します。

知識

AHC の作動条件

エンジンがかかっていること

車高制御が停止されていない（車高制
御OFF モードでない）こと

すべてのドア（バックドアを含む）が
閉まっていること

車高制御速度について

車高制御速度は、AHCの作動状況によっ
て異なります。

車高制御の停止方法

A
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エンジン停止中の車高モードの切りか
え

車高が下降中にエンジンを停止した場
合、下降を継続します。

エンジンスイッチをOFF にしてから約
30 秒間は、人が降りたり荷物を降ろし
たりして車高が上がると、オートレベ
リング機能により車高が下がることが
あります。

エンジン停止中は、車高切りかえス
イッチの操作は受け付けません。

車高モードの自動切りかえ

次の条件をすべて満たしているときに、
車高は自動的に Nモードへ移行します。

･ トランスファースイッチを H4に切り
かえたとき

･ マルチテレインセレクトを OFF にした
とき

次のいずれかの場合、車高は自動的に
H2モードへ移行します。

･ トランスファースイッチを L4 に切りか
えたとき

･ マルチテレインセレクトを ONにした

とき※

※選択したモードによって車高モードが
異なります。

H1 モードでの車高自動変更

トランスファースイッチが H4のとき

車速が約 100km/h をこえたとき、車高
は自動的に Nモードへ移行します。

車速が約 80km/h 以下になったら、自動
的にH1モードの位置へもどります。

トランスファースイッチが L4 のとき

車速が約 80km/h をこえたとき、車高は
自動的に Nモードより約25mm高い位
置まで移行します。

車速が約 60km/h 以下になったら、自動
的にH1モードの位置へもどります。

H2モードでの車高自動変更

トランスファースイッチが H4のとき

車速が約 30km/h をこえたとき、車高は
自動的に Nモードより約 55mm高い位
置まで移行します。

車速が約 60km/h をこえたとき、車高は
自動的に H1モードへ移行します。

車速が約 100km/h をこえたとき、車高
は自動的に Nモードへ移行します。

車速が約 80km/h 以下になったら、自動
的にH1モードの位置へもどります。

車速が約 40km/h 以下になったら、N
モードより約 55mm 高い位置へもどり
ます。

車速が約 10km/h 以下になったら、自動
的にNモードより約 75mm高い位置へ
もどります。

トランスファースイッチが L4 のとき

車速が約 15km/h をこえたとき、車高は
自動的に Nモードより約 75mm高い位
置まで移行します。

車速が約 50km/h をこえたとき、車高は
自動的に H1モードへ移行します。

車速が約 80km/h をこえたとき、車高は
自動的に Nモードより約 25mm高い位
置まで移行します。

車速が約 60km/h 以下になったら、自動
的にH1モードの位置へもどります。

車速が約 30km/h 以下になったら、N
モードより約 75mm 高い位置へもどり
ます。

車速が約 5km/h 以下になったら、自動
的にNモードより約 85mm高い位置へ
もどります。

L モードでの車高自動変更

車速が約 12km/h をこえたとき、車高は
自動的に Nモードへ移行します。
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エクストラハイモード

H2 モードでトランスファースイッチが
L4 のときに車がスタックすると、自動的
にエクストラハイモードへ移行します。
車高がH2モードより約 20mm高くなり
ます。

H2モードにもどる条件
･ 車速が約 10km/h 以上になる
･ トランスファースイッチを H4に切り
かえる

エクストラハイモードで車高切りかえ

スイッチ の を押すと、H1モード

へ移行します。

エクストラハイモードはスイッチ操作
による選択はできません。

車高制御の停止について

エンジンを停止しても、車高制御の停
止状態は記憶されています。

車高制御 OFF スイッチにより車高制御
を停止しても、下記の車速をこえると、
停止状態が解除されます。

･ H2・Lモード：車速約 30km/h 以上
･ N・H1モード：車速約 100km/h 以上

オートレベリング機能

すべてのモードで乗員数や荷物などの積
載条件がかわっても、常に一定の高さに
なるように車高が自動で制御されます。

運転中に停車したとき

オートレベリング機能が作動し車高がか
わる場合がありますが、異常ではありま
せん。

車高がかわらないとき

積荷が重すぎる場合、車高を上げること
ができません。また、車両下部が路面と
接触している場合、車高を下げることが
できません。

次のいずれかの場合、車両の積荷が重
すぎることを示しています。この状態

で走行するときは、十分に注意してく
ださい。

･ Nモードで車高が上がらず、マルチイ
ンフォメーションディスプレイの AHC
表示に“L”と表示されたとき

･ H1モードで車高が上がらず、マルチイ
ンフォメーションディスプレイの AHC
表示に“L”または“N”と表示され
たとき

･ H2モードで車高が上がらず、マルチイ
ンフォメーションディスプレイの AHC
表示に“L”、“N”または“H1”と
表示されたとき

積荷を降ろしても車高が上がらないと

きは、車高切りかえスイッチの を

押して一度車高を下げたあと、車高切

りかえスイッチの を押して車高を

上げてください。

AHC が作動しないとき

メーター内の AHC表示が点滅します。

車高の切りかえをひんぱんに行ったと
き

サスペンションフルードの温度が約－
30℃以下のとき

サスペンションに氷が付いているとき

サスペンションが伸びきるような凹凸
の激しい路面を走行しているとき

センターデフロック作動状態
（ P.367）で、ハンドルを約3/4 回
転以上まわしたとき

寒冷時の取り扱い

サスペンションフルードの温度が約－
15℃以下になると、車高の調整に必要
な時間が長くなります。

サスペンションフルードの温度が約－
30℃以下になると、AHCは作動しま
せん。この場合、車高切りかえスイッ
チを押しても車高はかわりません。一
度しばらく走行し、サスペンションフ
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ルードを通常の温度まで上げると、
AHCが作動し、自動的に選択したモー
ドの車高に調整されます。

駐停車について

オフロード走行後、すぐにエンジンを
停止して駐車する場合、車高が少し下
がります。駐車時は、車両が下がった
際に車体に接触するものがないか確認
してください。なお、車高はエンジン
を始動するともとにもどります。

長期間にわたって駐車する場合、気温
の変化により車高がかわる場合があり
ます。長期間駐車するときは、車高が
かわった際に車体に接触するものがな
いか確認してください。なお、車高は
エンジンを始動するともとにもどりま
す。

プロペラシャフトの音

坂道での車高調整や、駐停車中にシフト
レバーが Pまたは N以外で車高調整した
場合、プロペラシャフトの伸縮により作
動音が発生することがありますが、異常
ではありません。

AHC が故障したときは

AHC が故障した場合、Nモードが自動
的に選択されます。また、マルチイン
フォメーションディスプレイに警告が
表示され、修理を受けるまで AHCを使
用することができません。

エンジンを停止して、再始動したとき
に警告が表示されなければ、システム
は正常です。警告が表示されたままの
ときは、ただちにレクサス販売店で修
理を受けてください。

警告

車高モードの切りかえ時の警告

車高を下げる前に車の下やまわりに人
がいないこと、障害物がないことを確
認してください。お守りいただかない
と、車両に体が挟まれたりして、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

H2モードについて

このモードはオフロードなど悪路を走
行するときのみ使用してください。重
心が高くなるため、ハンドル・ブレー
キ・アクセルなどを慎重に操作してく
ださい。お守りいただかないと、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

ジャッキアップ時やタイヤチェーン
を取り付けるときは

車高制御を停止させてエンジンを停止
してください。お守りいただかないと、
オートレベリング機能により車高がか
わり車両に体が挟まれたりして、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

渡河走行するときは

車高を H2モードに切りかえてから車
高制御を停止させ、30km/h 以下で走
行してください。お守りいただかない
と、オートレベリング機能により車高
がかわり、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

他車にけん引してもらうときは

4輪接地でかつエンジンがかかってい
る状態で他車にけん引してもらうとき
は、車高を Nモードにしてから車高制
御を停止させてください。お守りいた
だかないと、オートレベリング機能に
より車高がかわり、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。
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H4（ハイレンジ）

一般走行に適しています。通常はこの位
置で使用します。

L4（ローレンジ）

悪路・氷雪路・砂地・泥地など、とくに
大きな駆動力を必要とする走行時に適し
ています。

L4作動表示灯が点灯します。

H4から L4へ切りかえ

1 車両を完全に停車させる
2 シフトレバーをNにする
3 トランスファースイッチを押しな
がら左（L4）へまわす

警告

脱輪したときは

車高制御を停止させてください。お守
りいただかないと、オートレベリング
機能により車高がかわり、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

注意

高さ制限のある場所に駐車するとき
は

乗員が降りたときや積荷を降ろしたと
きは、通常より車高が高めになります
ので、高さ制限のある場所では注意し
てください。

車高モードの切りかえ時の注意

L モードにしても、車が発進すると自
動的に Nモードになるため、高さ制
限のある場所では注意してください。

凹凸のある路面では、Lモードにしな
いでください。車が路面に接触し、
損傷するおそれがあります。

凹凸のある路面や水中を走行すると
き、またはけん引するときは、乗降
モードを ONにしないでください。

車高の切りかえをひんぱんに行うと、
ポンプが損傷するおそれがあります。
車高を連続して切りかえるときは、
数秒間待ってから次の切りかえを
行ってください。

フルタイム4WD

トランスファースイッチおよびセ
ンターデフロックスイッチを操作
して駆動系の作動状態を切りかえ
ます。

トランスファースイッチ

トランスファーレンジの切りか
え

A

B
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L4 に切りかわると L4 作動表示灯が点灯
します。点灯するまで他の操作をしない
でください。

L4から H4へ切りかえ

1 車両を完全に停車させる
2 シフトレバーをNにする
3 トランスファースイッチを押しな
がら右 （H4）へまわす

H4に切りかわると L4 作動表示灯が消灯
します。消灯するまで他の操作をしない
でください。

ぬかるみなどでスタック（立ち往生）
した場合の脱出時や急な降坂路の走
行など、大きな駆動力を必要とする
走行時に使用します。

センターデフロック状態になると、セン
ターデフロック作動表示灯が点灯します。

もう一度押すと、センターデフロック状
態が解除されます。

知識

トランスファースイッチの使用条件

エンジンスイッチがONのとき

シフトレバーが Nにあるとき

車両が完全に停車しているとき

L4 作動表示灯について

H4 と L4 の切りかえ作動中は、表示灯が
点滅します。

すべりやすい路面を走行するときは

険しいオフロードを走行する場合、ト
ランスファースイッチを L4、シフトレ
バーをMモードの 2レンジにすること
で、アクティブ TRC のブレーキ制御を
より効果的に活用できます。

スタック（立ち往生）した場合の脱出
時や急な降坂路の走行など、最大の駆
動力やエンジンブレーキを必要とする
場合にはシフトレバーをMモードの 1
レンジにします。

センターデフロックスイッチの使用条
件

エンジンスイッチが ONのとき

車速が約 100km/h 以下のとき

センターデフロック作動表示灯につい
て

センターデフの切りかえ作動中は、表示
灯が点滅します。

センターデフロックについて

L4 でセンターデフロック状態にした場
合、VSC OFF 表示灯が点灯し、VSC
は作動しません。

センターデフロックスイッチを操作後、
表示灯が点滅したままのときや、セン
ターデフロックを解除しても表示灯が
消灯しないときは、周囲の安全を確認
して、加減速または後退をしてくださ
い。

センターデフロック状態での急旋回は
避けてください。急旋回した場合、前・
後輪の回転差によりブレーキをかけた
状態と同じような現象を起こし、運転
しにくくなります。

フルタイム 4WDの取り扱い

4WD 車といっても万能車ではありませ

センターデフロックスイッチ
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ん。アクセル・ハンドル・ブレーキの
操作は一般の車と同じく慎重に行い、
常に安全運転を心がけてください。

スタック（立ち往生）したら、タイヤ
の下に石や木などをあてがい脱出する
か、前進・後退をくり返し慣性を利用
して脱出します。また、ぬかるみがひ
どいときはタイヤチェーンを利用する
のも効果的です。

急坂路を登るときは、登る前にあらか
じめ路面の状態を確かめ、凹凸の少な
いところを選びます。登りはじめと終
わりはなだらかな斜面を選びます。

急坂路を降りるときは、降りる前にあ
らかじめ路面の状態を確かめ、斜度に
あった変速ギヤを選びます。降りる途
中での変速は避けてください。

L4 作動表示灯またはセンターデフロッ
ク作動表示灯が点滅したときは

トランスファーレンジ切りかえ時に L4
作動表示灯が点滅し続けたときは、車
両を完全に停車しシフトレバーがNに
入っていることを確認してから、もう
一度トランスファースイッチを操作し
直してください。

トランスファースイッチを操作した際、
L4作動表示灯が点灯または消灯する前
にシフトレバーを操作すると、トラン
スファーの切りかえが完了せず、シフ
トポジションに関係なく駆動軸が拘束
されません。（表示灯が点滅し、ブザー
が鳴ります）

この場合、シフトレバーを Pに入れても
車両が動くおそれがあり危険です。必ず、
トランスファーの切りかえを完了させて
ください。

切りかえを完了させるためには、車両を
完全に停車しシフトレバーを Nにして、
切りかえが完了したこと（表示灯が点灯
または消灯したこと）を確認してくださ
い。

エンジンが極端に冷えているときは、
トランスファーレンジが切りかわらな
いことがあります。エンジンが暖まっ
てから、もう一度トランスファース
イッチを操作してください。

以上を実施しても、L4 作動表示灯または
センターデフロック作動表示灯が点滅し
続けたときは、エンジン・ブレーキ系統
もしくはトランスファーの異常のおそれ
があります。この場合、トランスファー
レンジやセンターデフの切りかえはでき
ません。ただちにレクサス販売店で点検
を受けてください。

渡河について

4WD 車といえども水中走行に対しては
万全ではありません。やむを得ず渡河
する場合は次の事項を厳守してくださ
い。

･ 水中走行する前にあらかじめ河川の深
さ・地形などを確かめてください

･ 河川進入時は最徐行（5km/h 以下）し
てください

･ 河川に対し、直角または下流方向へ横
断してください

･ 渡河途中での変速操作は避け、一気に
渡りきってください

渡河など水中走行したときは、次の項
目を必ず点検し、メンテナンスを行っ
てください。

･ ブレーキの効き具合
･ エンジン・トランスミッション・トラ
ンスファー・ディファレンシャルなど
のオイル量および質の変化（白濁して
いる場合、水が混入していますのでオ
イルの交換が必要です）

･ プロペラシャフト・各ベアリング・各
ジョイント部などの潤滑不良
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ON／ OFF を切りかえる

スイッチを押すと、フロントデフロック
作動表示灯・デフロック表示内の表示灯
が数秒間点滅し、フロントデフロックが
完了すると表示灯が点灯にかわります。

表示灯が点灯したら、システムが使用で
きます。

もう一度押すと、フロントデフロック状
態が解除され、表示灯が消灯します。

知識

フロントデフロックを使用するときは

フロントデフロックを使用する前に、ま
ず、脱出できそうな場合は、センターデ
フロック状態で、トランスファースイッ
チを L4 に切りかえて脱出を試みてくださ
い。それでも脱出できない場合は、フロ
ントデフロックを使用してください。

警告

トランスファーレンジをL4で走行す
るときは（プラスサポート装着車）

プラスサポートを使用しないでくださ
い。プラスサポートの急アクセル時加
速抑制が作動した場合、駆動が制限さ
れ思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

走行中の警告

必ず次のことをお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

脱輪などにより、いずれかの車輪が
宙に浮いているときは、むやみに空
転させないでください

車両旋回中や車輪空転中は、トラン
スファースイッチ操作およびセン
ターデフロックスイッチ操作を行わ
ないでください

タイヤが空転中に急激なブレーキ操
作をしないでください

注意

センターディファレンシャルの損傷
を防ぐために

乾燥した舗装路面では、必ずセンター
デフロック状態を解除して走行してく
ださい。また、高速道路ではトランス
ファースイッチをH4で走行してくだ
さい。

フロントデフロック★

フロントデフロックは、すべりや
すい路面や凹凸のある路面でタイ
ヤが空転するときにのみ使用する
緊急脱出用の装置です。特に前輪
が空転しているときに効果を発揮
します。

フロントデフロックスイッチ
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タイヤが止まっていることを確認して
からロックしてください。

脱出できたら、ただちにフロントデフ
ロック状態を解除してください。

フロントデフロックの解除について

フロントデフロックを解除しても作動表
示灯が点滅し続ける場合は、車両が動い
ているときに、周囲の安全を確認の上、
ハンドルを左右にまわすと、フロントデ
フロック状態が解除されます。

フロントデフロック状態自動解除機能

次のいずれかの操作をすると、フロント
デフロック状態が解除されます。

トランスファースイッチをH4に切りか
える

センターデフロック状態を解除する

フロントデフロック使用後は

フロントデフロック作動表示灯・デフ
ロック表示内の表示灯が消灯したことを
確認してください。

フロントデフロック作動表示灯・デフ
ロック表示内の表示灯について

フロントデフの切りかえ作動中は表示
灯が点滅します。

フロントデフロックへ切りかえたとき
に、表示灯が点滅し続けた場合は、車
両が動いているときに、周囲の安全を
確認の上、ハンドルを左右にまわして
ください。

以上を実施しても、表示灯が点滅し続け
たときは、4WDシステムに異常があるお
それがあります。この場合、フロントデ
フロックの切りかえはできません。ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

フロントデフロック状態のときは

フロントデフロック状態のときは、次の
システムが使用できません。

マルチテレイン ABS

ブレーキアシスト

VSC

ダウンヒルアシストコントロールシス
テム

ターンアシスト機能

アクティブ TRC※

※フロントデフロック／リヤデフロック
状態のとき

警告

フロントデフロックを使用するにあ
たって

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

一般走行中に使用しない

･ フロントデフロックを使用すると、
ハンドル操作ができなくなるおそれ
があります。

･ 直進性が非常に強くなるため、舗装
路では非常に曲がりにくくなります。

･ 雪や氷の路面では安定した旋回がで
きなくなります。

･ 片側のタイヤのみがすべりやすい路
面にある場合、減速時や加速時に車
両の向きが急にかわりやすくなりま
す。

空転が止まるまで使用しない

フロントデフロック状態では、車速
約 8km/h 以上で走行しない

フロントデフロックの使用後はすぐ
にスイッチをOFF にし、フロントデ
フロック状態のまま走行しない
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ON／ OFF を切りかえる

スイッチを押すと、リヤデフロック作動
表示灯・デフロック表示内の表示灯が数
秒間点滅し、リヤデフロックが完了する
と表示灯が点灯にかわります。

表示灯が点灯したら、システムが使用で
きます。

もう一度押すと、リヤデフロック状態が
解除され、表示灯が消灯します。

知識

リヤデフロックを使用するときは

リヤデフロックを使用する前に、まず、
脱出できそうな場合は、センターデフ
ロック状態で、トランスファースイッチ
を L4 に切りかえて脱出を試みてくださ
い。それでも脱出できない場合は、リヤ
デフロックを使用してください。

タイヤが止まっていることを確認して
からロックしてください。

脱出できたら、ただちにリヤデフロッ
ク状態を解除してください。

リヤデフロックの解除について

リヤデフロックを解除しても作動表示灯
が点滅し続ける場合は、車両が動いてい
るときに、周囲の安全を確認の上、ハン
ドルを左右にまわすと、リヤデフロック
状態が解除されます。

リヤデフロック状態自動解除機能

次のいずれかの操作をすると、リヤデフ
ロック状態が解除されます。

トランスファースイッチをH4に切りか
える

センターデフロック状態を解除する

リヤデフロック使用後は

リヤデフロック作動表示灯・デフロック
表示内の表示灯が消灯したことを確認し
てください。

リヤデフロック作動表示灯・デフロッ
ク表示内の表示灯について

リヤデフの切りかえ作動中は表示灯が
点滅します。

リヤデフロックへ切りかえたときに、
表示灯が点滅し続けた場合は、車両が
動いているときに、周囲の安全を確認
の上、ハンドルを左右にまわしてくだ
さい。

以上を実施しても、表示灯が点滅し続け
たときは、4WDシステムに異常があるお
それがあります。この場合、リヤデフ
ロックの切りかえはできません。ただち
にレクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

リヤデフロック状態のときは

リヤデフロック状態のときは、次のシス
テムが使用できません。

リヤデフロック★

リヤデフロックは、すべりやすい
路面や凹凸のある路面でタイヤが
空転するときにのみ使用する緊急
脱出用の装置です。特に後輪が空
転しているときに効果を発揮しま
す。

リヤデフロックスイッチ
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マルチテレイン ABS

ブレーキアシスト

VSC

ダウンヒルアシストコントロールシス
テム

ターンアシスト機能

アクティブ TRC※

※フロントデフロック／リヤデフロック
状態のとき

警告

リヤデフロックを使用するにあたっ
て

次のことをお守りください。

お守りいただかないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

一般走行中に使用しない

･ 直進性が非常に強くなるため、舗装
路では非常に曲がりにくくなります。

･ 雪や氷の路面では安定した旋回がで
きなくなります。

･ 片側のタイヤのみがすべりやすい路
面にある場合、減速時や加速時に車
両の向きが急にかわりやすくなりま
す。

空転が止まるまで使用しない

リヤデフロック状態では、車速約
8km/h 以上で走行しない

リヤデフロックの使用後はすぐにス
イッチを OFF にし、リヤデフロック
状態のまま走行しない

クロールコントロール
（ターンアシスト機能付き）

アクセルペダルやブレーキペダル
を踏まなくても、凹凸の大きなオ
フロードを一定の低速度で走行で
き、すべりやすい路面でのスリッ
プや車輪の空転を最小限に抑え、
安定して走行できます。

警告

クロールコントロール（ターンアシ
スト機能付き）をお使いになる前に

クロールコントロール（ターンアシス
ト機能付き）を過信しないでください。
車両の限界性能を高めるものではない
ので、常に路面状況をよく確認した上
で、安全運転に心がけてください。

クロールコントロール（ターンアシ
スト機能付き）を使用するときは
（プラスサポート装着車）

プラスサポートを使用しないでくださ
い。プラスサポートの急アクセル時加
速抑制が作動した場合、駆動が制限さ
れ思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

正しく作動しないおそれのある状況

次の路面を走行する場合、車両の一定
速度を維持できないことがあり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

極端な急勾配

凹凸の激しい路面

積雪路などのすべりやすい路面



373

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

メーター（ P.72, 79）

フロントマルチオペレーションパ
ネル（ P.398）

MODE SELECT スイッチ

DAC/CRAWL スイッチ

1 DAC/CRAWL スイッチを押す

スイッチ上のインジケーター とメー

ター内のクロールコントロール作動表示
灯が点灯し、スリップ表示灯が点滅しま

す。

2 MODE SELECT スイッチを左右
に操作し、メーター表示からモー
ドを選択する

次の5つのモードから路面状況に合
わせてモードを選択することができ
ます。

注意

ターンアシスト機能をお使いになる
前に

ターンアシスト機能は、オフロード路
面での回頭性を向上させる機能です。
舗装された路面では制御の効果が十分
発揮できない場合があります。

システムの構成部品

クロールコントロールを作動さ
せるには

A

B

C

D

A

選択可能なモード
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1 LO
岩石路や下り坂を走行するときなどに適
しています。

2 Lo - Mid
岩石路・下り坂・モーグル路の登り坂を
走行するときなどに適しています。

3 Mid
モーグル路の登り坂を走行するときなど
に適しています。

4 Mid - Hi
モーグル路の登り坂・ガレキ路の登り坂、
雪・泥・ぬかるみ・砂利・草地などの上
を走行するときなどに適しています。

5 Hi
モーグル路の登り坂・ガレキ路の登り坂、
雪・泥・ぬかるみ・砂利・草地などの上
を走行するときなどに適しています。

DAC/CRAWL スイッチのインジ
ケーター点灯時

DAC/CRAWL スイッチをもう一度押
す

DAC/CRAWL スイッチのインジ
ケーター消灯時

DAC/CRAWL スイッチを押してイン
ジケーターを点灯している状態にし
ます。

点灯している状態でDAC/CRAWL 
スイッチをもう一度押す

クロールコントロールが解除されると、
クロールコントロール作動表示灯、ス
リップ表示灯とターンアシスト表示灯
（ターンアシスト機能使用時のみ）が消灯
し、マルチインフォメーションディスプ
レイにクロールコントロールが解除され
たことを示すメッセージが数秒間表示さ
れます。

走行中にクロールコントロールを解除す
るときは、とくに慎重に運転してくださ
い。

知識

クロールコントロールの作動条件

エンジンがかかっているとき

シフトレバーが P・N 以外にあるとき

トランスファースイッチが L4 にあると
き

運転席ドアが閉まっているとき

クロールコントロールの自動解除

次のいずれかのときに、ブザーが継続的
に鳴り、クロールコントロール表示灯が
点滅後、消灯し、マルチインフォメー
ションディスプレイにクロールコント
ロールが解除されたことを示すメッセー
ジが数秒間表示され、クロールコント
ロールが解除されます。また、ターンア
シスト機能が ONのときは、ターンアシ
スト表示灯が消灯後、同時に解除されま
す。

シフトレバーを P または N にしたとき

トランスファースイッチをH4 にしたと
き

運転席ドアを開けたとき

クロールコントロールの機能制限

次の場合は、下り坂を一定の速度で降
りるようなブレーキ制御はできますが、

クロールコントロールを解除す
るときは
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上り坂を一定の速度で登るエンジン制
御はできません。

･ 車速が約 10km/h をこえたとき

次の場合は、エンジン制御・ブレーキ
制御とも一時的に機能を停止します。
この場合、クロールコントロール表示
灯が点滅します。

･ リヤデフロック★状態：車速が約
10km/h をこえたとき

･ リヤデフロック★が解除状態：車速が約
25km/h をこえたとき

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

長時間の使用について

クロールコントロールを長時間連続的
に使用すると、ブレーキシステムが異
常過熱することがあります。このとき
は、ブザーが鳴り、マルチインフォ
メーションディスプレイに異常を知ら
せるメッセージが表示され、クロール
コントロール表示灯が点滅した後消灯
します。一時的にクロールコントロー
ルが作動しなくなりますので、速やか
に安全な場所に停車して、表示が消え
るまでブレーキシステムを十分に冷却
してください。また、この間の通常走
行は可能です。

クロールコントロールを長時間連続的
に使用すると、オートマチックトラン
スミッションが異常過熱することがあ
ります。このときは、ブザーが鳴り、
クロールコントロールが自動的に解除
されます。また、マルチインフォメー
ションディスプレイに異常を知らせる
メッセージが表示されることがありま
す。この場合は、表示が消えるまで、
安全な場所に停車してください。

作動音や振動について

エンジン始動時や発進直後に、エンジ
ンルームから作動音が聞こえることが
ありますが、異常ではありません。

クロールコントロールが作動すると、
次のような現象が発生することがあり
ますが、異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

システムに異常があるときは

警告灯や警告表示が点灯します。
（ P.500, 505）

切り返し操作なしでは通過困難なタ
イトコーナーを走行するときに、一
定の低速度を維持しながら、運転者
のハンドル操作に応じて回頭性を向
上させる制御を実施し、切り返し操
作回数を低減します。

1 クロールコントロール作動中にフ
ロントマルチオペレーションパネ

ルの を選択して、オフロード

走行情報画面を表示させる
（ P.398）

2 ターンアシストスイッチを押す

スイッチ上のインジケーター とメー

ター内のターンアシスト表示灯が点灯し
ます。

OFF にするには再度スイッチを押しま
す。

ターンアシスト機能

ターンアシスト機能を作動させ
るには

A
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1 ターンアシスト機能作動中にフロ
ントマルチオペレーションパネル

の を選択して、オフロード走
行情報画面を表示させる。
（ P.398）

2 ターンアシストスイッチを押す

ターンアシストスイッチ上のインジケー
ターとターンアシスト表示灯が消灯し、
マルチインフォメーションディスプレイ
にターンアシスト機能が解除されたこと
を示すメッセージが数秒間表示されます。

知識

ターンアシスト機能の作動条件

車速が約 10km/h 以下のとき

クロールコントロールが作動している
とき

フロントデフ★・リヤデフ★をロックし
ていないとき

ブレーキ操作をしていないとき

シフトレバーが P・R・N以外にあると
き

ハンドル操作角度が大きいとき
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

ターンアシスト機能の自動解除

フロントデフ★・リヤデフ★をロックした
とき、ブザーが断続的に鳴り、ターンア
シスト機能が自動的に解除されます。こ
の場合、ターンアシスト表示灯が消灯し、
マルチインフォメーションディスプレイ
にターンアシスト機能が解除されたこと
を示すメッセージが数秒間表示されます。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

ターンアシスト機能の機能制限

次の場合は、ターンアシスト機能を一時
的に停止します。この場合、ターンアシ
スト表示灯が点滅します。

車速が約 10km/h をこえたとき

シフトレバーを Rにしたとき

バッテリーをはずしたとき

ターンアシスト表示灯が点滅します。シ
ステムを初期化する必要がありますので、
約 35km/h 以上の車速でしばらく直進走
行することで初期化できます。初期化操
作を行ってもターンアシスト表示灯が点
滅している場合は、レクサス販売店で点
検を受けてください。

ターンアシスト機能を解除する
ときは



377

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

MTS スイッチ

MODE SELECT スイッチ

マルチインフォメーションディス

プレイ
選択しているモードが表示されます。

1 MTSスイッチを押す

スイッチの作動表示灯 が点灯します。

2 MODE SELECT スイッチを右ま
たは左に操作し、走行モードを選
択する

マルチテレインセレクト

マルチテレインセレクトは、オフ
ロードでの走破性を向上させるシ
ステムです。

あらかじめ用意されたモードの中
から、走行する路面状況に適した
モードを選択することで、各状況
に合わせてブレーキ制御、駆動力
制御やサスペンション制御が最適
化されます。
AUTOモードを選択すると、路面
状況に合わせて自動で最適化され
ます。

警告

マルチテレインセレクトを使用する
ときは

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です

選択したモードの表示灯が点灯して
いることを確認してから走行してく
ださい。各表示灯が消灯している状
態ではマルチテレインセレクトの制
御が作動しません。

「走行モードの切りかえ」に記載して
いる路面状況は、あくまで参考情報
です。路面状況（勾配・路面の摩擦
係数・起伏）によっては、十分な効
果を発揮できない場合があります。
路面状況をよくご確認の上、走行し
てください。

マルチテレインセレクトは車両の性
能限界を高める装置ではありません。
路面状況や走行ルートをあらかじめ
よく確認した上で、安全に注意して
走行してください。

注意

使用上の注意

マルチテレインセレクトは、オフロー
ド走行時のみ使用してください。

システムの構成部品

走行モードの切りかえ

A

B

C

A
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トランスファーレンジの状態により、次 のモードを選択することができます。

トランスファーレンジが L4のとき

ブレーキ制御が作動すると、スリップ表示灯が点滅します。

トランスファーレンジがH4のとき

モード 路面状況

AUTO 路面状況に適した制御状態になります。

SAND 砂地路の走行に適しています。

MUD 泥濘路の走行に適しています。

ROCK 岩石路の走行に適しています。

モード 路面状況

AUTO 路面状況に適した制御状態になります。

DIRT 未舗装路の走行に適しています。

SAND 砂地路の走行に適しています。

MUD 泥濘路の走行に適しています。

DEEP SNOW 深雪路の走行に適しています。
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ブレーキ制御が作動すると、スリップ表示灯が点滅します。
「SAND」・「MUD」・「DEEP SNOW」選択時は、VSC OFF 表示灯が点灯します。

知識

マルチテレインセレクトについて

マルチテレインセレクトはオフロードで
の走破性を高めるため、駆動力を最大限
に利用できるように車両を制御します。
そのため、マルチテレインセレクトが作
動していない状態にくらべて、十分な燃
費性能が発揮できない場合があります。

機能の自動解除

次のいずれかの場合、マルチテレインセ
レクトが自動的に解除されます。

トランスファーレンジが H4のときに
DRIVE MODE スイッチを操作したとき

エンジンスイッチをOFF にしたとき

AUTOモードについて

走行する路面状況を推定しブレーキ制御、
駆動力やサスペンション制御を最適化し
ています。
走行状況の推定には限界があるため、路
面状況をよくご確認の上、走行してくだ
さい。路面状況（勾配・路面の摩擦係数・
起伏）や走行方法によっては、十分な効
果を発揮できない場合があります。その
際は、路面状況に応じて各モードを選択
し走行してください。

マルチテレインセレクトの作動を停止
するときは

次の操作を行うとマルチテレインセレク
トの作動が停止し、マルチインフォメー
ションディスプレイの表示が消えます。

MTS スイッチのインジケーター点灯時

MTS スイッチをもう一度押す

MTS スイッチのインジケーター消灯時

MTS スイッチを押してインジケーターが
点灯している状態にします。点灯してい
る状態で再度MTS スイッチを押す

スタックしたときは

トランスファースイッチと 4WDシステ
ムを切りかえてください。
切りかえについては、次のページを参照
してください。

フルタイム 4WD（ P.366）

センターデフロック（ P.367）

フロントデフロック★（ P.369）

リヤデフロック★（ P.371）
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

マルチテレインセレクトの各モードで
走行中は

次のようなことが起こる場合があります
が、異常ではありません。

車体やハンドルに振動を感じる

エンジンルーム内から作動音が聞こえ
る

レクサス販売店で点検が必要なとき

次の場合は、システムの故障が考えられ
ます。ただちにレクサス販売店で点検を
受けてください。

スリップ表示灯が点灯している

MTS スイッチを操作しても、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに表示
灯が表示されない
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DAC/CRAWL スイッチを押す

ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点灯すれば作動可能状態です。

システムが作動しているときはスリップ
表示灯が点滅します。このとき制動灯と
ハイマウントストップランプが点灯しま
す。また、作動音が聞こえることがあり
ますが、異常ではありません。

希望の速度（約4 ～ 30km/h）に設
定するには、MODE SELECT スイッ
チをまわします。

設定速度はマルチインフォメーショ
ンディスプレイに表示されます。

速度を上げる

速度を下げる

DAC/CRAWLスイッチのインジ
ケーター点灯時

DAC/CRAWLスイッチをもう一度押
す

DAC/CRAWLスイッチのインジ
ケーター消灯時

DAC/CRAWLスイッチを押してイン
ジケーターを点灯している状態にし
ます。

点灯している状態でDAC/CRAWL
スイッチをもう一度押す

ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムは徐々に作動を解除します。解除中は
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点滅し、解除されると消灯し

ダウンヒルアシストコント
ロールシステム

急な下り坂を一定の低速度で走行
することができます。

システムはトランスファースイッ
チがH4で、ブレーキペダルとア
クセルペダルを操作しておらず、
かつ車速が30km/h 以下のときに
使用できます。

警告

ダウンヒルアシストコントロールシ
ステムを使うときは

ダウンヒルアシストコントロールシス
テムを過信しないでください。車両性
能の限界を高めるためのものではない
ので、常に路面状況をよく確認した上
で、安全運転を心がけてください。

ダウンヒルアシストコントロー
ルシステムを使用するときは

ダウンヒルアシストコントロー
ルシステムの速度を設定する

ダウンヒルアシストコントロー
ルシステムの解除

A

B
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表示灯が点滅している最中はシステムは
作動しません。システムを作動させたい
ときは、もう一度スイッチを押します。

知識

ダウンヒルアシストコントロールシス
テムを使用するときは

ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムはシフトレバーが P以外のときに作動
しますが、システムの効果を十分に発揮
するために、前進時はM モードの 1 また
は 2 レンジにすることをおすすめします。

ダウンヒルアシストコントロールシス
テムが使用できないとき

フロントデフロック★・リヤデフロック★

を使用しているとき
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

ダウンヒルアシストコントロールシス
テム表示灯が点滅したとき

次の場合は、ダウンヒルアシストコン
トロールシステム表示灯が点滅し、シ
ステムが作動しません。

･ トランスファースイッチを H4以外に
変更したとき

･ シフトレバーが Pにあるとき
･ 車速が約 30km/h をこえたとき
･ ブレーキシステムが異常過熱したとき

次の場合は、ダウンヒルアシストコン
トロールシステム表示灯が点滅します
が、システムは作動します。

･ シフトレバーが Nにあるとき
･ DAC/CRAWL スイッチのインジケー
ター点灯時に DAC/CRAWL スイッチを
押したとき

ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムは徐々に作動を解除します。解除中は
ダウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点滅し、解除されると消灯し

ます。

長時間の使用について

ダウンヒルアシストコントロールシステ
ムが長時間作動すると、ブレーキシステ
ムが異常過熱するおそれがあるため、ブ
ザーが鳴り機能が一時的に停止されます。
この場合、ダウンヒルアシストコント
ロールシステム表示灯が点滅し、マルチ
インフォメーション内に“TRC Off しま
した”が表示されます。（通常走行は可
能です）

しばらくして、ダウンヒルアシストコン
トロールシステム表示灯が点灯にかわ
り、“TRC Off しました”の表示が消え
ればシステムが使用可能となります。

作動音や振動について

エンジン始動時や発進直後に、エンジ
ンルームから作動音が聞こえることが
ありますが、異常ではありません。

ダウンヒルアシストコントロールシス
テムが作動すると、次のような現象が
発生することがありますが、異常では
ありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

システムに異常があるときは

次の場合は、レクサス販売店で点検を受
けてください。

DAC/CRAWL スイッチを押しても、ダ
ウンヒルアシストコントロールシステ
ム表示灯が点灯しない

スリップ表示灯が点灯する
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プラスサポートを始動するには

1 サポキーを携帯していることを確
認して、ドアを解錠する
（ P.92, 97）

エンジンスイッチがOFF 以外の状態で
ドアが施錠されているときは、サポキー
でドアを解錠しても、プラスサポートは
作動可能になりません。

2 通常の手順でエンジンを始動する
（ P.181）

3 “プラスサポートで始動しまし
た”というメッセージが表示さ
れ、プラスサポート表示灯が点灯
したことを確認する

エンジンスイッチをOFF にするまで、
プラスサポートが作動可能な状態になり

警告

正しく作動しないおそれのある状況

次の路面を走行する場合、特に、タイ
ヤのグリップ性能の限界をこえるとき
や、タイヤが十分に接地していないと
きは、車両を一定の低速度に維持でき
ないことがあり、乗員が重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

泥、砂利の道路などのすべりやすい
路面

凍結路

凹凸が大きな荒れた路面

プラスサポート（販売店装
着オプション）

プラスサポートは、急アクセル時
加速抑制によって運転者を補助
し、安全なドライブを支援しま
す。プラスサポートを使用するた
めには、サテンゴールドに加飾さ
れた電子キー（プラスサポート用
スマートキー、以下、「サポキー」
といいます）が必要です。

プラスサポートを使用するには
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4 メーター操作スイッチの を押

してメッセージを非表示にする

を押すまで、“プラスサポートで始

動しました”のメッセージは表示された
ままになります。

プラスサポートが不要なときは

黒色の電子キー（標準装備のもの）
を携帯してドアを解錠し、エンジン
を始動したときは、プラスサポート
が非作動になり、標準車と同様の制
御になります。

低速走行（約30km/h 以下）中に、
ペダルの踏み間違いなどでアクセル
ペダルが速く強く踏み込まれたとシ
ステムが判断したとき、エンジンの
出力を抑制することで、車両が急加
速しないように制御します。

警告

プラスサポートを正しく使用するた
めに

必ずサポキーを携帯していることを
確認してください。黒色の電子キー
（標準装備のもの）を携帯していると
きは、プラスサポートが始動しませ
ん。

サポキーと黒色の電子キーを同時に
携帯しないでください。プラスサ
ポートが始動しない場合があります。

エンジン始動後は、プラスサポート
表示灯が点灯していることを必ず確
認してください（ P.73）。プラス
サポート表示灯が点灯していないと
きは、プラスサポートが作動しませ
ん。また、プラスサポートが不要な
ときは、プラスサポート表示灯が消
灯していることを必ず確認してくだ
さい。

プラスサポートを使用するときは

次のシステムを使用しないでください。

急アクセル時加速抑制が作動した場合、
駆動が制限され思わぬ事故につながる
おそれがあります。

4WDシステムの L4

クロールコントロール

急アクセル時加速抑制について
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急アクセル時加速抑制が作動したと
きは、ブザーでお知らせするととも
に、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されま
す。

メッセージが表示されたときは、すみや
かにアクセルペダルから足を離し、ブ
レーキペダルを踏んでください。

警告

安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。必ず車両
周辺の安全を確認しながら運転してく
ださい。

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。急アクセ
ル時加速抑制は、状況によっては作
動しない場合もあります。

急アクセル時加速抑制は衝突を防止
するシステムではありません。車両
を自動で停止させる機能はないため、
加速抑制後も車両は惰性で動きます。
周囲の交通状況を確認の上、必ずご
自身でブレーキペダルを踏んでくだ
さい。

急アクセル時加速抑制は意図せぬ急
加速の防止を補助する機能ですが、
走行状況によっては、加速が必要な
ときにもエンジンの出力が抑制され
る場合があります。安全、かつ環境
に優しい運転をするためにも、日頃
からアクセルペダルはゆっくり操作
するように心がけてください。

お客様ご自身で急アクセル時加速抑
制の作動テストを行わないでくださ
い。状況によってはシステムが正常
に作動せず、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

急アクセル時加速抑制が作動したと
き

急アクセル時加速抑制が作動すると、
エンジンの出力を抑制します。すみや
かにアクセルペダルから足を離して、
ブレーキペダルを踏んでください。ア
クセルペダルを踏み込んだままでいる
と、しばらくしたあとに車両が加速し、
思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

右左折・車線変更するとき

必ず方向指示灯を点滅させてください。
方向指示灯が点滅していないと、プラ
スサポートによりエンジンの出力が抑
制され、思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

急アクセル時加速抑制が作動し
たとき
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知識

急アクセル時加速抑制の作動条件

プラスサポートが始動したあと、次の条
件をすべて満たした場合、急アクセル時
加速抑制が作動します。

シフトレバーが P・N以外のとき

車速が約 30km/h 以下のとき

アクセルペダルを速く強く踏み込んだ
とき（アクセルペダルを踏み込む速度
と踏み込み量が一定以上のとき）

次の条件のいずれかを満たした場合、エ
ンジンの出力抑制量を少なくし、前進時

は約 30km/h、後退時は約 12km/h※ ま
でゆるやかに加速します。

加速抑制作動中にアクセルペダルを約5
秒間踏み続けたとき

加速抑制作動後すぐにアクセルペダル
を速く強く踏み直したとき

※状況によっては所定の速度以下に抑制
できない場合があります

急アクセル時加速抑制が作動しないと
き

次の場合は、加速が必要な場合を考慮し、
急アクセル時加速抑制が作動しません。
アクセルペダルをゆっくり操作し、安全
運転を心がけてください。

方向指示灯の点滅中、または消灯した
あと約 2秒間

ブレーキペダルを踏んでいるとき、ま
たはブレーキペダルを離したあと約 2
秒間

急な上り坂に自車がいるとき

システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況ではシステムが正常に作
動しない場合があります。

車両の変化

･ 積載状況などにより車両姿勢が大きく
傾いたとき（ノーズアップ・ノーズダ
ウンなど）

･ ローダウンサスペンション、純正と異
なる径のタイヤなどを取り付けたとき

周辺環境の影響
･ 坂道・凸凹道・砂利道などの非舗装路
を走行しているとき

･ 雪道などスリップが発生するような場
所を走行しているとき

･ 坂道の出口など車両姿勢が急激に変化
したとき

･ スピードブレイカーや縁石など大きな
段差を乗り越えるとき

加速したい場面でシステムが作動する
おそれのある状況

次のような状況では踏み間違いでなくて
もシステムが作動する場合があります。 ア
クセルを離してゆっくり踏み直してくだ
さい。

車両の変化
･ 積載状況などにより車両姿勢が大きく
傾いたとき（ノーズアップ・ノーズダ
ウンなど）

･ ローダウンサスペンション、純正と異
なる径のタイヤなどを取り付けたとき

周辺環境の影響
･ 坂道・凸凹道・砂利道などの非舗装路
を走行しているとき

･ 雪道などスリップが発生するような場
所を走行しているとき

･ 坂道の入り口など車両姿勢が急激に変
化したとき

･ スピードブレイカーや縁石など大きな
段差を乗り越えるとき

運転操作の影響
･ 車線変更や右折などで方向指示灯を点
滅させずに急いで加速しようとしたと
き

･ 惰性走行から急いで加速しようとした
とき

･ ETC ゲート通過後に急加速したとき
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･ ブレーキホールドによるブレーキ保持
中に急発進しようとしたとき

ECB（電子制御ブレーキシステ
ム）

電子制御により、ブレーキ操作に応
じたブレーキ力を発生させます。

マルチテレインABS（アンチロッ
クブレーキシステム）

急ブレーキ時、またはすべりやすい
路面やオフロード（砂利・砂地・泥
地・氷雪路など）でのブレーキ時に
タイヤのロックを防ぎ、スリップを
抑制します。

ブレーキアシスト

急ブレーキ時などに、より大きなブ
レーキ力を発生させます。

VSC（ビークルスタビリティコン
トロール）

急なハンドル操作や、すべりやすい
路面で旋回するときに横すべりを抑
え、車両の姿勢維持に寄与します。

S-VSC（ステアリングアシステッ
ドビークルスタビリティコント
ロール）

マルチテレイン ABS・アクティブ
TRC・VSC・EPS を協調して制御し
ます。
すべりやすい路面などの走行で急な

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保す
るため、走行状況に応じて次の装
置が自動で作動します。ただし、
これらの装置は補助的なものなの
で、過信せずに運転には十分に注
意してください。

運転を補助する装置について



387

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

ハンドル操作をした際に、ハンドル
操作力を制御することで、車両の方
向安定性確保に貢献します。

トレーラースウェイコントロール

トレーラーのふらつきが検知された
とき、各タイヤに対してブレーキ圧
を選択的に適用して駆動トルクを低
減することで、運転者がトレーラー
のふらつきを制御するのに役立ちま
す。

アクティブ TRC（トラクションコ
ントロール）

すべりやすい路面や険しいオフロー
ドでの発進時や加速時に生じる車輪
の空転を4 輪別々に抑制すると共に
車両の方向安定性と駆動力を確保し
ます。

ヒルスタートアシストコントロー
ル

上り坂で発進するときに、車が後退
するのを緩和します。

EPS（エレクトリックパワーステ
アリング）

電気式モーターを利用して、ハンド
ル操作を補助します。

VDIM（ビークルダイナミクスイ
ンテグレイテッドマネージメン
ト）

マルチテレイン ABS・ブレーキアシ
スト・アクティブ TRC・VSC・ヒル
スタートアシストコントロール・
EPS を総合的に制御します。
すべりやすい路面の走行などで急な
運転操作をした際に、ブレーキ・エ
ンジン出力・ハンドル操作力を制御
することで、車両の安定性確保に貢
献します。

NAVI・AI-AVS （AVS：アダプ
ティブバリアブルサスペンション
システム）

路面の状態や運転操作などに応じ、
ショックアブソーバーの減衰力を4
輪独立に制御することで、なめらか
な乗り心地と優れた安定感の確保に
貢献し、車両の姿勢維持に寄与しま
す。

また、ドライブモードセレクトで走
行モードを選択することで減衰力を
切りかえたり（ P.357）、トラン
スファースイッチを L4にすること
でオフロード走行での乗り心地を確
保することができます。（ P.366）

後方車両への接近警報

同じ車線を走行する後方車両を後側
方レーダーセンサーで検出し、追突
の可能性が高いと判断したときに、
非常点滅灯を高速点滅させて後方車
両に注意をうながします。このとき
マルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージを表示し、後方車
両の接近を運転者に知らせます。

緊急ブレーキシグナル

急ブレーキ時に制動灯を自動的に点
滅させることにより、後続車に注意
をうながし、追突される可能性を低
減させます。

セカンダリーコリジョンブレーキ

SRS エアバッグのセンサーが衝突を
検知して作動したとき、自動的にブ
レーキと制動灯を制御することで、
車両を減速させ二次衝突による被害
の軽減に寄与します。

衝突時の急加速抑制

SRS エアバッグのセンサーが軽度の
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衝突を検知したときに、急アクセル
によるエンジン出力を自動的に抑制
することで、二次衝突による被害の
軽減に寄与します。

知識

マルチテレイン ABS・VSC・アクティ
ブ TRC・トレーラースウェイコント
ロールが作動しているとき

マルチテレイン ABS・VSC・アクティブ
TRC・トレーラースウェイコントロール
が作動しているときは、スリップ表示灯
が点滅します。

アクティブ TRC を停止するには

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出する
ときに、アクティブ TRC が作動している
と、アクセルペダルを踏み込んでもエン
ジンの出力が上がらず、脱出が困難な場
合があります。このようなときに、VSC 
OFF スイッチを押すことにより、脱出し
やすくなる場合があります。

アクティブ TRC を停止するには VSC 
OFF スイッチを押す

マルチインフォメーションディスプレイ
に“TRC Off しました” と表示されま
す。もう一度スイッチを押すと、システ
ム作動状態にもどります。

アクティブ TRC・VSC・トレーラース
ウェイコントロールを停止するには

アクティブ TRC・VSC・トレーラース
ウェイコントロールを停止するには、停
車時に VSC OFF スイッチを押し 3 秒以
上保持する

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに“TRC 

Off しました” と表示されます。※

もう一度スイッチを押すと、システム作
動状態にもどります。
※プリクラッシュブレーキアシスト・プ
リクラッシュブレーキも停止します。
PCS 警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。（ P.225）

VSC OFF スイッチを押さなくてもマル
チインフォメーションディスプレイに
TRC OFF 表示がされたとき

アクティブ TRC が一時的に作動できない
状態になっています。表示が継続する場
合はレクサス販売店にご相談ください。

ヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときシステムが作動します。

シフトレバーの位置が Pまたは N以外
（前進または後退での上り坂発進時）

車両停止状態

アクセルペダルを踏んでいない

パーキングブレーキがかかっていない

エンジンスイッチが ON
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ヒルスタートアシストコントロールの
自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

シフトレバーをPまたはNの位置にした

アクセルペダルを踏んだ

ブレーキペダルを踏んで、かつパーキ
ングブレーキをかけた

ブレーキペダルから足を離して最大 2 
秒経過した

エンジンスイッチがOFF

マルチテレイン ABS・ブレーキアシス
ト・VSC・トレーラースウェイコント
ロール・アクティブ TRC・ヒルスター
トアシストコントロールの作動音と振
動

エンジン始動時や発進直後や、ブレー
キペダルをくり返し踏んだときなどに、
エンジンルームから作動音が聞こえる
ことがありますが、異常ではありませ
ん。

上記のシステムが作動すると、次のよ
うな現象が発生することがありますが、
異常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

ECB の作動音

次のような場合に ECB の作動音が聞こえ
ることがありますが、異常ではありませ
ん。

ブレーキペダルを操作したときに、エ
ンジンルームから聞こえる作動音
（“カチ”、“シュー”、“ジー”
という音）

運転席ドアを開けたときに車両前方か
ら聞こえるブレーキシステムのモー
ター音（“ジー”という音）

エンジン停止後 1 ～ 2 分後経過時に、
エンジンルームから聞こえる作動音

（“カチ”、“シュー”、“ジー”
という音）

EPS モーターの作動音

ハンドル操作を行ったとき、モーターの
音（“ウィーン” という音）が聞こえる
ことがありますが、異常ではありません。

アクティブ TRC・VSC・トレーラース
ウェイコントロールの自動復帰につい
て

アクティブ TRC・VSC・トレーラース
ウェイコントロールを作動停止にしたあ
と、以下のときはシステム作動可能状態
にもどります。

エンジンスイッチを OFF にしたとき

（アクティブTRC のみを作動停止にして
いる場合）車速が高くなったとき

ただし、アクティブ TRC と VSC の作動
を停止している場合は、車速による自動
復帰はありません。

EPS の効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドル
をまわし続けると、EPS システムのオー
バーヒートを避けるため、EPS の効果が
下がりハンドル操作が重く感じられるよ
うになります。その場合は、ハンドル操
作を控えるか、停車し、エンジンを停止
してください。10 分程度でもとの状態に
もどります。

長時間の使用について

ブレーキシステムが異常過熱するおそれ
があるため、ブザーが鳴り、マルチイン
フォーメーションディスプレイに“TRC 
Off しました”と表示され、アクティブ
TRC とヒルスタートアシストコントロー
ルが一時的に作動出来なくなります。こ
の場合、速やかに安全な場所に停車して、
表示が消えるまでブレーキシステムを十
分に冷却してください。（この間の通常走
行は可能です）

しばらくして表示が消えれば、アクティ
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ブ TRC とヒルスタートアシストコント
ロールが作動可能となります。

後方車両への接近警報の作動条件

次の条件を満たしたときシステムが作動
します。

自車から見た後方車の接近速度が約
30km/h ～ 100km/h の間

自車の車速が約 10km/h 以下、または
前進時でブレーキを踏んでいる

後方車両への接近警報が正しく作動し
ないおそれがある状況

次のような状況では後方車両を正しく
検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどの濡れた路面を走行するとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ 後方車両と自車の中心がずれていると
き

･ 斜め後方から車両が近付いてくるとき
･ 自車の後方に他車が急に割り込んでき
たとき

･ 後方車両の周辺に他車が存在するとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

特に次のような状況では、衝突の可能
性がなくてもシステムが作動するおそ
れがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 自車の周辺に複数台の他車が存在する
とき

･ 右左折待ちで停車したときなどに、自
車の真うしろを車両が通過するとき

･ 道路脇に停車したときなどに、車両が
真横を通過するとき

･ 後方車両が近距離から自車を追い越し
たとき

･ 後方車両が近距離まで急接近したとき

マルチインフォメーションディスプレ
イに“FHL 現在使用できません” が
表示されたときは

後方車両への接近警報が一時的に使用不
可と判断されています。

この場合、センサー周辺のバンパーに氷・
雪・泥などが付着していることが考えら
れます。（ P.264）センサー周辺のバン
パーの氷・雪・泥などを取り除けば、正
常に復帰します。また、極めて高温また
は低温の境で使用した場合、正常に作動
しないことがあります。

緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

非常点滅灯が点滅していないこと

車速 55km/h 以上

車両の減速度から急ブレーキであると
システムにより判断された

緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

非常点滅灯を点滅させた

車両の減速度から急ブレーキではない
とシステムにより判断された

セカンダリーコリジョンブレーキの作
動条件

走行中に SRS エアバッグのセンサーが衝
突を検知して作動したとき。

ただし構成部品が破損した場合システム
は作動しません。

セカンダリーコリジョンブレーキの解
除条件

次のいずれかのとき自動的にシステムが
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解除されます

車速が約 0㎞ /h になったとき

作動して一定時間経過したとき

アクセルペダルを大きく踏み込んだと
き

衝突時の急加速抑制について

次の条件をすべて満たすと、システム
が作動します。

･ 車速が約 60km/h 以下のとき
･ SRS エアバッグのセンサーが車両前方
に軽度の衝突を検知したとき

･ 衝突の直前にブレーキ操作をしていな
いとき

･ アクセルペダルを早く強く踏み込んだ
※あとに衝突した、または衝突後にア

クセルペダルを早く強く踏み込んだ※

とき
※アクセルペダルを踏み込む速度と踏み
込み量が一定以上のとき

次のような状況では衝突していなくて
も、システムが作動する場合がありま
す。

･ 縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

･ 深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き

･ ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したとき

アクセルペダルを離すとシステムの作
動が解除されます。

NAVI・AI-AVS の NAVI 協調機能

ナビゲーションの道路コーナー情報によ

り、コーナーの前からあらかじめ減衰力
を制御します。これにより、優れたコー
ナーリング性能を確保します。ナビゲー
ションにおいてルート探索可能な道路で
作動します。

警告

マルチテレイン ABS の効果を発揮で
きないとき

タイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に
摩耗したタイヤで走行するときなど）

雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレー
ニング現象が発生したとき

マルチテレイン ABS が作動すること
で、制動距離が通常よりも長くなる
可能性があるとき

マルチテレイン ABS は制動距離を短く
する装置ではありません。特に次の状
況では、常に速度を控えめにして前車
と安全な車間距離をとってください。

泥・砂利の道路や積雪路を走行して
いるとき

タイヤチェーンを装着しているとき

道路のつなぎ目など、段差をこえた
とき

凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

アクティブTRCやVSCの効果を発揮
できないとき

すべりやすい路面では、アクティブ
TRC や VSC が作動していても、車両
の方向安定性や駆動力が得られないこ
とがあります。車両の方向安定性や駆
動力を失うような状況では、特に慎重
に運転してください。
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警告

ヒルスタートアシストコントロール
の効果を発揮できないとき

ヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の
坂や凍った路面ではヒルスタートア
シストコントロールが効かないこと
があります。

ヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐車するための機能ではあり
ませんので、同機能を坂道での駐停
車のために使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

スリップ表示灯が点滅しているとき
は

アクティブ TRC、マルチテレイン
ABS、VSC が作動中であることを知ら
せています。常に安全運転を心がけて
ください。無謀な運転は思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。表示
灯が点滅したら特に慎重に運転してく
ださい。

アクティブ TRC や VSC、トレーラー
スウェイコントロールを OFF にする
ときは

アクティブ TRC や VSC、トレーラー
スウェイコントロール は自動的にブ
レーキやエンジンの出力を制御して駆
動力や車両の方向安定性を確保しよう
とするシステムです。
そのため、必要なとき以外はアクティ
ブ TRC や VSC、トレーラースウェイ
コントロールを作動停止状態にしない
でください。アクティブ TRC や VSC、
トレーラースウェイコントロールを作
動停止状態にしたときは、路面状況に
応じた速度で、特に慎重な運転を心が
けてください。

タイヤまたはホイールを交換すると
きは

4 輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパター
ン（溝模様）のタイヤを使用し、推奨
された空気圧にしてください。
（ P.537）
異なったタイヤを装着すると、マルチ
テレイン ABS・アクティブ TRC・
VSC・トレーラースウェイコントロー
ルなど、運転を補助するシステムが正
常に作動しません。タイヤ、またはホ
イールを交換するときは、レクサス販
売店に相談してください。

タイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サス
ペンションを改造したりすると、運転
を補助するシステムに悪影響をおよぼ
し、システムの故障につながるおそれ
があります。

トレーラースウェイコントロールに
関する注意

トレーラースウェイコントロールシス
テムは、すべての状況においてトレー
ラーのふらつきの低減を可能にするも
のではありません。車両やトレーラー
の状態、路面の状態、走行環境といっ
た様々な要因から本システムの効果が
得られない可能性があります。トレー
ラーを適切にけん引する方法について
は、トレーラーに関する取扱説明書を
参照してください。

トレーラーがふらつくときは

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

ハンドルをまっすぐ、しっかりと
握ってください。ハンドルを操作し
てトレーラーのふらつきを抑えよう
としないでください。
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警告

アクセルペダルから急に足を離さず、
徐々に離して速度を落としてくださ
い。速度を上げないでください。ブ
レーキを掛けないでください。

急ハンドルや急ブレーキをかけなけれ
ば車両とトレーラーのふらつきが安定
するはずです。（ P.178）

セカンダリーコリジョンブレーキに
ついて

セカンダリーコリジョンブレーキを過
信しないでください。本システムは、
二次衝突による被害の軽減に寄与する
ことを目的としていますが、その効果
はさまざまな条件によりかわります。
システムを過信すると重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

衝突時の急加速抑制

衝突時の急加速抑制を過信しないで
ください。本システムは、二次衝突
による被害軽減に寄与することを目
的としていますが、その効果はさま
ざまな条件によりかわります。シス
テムを過信すると重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

本システムは急加速を抑制するもの
であり、ブレーキを作動させるもの
ではありません。必要に応じてブ
レーキペダルを操作してください。

後側方レーダーセンサーの取り扱い

P.264
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次のものはそれぞれ外気温に適し
たものをお使いください。

• エンジンオイル

• 冷却水

• ウォッシャー液

バッテリーの点検を受けてくださ
い。

冬用タイヤ（4輪）やタイヤ

チェーン（後部タイヤ用）※を使
用してください。
タイヤは4輪とも同一サイズで同
一銘柄のものを、タイヤチェーン
はタイヤサイズに合ったものを使
用してください。（タイヤについ
て： P.466）

※22 インチタイヤには、タイヤチェー
ンを装着することはできません。

知識

タイヤチェーンについて（22 インチタ
イヤ装着車を除く）

取り付け・取りはずし・取り扱い方法に
ついては次の指示に従ってください。

安全に作業できる場所で行う

後 2輪に取り付ける

タイヤチェーンに付属の取り扱い説明
書に従う

取り付け後0.5 ～ 1.0km走行したら締
め直しを行う

タイヤチェーンについて（22インチタ
イヤ装着車）

タイヤとボデーの隙間が狭いため、タイ
ヤチェーンを装着できません。

AHC について

寒冷時は、AHC の作動に制限がかかる場
合があります。（ P.364）

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検など
正しく処置していただいた上で適
切に運転してください。

冬の前の準備について
警告

冬用タイヤを装着するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

指定サイズのタイヤを使用する

空気圧を推奨値に調整する

装着する冬用タイヤの最高許容速度
や制限速度をこえる速度で走行しな
い

冬用タイヤを装着する際は、必ず 4輪
とも装着する

タイヤチェーン取り付け時の警告
（22インチタイヤ装着車を除く）

AHC を OFF にしてください。オート
レベリング機能により車高がかわり車
両に体が挟まれたりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。
（ P.359）
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状況に応じて次のことを行ってくだ
さい。

ドアやワイパーが凍結したときは
無理に開けたり動かしたりせず、
ぬるま湯をかけるなどして氷を解
かし、すぐに水分を十分にふき
取ってください。

フロントウインドウガラス前の外
気取り入れ口に雪が積もっている
ときは、エアコンのファンを正常
に作動させるために、雪を取り除
いてください。

外装ランプ・ドアミラー・ドアガ
ラス・車両の屋根・タイヤの周辺
やブレーキ装置に雪や氷が付いて
いるときは、取り除いてくださ
い。

乗車する前に靴底に付いた雪をよ
く落としてください。

知識

寒冷地用ワイパーブレードについて

降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブ
レードは、雪が付着するのを防ぐため
に金属部分をゴムで覆ってあります。
レクサス販売店で各車指定のブレード

警告

タイヤチェーンを装着するとき（22
インチタイヤ装着車を除く）

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運
転することができずに、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

装着したチェーンに定められた制限
速度、もしくは 30km/h のどちらか
低い方をこえる速度で走行しない

路面の凹凸や穴を避ける

急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避ける

カーブの入り口手前で十分減速して、
車のコントロールを失うのを防ぐ

LTA（レーントレーシングアシスト）
を使用しない

注意

タイヤチェーンの使用について（22
インチタイヤ装着車を除く）

レクサス純正タイヤチェーンのご使
用をおすすめします。
レクサス純正品以外のタイヤチェー
ンの中には、使用すると車体にあた
り、走行のさまたげとなるおそれが
あるものもあります。
詳しくはレクサス販売店にご相談く
ださい。

アルミホイールにタイヤチェーンを
取り付けると、ホイールに傷が付く
ことがあります。

タイヤを修理・交換するときは

タイヤの取り付け・取りはずしは、タ
イヤ空気圧バルブ／送信機の作動に影
響します。（タイヤについての詳しい説
明は P.466 を参照してください）

タイヤチェーンの装着（22 インチタ
イヤ装着車を除く）

タイヤチェーンを装着すると、タイヤ
空気圧バルブ／送信機が正しく作動し
ないおそれがあります。

運転する前に
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をお求めください。

高速走行時は、通常のワイパーブレー
ドよりガラスがふき取りにくくなるこ
とがあります。その場合には速度を落
としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を十
分にとって控えめな速度で走行して
ください。

パーキングブレーキをかけると、

ブレーキ装置が凍結して解除でき
なくなるおそれがあります。パー
キングブレーキはかけずに、シフ
トレバーを Pに入れて駐車し、必

ず輪止め※1 をしてください。
輪止めをしないと、車が動き思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危
険です。
パーキングブレーキがオートモー
ドのときは、シフトレバーを P に
入れたあとにパーキングブレーキ
を解除してください。（ P.190）

パーキングブレーキをかけずに駐

車するときは、シフトレバーを P
に入れた状態でシフトレバーが動

かないこと※2を確認してくださ
い。

※1輪止めは、レクサス販売店で購入する
ことができます。

※2ブレーキペダルを踏まないで Pからシ

フトするときにロックがかかります。
シフトできる場合は、シフトロックシ
ステムなどの故障が考えられます。た
だちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

注意

ガラスに付いた氷を除去するとき

氷をたたいて割らないでください。 ガ
ラスがひび割れるおそれがあります。

運転するとき

駐車するとき
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5-1. ディスプレイ

エアコン操作画面を表示する

（ P.406, 414）

オフロード走行情報画面を表示す

る

フロントマルチオペレーションパ

ネル設定画面を表示する

オフロード走行に関する情報を表示
することができます。

マルチテレインセレクト作動時

傾斜計表示

車両の前後方向・左右方向のおおよその
傾き角度を表示します。

トランスファーレンジ表示

マルチテレインセレクトモード表
示

ブレーキペダル踏度表示

ブレーキペダルの踏み込み量を表示しま
す。

デフロック作動表示

アクセルペダル踏度表示

アクセルペダルの踏み込み量を表示しま
す。

アクティブ TRC 作動表示

作動しているタイヤを橙色で表示します。

AHC（アクティブハイトコント
ロール）表示

フロントタイヤ方向表示

現在のフロントタイヤの方向の目安を表
示します。

フロントマルチオペレー
ションパネル

フロントマルチオペレーションパ
ネルを使ってエアコンの操作をす
ることができます。また、オフ
ロード走行に関する情報を表示す
ることもできます。

フロントマルチオペレーション
パネルの操作について

A

B

C

オフロード走行情報画面につい
て

A

B

C

D

E

F

G

H

I



399

5

5-1. ディスプレイ
室
内
装
備
・
機
能

マルチテレインセレクト非作動時

Gモニター表示

車両にかかる前後左右の G（加速度）を
表示します。

トランスファーレンジ表示

ドライブモードセレクト表示／ク

ロールコントロールモード表示／
ダウンヒルアシストコントロール
システム設定速度表示

ブレーキペダル踏度表示

ブレーキペダルの踏み込み量を表示しま
す。

デフロック作動表示

アクセルペダル踏度表示

アクセルペダルの踏み込み量を表示しま
す。

Gモニターの履歴消去

車両にかかる前後左右の G（加速度）の
軌跡をリセットすることができます。

アクティブ TRC 作動表示

作動しているタイヤを橙色で表示します。

AHC（アクティブハイトコント

ロール）表示

フロントタイヤ方向表示

現在のフロントタイヤの方向の目安を表
示します。

画面の操作規制の設定や画面の明る
さなどを調整できます。

画質の調整

“Display”を選択し、各調整ス
イッチを選択する。

コントラストを調整する。

明るさを調整する。

画面を消す。

画面を再度表示させるには、画面にタッ
チして、画面中央のボタンをタッチしま
す。

設定の変更

“Setting”を選択し、各項目の設定
内容を選択する。

操作を行わなかった場合、画面表
示が切りかわる時間を20 秒、1 

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

フロントマルチオペレーション
パネルの設定について

A

B

C

A
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分、5 分のあいだで設定できま
す。

画面の操作感度を 1（低）2（普

通）3（高）のあいだで設定でき
ます。

ソフトウェアの情報を表示しま

す。

知識

作動条件

エンジンスイッチがONのとき

操作画面について

画面保護のため、操作画面は指で軽く
タッチしてください。

操作画面の反応がないときは、一度画
面から手を離してから再度タッチして
ください。

画面に が表示されているとき

に を選択すると、ひとつ前の

画面に戻ります。

次のときは、操作画面が反応しなかっ
たり、誤作動することがあります。

･ 手袋を着用しているとき
･ 爪で操作したとき
･ 他の指や手のひらが、他のスイッチに
近付いたとき

･ 汚れや水分が付着しているとき
･ 操作画面の表面にフィルムなどを貼っ
たとき

･ 操作画面の表面を塗装したとき
･ 近くにテレビ塔・発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

･ 無線機や携帯電話などの無線通信機器
を携帯しているとき

操作画面が、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている

ときは、操作画面が反応しなかったり、
誤作動することがあります。

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVD などのメディア

清掃の際、操作画面をふくことで操作
画面が反応することがあります。

操作画面に手を近付けた状態で、エン
ジンスイッチを ACC またはONにする
と、操作画面が反応しないことがあり
ます。その場合、操作画面から手を離
し、エンジンスイッチをOFF にしてか
らONにしてください。

液晶画面について

液晶画面は、斜めからみると画面が
白っぽく見えたり、黒っぽく見えたり
します。

太陽の光などの外光が画面にあたると
画面が見にくくなります。

偏光レンズを使用したサングラスなど
を装着すると、画面が暗く見えたり、
見にくくなったりします。

オープンソフトウェア情報

©1982-2013, QNX Software Systems 
Limited. All rights reserved.

B

C

警告

運転中の使用について

安全のため、運転者は走行中に極力操
作をしないでください。走行中はハン
ドルの操作を誤るなど思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。車を停
車させてから操作をしてください。な
お、走行中に画面を見るときは、必要
最小限の時間にしてください。
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HOME画面

オーディオ操作画面を表示する

（詳しくは別冊「マルチメディア
取扱説明書」を参照してくださ
い。）

リヤエアコン操作画面を表示する

（ P.414, 418）

リヤシート操作画面を表示する
（ P.136, 165）

リヤのリラクゼーションシート操

作画面を表示する（ P.138）

リヤのランプ操作画面を表示する

注意

画面を清掃するときは

画面の汚れは、プラスチックレンズ用
メガネふきなどのやわらかく乾いた布
で軽くふき取ってください。

手で強く押したり、かたい布でこする
と表面に傷が付くことがあります。ま
た、液晶画面はコーティング処理して
あります。ベンジンやアルカリ性溶液
などが付着すると画面が損傷するおそ
れがあります。

バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止しているときは、長時
間操作をしないでください。

リヤマルチオペレーション
パネル（4人乗り車）

リヤアームレスト内のオペレー
ションパネルを使って、リヤの
オーディオ・エアコン・シート・
リラクゼーションシート・ランプ
の操作をすることができます。

リヤマルチオペレーションパネ
ルの操作について

A

B

C

D

E
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（ P.425）

リヤマルチオペレーションパネル
設定画面を表示する（ P.402）

ショートカットスイッチ

押すごとに表示／非表示が切りかわりま
す。

ショートカット画面

次の機能を操作できます。
･ リヤエアコンの温度設定（ P.414）
･ リヤシートヒーター／リヤシートベン
チレーター（ P.418）

･ オーディオ（詳しくは別冊「マルチメ
ディア取扱説明書」を参照してくださ
い。）

ボタン

HOME画面を表示します。画面表示時
は、押し続けると画面が消灯します。

リヤマルチオペレーションパネル
設定画面

画面の操作規制の設定や画面の明る
さなどを調整できます。

画面を消す

 ボタンを押すと、HOME画面

を表示します。

画面の明るさを調整する

自動画面遷移設定

画面操作をロックする

自動画面遷移設定画面

一定時間画面操作を行わなかった

場合、自動で画面が切りかわるか
を設定できます。

HOME画面に切りかえるか画面

表示を消すかを設定できます。

操作を行わなかった場合、画面表

示が切りかわる時間を10秒、
30秒、60秒、120秒のあいだ
で設定できます。

画面消灯した場合、  ボタンを押

すと消灯前の画面が表示されます。もう
一度押すと、HOME画面が表示されま
す。

画面ロック解除

上部のステータス表示（ ）がすべ

て点灯するまで を押し続けると、

画面操作のロックが解除されます。

F

G

H

I

A

B

C

D

A

B

C

B

A
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知識

操作画面について

画面に が表示されているときに

を選択すると、ひとつ前の画面

に戻ります。

リヤマルチオペレーションパネルの取
り扱いについて

操作は指で行ってください。爪やペン
等では操作できません。

操作は 1本の指で行ってください。他の
指がふれていると操作できないことが
あります。

エンジンスイッチをACCまたはONにし

たとき、パネル上に手や物が置かれて
いたり、水や異物が付着していると、
誤作動を起こすことがあります。その
場合、それらを取り除き、30 秒ほど
待ってから操作してください。万一、
パネルの反応がもとにもどらない場合

は、 ボタンを長押しして画面を

OFF し、再度 ボタンを押して

から操作を行ってください。

以下の場合、リヤマルチオペレーショ
ンパネルが正しく反応しなかったり、
誤作動することがあります。

･ 手袋を着用しているとき
･ ぬれた手で操作したとき
･ パネル面にフィルムを貼ったり、塗装

をしたとき
･ パネル面に水分や汚れが付着している
とき

･ 近くにテレビ塔・発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

･ 無線機や携帯電話などの無線通信機器
を携帯しているとき

リヤマルチオペレーションパネルが、
次のような金属製のものに接していた
り、覆われたりしているときは、リヤ
マルチオペレーションパネルが反応し
なかったり、誤作動することがありま
す。

･ 小銭
･ 鍵
･ 財布や鞄の金属部品
･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱やケー
ス

･ カイロ
･ CD／ DVD などのメディアやUSB な
どのケーブル

･ スマートフォンや携帯電話、タブレッ
ト端末などの機器

リヤマルチオペレーションパネルが汚
れていると、操作の反応が悪くなる場
合があるため、定期的に清掃を行って
ください。また、リヤマルチオペレー
ションパネルを清掃する際は、誤作動
を防ぐため、画面を OFF にした状態で
行ってください。

注意

リヤマルチオペレーションパネルの
故障を防ぐために

リヤマルチオペレーションパネルに
飲料水や雨水などをかけないでくだ
さい。変色や漏電の原因になります。
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注意

リヤマルチオペレーションパネルの
上に乗ったり、ものを上に置かない
でください。故障の原因になります。

リヤマルチオペレーションパネルを
強く押したり、先のとがったもので
操作したりしないでください。破損
の原因になります。
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5-2. レクサスクライメイトコンシェルジュ

クライメイトコンシェルジュスイッ
チを押す

スイッチの上の作動表示灯が点灯し、エ
アコン・シートヒーター／ベンチレー
ター・ステアリングヒーターがオート設
定で作動します。

いずれかのシステムを手動で操作すると、
作動表示灯が消灯しますが、操作した機
能以外のオート設定は継続します。

エアコン（ P.406, 414）

運転席・助手席およびリヤ席の設定
温度を別々に調整することができま
す。

リヤエアコンは、セカンドシートの
乗員を検知して、オート設定で作動
します。

シートヒーター／ベンチレーター
（ P.418）

エアコンの設定温度・外気温などに
応じて、暖房・送風が自動的に切り
かわります。

助手席およびセカンドシート外側席
のシートヒーターやベンチレーター
は、乗員を検知してオート設定で作
動します。

ステアリングヒーター
（ P.418）

外気温、車室内温度に応じて自動で
作動します。

知識

フロントエアコンの作動について

セカンドシートに乗員がいないときは、
フロントシートへの空調効果を高めるた
め、コンソールボックス後部の吹き出し
口が閉じる場合があります。

リヤエアコンの作動について

セカンドシートに乗員がいないときは、
リヤエアコンが自動で停止する場合があ
ります。

シートヒーター／ベンチレーターの作
動について

シートヒーター／ベンチレーターのス
イッチでオート設定にした場合は、乗員
の検知を行いません。

レクサスクライメイトコン
シェルジュ

エアコンの設定温度、外気温、車
室内温度などに応じて、各席の
シートヒーターやベンチレーター、
ステアリングヒーターがそれぞれ
自動制御されます。
各システムの調整の手間を省き、
快適な状態を維持するよう制御し
ます。

クライメイトコンシェルジュを
使用する

各システムの作動について
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5-3. エアコンの使い方

エアコン操作パネル

助手席側温度調整スイッチ

内外気切りかえスイッチ

OFF スイッチ

AUTOスイッチ

運転席側温度調整スイッチ

リヤウインドウデフォッガー＆ ミラーヒータースイッチ

フロントデフロスタースイッチ

フロントワイパーデアイサー

フロントエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

エアコン操作パネルと、フロントマルチオペレーションパネルのエアコン
操作画面で操作します。

フロントマルチオペレーションパネルについての詳しい説明は P.398を参
照してください。

エアコン操作スイッチについて

A

B

C

D

E

F

G

H
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フロントマルチオペレーションパネル

助手席側吹き出し口切りかえスイッチ

風量調整スイッチ

運転席側吹き出し口切りかえスイッチ

A/C スイッチ

SYNCスイッチ

REAR スイッチ（ P.414）

FRONT スイッチ

オプション画面表示スイッチ

温度を調整する

設定温度を上げるときは、エアコン
操作パネルにある温度調整スイッチ
を上に押す

設定温度を下げるときは、エアコン
操作パネルにある温度調整スイッチ
を下に押す

スイッチを押し続けると、温度が連続し
て変化します。

A/C スイッチの作動表示灯が点灯してい
ない場合は、送風または暖房で使用でき
ます。

風量を切りかえる

風量を増やすときはエアコン操作画
面の風量増スイッチを選択する

風量を減らすときはエアコン操作画
面の風量減スイッチを選択する

風量は 7段階に調整できます。

エアコン操作パネルの OFF スイッチを
押すと、ファンが止まります。

吹き出し口を切りかえる

エアコン操作画面の吹き出し口切り
かえスイッチを選択する

スイッチを選択するたびに吹き出し口が

A

B

C

D

E

F

G

H
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切りかわります。

：上半身に送風

：上半身と足元に送風

：足元に送風

：足元に送風・フロントウインド

ウガラスの曇りを取る

内気循環／外気導入を切りかえる
には

エアコン操作パネルの内外気切りか
えスイッチを押す

スイッチを押すたびに内気循環／ AUTO
／外気導入が切りかわります。
AUTOを選択したときは、内気循環と外
気導入を自動で行います。

冷房・除湿機能を使用する

エアコン操作画面の A/Cスイッチを
選択する

エコ空調モード

燃費を優先するため冷房／暖房の効
きを抑えます。

オプション画面のエコ空調スイッチ
を選択する（ P.408）

フロントウインドウガラスの曇り
を取る

エアコン操作パネルのフロントデフ
ロスタースイッチを押す

除湿機能が作動し、風量が増えます。内
気循環にしている場合は、外気導入にし
てください。（自動的に外気導入に切りか
わることがあります）

風量を強くし、設定温度を上げると、よ
り早く曇りを取ることができます。曇り
が取れたら再度フロントデフロスタース
イッチを押すと前のモードにもどります。

フロントデフロスターが ON のときは、

スイッチの作動表示灯が点灯します。

リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーター

リヤウインドウガラスの曇りを取る
ときや、ドアミラーから雨滴や霜を
取るときに使用してください。

エアコン操作パネルのリヤウインド
ウデフォッガー＆ミラーヒータース
イッチを押す

リヤウインドウデフォッガー＆ミラー
ヒーターが ONのときは、スイッチの作
動表示灯が点灯します。

リヤウインドウデフォッガーとミラー
ヒーターは、約 15分後に自動的に OFF 
になります。（周囲の環境や外気温によっ
ては 15 分後も作動を継続する場合があ
ります）

オプション画面を表示するには

エアコン操作画面のオプション画面
表示スイッチを選択する

次の機能の （作動）／ （非作動）

を切りかえることができます。

エコ空調モード（ P.408）

「ナノイー X」※（ P.409）

フロント席集中送風モード（S-

FLOW）（ P.411）
※「nanoe」、「ナノイー」および
「nanoe」マークは、パナソニック株式

A

B

C
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会社の商標です。

知識

ガラスの曇りについて

車室内の湿度が高いときはガラスが曇
りやすくなります。その場合は、冷房・
除湿機能を ONにすると、吹き出し口
から除湿された風が出るため、効果的
に曇りを取ることができます。

冷房・除湿機能を ONから OFF にする
と、ガラスが曇りやすくなります。

内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

外気導入・内気循環について

トンネルや渋滞などで、汚れた外気を
車内に入れたくないときや、外気温度
が高いときに冷房効果を高めたい場合
は、内気循環にすると効果的です。

設定温度や室内温度などにより、自動
的に切りかわる場合があります。

外気温度が 0℃近くまで下がったとき

A/C スイッチを選択しても除湿機能が働
かない場合があります。

エコドライブモードのエアコン作動に
ついて

エコドライブモードは燃費性能を優先
させるため、空調システムが次のよう
に制御されます。

･ エンジン回転数やコンプレッサーの作
動を制御し、暖房／冷房の能力を抑制
します。

･ オート設定での使用時、ファンの風量
を抑制します。

空調の効きをよりよくしたいときは、
次の操作を行ってください。

･ 風量を調整する
･ エコドライブモードを解除する
（ P.357）
･ エコ空調モードを解除する

エコドライブモード時は自動でエコ空
調モードに切りかわっていますが、そ
の場合でもエコ空調スイッチを選択す
るとエコ空調モードを解除することが
できます。

「ナノイー X」※1について

エアコンには「ナノイー」発生装置が搭
載されています。この装置はフロントセ
ンターの吹き出し口を通じて、水に包ま
れた肌や髪にやさしい弱酸性の「ナノ
イー」を放出し、室内を爽やかな空気で

満たします※2。

ファンが作動すると、自動的に「ナノ
イー X」が作動します。

「ナノイー X」の作動中、次の条件で効
果を発揮します。次の条件以外では、
効果が十分に得られない場合がありま
す。

･ 吹き出し口が上半身に送風、上半身と
足元に送風または足元に送風のとき

･ 吹き出し口が開いているとき

「ナノイー X」作動時は、微量のオゾン
が発生し、かすかに臭うことがありま
すが、森林など、自然界に存在する程
度の量なので、人体に影響はありませ
ん。

「ナノイー X」作動中、かすかに作動音
が聞こえることがありますが、故障で
はありません。

･「ナノイー X」が作動するまでに多少時
間がかかることがあります。

･ 作動直後は作動音が大きい場合があり
ます。

※1「ナノイー X」とは「ナノイー」発生装
置のことです。

※2温湿度環境、風量・風向きによっては
「ナノイー」の効果が十分に得られない
場合があります。

換気とエアコンの臭いについて

車室外の空気を車室内に取り入れたい
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ときは、外気導入にしてください。

エアコン使用中に、車室内外のさまざ
まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく送風が停
止する場合があります。

駐車時に自動的に外気導入に切りかえ
ることにより駐車中の換気をうながし、
始動時に発生するにおいを緩和します。

音声対話サービスを使うときは

エアコンは音声認識で操作できます。詳
しくは別冊「マルチメディア取扱説明書」
を参照してください。

エアコンフィルターについて

P.476

クールボックスが ONのとき（クール
ボックス装着車）

フロントエアコンを停止することはでき
ません。

カスタマイズ機能

AUTO スイッチをONにしたとき、除湿
機能を連動させるかどうかなどを設定で
きます。（カスタマイズ一覧： P.549）

1 エアコン操作パネルの AUTOス
イッチを押す

2 AUTOモードになるまで内外気切
りかえスイッチをくり返し操作す
る

3 温度を設定する
4 ファンを止めたいときは、エアコ
ン操作パネルのOFF スイッチを
押す

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消灯
しますが、操作した機能以外のオー
ト設定は継続します。

警告

フロントウインドウガラスの曇りを
防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエアコ
ンを低い設定温度で作動させていると
きは、フロントデフロスタースイッチ
を押さないでください。外気とガラス
の温度差でガラスの外側が曇り、視界
をさまたげる場合があります。

リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの表面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

「ナノイー X」について

このシステムは高電圧の部品を含むた
め、分解・修理はしないでください。
修理が必要な場合は、レクサス販売店
にお問い合わせください。

注意

バッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中は、エアコンを必要以
上に使用しないでください。

「ナノイー X」の損傷を防ぐために

フロントセンターの吹き出し口の近く
でスプレーを使用したり、吹き出し口
にものをはめ込んだり貼ったりしない
でください。システムが正常に働かな
くなるおそれがあります。

オート設定で使用する
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知識

オート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、AUTOスイッチを押
した直後、温風や冷風の準備ができるま
でしばらく送風が停止する場合がありま
す。

日射の影響により、暖房時でも上半身付
近に冷風が出る場合があります。

内外気切りかえの AUTOモードについ
て

AUTO モードでは、排気ガスなどの有害
成分を検知し、自動で外気導入と内気循
環を切りかえます。エアコンが OFF で送
風が作動しているときに AUTOモードに
すると、エアコンがONになります。

次のいずれかの操作をすると、独立
モードがONになります。

SYNCがONの時に、エアコン操作
画面の SYNCスイッチを押す。

助手席または後席左右の温度調整
スイッチで設定温度を変更する

助手席または後席左右の吹き出し
口を切り変える

独立モードになり、スイッチの作動表示
灯が消灯します。

作動表示灯が消灯しているときに SYNC
スイッチを選択すると、作動表示灯が点
灯して独立モードがOFF になり、助手
席の設定温度および吹き出し口が運転席
と同じ温度になります。

スイッチ操作によりフロント席のみ
への送風と全席への送風を切りかえ
ることができます。無駄な冷暖房を
抑えることで、燃費の向上に貢献し
ます。

エアコン操作画面のオプション画面

から を選択し、送風を切りかえま
す。

（作動）：フロント席のみへの送
風

（非作動）：全席への送風

知識

フロント席のみへの送風に切りかえた場
合でも、リヤ席に乗員がいると自動的に
全席に送風されることがあります。

フロントウインドウガラスとワイ
パーブレードの凍結を防ぐために使
用してください。

フロントワイパーデアイサーがONのと
き、スイッチの作動表示灯が点灯します。

フロントワイパーデアイサーは、約 15
分後に自動的に OFF になります。

運転席と助手席および後席左右
の設定温度と吹き出し口を別々
に設定するには（独立モード）

フロント席集中送風モード（S-
FLOW）を使用する

フロントワイパーデアイサー
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吹き出し口の位置

吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

風向きの調整と吹き出し口の開閉

フロント（サイド）

1 風向きの調整
2 吹き出し口を開く
3 吹き出し口を閉じる

フロント（センター）

1 風向きの調整
2 吹き出し口を開く
3 吹き出し口を閉じる

リヤ

1 風向きの調整
2 吹き出し口を開く
3 吹き出し口を閉じる

警告

フロントワイパーデアイサーが作動
しているとき

フロントウインドウガラス下部および
フロントピラー横の表面が熱くなって
おり、やけどをするおそれがあるので
ふれないでください。

吹き出し口の配置・操作
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警告

フロントウインドウガラスの曇り取
りをさまたげないために

吹き出し口をさえぎるようなものを置
かないでください。送風がさえぎられ、
曇りが取れにくくなることがあります。

注意

エアコンの故障を防ぐために

ダッシュボード上の吹き出し口にもの
が落ちないようご注意ください。

ものが落ちると故障の原因となるおそ
れがあります。
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エアコン操作パネル（5 人乗り車／ 7 人乗り車）

助手席側温度調整スイッチ

AUTO スイッチ（オート設定）

風量調整スイッチ

吹き出し口切りかえスイッチ

運転席側温度調整スイッチ

OFF スイッチ

リヤエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

リヤエアコン操作スイッチについて

A

B

C

D

E

F
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リヤマルチオペレーションパネル（4 人乗り車）

助手席側温度調整スイッチ

AUTO スイッチ（オート設定）

風量調整スイッチ

吹き出し口切りかえスイッチ

運転席側温度調整スイッチ

OFF スイッチ

フロントマルチオペレーションパネル

風量調整スイッチ

吹き出し口切りかえスイッチ

A

B

C

D

E

F

A

B
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A/C スイッチ（ P.408）

SYNC スイッチ（ P.411）

REAR スイッチ

FRONT スイッチ（ P.406）

オプション画面表示スイッチ（ P.408）

温度を調整する

設定温度を上げるときは、エアコン
操作パネルにある温度調整スイッチ
を上に押す、またはエアコン操作画

面にある温度調整スイッチの を選

択する

設定温度を下げるときは、エアコン
操作パネルにある温度調整スイッチ
を下に押す、またはエアコン操作画

面にある温度調整スイッチの を選
択する

右側席と左側席で異なる温度調整が可能
です。

風量を切りかえる

風量を増やすときはエアコン操作パ
ネルの風量調整スイッチを上に押す、
またはエアコン操作画面の風量増ス
イッチを選択する

風量を減らすときはエアコン操作パ
ネルの風量調整スイッチを下に押す、
またはエアコン操作画面の風量減ス
イッチを選択する

風量は 7 段階に調整できます。

送風を停止するときは、OFF スイッチを
押します。

吹き出し口を切りかえる

エアコン操作パネルの吹き出し口切
りかえスイッチを押す、またはエア
コン操作画面の吹き出し口切りかえ

スイッチを選択する

押すたびに吹き出し口が切りかわります。

：上半身に送風

：上半身と足元に送風

：足元に送風

知識

リヤエアコンの作動条件について

フロントエアコンが停止しているときは、
冷房、除湿機能は作動せず、送風のみと
なります。

換気とエアコンの臭いについて

エアコン使用中に、車室内外のさまざ
まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく送風が停
止する場合があります。

C

D

E

F

G

注意

バッテリーあがりを防ぐために

エンジン停止中はリヤエアコンを使用
しないでください。
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1 エアコン操作パネルの AUTOス
イッチを押す、またはエアコン操
作画面の AUTOスイッチを選択
する

2 温度を調整する

風量や吹き出し口を切りかえると、
ディスプレイ上の AUTOスイッチ作
動表示灯が消灯しますが、操作した
機能以外のオート設定は継続します。

ファンを止めたいときは、OFF スイッチ
を押す

日射の影響により、暖房時でも上半身付
近に冷風が出る場合があります。

吹き出し口の位置

吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

5人乗り車／ 7人乗り車

4人乗り車

風向きの調整と吹き出し口の開閉

ルーフサイド

1 風向きの調整
2 吹き出し口の開閉
閉めるときは、ノブをいっぱいまで車両
下方に動かします。

ルーフ（4人乗り車）

吹き出し口の開閉

オート設定で使用する

吹き出し口について
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システムのON／OFFを切りかえる

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO（点灯）  強（2 個点灯）  弱
（1 個点灯）  OFF

作動中は AUTO インジケーター 、ま

たはレベルインジケーター のいずれ

か、または両方が点灯します。

知識

作動条件

エンジンスイッチがONのとき

インジケーターが点滅した場合

スイッチを OFF にし、もう一度スイッチ
を押してください。点滅がさらに続く場
合はシステムの異常が考えられます。作
動を停止し、レクサス販売店で点検を受
けてください。

カスタマイズ機能

ステアリングヒーターのオート設定を変
更することができます。（カスタマイズ一
覧： P.550）

フロント席

システムのON ／ OFF を切りかえ
る

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

ステアリングヒーター／
シートヒーター＆ベンチ
レーター

ステアリングヒーター

ハンドルのグリップ部を暖めるこ
とができます。

シートヒーター＆ベンチレー
ター

シートを暖めたり、シート内部に
装備されたファンで換気すること
により、シート表面の通気をよく
したりすることができます。

警告

低温やけどについて

次の方がシートヒーターにふれないよ
うにご注意ください。

乳幼児・お子さま・お年寄り・病
人・体の不自由な方

皮膚の弱い方

疲労の激しい方

深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬、風
邪薬など）を服用された方

注意

シートヒーターの損傷を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置い
たり、針金や針などの鋭利なものを突
き刺したりしないでください。

バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で使用しない
でください。

ステアリングヒーター

シートヒーター

B

A
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5-3. エアコンの使い方
室
内
装
備
・
機
能

AUTO（点灯） 強（3個点灯） 中
（2個点灯） 弱（1個点灯） OFF

作動中は AUTO インジケーター 、ま

たはレベルインジケーター のいずれ

か、または両方が点灯します。

AUTOモードが作動すると、状況に応じ
てシートベンチレーターやシートヒー
ターが作動します。

リヤ外側席（5 人乗り車／ 7 人乗
り車）

システムのON ／ OFF を切りかえ
る

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO（点灯） 強（3個点灯） 中
（2個点灯） 弱（1個点灯） OFF

作動中はスイッチ上のインジケーター

とレベルインジケーター 、または

レベルインジケーター と AUTO イン

ジケーター の両方が点灯します。

AUTOモードが作動すると、状況に応じ
てシートベンチレーターやシートヒー
ターが作動します。

リヤ席（4 人乗り車）

HOME画面で“エアコン”を選択
すると、エアコン操作画面が表示さ
れ、リヤシートヒーターを操作でき
ます。（ P.401）

また、ショートカット画面でもリヤ
シートヒーターを操作できます。

エアコン操作画面

リヤシートヒーターの温度を上げる

スイッチを選択するたびに、作動状態と
レベルインジケーター（橙）が次のよう
に切りかわります。

AUTO（点灯）  強（3 個点灯）  中
（2 個点灯）  弱（1 個点灯）  OFF

ショートカット画面

リヤシートヒーターの温度を上げる

スイッチを選択するたびに、作動状態と
レベルインジケーター（橙）が次のよう
に切りかわります。

AUTO（点灯）  強（3 個点灯）  中
（2 個点灯）  弱（1 個点灯）  OFF

B

A

A B

B

C
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知識

作動条件

エンジンスイッチがONのとき

カスタマイズ機能

シートヒーターのオート設定を変更する
ことができます。（カスタマイズ一
覧： P.550）

フロント席

システムのON ／ OFF を切りかえ
る

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO（点灯） 強（3個点灯） 中
（2個点灯） 弱（1個点灯） OFF

作動中は AUTO インジケーター 、ま

たはレベルインジケーター のいずれ

か、または両方が点灯します。

AUTOモードが作動すると、状況に応じ

てシートベンチレーターやシートヒー
ターが作動します。

リヤ外側席（5 人乗り車／ 7 人乗
り車）

システムのON ／ OFF を切りかえ
る

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

AUTO（点灯） 強（3個点灯） 中
（2個点灯） 弱（1個点灯） OFF

作動中はスイッチ上のインジケーター

とレベルインジケーター 、または

レベルインジケーター と AUTOイン

ジケーター の両方が点灯します。

AUTOモードが作動すると、状況に応じ
てシートベンチレーターやシートヒー
ターが作動します。

警告

異常加熱や低温やけどを防ぐために

シートヒーターを使用するときは次の
ことをお守りください。

長時間連続使用しない

毛布・クッションなどを使用しない

シートベンチレーター

A

B

A B

B

C
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5-3. エアコンの使い方
室
内
装
備
・
機
能

リヤ席（4 人乗り車）

HOME画面で“エアコン”を選択
すると、エアコン操作画面が表示さ
れ、リヤシートベンチレーターを操
作できます。（ P.401）

また、ショートカット画面でもリヤ
シートベンチレーターを操作できま
す。

エアコン操作画面

リヤシートベンチレーターの風量を
切りかえる

スイッチを選択するたびに、作動状態と
レベルインジケーター（青）が次のよう
に切りかわります。

AUTO（点灯）  強（3 個点灯）  中
（2 個点灯）  弱（1 個点灯）  OFF

ショートカット画面

リヤシートベンチレーターの風量を
切りかえる

スイッチを選択するたびに、作動状態と
レベルインジケーター（青）が次のよう

に切りかわります。

AUTO（点灯）  強（3 個点灯）  中
（2 個点灯）  弱（1 個点灯）  OFF

知識

作動条件

エンジンスイッチがONのとき

エアコン連動制御モードについて

シートベンチレーターが強のとき、エア
コンの風量に応じてシートベンチレー
ターの風量が強くなります。

カスタマイズ機能

シートベンチレーターのオート設定を変
更することができます。（カスタマイズ一
覧： P.550）
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5-4. 室内灯のつけ方

5人乗り車 /7人乗り車

シフトレバー照明

フロントインテリアランプ・フロントパーソナルランプ（ P.424, 425）

リヤパーソナルランプ（ P.425）

ドアトリムオーナメント照明

インサイドハンドル照明

スポット照明

小物入れ照明

カップホルダー照明

足元照明

スカッフプレート照明

エンジンスイッチ文字照明

ドアカーテシランプ

室内灯一覧

室内灯の位置

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L
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5-4. 室内灯のつけ方
室
内
装
備
・
機
能

ドアミラー照明

サイドステップ照明

4人乗り車

シフトレバー照明

フロントインテリアランプ・フロントパーソナルランプ（ P.424, 425）

リヤパーソナルランプ（ P.425）

読書灯（ P.425）

ドアトリムオーナメント照明

インサイドハンドル照明

スポット照明

小物入れ照明

カップホルダー照明

足元照明

スカッフプレート照明

エンジンスイッチ文字照明

M

N

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L
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ドアカーテシランプ

ドアミラー照明

サイドステップ照明

知識

イルミネーテッドエントリーシステム

電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・ド
アの開閉・エンジンスイッチのモードに
より、各部の照明が自動的に点灯・消灯
します。また、シフト操作と連動して照
度が自動的に調整されます。

バッテリーあがりを防ぐために

エンジンスイッチをOFF にしたときに、
室内灯が点灯したままの場合は、約 20
分後に自動消灯します。

音声対話サービスでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声対話サービスを使用して次の操作を
することができます。

各部の照明の ON／ OFF の切りかえ

各部の照明の照明色の変更

音声対話サービスについては、別冊「マ
ルチメディア取扱説明書」を参照してく
ださい。

室内灯の自動点灯について

SRS エアバッグの作動時または後方から
強い衝撃を受けたときは、室内灯が約 20
分間自動で点灯します。

手動操作で消灯することもできますが、
二次災害を防ぐため、安全が確保できる
までは消灯しないことをおすすめします。
（衝撃の度合いや事故の状況によっては点
灯しないことがあります。）

カスタマイズ機能

室内灯の消灯までの時間や室内灯の照明
色などを設定できます。（カスタマイズ一

覧： P.550）

ドアポジション（ドア連動）を
ON にする

ドア連動スイッチを押す

ドアの開閉に連動してランプの点灯・消
灯が切りかわります。

ON のときはインジケーター が点灯し

ます。

ランプを点灯・消灯する

ランプを点灯・消灯する

フロントインテリアランプに連動して、
リヤパーソナルランプが点灯します。

ドアポジション（ドア連動）がON のと
きは、ドアが開くとランプが点灯します。

M

N

O

注意

バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で、長時間ラ
ンプを点灯しないでください。

インテリアランプを操作するに
は

A
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5-4. 室内灯のつけ方
室
内
装
備
・
機
能

フロントパーソナルランプ

ランプを点灯・消灯する（ランプに
タッチする）

ドアポジション（ドア連動）が ON で点
灯しているときは、スイッチを押しても
消灯しません。

リヤパーソナルランプ

セカンドシート

ランプを点灯・消灯する

インテリアランプと連動して点灯してい
るときや、ドアポジション（ドア連動）
が ONで点灯しているときは、スイッチ
を押しても消灯しません。

サードシート

ランプを点灯・消灯する

インテリアランプと連動して点灯してい
るときや、ドアポジション（ドア連動）
が ONで点灯しているときは、スイッチ
を押しても消灯しません。

知識

フロントパーソナルランプが正常に反
応しないおそれのある状況

レンズ面に水や汚れなどが付着してい
るとき

ぬれた手で操作したとき

手袋などを装着しているとき

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 リヤマルチオペレーションパネル
のHOME 画面で“ランプ” を
タッチする（ P.401）

パーソナルランプを操作するに
は

読書灯★を操作するには
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2 読書灯を点灯・消灯するには、操
作ボタンをタッチする

操作ボタンをタッチするたびに明るさを
3段階に切りかえることができます。

操作ボタンをタッチし続けると、どの段
階の明るさからでも消灯します。

知識

読書灯について

お好みの角度に調整できます。



427

5

5-5. 収納装備
室
内
装
備
・
機
能

5-5. 収納装備

5人乗り車 /7人乗り車

カードホルダー（ P.432）

オーバーヘッドコンソールボックス（ P.430）

グローブボックス（ P.429）

ボトルホルダー（ P.432）

ドアポケット

小物入れ★（ P.433）

カップホルダー（ P.431）

コンソールボックス★（ P.429）／クールボックス★（ P.439）
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

収納装備一覧

収納装備の位置

A

B

C

D

E

F

G

H
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4人乗り車

カードホルダー（ P.432）

オーバーヘッドコンソールボックス（ P.430）

グローブボックス（ P.429）

ボトルホルダー（ P.432）

ドアポケット

小物入れ★（ P.433）

オープントレイ（ P.433）

カップホルダー（ P.431）

フロントコンソールボックス★（ P.429）／クールボックス★

（ P.439）

オープントレイ★（ P.433）／ワイヤレス充電器★（ P.445）

リヤコンソールボックス（ P.429）
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K
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室
内
装
備
・
機
能

1 開ける
2 メカニカルキーで解錠
3 メカニカルキーで施錠

知識

グローブボックスランプ

車幅灯点灯時は、グローブボックス内の
ランプが点灯します。

仕切り板について

グローブボックス内の仕切り板は、引き
抜くことで取りはずすことができます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フロント

コンソールボックスには、保冷機能
が付くタイプ（クールボックス）も
あります。

クールボックスについては、P.439 を参
照してください。

ボタンを押しながらフタを持ち上げ
て開く

左右・後方から開けることができます。

警告

収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納
装備内に放置したままにしないでくだ
さい。放置したままでいると、次のよ
うなことが起こるおそれがあり危険で
す。

室温が高くなったときの熱や、他の
収納物との接触などにより、メガネ
が変形やひび割れを起こす

室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納
物との接触でライターが着火したり
スプレー缶のガスがもれるなどして
火災につながる

グローブボックスを使うには

警告

グローブボックスを使用しないとき
は

グローブボックスを必ず閉じてくださ
い。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

コンソールボックス★を使うに
は
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リヤ★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ボタンを押してからフタを持ち上げ
て開く

左右から開けることができます。

知識

コンソールボックス内のトレイについ
て（フロント）

コンソールボックス内のトレイを左右に
移動する、または引き上げて取りはずす
ことができます。

仕切り板について（フロント）

コンソールボックス内の仕切り板を引き
抜くことで、取りはずした状態で使用す
ることもできます。

フタを押す

警告

コンソールボックスを使用しないと
きは

コンソールボックスを必ず閉じてくだ
さい。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

コンソールボックスを開閉するとき
は

指などを挟まないよう注意してくださ
い。

オーバーヘッドコンソールボッ
クス
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室
内
装
備
・
機
能

フロント

リヤ★（Aタイプ）
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

アームレストを手前に倒しボタンを
押して開ける

リヤ★（Bタイプ）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ボタンを押して開ける

警告

収納してはいけないもの

オーバーヘッドコンソールボックスに
200g 以上のものを入れないでくださ
い。200g 以上のものを入れるとフタ
が開き収納されているものが飛び出し
たりして、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

オーバーヘッドコンソールボックス
を使用しないときは

オーバーヘッドコンソールボックスを
必ず閉じてください。

急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

カップホルダーを使うには 警告

収納してはいけないもの

カップホルダーにはカップや缶以外の
ものを置かないでください。また、フ
タを閉じているときでも、ものを収納
しないでください。
急ブレーキや事故により収納していた
ものが飛び出し、けがをするおそれが
あります。やけどを防ぐために温かい
飲み物にはフタを閉めておいてくださ
い。
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フロントドア

リヤドア

リヤサイドトリム

知識

ボトルホルダーについて

ペットボトルのフタを必ず閉めてから
収納してください。

ペットボトルの大きさ・形によっては
収納できないことがあります。

警告

使わないときは

フタを必ず閉じてください。

走行中の思わぬ事故や急停止により、
けがをするおそれがあります。

注意

カップホルダーの破損を防ぐために
（リヤアームレスト装着車）

リヤカップホルダーが出ている状態で、
リヤアームレストを格納しないでくだ
さい。

ボトルホルダーを使うには

注意

収納してはいけないもの

ボトルホルダーには、ジュースなどが
入っている紙コップ・ガラス製のコッ
プなどを収納しないでください。
ジュースなどがこぼれたり、ガラス製
品が割れたりするおそれがあります。

カードホルダーを使うには
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室
内
装
備
・
機
能

インストルメントパネル

ボタンを押す

フロント部

リヤ部★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ボタンを押して開ける

リヤサイドトリム★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

小物入れを使うには

警告

小物入れを使用しないときは

小物入れには、転がりやすいものや、
凹面からはみ出るようなものを置か
ないでください。
急ブレーキ時などに収納していたも
のが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

フタを必ず閉じてください。

急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

オープントレイ★を使うには
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フックを起こして使用する

フックを使って荷物を固定することがで
きます。

4人乗り車／ 5人乗り車

7人乗り車

警告

収納してはいけないもの

オープントレイにものを置くときは、
次の注意事項を守ってください。急ブ
レーキや急ハンドル時などに収納して
いたものが飛びだし、ペダル操作のさ
またげとなるおそれがあるほか、運転
者の注意力がにぶり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

転がりやすいものや凹面より高さが
あるものを置かないでください

トレイの端よりも高くものを積み重
ねないでください。

トレイの端からはみ出してものを置
かないでください。

ラゲージルーム内装備

警告

走行中の警告

デッキボードのフタを必ず閉じてくだ
さい。急ブレーキ時などに収納してい
たものが飛び出したりして、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

カーゴフックを使うには

警告

カーゴフックを使用しないときは

けがをしないように、必ずもとの位置
にもどしておいてください。
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5-5. 収納装備
室
内
装
備
・
機
能

デッキボードを持ち上げる

デッキボードを持ち上げる

三角表示板は、レクサス販売店で購入す
ることができます。

4人乗り車／ 5人乗り車

買い物フック

注意

買い物フックの損傷を防ぐために

3kg 以上のものや大きいものを買い物
フックに吊り下げないでください。

小物入れを使うには（4 人乗り
車／ 5人乗り車）

三角表示板等収納スペース
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7人乗り車

知識

停止表示板について

ケースの大きさや形状によっては、収納
できない場合があります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

トノカバーを取り付けるときは

1 トノカバー本体の一方をホルダー
に取り付け、もう一方の先端を内

側に押し込みながらホルダーに取
り付ける

2 トノカバーを引き出して、左右の
ホルダーにツメをかける

トノカバーを取りはずすときは

1 トノカバーを左右のホルダーから
取りはずし、巻き取る

2 一方の先端を内側に押し込んで、
ホルダーから取りはずす

取りはずしたあとは、車から降ろして保

トノカバー★を使うには（5人
乗り車）
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管してください。

知識

トノカバーを取り付けるときは

両端の“TOP” を上にして取り付けてく
ださい。

トノカバーを引き出すときは

トノカバーを引き出して、左右のホ

ルダーにツメをかける

トノカバーを巻き取るときは

トノカバーを左右のホルダーから取
りはずし、巻き取る

知識

トノカバーの取りはずしについて

お客様ご自身で取りはずすことを推奨し
ておりません。取りはずしが必要な場合
は、レクサス販売店へお問い合わせくだ
さい。

警告

トノカバーを使用するときは

トノカバーの上には、お子さまが
乗ったりしないようにしてください。
トノカバーが破損しお子さまが重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

トノカバーを操作するときは、トノ
カバーとまわりの部品のあいだに指
や腕などを入れないように注意して
ください。指や腕を挟み、重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。

トノカバーを使うには（4人乗
り車）

警告

トノカバーを使用するときは

トノカバーの上には、お子さまが
乗ったりしないようにしてください。
トノカバーが破損しお子さまが重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
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警告

トノカバーを操作するときは、トノ
カバーとまわりの部品のあいだに指
や腕などを入れないように注意して
ください。指や腕を挟み、重大な傷
害を受けるおそれがあり危険です。

注意

トノカバーの損傷を防ぐために

シートとトノカバーのあいだ にもの

を置かないでください。

A
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5-6. その他の室内装備の使い方

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

エンジンがかかっているとき、エア
コンを利用した保冷をすることがで
きます。

1 ボタンを押しながらフタを持ち上
げて開く

左右・後方から開けることができます。

2 ON ／ OFF を切りかえる

クールボックスが ON のときは、作動表

示灯 が点灯します。

フロントエアコン停止中にクールボック
スを ON にすると、自動的にフロントエ

アコンが作動します。

知識

クールボックスがON のとき

フロントエアコンを停止することはで
きません。

クールボックス内の温度を調整するた
めに、一時的に作動停止する場合があ
ります。

外気温が約 0 ℃以下のとき

保冷機能が作動しない場合があります。

クールボックス内のトレイについて

クールボックス内のトレイを左右に移動
する、または引き上げて取りはずすこと
ができます。

クールボックスに入れるものとして適
さないもの

フタがされていない容器に入ったもの

割れもの・腐るもの・臭いが強いもの

取扱説明書・車検証・電子機器・CD な
ど

その他の室内装備

クールボックス★を使うには

A
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クールボックス内を清掃するときは

水を少し含ませた布などで、汚れをふき
取ってください。ボックス内に直接水を
かけると、故障の原因になります。

1 前方をさえぎるには、バイザーを
下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザーを
下ろした状態でフックからはず
し、横へまわす

3 エクステンダーを使用するには、

バイザーを横にした状態からうし
ろへ引く

カバーをスライドして開ける

カバーを開けるとバニティミラーランプ
が点灯します。

知識

自動消灯について

エンジンスイッチがOFF の場合、バニ
ティミラーランプが点灯したままのとき
は、約 20 分後に自動消灯します。

DC12V （アクセサリーソケッ
ト）

DC12V で最大電流 10A（最大消費
電力 120W）以下の電気製品を使用
するときの電源としてお使いくださ
い。

電気製品の使用時は、車両に装着さ

警告

走行中の警告

クールボックスを開けたままにしない
でください。急ブレーキ時などに、開
いたフタが体にあたったり、収納して
いたものが飛び出したりして、思わぬ
事故につながりけがをするおそれがあ
ります。

クールボックスを開閉するときは

指などを挟まないよう注意してくださ
い。

注意

バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で、クール
ボックスを長時間使用しないでくださ
い。

サンバイザーを使うには

バニティミラーを使うには

注意

バッテリーあがりを防ぐために

バッテリーあがりを防止するために、
エンジンが停止した状態で、長時間ラ
ンプを点灯しないでください。

アクセサリーソケット・アクセ
サリーコンセントを使うには
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れているすべてのアクセサリーソ
ケットの合計で、最大消費電力が
120W 以下になるようにしてくださ
い。

フロント

フタを開ける

コンソール後方★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フタを開ける

フタを開ける

リヤコンソールボックス★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ボタンを押してからフタを持ち上げ
て開く

左右から開けることができます。

フタを開ける

AC100V（アクセサリーコンセン
ト）

AC100Vで最大消費電力 100W以
下の電気製品を使うときの電源とし
てお使いください。

フタを開ける
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知識

作動条件

アクセサリーソケット

エンジンスイッチが ACC または ONのと
き

アクセサリーコンセント

エンジンスイッチがONのとき

エンジンスイッチをOFF にするとき

モバイルバッテリーなどの、充電機能を
備えた電気製品をはずしてください。
接続したままにしておくと、エンジンス
イッチを正常に OFF することができなく
なる場合があります。

DC5V/3A（消費電力 15.75W）の
電源としてお使いください。
このUSB Type-C 端子は充電専用で
ありデータ転送などは行えません。

警告

コンソール後方のフタについて

コンソール後方のフタにはものを置い
たり、置いたままフタを閉じないでく
ださい。また、アクセサリーソケット
を使用しないときはフタを閉じてくだ
さい。

急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、置いたものが
飛び出したりして、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

注意

アクセサリーソケットやアクセサ
リーコンセントを使用しないときは

ショートや故障を防ぐために、アクセ
サリーソケットやアクセサリーコンセ
ントに異物が入ったり、飲料水などが
かかったりしないように、使用しない
ときは、フタを閉めておいてください。

ヒューズが切れるのを防ぐために
（AC100V）

AC100V で最大消費電力 100W 以上
の電気製品を使用しないでください。
消費電力が 100W をこえる電気製品を
使用すると、保護回路が作動して電源
を遮断します。この場合、コンセント
をはずして消費電力が 100W 以下にな
れば使用することができます。

バッテリーあがりを防止するために

エンジンが停止した状態で、アクセサ
リーソケットやアクセサリーコンセン
トを長時間使用しないでください。

正常に使用できないおそれのある電
気製品（アクセサリーコンセント）

次のような AC100Vの電気製品は、消
費電力が 100 W以下の場合でも正常
に作動しないおそれがあります。

起動時のピーク電力が高い電気製品

精密なデータを処理する計測機器

電源周波数の切りかえ（50/60Hz）
のある機器

極めて安定した電力供給を必要とす
るその他の電気製品

充電用USB Type-C 端子
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また、使用する機器によっては、正
常に充電できない場合があります。
ご使用になる機器に付属の取扱説明
書もお読みください。

充電用USB Type-C 端子を使用す
るには

フロント

コンソール後方★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フタを開ける

小物入れ★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ボタンを押して開ける

リヤコンソールボックス★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ボタンを押してからフタを持ち上げ
て開く

左右から開けることができます。
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リヤサイドトリム★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フタを開ける

知識

充電用USB Type-C 端子の作動条件

エンジンスイッチが ACC またはONのと
き

充電用USB Type-C 端子が正常に働か
ないおそれのある状況

DC5V/3A（消費電力 15.75W）をこえ
る電力を要求する機器を接続したとき

パソコンと通信を行う機器を接続した
とき

接続機器の電源が OFF のとき（機器に
より異なります）

炎天下に駐車したあとなど、車室内の
温度が高いとき

使用する外部機器について

一部の機器では、充電中に充電がいった

ん停止後、再充電を開始する場合があり
ますが、故障ではありません。

警告

コンソール後方のフタについて

コンソール後方のフタにはものを置い
たり、置いたままフタを閉じないでく
ださい。また、充電用USB Type-C 端
子を使用しないときはフタを閉じてく
ださい。

急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、置いたものが
飛び出したりして、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

注意

充電用USB Type-C 端子の損傷を防
ぐために

端子部に異物を入れないでください。

水や液体をかけないでください。

充電用USB Type-C 端子を使わない
ときはフタを必ず閉じてください。
端子部に異物や液体が入ると故障や
ショートの原因になります。

強い力や衝撃を加えないでください。

分解や改造、取りはずしをしないで
ください。

外部機器の損傷を防ぐために

機器を車室内に放置しないでくださ
い。車室内が高温となり、故障の原
因となります。

機器が接続されているときに、外部
機器や外部機器のケーブルを押し下
げたり、不要な力を加えたりしない
でください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ワイヤレスパワーコンソーシアム
（WPC）によるワイヤレス充電規格
Qi に適合したスマートフォンやモバ
イルバッテリーなどの携帯機器を充
電エリアに置くだけで、携帯機器を
充電することができます。

充電トレイより大きい携帯機器には
本機能を使用できません。また、携
帯機器によっては、正常に作動しな
い場合があります。
ご使用になる携帯機器に付属の取扱
説明書もお読みください。

「Qi」マークについて

「Qi」、Qi マークは、ワイヤレスパ
ワーコンソーシアム（WPC）の商標
です。

「おくだけ充電」マークについて

「おくだけ充電」、「おくだけ充電」ロ
ゴは、株式会社NTT ドコモの登録商
標です。

各部の名称

フロント★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

作動表示灯

充電エリア※

充電トレイ

約6cm

約 7cm
※携帯機器およびワイヤレス充電器には
充電用コイルが入っています。ワイヤ
レス充電器内の充電用コイルは、充電
トレイの中央付近にある充電エリア内
を移動することができます。充電エリ
ア上で携帯機器内の充電用コイルが検
出されると、その付近までワイヤレス
充電器内の充電用コイルが移動し、充
電を開始します。携帯機器内の充電用

注意

バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止した状態で、充電用
USB Type-C 端子を長時間使用しない
でください。

ワイヤレス充電器（おくだけ充
電）を使うには★

A

B

C

D

E
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コイルが充電エリアからはずれた場合、
充電は自動的に停止します。

また、2 つ以上の携帯機器を同時に充
電トレイに置くと、正しく充電用コイ
ルを検出できず、充電できないことが
あります。

リヤ★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

電源スイッチ

作動表示灯

充電トレイ

充電エリア※

約 6cm

約 7cm
※携帯機器およびワイヤレス充電器には
充電用コイルが入っています。ワイヤ
レス充電器内の充電用コイルは、充電
トレイの中央付近にある充電エリア内
を移動することができます。充電エリ

ア上で携帯機器内の充電用コイルが検
出されると、その付近までワイヤレス
充電器内の充電用コイルが移動し、充
電を開始します。携帯機器内の充電用
コイルが充電エリアから外れた場合、
充電は自動的に停止します。

また、2 つ以上の携帯機器を同時に充
電トレイに置くと、正しく充電用コイ
ルを検出できず、充電できないことが
あります。

充電する

フロント★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

充電トレイに携帯機器を置く

携帯機器の充電面を下にして、機器の中
央が充電エリアの中央に来るように置い
ください。

携帯機器によっては充電コイルが機器の
中央にない場合があります。その場合は、
携帯機器の充電コイルが充電エリアの中
央に来るように置いてください。

充電中は作動表示灯が橙色に点灯します。

充電が行われないときは、できるだけ充
電エリアの中央付近に携帯機器を置き直
してください。

充電が完了すると作動表示灯が緑色に点
灯します。

リヤ★

★：グレード、オプションなどにより、

A

B

C

D

E

F
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装備の有無があります。

1 電源スイッチを押す

押すごとに ONと OFF に切りかわりま
す。
ONにすると作動表示灯が緑色に点灯し
ます。
ワイヤレス充電器の電源の状態（ON／
OFF）はエンジンスイッチをOFF にし
ても記憶されます。

2 充電トレイに携帯機器を置く

携帯機器の充電面を下にして、機器の中
央が充電エリアの中央に来るように置い
ください。

携帯機器によっては充電コイルが機器の
中央にない場合があります。その場合は、
携帯機器の充電コイルが充電エリアの中
央に来るように置いてください。

充電中は作動表示灯が橙色に点灯します。

充電が行われないときは、できるだけ充
電エリアの中央付近に携帯機器を置き直
してください。

充電が完了すると作動表示灯が緑色に点

灯します。

再充電機能

充電が完了し、充電停止状態が一
定時間経過すると充電を再開しま
す。

充電エリア内で携帯機器が大きく
動くと、充電用コイルがはずれて
充電がいったん停止しますが、充
電エリア内に充電用コイルがある
場合は、ワイヤレス充電器内の充
電用コイルがその付近まで移動し
て充電を再開します。

急速充電機能

次の携帯機器に対しては急速充電
が行えます。

• WPC の Ver1.2.4 に準拠した、急速充
電に対応した携帯機器

• 7.5W 充電に対応した iOS を搭載して
いる iPhone（iPhone 8 以降の機種）

急速充電に対応した携帯機器を充
電すると、自動的に急速充電機能
に切りかわります。

作動表示灯の点灯状況

作動表示灯

状況
充電トレイ側

センターディス

プレイ側※1

消灯 非表示 ワイヤレス充電器の電源が OFF のとき
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※1フロントのワイヤレス充電器のみ表示されます。
※2待機中は充電用の電力は出力していません。この状態で金属製のものを充電トレイ
に置いても、加熱されることはありません。

※3携帯機器によっては、充電完了後も表示灯が橙色に点灯し続ける場合があります。

ワイヤレス充電器が正しく作動しない状況

ワイヤレス充電器が正しく作動しない状況と、想定される原因の対処方法は
次のとおりです。

緑（点灯） 灰
待機中（充電可能状態）※2

充電完了時※3

橙（点灯） 青

充電エリアに携帯機器を置いたとき（携帯機器を
検出中）

充電中

作動表示灯

想定される原因・対処方法
充電トレイ側

センターディス

プレイ側※

橙（1 秒間に 1 
回の点滅をくり

返す）
灰

車両とワイヤレス充電器の通信不良

→ エンジンがかかっているときは、一度エンジ
ンを停止し、再始動してください。

エンジンスイッチのモードが ACC のときは、一
度エンジンを始動してください。（ P.181）

緑（1 秒間に 1 
回の点滅をくり

返す）
非表示

ワイヤレス充電器とマルチメディアシステムの通
信異常

→ エンジンがかかっているときは、一度エンジ
ンを停止し、再始動してください。

エンジンスイッチのモードが ACC のときは、一
度エンジンを始動してください。（ P.181）

作動表示灯

状況
充電トレイ側

センターディス

プレイ側※1
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※ フロントのワイヤレス充電器のみ表示されます。

知識

使用条件

エンジンスイッチが ACC またはONのと
き

使用できる携帯機器について

ワイヤレス充電規格Qi 準拠機器を使用
できます。ただし、すべてのQi 準拠機

器と互換性を保証しているものではあ
りません。

携帯電話やスマートフォンをはじめと
する携帯機器を対象とした 5W以下の
低電力給電を対象としています。

ただし、次の携帯機器に対しては、5W 
をこえる充電に対応しています。

･ 7.5W の充電に対応した iPhone に対し
ては、7.5W 以下の充電に対応してい

緑（点灯） 青

AM放送局を自動選局している

→ AM放送局の自動選局が完了するのをお待ち
ください。また、自動選局が完了しないとき
は、自動選局を停止させてください。

スマートエントリー＆スタートシステムがキーの
検出を行っている。

→ キーの検出が完了するのをお待ちください。

橙（3 回連続の
点滅をくり返す）

灰

異物検知：
充電エリア内に金属製の異物があり、充電用コイ
ルの異常過熱防止機能が働いた

→ 充電エリア内にある異物を取り除いてくださ
い。

携帯機器のずれ：
携帯機器の充電用コイルが充電エリアからはずれ
たことで、充電用コイルの異常過熱防止機能が働
いた

→ 携帯機器を充電トレイから取り出し、作動表
示灯が緑に戻ったことを確認して、充電トレ
イの中央付近に置き直してください。また、
ケースやカバーを携帯機器に装着している場
合は、外してください。

橙（4 回連続の
点滅をくり返す）

灰

ワイヤレス充電器内の温度が一定値をこえたこと
による安全停止

→ いったん充電を停止し、携帯機器を充電トレ
イから取り出して、温度が下がるまでしばら
く待ってから充電を開始してください。

作動表示灯

想定される原因・対処方法
充電トレイ側

センターディス

プレイ側※
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ます。
･ WPC 規格の Ver1.2.4 に規定されてい
る EPP 出力に準拠した携帯機器に対し
ては、10W以下の充電に対応していま
す。

携帯機器にカバーやアクセサリーを付
けるときは

携帯機器に、「Qi」非対応のカバーやアク
セサリーを付けた状態で充電しないでく
ださい。カバー（一部メーカー純正品を
含む）やアクセサリーの種類によっては
充電できない場合があります。充電エリ
アに携帯機器を置いても充電が行われな
いときは、カバーやアクセサリーをはず
してください。

充電中に、AMラジオにノイズが入ると
きは

リヤ★：ワイヤレス充電器の電源を OFF
にして、ノイズが低減するか確認して
ください。ノイズが低減する場合は、
充電中にワイヤレス充電器の電源ス
イッチを約 2秒間押し続けることで、
充電の周波数を切りかえてノイズを低
減することができます。
また、その際、作動表示灯が橙色に 2
回点滅します。

iPhone の急速充電は、特定の周波数で
行っています。周波数の切りかえ中は、
iOS のバージョンによっては、急速充
電動作を行わない場合があります。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

充電中についての留意事項

充電中は、ワイヤレス充電器と携帯機器
が温かくなりますが、異常ではありませ
ん。充電中に携帯機器が温かくなったと
きは、携帯機器側の保護機能により、充
電が停止することがあります。この場合、
携帯機器の温度が十分に下がってから、
再度、充電を行ってください。

また、ワイヤレス充電器内の温度を下げ

るためファンが作動することがあります
が、異常ではありません。

作動中の音について

フロント★：エンジンスイッチを押して
ACC または ON に変更したとき、および
携帯機器を検出中は“ジー”や“カ
チッ”と作動音がしますが、異常ではあ
りません。

リヤ★：電源スイッチを押して電源を ON 
にしたときや、ワイヤレス充電器の電源
ON 中にエンジンスイッチを押して ACC
や ONに変更したとき、および携帯機器
を検出中は“ジー” と作動音がします
が、異常ではありません。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

商標について

iPhone は、米国および他の国々で登
録された Apple Inc. の商標です。な
お、iPhone の商標はアイホン株式会
社のライセンスにもとづき使用され
ています。

警告

運転中の注意

携帯機器を充電する場合、安全のため、
運転者は運転中に携帯機器本体の操作
をしないでください。

走行中の注意

コードレスヘッドフォンなど小型軽量
の携帯機器は、走行中に充電しないで
ください。非常に軽量のため充電トレ
イから飛び出し、思わぬ事故の原因に
なるおそれがあり危険です。
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警告

電波がおよぼす影響について

植込み型心臓ペースメーカー、植込み
型両心室ペーシングパルスジェネレー
タおよび植込み型除細動器などの医療
用電気機器を装着されている方は、ワ
イヤレス充電器のご使用にあたっては
医師とよくご相談ください。ワイヤレ
ス充電器の動作が医療用電気機器に影
響を与えるおそれがあります。

故障ややけどを防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと装置の故障や損
傷、車両火災、発熱によるやけど、ま
たは感電につながるおそれがあります。

充電中に、充電エリアと携帯機器の
あいだに金属物を挟まない

充電エリアにアルミなどのシールや
金属製のものを貼り付けない

携帯機器本体および外付けのケース
やカバーなどに対して、充電エリア
と接触する側に、アルミなどのシー
ルや金属製のものを貼り付けたまま
充電しない

小物入れがわりにものを置かない

強い力や衝撃をかけない

分解や改造、取りはずしをしない

指定された携帯機器以外は充電しな
い

磁気を帯びたものを近付けない

充電エリアに、ほこりがかぶった状
態で充電しない

布などをかぶせて充電しない

注意

機能が正常に働かないおそれのある
状況

次のような場合は正常に充電しない場
合があります。

携帯機器が満充電のとき

有線接続で携帯機器を充電中のとき

充電エリアと携帯機器のあいだに異
物があるとき

充電により、携帯機器の温度が高温
になっているとき

炎天下などにより、充電トレイ付近
の温度が 35 ℃以上になっていると
き

携帯機器の充電面を上にして置いた
とき

携帯機器の置き場所が充電エリアか
らずれているとき

携帯機器が充電トレイよりも大きい
とき

折りたたみ式の携帯機器を充電エリ
アの外に置いたとき

近くにテレビ塔や発電所・ガソリン
スタンド・放送局・大型ディスプレ
イ・空港があるなど、強い電波やノ
イズの発生する場所にいるとき

携帯機器の充電面と充電エリアのあ
いだに次のようなものを挟んだり、
装着したりして、あいだが 2mm 以
上となるとき

･ 厚みがあるケースやカバー

･ 充電面が平面状ではなく、段差や傾
斜があるケースやカバー

･ 厚みがあるデコレーション

･ 指リングやストラップなどのアクセ
サリー
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

手前に倒して使用する

注意

携帯機器が、次のような金属製のも
のに接していたり、覆われたりして
いるとき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカー
ド

･ アルミ箔を使用したタバコの箱

･ 金属製の財布やかばん

･ 小銭

･ カイロ

･ CD や DVD などのメディア

･ 金属製のデコレーション

･ 金属製のケースやカバー

近くで電波式ワイヤレスリモコンを
使用しているとき

2つ以上の携帯機器を同時に充電トレ
イに置いたとき

また、上記以外で、充電が正常に行わ
れない、または、作動表示灯が点滅し
たままのときは、ワイヤレス充電器の
異常が考えられます。レクサス販売店
へお問い合わせください。

故障やデータ破損を防止するために

充電中に、充電エリアにクレジット
カード・ETC カードなどの磁気カー
ドや磁気記録メディアなどを近付け
ると、磁気の影響によりデータが消
えるおそれがあります。また、腕時
計などの精密機器を近付けると、こ
われたりするおそれがありますので、
近付けないでください。

携帯機器の充電面と充電エリアのあ
いだに、交通系 IC カードなど非接触
型 IC カードを挟んだまま充電しない
でください。IC チップが非常に高温
になり、携帯機器や IC カードが破損
するおそれがあります。特に、非接
触型 IC カードを取り付けられるケー
スやカバーを携帯機器に装着したま
ま充電しないようにご注意ください。

携帯機器は車室内に放置しないでく
ださい。炎天下など車室内が高温と
なり、故障の原因になります。

スマートフォンのOS を更新したと
き

スマートフォンの OS バージョンを更
新したとき、充電の仕様が大きく変更
されることがあります。WPC の対応
バージョンが変更された場合、急速充
電機能が使えなくなる場合があります。
詳しくは各メーカーのホームページ 情
報等でご確認ください。

バッテリーあがりを防止するために

エンジンを停止した状態で、ワイヤレ
ス充電器を長時間使用しないでくださ
い。

アームレストを使うには（セカ
ンドシート）★
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ツマミをしっかりと持って引き出し、
フックにかける

もどすときはフックからはずし、ゆっく
り収納します。

注意

アームレストの破損を防ぐために

過度の負荷をかけないでください。

リヤドアサンシェードを使うに
は

警告

リヤドアサンシェードについて

リヤドアサンシェード操作中は、
フックや溝に指などを置かないでく
ださい。巻き込まれてけがをするお
それがあります。

フックが片方はずれた状態で使用し
ないでください。

リヤドアサンシェードがはずれ、ケガ
をするおそれがあります。

注意

正常に機能させるために

次のことをお守りください。

開閉のさまたげになる部分にものを
置かない

リヤドアサンシェードにものを貼ら
ない

リヤドアサンシェードをフックにか
けているときに過度の負荷をかけな
い

リヤドアが開閉しているときは、リ
ヤドアサンシェードを操作しない

収納するときに傾けた状態で収納し
ない
傾けた状態で収納すると、スクリー
ン部のしわの原因になります。

リヤドアサンシェードの破損を防止
するために

次のことをお守りください。

フックにはリヤドアサンシェード以
外のものをかけない
フックが破損するおそれがあります。

フックにかけた状態でスクリーン部
をひっぱらない
スクリーン部が破損するおそれがあ
ります。
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リヤドアの上にあるアシストグリッ
プには、コートフックが付いていま
す。

回転式

天井に取り付けられているアシスト
グリップは、走行中にシートに座っ
ている状態で体を支えるときにお使
いください。

固定式

ピラーに取り付けられているアシス
トグリップは、乗降時などにお使い
ください。

コートフックを使うには

警告

コートフックへかけてはいけないも
の

ハンガーや他の硬いもの、鋭利なもの
をかけないでください。

SRS カーテンシールドエアバッグがふ
くらんだときにそれらのものが飛び、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

アシストグリップを使うには

警告

アシストグリップ（回転式）につい
て

乗降時やシートから立ち上がるときな
どに使用しないでください。

注意

アシストグリップの破損を防ぐため
に

破損を防ぐために、アシストグリップ
に過度の負荷をかけないでください。
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6-1. お手入れのしかた

水を十分かけながら、車体・足ま
わり・下まわりの順番に上から下
へ汚れを洗い落とす

車体はスポンジやセーム皮のよう
なやわらかいもので洗う

汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流す

水をふき取る

水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷え
ているときにワックスをかける。（およそ
体温以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイールコー
ト・ガラスコートなど、レクサスケ
ミカル商品を施工された場合は、お
手入れ方法が異なります。詳しくは
レクサス販売店にお問い合わせくだ
さい。

知識

黒色ステンレスモール★について
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

図で示す部品には、黒色ステンレスの表
面処理を施しています。塗装の損傷を防
ぐため、研磨剤などで表面を強くこすら
ないでください。塗装がムラになること
があります。

自動洗車機を使うとき

お車を洗う前に：
･ ドアミラーを格納する
･ パワーバックドアを停止する

走行前は必ずドアミラーを復帰状態にも
どしてください。

ブラシで車体などに傷が付き、塗装を
損なうことがあります。

洗車機によっては、リヤスポイラーが
引っかかり洗車できない場合や傷付い
たり、破損したりするおそれがありま
す。

自動洗車機に入れる前に、車両の給油
口がしっかり閉まっていることを確認
してください。

高圧洗浄機を使うとき

室内に水が入るおそれがあるため、ノ
ズルの先端をドアやガラスの開閉部に
近付けすぎたり、同じ場所に連続して
あてたりしないでください。

駆動系部品（ディファレンシャルギヤ
など）のベアリングやオイルシール部
品に近付けすぎないでください。

近付けすぎると、水圧が高いため、内部
への水入りやグリス流出により、性能が
劣化するおそれがあります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムについて

電子キーを携帯したまま洗車をすると、
水がドアハンドルにかかったときに施
錠・解錠をくり返すことがあります。
その場合は次のような処置をしてくだ

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあった
適切な方法で実施してください。

手入れの作業要領
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さい。
･ キーを車両から約 2m 以上離れた場所
に置く（盗難に注意し保管してくださ
い）

･ キーを節電モードに設定してスマート
エントリー＆スタートシステムの作動
を停止する（ P.119）

洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
に、マルチインフォメーションディス
プレイに警報が表示され車外のブザー
が吹鳴することがあります。すべての
ドアを施錠すると警報は止まります。

ホイール・ホイールキャップについて
（マット塗装ホイール非装着車）

中性洗剤を使用し、早めに汚れを落と
してください。

洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

塗装の損傷を防ぐため、次のことを必
ずお守りください。

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

アルミホイール（マット塗装ホイール
装着車）

マット塗装ホイールは通常のアルミホ
イールとお手入れ方法が異なります。詳
しくはレクサス販売店にお問い合わせく
ださい。

洗車の際は、水洗いで汚れを落として
ください。汚れがひどい場合は、薄め
た中性洗剤を使用し、スポンジ又は柔
らかい布を用いて手洗いで汚れを落と
してください。

洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流し、柔らかい布で水滴をふ
き取ってください。

マット塗装の損傷を防ぐために、次の
ことをお守りください。

･ 乾いた布やブラシ等で磨いたり、こ
すったりしない

･ コーティング剤や研磨剤入りの洗剤は
使用しない

･ 自動洗車機を使用する際は、ホイール
専用ブラシでの洗浄は行わない

･ 高圧式スプレーガンやスチームクリー
ナは使用しない

･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

ブレーキキャリパーの塗装について

洗剤を使用する場合は中性洗剤を使用
してください。研磨剤の入った洗剤や
硬いブラシは塗装を傷めますので使用
しないでください。

ブレーキキャリパーが熱いときは、洗
剤は使用しないでください。

洗剤を使用したあとは早めに十分洗い
流してください。

ブレーキパッドやディスクローターに
ついて

水にぬれた状態のまま駐車しておくと、
錆びて貼り付くことがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを数回かけて
乾燥させてから駐車してください。

バンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにし
てください。

フロントドアガラスの撥水コーティン
グについて

撥水効果を長持ちさせるため、次のこと
に注意してください。

フロントドアガラス表面の泥などの汚
れを落とす

汚れは早めにやわらかい湿った布など
で清掃する

コンパウンド（磨き粉）が入ったガラ
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スクリーナーやワックスを使用しない

金属製の道具で霜取りをしない

メッキ部品のお手入れについて

メッキ部品の汚れが落ちにくい場合は、
次の方法でお手入れをしてください。

中性洗剤を水で約5％に薄めてやわらか
い布に含ませふき取る

乾いたやわらかい布で表面の水分をふ
き取る

油分を含んだ汚れはアルコール系
ウェットティッシュなどで油を浮かせ
てからふき取る

警告

洗車をするときは

エンジンルーム内に水をかけないでく
ださい。
電気部品などに水がかかると、車両火
災につながるおそれがあり危険です。

フロントウインドウガラスを清掃す
るときは

ワイパースイッチを OFF にしてくださ
い。

AUTO モードになっていると、次のよ
うなときにワイパーが不意に作動し、
指などを挟み重大な傷害を受けたり、
ワイパーブレードなどを損傷するおそ
れがあります。

OFF

AUTO

A

B

雨滴センサー上部のフロントウイン
ドウガラスに手でふれたとき

水分を含んだ布などを雨滴センサー
に近付けたとき

フロントウインドウガラスに衝撃を
与えたとき

車内から雨滴センサー本体にふれる
などして衝撃を与えたとき

排気管について

排気管は排気ガスにより高温になりま
す。洗車などでふれる場合は、十分に
排気管が冷めてからにしてください。
やけどをするおそれがあります。

ブラインドスポットモニターについ
て

リヤバンパーの塗装に傷が付くと、シ
ステムが正常に作動しなくなるおそれ
があります。レクサス販売店にご相談
ください。

注意

塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

次のような場合は、ただちに洗車し
てください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき
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注意

塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修してください。

ホイール保管時は、腐食を防ぐため
に汚れを落とし、湿気の少ない場所
へ保管してください。

ランプの清掃

注意して洗ってください。有機溶剤
や硬いブラシは使用しないでくださ
い。
ランプを損傷させるおそれがありま
す。

ランプにワックスがけを行わないで
ください。
レンズを損傷するおそれがあります。

自動洗車機を使用するときは

ワイパースイッチを OFF にしてくださ
い。AUTO モードになっていると、不
意にワイパーが作動してワイパーブ
レードなどを損傷するおそれがありま
す。

高圧洗浄機を使用するときは

洗浄時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水を当てないでくださ
い。
高い水圧により衝撃が加わり、装置
が正常に作動しなくなるおそれがあ
ります。

エンブレム裏に搭載されているレー
ダーに直接水をかけないでください。
部品故障の原因になるおそれがあり
ます。

ノズルの先端を、下記部品の結合部
やブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近付けすぎない
でください。
高い水圧がかかることにより、部品
が損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

モール、バンパーなど樹脂部分は変
形、損傷するおそれがあるため、洗
浄ノズルと車体との距離を30cm 以
上離してください。また、同じ場所
へ連続して水をあてないでください。

フロントウインドウガラス下部へ連
続して水をあてないでください。エ
アコンの空気取り入れ口があり、エ
アコンが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

高圧洗浄機で車両の下まわりを洗浄
しないでください。
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掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布で
ふき取る

汚れが落ちない場合は、中性洗剤
を水で約1 % にうすめてやわら
かい布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤・水分をふき取る

知識

カーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこと
をおすすめします。洗浄には、市販の泡
タイプクリーナーがご利用になれます。

スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗り
込んでください。直接水をかけたりせず、
ふき取ってから乾燥させてください。

シートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やス
ポンジを使って洗ってください。シート
ベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定
期的に点検してください。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材に合った
適切な方法で実施してください。

車内の手入れをするには

警告

車両への水の浸入

車内に水をかけたり液体をこぼした
りしないでください。電気部品など
に水がかかると、故障や車両火災に
つながるおそれがあり危険です。

SRS エアバッグの構成部品や配線を
ぬらさないでください。（ P.35）
電気の不具合により、エアバッグが
作動したり、正常に機能しなくなり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

ワイヤレス充電器（おくだけ充電）★

（ P.445）をぬらさないでくださ
い。発熱によるやけど、または感電
により重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

内装の手入れをするときは（特にイ
ンストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメ
ントパネルがフロントウインドウガラ
スへ映り込み、運転者の視界をさまた
げ思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意

清掃するとき使用する溶剤について

変色・しみ・塗装はがれの原因にな
るため、次の溶剤は使用しないでく
ださい。

･ シート以外の部分：ベンジン・ガソ
リンなどの有機溶剤や酸性またはア
ルカリ性の溶剤・染色剤・漂白剤

･ シート部分：シンナー・ベンジン・
アルコール・その他のアルカリ性や
酸性の溶剤

艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。インスト
ルメントパネルやその他内装の塗装
のはがれ・溶解・変形の原因になる
おそれがあります。
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水で湿らせたやわらかい布または
合成セーム皮で汚れをふき取る

乾いたやわらかい布で表面に残っ
た水分を完全にふき取る

知識

サテン仕上げ金属コーティング部分の
お手入れについて

表面に本物の金属層を使用していますの
で、普段のお手入れが大切です。汚れた
まま長いあいだ放置すると、汚れが落ち

にくくなります。

掃除機などでほこりや砂を取り除
く

うすめた洗剤をやわらかい布に含
ませ、汚れをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約 5 % にう
すめて使用してください。

水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤をふき取る

乾いたやわらかい布で表面の水分
をふき取り、風通しのよい日陰で
乾燥させる

知識

本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に 2回程度の定
期的なお手入れをおすすめします。

掃除機などでほこりを取り除く

注意

床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にあ
る電気部品に水がかかると、車の故障
の原因になったり、ボデーが錆びるお
それがあります。

フロントウインドウガラスの内側を
掃除するときは

前方カメラのレンズに、ガラスクリー
ナーが付着しないようにしてください。
また、レンズにはふれないでください。
（ P.210）

フロントウインドウガラス・リヤウ
インドウガラス・リヤクォーターガ
ラスの内側を掃除するときは

熱線やアンテナを損傷するおそれが
あるため、ガラスクリーナーなどを
使わず、熱線やアンテナにそって水
またはぬるま湯を含ませた布で軽く
ふいてください。

熱線やアンテナを引っかいたり、損
傷させないように気を付けてくださ
い。

サテン仕上げ金属コーティング
部分の手入れをするには

本革部分の手入れをするには

注意

革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるため
に次のことをお守りください。

革に付着したほこりや砂はすぐに取
り除く

直射日光に長時間さらさないように
する
特に夏場は日陰で車を保管する

ビニール製・プラスチック製・ワッ
クス含有のものは、車内が高温にな
ると革に張り付くおそれがあるため、
革張りの上に置かない

合成皮革部分の手入れをするに
は
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中性洗剤を水で約1%にうすめて
やわらかい布に含ませふき取る

水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤・水分をふき取る
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6-2. 簡単な点検・部品交換

1 ボンネット解除レバーを引く

ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを引き上げてボンネットを
開ける

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告

走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされてい
ることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボ
ンネットが突然開いて、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

けがを防ぐために

走行後のエンジンルーム内は高温に
なっています。熱くなった部品にさわ
るとやけどなどの重大な傷害を受ける
おそれがあります。

エンジンルーム点検後の確認

エンジンルーム内に工具や布を置き忘
れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などを
エンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因になったり、また、エンジ
ンルーム内は高温になるため車両火災
につながるおそれがあり危険です。

ボンネットを閉めるときは

ボンネットを閉めるときは、手などを
挟まないように注意してください。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険
です。

注意

ボンネットやダンパーステーへの損
傷を防ぐために

ボンネットを閉めるときは、体重を
かけるなどして強く押さないでくだ
さい。
ボンネットがへこむおそれがありま
す。
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1 ツメを押しながら、カバーを持ち
上げる

2 図のようにカバー上部の穴にツメ
を挿し込んでカバーを固定する

注意

ボンネットには、ボンネットを支え
るためのダンパーステーが取り付け
られています。ダンパーステーの損
傷や作動不良を防ぐため、次のこと
をお守りください。

･ ビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をステーのロッド部（棒部）
に付着させない

･ ロッド部を軍手などでふれない

･ ボンネットにレクサス純正品以外の
アクセサリー用品を付けない

･ ステーに手をかけたり、横方向に力
をかけたりしない

エンジンルームカバー

メンテナンス時など、必要に応じ
てエンジンルームカバーを開けた
ままにしたり、取りはずすことが
できます。

エンジンルームカバーを開けた
ままにするには
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1 ツメを押しながら、カバーを持ち
上げる

2 カバーを手前に引いて取りはずす

図のようにツメを挿し込んで、カ
バーを取り付ける

エンジンルームカバーを取りは
ずすには

エンジンルームカバーを取り付
けるには

警告

けがを防ぐために

エンジンルームカバーを開けたままに
するか、取りはずす前に、エンジンス
イッチを OFF にしてください。熱く
なった部品でやけどをしたり、作動中
の部品に巻き込まれて重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

注意

エンジンルームカバーを取り付けた
あとは

もとの場所に確実に取り付けられてい
ることを確認してください。
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ウォッシャー液が出なかったり、マ
ルチインフォメーションディスプレ
イに“ウォッシャー液を補充してく
ださい” と表示されたら、ウォッ
シャー液を補充する

タイヤは次の項目を点検してくださ
い。
点検方法は別冊「メンテナンスノー
ト」を参照してください。

タイヤ空気圧

空気圧の点検は、タイヤが冷えていると
きに行ってください。

タイヤの亀裂・損傷の有無

タイヤの溝の深さ

タイヤの異常摩耗（極端にタイヤ
の片側のみが摩耗していたり、摩
耗程度が他のタイヤと著しく異な
るなど）の有無

知識

タイヤ空気圧について

265/65R18 114V

前輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

後輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

265/55R20 109V

前輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

後輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

265/50R22 109V

前輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

ウォッシャー液の補充

補充するには

警告

ウォッシャー液を補充するとき

エンジンが熱いときやエンジンがか
かっているときは、ウォッシャー液を
補充しないでください。ウォッシャー
液にはアルコール成分が含まれている
ため、エンジンなどにかかると出火す
るおそれがあり危険です。

注意

ウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん
水やエンジン不凍液などを入れないで
ください。塗装にしみが付くことや、
ポンプが故障してウォッシャー液が出
なくなるおそれがあります。

ウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付け
られています。日常点検として必
ずタイヤを点検してください。
タイヤの摩耗を均等にし寿命をの
ばすために、タイヤローテーショ
ン（タイヤ位置交換）を
5,000kmごとに行ってください。

タイヤの点検項目
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後輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイ
ヤ空気圧ラベルで確認することができま
す。
※タイヤが冷えているときの空気圧

タイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取
り付けナットを交換するときは、
レクサス販売店にご相談ください。

図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。

警告

点検・交換時の警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

タイヤはすべて同一メーカー・同一
銘柄・同一トレッドパターンで、摩
耗差のないタイヤを使用する

メーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

ラジアルタイヤ・バイアスベルテッ
ドタイヤ・バイアスプライタイヤを
混在使用しない

サマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ・冬用タイヤを混在使用しない

異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着して
いると、走行時にハンドルをとられた
り、異常な振動を感じることがありま
す。また、次のような事態になり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

破裂などの修理できない損傷を与え
る

車両が横すべりする

車両の本来の性能（燃費・車両の安
定性・制動距離など）が発揮されな
い

異常があるホイールの使用禁止

亀裂や変形などがあるホイールは使用
しないでください。走行中にタイヤの
空気が抜けて、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

注意

走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷すること
があります。

悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷
するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は
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タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命をの
ばすために、レクサスは定期点検ごとの
タイヤローテーションをおすすめします。

タイヤローテーション後は、タイヤ空気
圧警報システムの初期化を確実に行って
ください。

知識

タイヤローテーションを行うとき

必ずエンジンスイッチが OFF の状態で
行ってください。ON のままタイヤロー
テーションを行うと、タイヤ位置情報が
更新されません。
誤ってそのような状態になってしまった
ときは、エンジンスイッチをいったん
OFF にしてから再度 ON にするか、タイ
ヤ空気圧が正しく調整されていることを
確認した上で、初期化操作を行ってくだ
さい。

ディスクホイールに装着された空気
圧バルブ、および送信機が一定周期
ごとに各輪のタイヤ空気圧を監視し、
タイヤの空気圧の低下を早期に知ら
せるタイヤ空気圧警報システムが付
いています。

このシステムは状況に応じてマルチ
インフォメーションディスプレイで
2 種類の警報とブザーでお知らせを
します。

“空気圧を調整してください”が
表示されたとき

通常の使用によって、タイヤの空気圧が
低下した場合に表示されます。
表示された画面の指示に従ってください。

“すみやかに安全な場所でタイヤ
点検” が表示されたとき

急激にタイヤの空気圧が低下した場合に
表示されます。
表示された画面の指示に従ってください。
ただし、このシステムはパンク等を検出
することができない場合があります。

タイヤ空気圧警報システムが検知
した空気圧をマルチインフォメー
ションディスプレイに表示できま
す。

表示される単位を変更することができま
す。

単位の切りかえかた

1 車を安全な場所に駐車し、エンジ
ンを停止する

車両が動いているときは、単位の切りか
えができません。

2 エンジンスイッチをON にする

3 メーター操作スイッチの また

は を押して を選択する

タイヤ空気圧警報システム
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4 メーター操作スイッチの また

は を押して”車両設定”を

選択し、 を押す

5 メーター操作スイッチの また

は を押して“TPWS設定”

を選択し、 を押す

6 メーター操作スイッチの また

は を押して“単位設定”を

選択し、 を押す

7 メーター操作スイッチの また

は を押してお好みの単位を選

択し、 を押す

知識

タイヤ空気圧警報システムについて

タイヤ空気圧警報システムは、日常点検
の代用ではありません。
日常点検として必ずタイヤを点検してく
ださい。
タイヤの点検方法は、別冊「メンテナン
スノート」を参照してください。

タイヤ空気圧表示について

エンジンスイッチをONにしたあと、空
気圧が表示されるまで 2、3分かかり
ます。また、空気圧が調節された場合
も、表示が更新されるまで 2、3分か
かります。

タイヤ空気圧は温度によって変化しま
す。また、表示された空気圧は、空気
圧計で測定した数値と異なる場合があ
ります。

タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれのある状況

次の場合は、タイヤ空気圧警報システ
ムが正しく作動しない場合があります。

･ 純正ホイール以外を使用したとき
･ 純正装着タイヤ以外に交換したとき
･ 指定サイズ以外のタイヤに交換したと
き

･ タイヤチェーンなどを装着していると
き

･ 中子式ランフラットタイヤを装着して
いるとき

･ 電波を遮断するフィルムがウインドウ
に貼り付けられているとき

･ 車両（特にホイール・ホイールハウス
の周辺）に多くの雪や氷などが付着し
ているとき

･ タイヤ空気圧が指定空気圧より極端に
高いとき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機を搭
載していないホイールを使用している
とき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機の ID
がタイヤ空気圧警報コンピューターに
登録されていないとき

次の場合は正しい性能が確保できない
場合があります。

･ 近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港など、強い電波やノイズの発生す
る場所にいるとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器が車両付近にある
とき

電波状況によってタイヤ位置情報が正し
く表示されない場合は、走行して電波状
況がかわることで正しく表示されること
があります。

停車時は警報開始・警報解除までの時
間が長くなる場合があります。

タイヤが破裂（バースト）したときな
ど、空気圧が急激に低下したときは、
検出できません。

タイヤ空気圧警報システムの警報精度
について

タイヤ空気圧警報システムの警報精度は、
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システムを初期化したときの状況によっ
て異なります。このため、空気圧がわず
かに低下している場合や、初期化したと
きより高い空気圧の場合でも警報するこ
とがあります。

タイヤやホイールを交換するときは、
付けかえたホイールにも空気圧バル
ブ／送信機を装着してください。

バルブ／送信機を装着する場合は、専用
の ID コードをコンピューターに登録す
る必要があります。（ P.472）

知識

ホイールごとタイヤを交換するとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機の ID コード
が登録されていないと、タイヤ空気圧警
報システムは正しく作動しません。その
場合、約 10 分走行したあとシステム異
常となり、タイヤ空気圧警告灯が約 1分
間点滅、その後点灯します。

初期化が必要なとき

タイヤローテーションを実施した
とき

タイヤサイズの変更をしたとき

指定空気圧が複数ある場合に、タ
イヤの指定空気圧を変更したとき

ID コードの登録を実施したとき
（ P.472）

システムを初期化すると、現在のタイヤ
の空気圧が標準値として記憶されます。

初期化のしかた

1 車を安全な場所に駐車し、20分
以上エンジンを停止する

2 タイヤの空気圧を指定の数値に調
整する

タイヤ空気圧の調整はタイヤが冷えた状
態で行ってください。タイヤ空気圧警報
システムは、この空気圧を基準として作
動します。

3 エンジンを始動する（ P.181）

空気圧バルブ／送信機の装着に
ついて

注意

タイヤ・ホイール・空気圧バルブ／
送信機・バルブキャップの修理・交
換

タイヤをホイールから脱着する際は、
空気圧バルブ／送信機が損傷しない
よう注意してください。脱着手順の
詳細は、レクサス販売店へご相談く
ださい。

レクサス指定の純正ホイールを使用
してください。
レクサス指定の純正ホイール以外を
使用すると、空気圧警報システムが
正しく作動しないおそれがあります。

ホイールを交換したときは、空気圧
バルブ／送信機を装着してください。
空気圧バルブ／送信機が装着されて
いないと、タイヤ空気圧警告灯が消
灯しません。

バルブキャップを必ず取り付けてく
ださい。バルブキャップをはずして
いると、水が浸入してバルブが腐食
し、固着やエアー漏れの原因となり
ます。

バルブキャップを交換するときは、
指定以外のバルブキャップを使用し
ないでください。バルブキャップが
固着するおそれがあります。

タイヤ空気圧警報システムを初
期化するには
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車両が動いているときは、初期化できま
せん。

4 メーター操作スイッチの また

は を押して を選択する

5 メーター操作スイッチの また

は を押して”車両設定”を

選択し、 を押す

6 メーター操作スイッチの また

は を押して“TPWS設定”

を選択し、 を押す

7 メーター操作スイッチの また

は を押して“初期化”を選

択し、タイヤ空気圧警告灯が3

回点滅するまで を押し続ける

“空気圧設定受付”というメッセージ
が表示され、初期化を開始します。初期
化中はマルチインフォメーションディス
プレイのタイヤ空気圧表示が“---” に
なります。

8 約40km/h 以上で適度に右左折
や直進をしながら約10 ～ 30 分
走行する

タイヤの位置判定が完了するとマルチイ
ンフォメーションディスプレイに各タイ
ヤの空気圧が表示されるようになり、初
期化が完了します。

約 40km/h 以上を維持できない場合でも

長時間運転すると初期化は完了しますが、
1 時間以上走行しても初期化ができない
場合は、エンジンスイッチは ON のま
ま、安全な場所に約 20 分以上停車した
あと、再度走行し直して下さい。

知識

初期化するときは

通常は約 30分以内の走行で初期化が完
了します。

車速が約40km/h以上のときに行われま
す。

必ず指定空気圧に調整した上で初期化
してください。
なお、空気圧の調整および初期化操作
は、タイヤが冷えた状態で行ってくだ
さい。

タイヤ空気圧警報システムはお客様自
身で初期化することができます。適度
に右左折もしながら、直進走行をする
ことで初期化されますが、走行条件や
走行環境によっては、初期化が完了す
るまでに時間がかかる場合があります

初期化操作について

初期化中にエンジンスイッチをOFF に
してしまった場合は、次回 ONにした
とき、自動的に初期化処理が再開され
るため、あらためて初期化し直す必要
はありません。

初期化の必要がない状態で誤って初期
化操作を行ってしまったときは、タイ
ヤが冷えている状態で指定空気圧に調
整し、再度初期化操作を行ってくださ
い。

タイヤ位置判定中にタイヤ空気圧が表
示されない場合でも、空気圧低下時は
タイヤ空気圧警告灯が点灯します。

タイヤ空気圧警報システムの初期化が
うまくいかないとき

次の場合は、初期化に時間がかかる場
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合や、初期化できない場合があります。
･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した

1時間以上走行しても初期化できない場
合は、安全な場所に約 20 分以上停車し
たあと、再度走行し直してください。

初期化中に車を後退させると、それま
でのデータがリセットされるため、再
度走行し直してください。

初期化操作時に警告灯が3回点滅しない
場合、初期化されていないおそれがあ
りますので、初期化手順を最初からや
り直してください。

上記の方法でも初期化できない場合は、
レクサス販売店にご相談ください。

ID コード登録が必要なとき

新しいバルブ／送信機を装着した
とき

すでにID コードの登録がされてい
るバルブ／送信機を装着したとき
（例えば、サマータイヤから冬用
タイヤへの交換など）

タイヤ空気圧バルブ／送信機には固有の
ID コードが設定されているため、車両の
コンピューターに ID コードを登録する
必要があります。

ID コード登録のしかた

1 車を安全な場所に駐車し、20分
以上エンジンを停止する

2 エンジンを始動する（ P.181）

車両が動いているときは、ID コード登録
操作ができません。

3 メーター操作スイッチの また

は を押して を選択する

4 メーター操作スイッチの また

は を押して”車両設定”を

選択し、 を押す

5 メーター操作スイッチの また

は を押して“TPWS設定”

を選択し、 を押す

6 メーター操作スイッチの また

は を押して“自動 ID登録”
を選択し、タイヤ空気圧警告灯が

ゆっくり3回点滅するまで を

押し続ける

“センサ ID/ 位置 登録受付”という
メッセージが表示され、登録を開始しま
す。
ID コードの登録が開始すると、タイヤ空
気圧警告灯が約 1 分間点滅したあと点灯
します。また、登録中はマルチインフォ
メーションディスプレイのタイヤ空気圧
表示が“---” になります。

警告

タイヤ空気圧警報システムを初期化
するとき

必ず指定空気圧に調整してから初期化
操作をしてください。
お守りいただかないと、タイヤ空気圧
が低下してもタイヤ空気圧警告灯が点
灯しない、または適切な空気圧でもタ
イヤ空気圧警告灯が点灯してしまうこ
とがあります。

ID コードを登録するには
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7 約40km/h 以上で適度に右左折
や直進をしながら約10 ～ 30 分
走行する。

登録が完了すると、タイヤ空気圧警告灯
が消灯し、マルチインフォメーション
ディスプレイにタイヤ空気圧が表示され
ます。
信号待ちで停車時間が長くなる場合など、
走行条件によっては、登録に約 1 時間以
上かかる場合があります。

8 タイヤ空気圧警報システムを初期
化する（ P.470）

知識

ID コードの登録をするときは

通常は約 30分以内の走行で登録が完了
します。すでに ID コードの登録がされ
ているタイヤセットを使用する場合は、
ID 切りかえ（ P.474）を行うと短い
時間で切りかえることができます。

IDコードの登録は、車速が約40km/h以
上のときに行われます。

登録操作を行う前に、車両の近くにタ
イヤ空気圧バルブ／送信機を装着した
ホイールがないことを確認してくださ
い。

ID コードの登録をしたあとに初期化を
行ってください。ID コードの登録前に
初期化すると、初期化が無効になりま
す。

ID コードの登録が完了したあとは、走
行によりタイヤが熱くなっているため
タイヤが十分に冷えたあとで初期化操
作を行ってください。

ID コードはお客様自身で登録すること
ができます。適度に右左折もしながら、
直進走行をすることで登録されますが、
走行条件や走行環境によっては、登録
が完了するまでに時間がかかる場合が
あります。

ID コード登録の中止について

ID コードの登録を中止するには、マル
チインフォメーションディスプレイで
“自動 ID 登録” を再度選択してくだ
さい。（ P.472）

ID コードの登録を中止した場合、次回
エンジンスイッチを ONにしたとき、
タイヤ空気圧警告灯が約 1分間点滅し
たあと点灯します。
タイヤ空気圧警報システムが正常に作
動できるようになると、タイヤ空気圧
警告灯が消灯します。

しばらく待ってもタイヤ空気圧警告灯
が消灯しないときは、ID コードの登録
が正常に中止できていないおそれがあ
ります。正しく中止するためには、再
度 ID コードの登録操作を初めから行
い、走行する前にエンジンスイッチを
OFF にしてください。

ID コードの登録がうまくいかないとき

次の場合は、ID コードの登録に時間が
かかる場合や、登録できない場合があ
ります。

･ 走行前に約 20分以上駐車していない
･ 約 40km/h 以上で走行していない
･ 未舗装の場所を走行した
･ 他車と併走し、自車のセンサーと他車
のセンサーが判別できない

･ タイヤ空気圧バルブ／送信機を装着し
たホイールが車内や車両の近くにある

1時間以上走行しても登録できない場合
は、ID コードの登録手順を最初からやり
直してください。

登録中に車を後退させると、それまで
のデータがリセットされるため、再度
走行し直してください。

登録操作時に警告灯がゆっくり3回点滅
しない場合、ID コードが登録されてい
ないおそれがありますので、登録手順
を最初からやり直してください。

上記の方法でも ID コードを登録できな
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い場合はレクサス販売店にご相談くだ
さい。

この車両は 2 セット分の ID コード
を登録することができるタイヤ空気
圧警報システムが備わっています。

通常使用するタイヤと冬用タイヤの
2 セットを登録しておくと便利です。

ID コードの登録は、レクサス販売店
で行ってください。

作動条件

この機能は2 セット目のタイヤを
登録してある場合のみ、切りかえ
をすることができます。
2 セット目のタイヤが登録されて
いない場合、マルチインフォメー
ションディスプレイで“センサ
ID ／位置登録” を選択し 2 分待
機しても ID 切りかえはできませ
ん。

ID コードを登録したときのセット
でタイヤの交換をしたときのみ切
りかえをすることができます。
他のセットの ID コードを混在さ
せた場合は作動しません。

ID コードの切りかえかた

1 車を安全な場所に停車し、切りか
えをしたいタイヤセットに交換を
する。

2 メーター操作スイッチの また

は を押して を選択する

3 メーター操作スイッチの また

は を押して”車両設定”を

選択し、 を押す

4 メーター操作スイッチの また

は を押して“TPWS設定”

を選択し、 を押す

5 メーター操作スイッチの また

は を押して“自動 ID登録” 

を選択し、タイヤ空気圧警告灯が
ゆっくり3 回点滅を開始するま

で、 を押し続ける

その後、1 分間点滅したあとに点灯しま
す。

約 2 分後に 2 セット目の ID コードに切
りかえが完了しタイヤ空気圧警告灯が消
灯します。

6 タイヤ空気圧警報システムを初期
化する（ P.470）

取り付けたタイヤの空気圧が異なる場合、
初期化が必要になりますが、同じ空気圧
に設定されている場合は、初期化の必要
はありません。

7 約40km/h 以上で適度に右左折
や直進をしながら約10 ～ 30 分
走行する

2 セット目に切りかえが完了すると、タ
イヤ空気圧警告灯が消灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイにタイヤ空
気圧が表示されます。

タイヤ空気圧警報システムの
IDコードを切りかえるには



475

6

6-2. 簡単な点検・部品交換
お
手
入
れ
の
し
か
た

知識

タイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

燃費の悪化

乗り心地や操縦安定性の低下

摩耗によるタイヤ寿命の低下

安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、レクサス販売店でタイヤの点検を受
けてください。

タイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことを
お守りください。

タイヤが冷えているときに点検する

タイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんの
で減圧しないでください。

荷物を積んだり、多人数で乗車すると
きは荷重を不均等にかけないようにす
る

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持する
ために、タイヤの空気圧点検を月
に1回以上実施してください。
（ P.537）

警告

タイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。

タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

過度の摩耗

偏摩耗

操縦安定性の低下

タイヤの過熱による破裂

タイヤとホイールのあいだからの空
気もれ

ホイールの変形、タイヤの損傷

走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大（路上障害物、道路のつなぎ目
や段差など）

注意

タイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気がもれ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあ
ります。
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1 エンジンスイッチをOFF にする
2 グローブボックスを開き、仕切り
板を取りはずす（ P.429）

3 パネルを取りはずす

4 フィルターカバーのロックをはず

し（ ）、ツメからフィルターカ

バーを抜き（ ）、フィルターカ

バーを取りはずす

5 フィルターケースを取りはずす

6 フィルターケースからフィルター
を取りはずし、新しいフィルター
と交換する

「 UP」マークの矢印が上を向くよう

に取り付けます。

知識

エアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは下記の時期を目安
に交換してください。

15000km［7500km※1］ごと、ただし

12ヶ月をこえないこと※2

※1大都市や寒冷地など、交通量や粉じん
の多い地区

※2芳香剤などの使用により脱臭寿命が著
しく低下する場合があります。エアコ
ンの臭いが気になりだしたらフィル
ターを交換してください。

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただく
ために、エアコンフィルターを定
期的に交換してください。

交換するには

A

B
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エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目づまりが考えられますの
で、フィルターを交換してください。

知識

電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ム、ワイヤレス機能が作動しない

作動距離が短くなる

カードキー★の電池交換が必要なときは

カードキーの電池はレクサス販売店で交
換してください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

交換をするには、次のものを準備し
てください。

マイナスドライバー

小さいマイナスドライバー

リチウム電池：CR2032

知識

リチウム電池 CR2032 の入手

電池はレクサス販売店・時計店およびカ
メラ店などで購入できます。

注意

エアコンを使用するときの注意

フィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

フィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。

フィルターカバーの破損を防ぐため
に

フィルターカバーのロックをはずすと
きに、フィルターカバーを矢印の方向
に動かす際は、ツメに無理な力がかか
らないように注意してください。ツメ
が破損するおそれがあります。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新し
い電池に交換してください。

事前に準備するもの
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1 メカニカルキーを抜く

2 カバーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 小さいマイナスドライバーを使っ
て消耗した電池を取り出す

新しい電池は、＋極を上にして取り付け
ます。

電池を交換するには 警告

電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。

電子キーにはコイン電池もしくはボ
タン電池が使われています。電池を
飲み込むと、わずか 2 時間で重度の
化学熱傷を引き起こし、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

カバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、レクサス販
売店で点検を受けてください。

誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。

電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。
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1 エンジンスイッチをOFFにする
2 ヒューズボックスを開ける

エンジンルーム

Aタイプ：

エンジンルームカバーを開けたままにす
るか、取りはずし（ P.464）、ツメを
押しながら、カバーを持ち上げる

Bタイプ：

エンジンルームカバーを開けたままにす
るか、取りはずし（ P.464）、ツメを
押しながら、カバーを持ち上げる

注意

電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりす
るおそれがあります。

交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

ぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

電極を曲げない

ヒューズの点検 •交換

ランプがつかないときや電気系統
の装置が働かないときは、ヒュー
ズ切れが考えられます。ヒューズ
の点検を行ってください。

ヒューズの点検・交換をするに
は
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運転席足元

ヒューズボックスカバーを取りはずす

ラゲージルーム

カバーを取りはずす

ヒューズボックスカバーを取りはずす

3 ヒューズを引き抜く

ヒューズはずしでヒューズを引き抜くこ

とができます。

4 ヒューズが切れていないか点検す
る

ヒューズボックスの表示に従い、規定容
量のヒューズに交換します。

正常

ヒューズ切れ

知識

ヒューズを交換したあと

カバーを取り付けるときは、ツメを
しっかり取り付けてください。

交換してもランプ類が点灯しないとき
は、電球を交換してください。
（ P.481）

交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、レクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

A

B
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バッテリーからの回路に過剰な負荷が
かかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

電球（バルブ）を交換するときは

この車両に指定されているレクサス純正
品のご使用をおすすめします。一部の電
球は過電流を防止する専用回路に接続さ
れているため、この車両指定のレクサス
純正品以外は使用できない場合がありま
す。

切れた電球のW（ワット）数を確認
してください。（ P.538）

リヤフォグランプ

レクサス販売店で交換が必要なラ
ンプ

次のランプが切れたときは、
レクサス販売店で交換してください。

ヘッドランプ（前照灯）

車幅灯／LEDデイタイムランニン
グランプ

フロント方向指示灯／非常点滅灯

フロントフォグランプ

コーナリングランプ

サイド方向指示灯／非常点滅灯

警告

車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

必ずレクサス純正ヒューズか同等品
を使用してください。

ヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

注意

ヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、レクサス販売
店で点検を受けてください。

電球（バルブ）の交換

次に記載する電球は、ご自身で交
換できます。交換する前に、切れ
た電球のW（ワット）数を確認し
てください。部品が破損するおそ
れがあるので、レクサス販売店で
交換することをおすすめします。

電球の用意

電球の位置

A
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尾灯

制動灯

リヤ方向指示灯／非常点滅灯

後退灯

ハイマウントストップランプ

番号灯

ドアミラー照明

サイドステップ照明

知識

LED ランプについて

リヤフォグランプ以外のランプは、数個
の LED で構成されています。もし LED
がひとつでも点灯しないときは、
レクサス販売店で交換してください。

レンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題
ありません。ただし、次のようなときは、
レクサス販売店にご相談ください。

レンズ内側に大粒の水滴が付いている

ランプ内に水がたまっている

電球（バルブ）を交換するとき

P.481

リヤフォグランプ

1 ソケットを左にまわして取りはず
す

2 電球を取りはずす

3 取り付けるときは、取りはずした
ときと逆の順序で取り付ける

電球交換をするには

警告

電球を交換するとき

ランプは消灯してください。消灯直
後は高温になっているため、交換し
ないでください。やけどをすること
があります。
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警告

電球のガラス部を素手でふれないで
ください。
やむを得ずガラス部を持つ場合は、
電球に油脂や水分を付着させないた
めに、乾いた清潔な布などを介して
持ってください。また、電球を傷付
けたり、落下させたりすると球切れ
や破裂することがあります。

電球や電球を固定するための部品は
しっかり取り付けてください。取り
付けが不十分な場合、発熱や発火、
または内部への浸水による故障や、
レンズ内に曇りが発生することがあ
ります。

電球・ソケット・電気回路および構
成部品を、修理または分解しないで
ください。感電により、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

お車の故障や火災を防ぐために

電球が正しい位置にしっかりと取り
付けられていることを確認してくだ
さい。

発熱による損傷を防ぐため、バルブ
を取り付ける前にバルブのワット数
を確認してください。
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7-1. まず初めに

非常点滅灯（ P.487）を点滅さ
せながら、車を路肩に寄せ停車し
ます。

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路
上駐車する場合、他車に知らせるため使
用します。

高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる

2 車両の50m以上後方（ ）に
発炎筒（ P.487）と停止表示
板を置くか、停止表示灯を使用す
る

･ 見通しが悪い場合はさらに後方に
置いてください。

･ 発炎筒は、燃料もれの際やトンネ

ル内では使用しないでください。

3 その後、ガードレールの外側など
に避難する

知識

停止表示板・停止表示灯について

高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板また
は停止表示灯の表示が、法律で義務付
けられています。

停止表示板

停止表示灯

停止表示板のご購入については、
レクサス販売店にお問い合わせくださ
い。

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指示
に従ってください。

対処のしかた

A
A

B
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スイッチを押す

すべての方向指示灯が点滅します。
もう一度押すと消灯します。

知識

非常点滅灯について

エンジン停止中に、非常点滅灯を長時
間使用すると、バッテリーがあがるお
それがあります。

SRS エアバッグの作動時または後方か
ら強い衝撃を受けたときは、非常点滅
灯が自動で点滅します。
非常点滅灯スイッチを 2 回押すか、約
20 分経過すると消灯します。（衝撃の
度合いや事故の状況によっては点滅し
ないことがあります。）

1 助手席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体を
逆さにして挿し込む

3 先端のフタを取り、すり薬 で
発炎筒の先端をこすり、着火させ
る

必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けな

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

故障などでやむを得ず路上駐車す
る場合、他車に知らせるために使
用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・事
故時に非常信号用として使用しま
す。（トンネル内や可燃物の近くで
は使用しないでください）
発炎時間は約5分です。非常点滅
灯と併用してください。

発炎筒を使うには

A



488 7-1. まず初めに

いでください。

知識

発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、レクサス販売店でお求めください。
有効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっかり
と踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトレバーをNに入れる

シフトレバーがNに入った場合

3 減速後、車を安全な道路脇に停め
る

4 エンジンを停止する

シフトレバーがNに入らない場合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 エンジンスイッチを2秒以上押
し続けるか、素早く3回以上連
続で押してエンジンを停止する

5 車を安全な道路脇に停める

知識

緊急停止したときは

バッテリーの消費電力を抑えるためにエ

警告

発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。
煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

トンネル内

ガソリンなど可燃物の近く

発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

発炎筒は、お子さまにさわらせない

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったとき
の非常時のみ、手順に従って車を
停止させてください。

車を停止するには
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アコンなどの一部機能の作動を制限する
ことがあります。

ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。

ドアを開けることができない場
合、パワーウインドウスイッチで
ドアガラスを開けて避難経路を確
保してください。

ドアガラスが開けられる場合、窓
から車外に出てください。

水没によりドアおよびドアガラス
を開けることができない場合、落
ち着いて車内外の水圧差がなくな
るまで車内が浸水するのを待って
からドアを開けて車外に出てくだ
さい。

車外の水位がドア高さの半分を超えると、
水圧で車内からドアを開けることができ
なくなります。

知識

水位がフロアを超えると

水位がフロアを超えて時間が経過すると、
電気装置が損傷し、パワーウインドウが
作動しなくなったり、エンジンが停止し、
車が移動できなくなるおそれがあります。

緊急脱出用ハンマー※の使用について

この車両のフロントウインドウガラスと
ドアガラスには合わせガラスが使用され

警告

走行中にやむを得ずエンジンを停止
するとき

走行中にエンジンを停止してもハンド
ルやブレーキの操作は可能ですが、
バッテリーの残量や使用状況によって
は、車両が停止する前に操作力補助が
なくなり、ハンドルとブレーキの操作
が困難になるおそれがあるため、車の
コントロールがしにくくなり危険です。
エンジンを停止する前に、十分に減速
するようにしてください。

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を走行
できるように設計されていません。
冠水路または冠水のおそれがある
道路は、走行しないでください。
車両が水没や漂流することが予想
される場合は、車内に留まると危
険です。落ち着いて次のように対
処してください。
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ております。合わせガラスは、緊急脱出

用ハンマー※で割ることができません。
※詳しくはレクサス販売店にお問い合わ
せください。

警告

走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路
は、走行しないでください。車両が故
障して動かなくなり、水没や漂流から
死亡につながるおそれがあります。
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7-2. 緊急時の対処法

次の場合は、駆動系の故障が考えら
れるため、レクサス販売店または専
門業者へご連絡ください。

エンジンはかかるが車が動かない

異常な音がする

前向きにけん引するときは

台車を使用して後輪を持ち上げる

うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

けん引について

けん引は、できるだけレクサス販
売店または専門業者にご依頼くだ
さい。

その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをおす
すめします。

注意

長い下り坂でけん引するときは

レッカー車または、車両運搬車でけん
引してください。他車にけん引しても
らうと、ブレーキが過熱し効きが悪く
なるおそれがあります。

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況

レッカー車でけん引するとき

警告

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

レッカー車でけん引するとき

4輪とも持ち上げた状態で運搬してく
ださい。タイヤが地面に着いた状態で
けん引すると、駆動系部品が破損した
り車が台車から飛び出したりするおそ
れがあります。
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車両運搬車で輸送するときは、図の
場所で固縛する

鎖やケーブルなどを使用して車両を
固縛する場合は図に黒く示す角度が
45°になるように固縛する

1 車体に傷が付かないようにロープ
をけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してくだ
さい。また、前進方向でけん引してくだ
さい。

2 ロープの中央に白い布を付ける

布の大きさ：
0.3m 平方（30cm 30cm）以上

注意

レッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するとき

注意

車両運搬車に車を固縛するとき

ケーブル等を過度に締め付けすぎな
いでください。車両の損傷につなが
るおそれがあります。

AHCの車高調整機能が作動しないよ
うに、AHCを OFF にしてください。
固縛後に車高がかわると、車両の損
傷につながるおそれがあります。
（ P.362）

他車にけん引してもらうとき
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25m 以内

5m 以内

白い布

けん引方向

3 運転者はけん引される車両に乗
り、エンジンを始動する

エンジンが始動しないときは、エンジン
スイッチを ONにしてください。

4 トランスファースイッチをH4か
つフロント・センター・リヤの各
デフロックをOFFの状態にし、
各表示灯が消灯したことを確認す
る

5 車高をN（標準）モードにして車
高制御を停止する（ P.362）

6 けん引される車両のシフトレバー
をNにしてから、パーキングブ
レーキを解除する

オートモードを OFF にしてください。
（ P.191）

けん引中は、ロープがたるまないよう、
減速時なども前の車の速度に合わせてく
ださい。

シフトレバーがシフトできないとき
は： P.187

知識

けん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうときに
使うものであり、他車をけん引するため
のものではありません。

他車にけん引してもらうときに

エンジンが停止しているとブレーキの効
きが悪くなったり、ハンドル操作が通常
より重くなったりします。

ロープがバンパーに当たるときは

ロープをかける角度によりロープがバン
パーに当たるときは、カバー★を取りはず
してください。

･ ボルトを取りはずし、カバーを手前に
引いてツメ（2ヶ所）を取りはずしま
す。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

リヤ側フックについて

このフックは、自車より軽い車をやむを
得ず一般路上でロープによりけん引する
ときに使用することができます。

輸送用フックについて

このフックは船舶固縛で車両を輸送する
ときに固定するためのものです。他車に
引っ張り出してもらったり、他車をけん
引したりすることはできません。

A

B

C

D
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警告

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

他車にけん引してもらうときの運転
について

けん引フックやロープに過剰な負荷
をかける急発進などを避けてくださ
い。
けん引フックやロープが破損し、そ
の破片が周囲の人などにあたり、重
大な傷害を与えるおそれがあります。

AHCの車高調整機能が作動しないよ
うに、AHC を OFF にしてください。
作動を停止しないと車高がかわり、
車両に体が挟まれるなど思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。
（ P.362）

エンジンスイッチを OFF にしないで
ください。
ハンドルがロックされ、ハンドル操
作ができなくなるおそれがあります。

注意

車両の損傷を防ぐために

他車にけん引してもらうときは次の
ことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない

･ 速度 30km/h 以下、距離 80km 以内
でけん引する

･ 前進方向でけん引する

･ サスペンション部などにロープをか
けない

この車両で他車やボート（トレー
ラー）（ヒッチメンバー付き車以外）
などをけん引しないでください。

リヤ側フックについて

やむを得ない場合以外は使用しないで
ください。装置の変形や車両の損傷な
どにつながるおそれがあります。

輸送用フックについて

輸送用フックで他車に引っ張り出して
もらったり、他車をけん引したりしな
いでください。装置の変形や車両の損
傷などにつながるおそれがあります。
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システムが作動したあと、エンジン
を始動するには、次の手順に従って
ください。

1 エンジンスイッチを ACCまたは
OFFにする

2 エンジンを再始動する

フューエルポンプシャット
オフシステム

エンジン停止時および SRSエア
バッグ作動時は、フューエルポン
プシャットオフシステムが作動
し、燃料供給を停止し、燃料もれ
を最小限に抑えます。

エンジンを始動するには

注意

エンジンを始動する前に

車両下をよく確認してください。
地面に燃料もれを見つけた場合は、燃
料システムに損傷があり、修理する必
要があります。その場合はエンジンを
再始動しないでください。
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ブレーキ警告灯（警告ブザー）

ブレーキ警告灯（警告ブザー）

充電警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

油圧警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処し
てください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではありま
せん。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、レクサス販売店で点検を
受けてください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

ブレーキ液の不足
ブレーキ系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡して
ください。走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

パーキングブレーキシステムの異常
電子制御ブレーキシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡して
ください。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジンオイル圧力の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡して
ください。
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高水温警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

エンジン警告灯

SRS エアバッグ／プリテンショナー警告灯

ABS ＆ブレーキアシスト警告灯

パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

エンジン冷却水の高温異常

→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（ P.528）に
従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジン電子制御システムの異常
電子制御スロットルの異常
トランスミッション電子制御システムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

SRS エアバッグシステムの異常
プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

マルチテレイン ABS の異常
ブレーキアシストの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

（黄色）

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。
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PCS 警告灯（警告ブザー）

LTA 表示灯（警告ブザー）

BSM OFF 表示灯（警告ブザー）

RCTA OFF 表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅または点灯）

警告ブザーが鳴った場合：
プリクラッシュセーフティの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告ブザーが鳴らない場合：
プリクラッシュセーフティが一時的、または対処を行うまで
作動停止している

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.213, 508）

プリクラッシュセーフティが OFF、または VSC（ビークル
スタビリティコントロール）システムが停止しているときも
点灯します。

→ P.225

警告灯 警告内容・対処方法

（橙色）

LTA（レーントレーシングアシスト）の異常

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.233）

警告灯 警告内容・対処方法

BSM（ブラインドスポットモニター）の異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

レーダーセンサー周辺のリヤバンパー（ P.264）に汚れや
付着物がある

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.264, 505）

警告灯 警告内容・対処方法

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）の異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

レーダーセンサー周辺のリヤバンパー（ P.264）に汚れや
付着物がある

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.277, 505）
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RCD OFF表示灯（警告ブザー）

クリアランスソナーOFF 表示灯（警告ブザー）

PKSB OFF 表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

RCD（リヤカメラディテクション）の異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

カメラの汚れなどによりシステムが一時的に使用できない

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.282, 505）

警告灯 警告内容・対処方法

クリアランスソナーの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できな
い

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.271, 505）

警告灯 警告内容・対処方法

PKSB（パーキングサポートブレーキ）の異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できな
い

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.288, 505）
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ペダル誤操作警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

スリップ表示灯

L4 作動表示灯

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
ブレーキオーバーライドシステムの異常
ドライブスタートコントロールの異常
ドライブスタートコントロール作動時
パーキングサポートブレーキ（前後方静止物）作動時

→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。
衝突時の急加速抑制が作動

→ ただちにアクセルペダルを離してください。
速く強くアクセルペダルを踏み込んだことにより、急アク
セル時加速抑制★が作動

→ アクセルペダルを離し、ブレーキペダルを踏んでくださ
い。

ブザーが鳴らなかった場合：
ブレーキオーバーライドシステム作動時

→ アクセルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

VSC システムの異常
トレーラースウェイコントロールの異常
アクティブ TRC システムの異常
ヒルスタートアシストコントロールシステムの異常
ダウンヒルアシストコントロールシステムの異常
マルチテレインセレクトの異常
クロールコントロールの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（速い点滅）

表示灯が点滅した場合：

4WDシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。
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センターデフロック作動表示灯

フロントデフロック作動表示灯★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

リヤデフロック作動表示灯★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

パーキングブレーキ表示灯

ブレーキホールド作動表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

（速い点滅）

表示灯が点滅した場合：

センターディファレンシャルロックシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（速い点滅）

表示灯が点滅した場合：

フロントディファレンシャルロックシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（速い点滅）

表示灯が点滅した場合：

リヤディファレンシャルロックシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

パーキングブレーキが完全にかかっていない、または解除さ
れていない可能性がある

→ パーキングブレーキスイッチを再度操作してください。

パーキングブレーキが解除されていないときは点灯します。
解除後、消灯すれば正常です。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブレーキホールドシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。
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燃料残量警告灯

タイヤ空気圧警告灯

運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると警告ブザーが一定
時間断続的に鳴ります。

リヤ席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※リヤ席シートベルト非着用警告ブザー：
リヤ席シートベルト非着用（いずれかのシートベルト脱着により、リヤ席シートベル
ト非着用警告灯が点灯している状態）のまま車速が一定以上になると警告ブザーが一
定時間断続的に鳴ります。

警告灯 警告内容・対処方法

燃料の残量が約 12L 以下になった

→ 燃料を補給する

警告灯 警告内容・対処方法

警告灯が約 1分間点滅したあとに点灯した場合：
タイヤ空気圧警報システムの異常

→ レクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯が点灯した場合：
次のようなタイヤ空気圧の低下を表します。
自然要因
タイヤのパンク

→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（ P.503）に
従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用

→ シートベルトを着用する

警告灯 警告内容・対処方法

リヤ席シートベルトの非着用

→ シートベルトを着用する
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知識

警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

シートベルト非着用警告灯の乗員検知
センサーの作動について

助手席に乗員がいなくても、シートに
荷物などを置くと、センサーが重量を
検知して警告灯が点滅することがあり
ます。

助手席に座布団などを敷くと、セン
サーが乗員を検知せず警告灯が作動し
ないことがあります。

パワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

バッテリーの充電が不十分な場合、また
は一時的に電圧が下がった場合に警告灯
が点灯し、警告ブザーが鳴ることがあり
ます。

タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

タイヤがパンクしていないか確認してく
ださい。

パンクしているときは：

P.510

パンクしていないときは：

エンジンスイッチをOFF にしたあとで再
度 ONにして、タイヤ空気圧警告灯が点
灯しているか点滅しているかを確認して
ください。

タイヤ空気圧警告灯が約1分間点滅した
あとに点灯した場合

タイヤ空気圧警報システムに異常がある
おそれがあります。ただちにレクサス販
売店で点検を受けてください。

タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

1 タイヤが十分に冷えてから空気圧を確
認し、適切な値に調整する

2 数分たっても警告灯が消灯しない場合
は、指定空気圧であることを確認し、
タイヤ空気圧警報システムの初期化を
行う（ P.470）

スペアタイヤに交換した場合

スペアタイヤにも空気圧バルブ／送信機
が装備されています。スペアタイヤの空
気圧が低下している場合、空気圧警告灯
は点灯します。タイヤがパンクした場合、
スペアタイヤに交換しても空気圧警告灯
は消灯しません。正常なタイヤと交換後、
タイヤ空気圧を適切な値に調整してくだ
さい。

自然要因によるタイヤ空気圧警報につ
いて

自然な空気もれ、外気温による空気圧の
変化など、自然要因によりタイヤ空気圧 
警告灯が点灯することがあります。この
場合、タイヤ空気圧を適切な値に調整し
てください。数分後に警告灯が消灯しま
す。

タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれがある状況

P.469

警告

警告灯の点灯や警告ブザーの吹鳴に
合わせて、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが
表示されたとき

メッセージの内容に従って対処してく
ださい。お守りいただかないと、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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警告

ABS 警告灯とブレーキ警告灯が同時
に点灯したときは

ただちに安全な場所に停車し、
レクサス販売店にご連絡ください。
ABS またはブレーキアシストシステム
に異常が発生しているだけでなく、強
めのブレーキの際に車両が不安定にな
るおそれがあり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

パワーステアリング警告灯が点灯し
たときは

黄色に点灯したときは操作力補助が制
限され、赤色に点灯したときは操作力
補助がなくなるため、ハンドル操作が
非常に重くなることがあります。
ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。

タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

できる限り速やかに安全な場所に停
車し、タイヤ空気圧を調整してくだ
さい。

タイヤ空気圧を調整したあとも警告
灯が点灯している場合はタイヤがパ
ンクしている可能性がありますので、
確認してください。タイヤがパンク
している場合はスペアタイヤに交換
し、最寄りのレクサス販売店でタイ
ヤの修理をしてください。

急ハンドル・急ブレーキは避けてく
ださい。もしタイヤの状態が悪化し
た場合、ハンドル操作またはブレー
キが効かなくなるおそれがあります。

タイヤの破裂、突然の空気もれが発
生した場合

急激にタイヤ空気圧が低下した場合は、
タイヤ空気圧警報システムによる警報
ができない場合があります。

注意

タイヤ空気圧警報システムについて
の注意

純正ホイール以外を使用した場合、
バルブ／送信機から送信する電波の
飛び方がかわり、システムが正常に
作動しないことがあります。

構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用しない
でください。タイヤ空気圧警報シス
テムが正常に作動しないことがあり
ます。

タイヤ空気圧警告灯の点灯および点
滅は、初期化スイッチ操作
（ P.470）では解除できません。
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警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディス
プレイには、システムの故障や
誤った操作をしたときの警告、メ
ンテナンスが必要であることをお
知らせするメッセージが表示され
ます。メッセージが表示されたと
きは、メッセージの内容に従って
対処してください。

処置後に再度メッセージが表示さ
れたときは、レクサス販売店へご
連絡ください。
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メッセージの内容によって警告灯や警告ブザーの作動が次のように切りかわ
ります。ディーラーで点検をするように表示されたときは、ただちに
レクサス販売店で点検を受けてください。

※メッセージを最初に表示したときに作動します。

知識

警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

販売店での点検をうながすメッセージ
が表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシス
テム、または部位などに問題が発生して
います。

すみやかにレクサス販売店で点検を受け
てください。

各部の操作に関するメッセージが表示
されたときは

アクセルペダル・ブレーキペダルの操
作に関するメッセージが表示されたと
き

･ PCS（プリクラッシュセーフティ）や
レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）などの運転支援シス
テムの作動中、ブレーキ操作に関する
警告メッセージが表示される場合があ
ります。
メッセージが表示されたときは、必ず
減速、または画面で指示された操作を
行ってください。

･ ブレーキオーバーライドシステムが作
動したときに、警告メッセージが表示
されます。（ P.171）

･ ドライブスタートコントロール・PKSB
（パーキングサポートブレーキ）・急ア
クセル時加速抑制★が作動したときに、
警告メッセージが表示されます
（ P.175, 284, 384）。画面の指示に

メッセージと警告作動

警告灯 警告ブザー※ 警告内容

ー あり

･ 走行にかかわるシステムの故障や、そのまま
放置すると思わぬ危険を招くおそれがあるな
どの重要なメッセージを意味します。

･ 車両への損傷や、思わぬ危険を招くおそれが
あるなどのメッセージを意味します。

点灯または点滅 あり
表示されたシステムに故障のおそれがあるなど
のメッセージを意味します。

ー なし

･ 電装品の故障や状態、メンテナンスのお知ら
せなどのメッセージを意味します。

･ 車両を正しく操作していない場合や、操作方
法のアドバイスなどを意味します。
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従って対処してください。

エンジンスイッチの操作に関するメッ
セージが表示されたとき

正しい手順で始動操作をしていないとき
や、誤操作の可能性があるときなどに、
エンジンスイッチの操作に関するアドバ
イスが表示されます。
画面の指示に従って操作し直してくださ
い。

シフトレバーの操作に関するメッセー
ジが表示されたとき

誤ったシフトポジションの選択や、停車
中の意図せぬ車両の動き出しなどを防止
するため、シフトレバーの操作が指示さ
れることがあります。
その場合は、画面の指示に従ってシフト
ポジションを変更してください。

各部の開閉状態や、消耗品の補充など
に関するメッセージ・画像が表示され
たとき

画面の表示、または警告灯で指示された
部位を確認し、開いているドアを閉めた
り、消耗品を補充したりするなどの対処
を行ってください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

取扱書の確認をうながすメッセージが
表示されたときは

次のメッセージが表示されたときは、
対処方法に従ってください。

･ “エンジン冷却水高温　安全な場所に
停車して取扱書を確認してください”
（ P.528）
･ “BSM 現在使用できません” 
（ P.264）
･ “RCTA 現在使用できません”
（ P.277）
･ “リヤカメラ検知使用できません”
（ P.283）

次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ

ちにレクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

･ “トランスミッションオイル　高温　
安全な場所に停止し取扱書を確認して
ください”

･ “スマートエントリー＆スタートシス
テム故障”

･ “BrakeHold 作動不可”

次のメッセージが表示されたときは、
ただちに安全な場所に停車し、
レクサス販売店へ連絡してください。
走行を続けると危険です。

･ “エンジン油圧不足”
･ “故障のためブレーキ力が低下”

“補機バッテリー充電システム異常 安
全な場所に停車し取扱書を確認”が表
示されたとき

充電系統が故障している可能性がありま
す。安全を確認した上で、すみやかに道
路脇に停車してください。メッセージが
表示されているときは、バッテリーの消
費電力を抑えるためにエアコンなどの一
部機能の作動を制限することがあります。

“駐車時はPレンジに入れてください”
が表示されたときは

シフトレバーが P以外でエンジンスイッ
チをOFF にせずに運転席ドアが開いたと
きにメッセージが表示されます。駐車時
は Pにしてください。

“バッテリー保護のため自動で電源を
Off しました”が表示されたときは

自動電源 OFF 機能が作動したときに表示
されます。
この場合、次回エンジン始動時にエンジ
ン回転数を少し高めにし、約 5分間その
回転数を保持しバッテリーを充電してく
ださい。

“エンジンオイル量不足 補充するか、
交換してください”が表示されたとき
は

エンジンオイルが不足しているときに
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メッセージが表示されます。エンジンオ
イル量を点検し、オイルを補給してくだ
さい。

また、傾斜路などに停車したときに表示
される場合があります。水平な路面に移
動し、メッセージが表示されるか確認し
てください。

“アクセルを戻してください”が表示
されたときは

次の機能が作動したときに表示されます。
アクセルペダルから足を離し、ブレーキ
ペダルを踏んでください。

ドライブスタートコントロール
（ P.175）

プラスサポート（販売店装着オプショ
ン）（ P.382）

前方カメラの異常を示すメッセージが
表示されたときは

メッセージに表示された異常が解消され
るまで、以下のシステムは作動しない可
能性があります。（ P.213, 498）

PCS（プリクラッシュセーフティ）

LTA（レーントレーシングアシスト）

AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）

RSA（ロードサインアシスト）

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）

先行車発進告知機能

ドライバー異常時対応システム

レーダーの異常を示すメッセージが表
示されたときは

メッセージに表示された異常が解消され
るまで、以下のシステムは作動しない可
能性があります。（ P.213, 498）

PCS（プリクラッシュセーフティ）

LTA（レーントレーシングアシスト）

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）

先行車発進告知機能

“クルーズコントロール一時使用不可 
取扱書を確認ください” が表示された
ときは

レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）のシステムが一時的、ま
たは対処を行うまで使用できません。（要
因および対処方法： P.213）

“クルーズコントロール現在使用でき
ません”が表示されたときは

レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）のシステムが一時的に使
用不可と判断されています。しばらく走
行してからレーダークルーズコントロー
ル（全車速追従機能付き）を再度設定し
てください。

次のメッセージが表示されたときは、
対処法に従ってください。表示が消え
たら使用可能です。

･ “CRAWL 使用不可 取扱書を確認して
ください” （ P.374）

･ “ターンアシスト機能操作時は作動条
件の確認をして下さい” （ P.376）

･ “ターンアシスト機能操作時は
CRAWL を ON にして下さい” 
（ P.373）

警告

警告灯の点灯や警告ブザーの吹鳴に
合わせて、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが
表示されたときは

メッセージの内容に従って対処してく
ださい。お守りいただかないと、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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注意

エンジンオイル量に関する警告が表
示されたとき

エンジンオイルが不足した状態で走行
を続けると、エンジンの損傷につなが
ります。
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地面が固く平らで安全な場所に移動する

パーキングブレーキをかける

シフトレバーを Pにする

侵入・傾斜センサーをOFF にする（ P.65）

AHCを OFFにしてください。（ P.359）

エンジンを停止する

非常点滅灯を点滅させる（ P.487）

7人乗り車

ジャッキ

パンクしたときは

パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。
（タイヤについての詳しい説明はP.466を参照してください）

警告

タイヤがパンクしたとき

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修理できないほど損傷したり、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

ジャッキで車体を持ち上げる前に

スペアタイヤ・工具・ジャッキの位置

A
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工具箱

スペアタイヤ

4人乗り車／ 5人乗り車

ジャッキ

工具箱

スペアタイヤ

B

C

A

B

C
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ジャッキハンドルバー

ジャッキハンドル延長バー

ホイールナットレンチ

ドライバー

工具

警告

ジャッキの使用について

次のことをお守りください。
ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落
下して重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

ジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以外
の目的で使用しない

備え付けのジャッキは、お客様の車
にしか使うことができないため、他
の車に使ったり他の車のジャッキを
お客様の車に使用したりしない

A

B

C

D

ジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける

AHCが OFF の状態で、エンジンを停
止する（ P.359）

ジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

車がジャッキで支えられている状態
で、エンジンを始動したり車を走ら
せない

車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない

車を持ち上げるときは、ジャッキの
上または下にものを載せない

車を持ち上げるときは、タイヤ交換
できる高さ以上に上げない

黄色い警告線  が見えたら、それ

以上にジャッキアップしない

車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

車両を下げる際はとくに、ご自身や周
囲の人がけがをしないよう注意してく
ださい。

ジャッキハンドルを使用するときは

ジャッキハンドルが不意に分解しない
ように、ジャッキハンドルを組み付け
たあと、ホイールナットレンチの穴部
を使いネジ部を確実に締め付けてくだ
さい。

A
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1 カバーを取りはずす

2 固定バンドをはずす

Aタイプ

Bタイプ

3 ジャッキをゆるめて取りはずす

1 ゆるめる
2 締める

使用後は取りはずしたときと逆の手順で
取り付けます。また、ジャッキはバンド
で確実に固定してください。

1 デッキボードを持ち上げる

7人乗り車

4人乗り車／ 5人乗り車

2 固定バンドをはずして取り出す

ジャッキを取り出すには

工具箱を取り出すには
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7人乗り車

4人乗り車／ 5人乗り車

1 ジャッキハンドルを組み付ける

工具箱からジャッキハンドル延長バーと
ホイールナットレンチを取り出し、次の
手順で組み付けます。

2 リヤバンパーのフタを取りはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく

ださい。

3 組み付けたジャッキハンドルを挿
し込む

1 下がる
2 上がる

あて布をジャッキハンドルの下にしてリ
ヤバンパーを保護してください。

4 スペアタイヤが完全に地面に着く
まで下げる

スペアタイヤを取り出すには
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5 スペアタイヤを引き出し、アン
カープレートを取りはずす

6 スペアホイールカバーを取りはず
す

1 輪止め※をする

※輪止めは、レクサス販売店で購入する
ことができます。

2 ナットを少し（約1回転）ゆる
める

3 ジャッキハンドルを組み付ける

工具箱からジャッキハンドルバー、
ジャッキハンドル延長バー、ホイール
ナットレンチを取り出し、次の手順で組
み付けます。

1 ホイールナットレンチの穴部を使
い、ジャッキハンドル延長バーの

パンクしたタイヤを交換するに
は

パンクしたタイヤ 輪止めの位置

左前輪 右側後輪うしろ

右前輪 左側後輪うしろ

左後輪 右側前輪前

右後輪 左側前輪前

パンクしたタイヤ 輪止めの位置
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接続用ボルトをゆるめる

2 ジャッキハンドルバーとジャッキ
ハンドル延長バーを接続して、ホ
イールナットレンチの穴部を使
い、接続用ボルトを締め付ける。
ジャッキハンドル延長バーをホ
イールナットレンチの穴部に確実
に挿し込む。

ボルトがしっかりと固定されていること
を確認します。

4 組み付けたジャッキハンドルを
ジャッキの穴部に挿し込み、
ジャッキセット位置にジャッキを
かける

フロント側

リヤ側

5 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

6 ナットすべてを取りはずし、タイ
ヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイー
ルの意匠面に傷が付かないよう意匠面を
上にします。
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万
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の
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1 ホイール接触面の汚れをふき取る

ホイール接触面が汚れていると、走行中
にナットがゆるみ、タイヤがはずれるお
それがあります。

2 スペアタイヤを取り付け、タイヤ
ががたつかない程度まで手でナッ
トを仮締めする

ナットの座金 がホイール にあたる

までまわします。

警告

タイヤ交換について

走行直後、ディスクホイールやブ
レーキまわりなどにはふれないでく
ださい。走行直後のディスクホイー
ルやブレーキまわりは高温になって
いるためタイヤ交換などで手や足な
どがふれると、やけどをするおそれ
があります。

次のことを必ずお守りください。お
守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

･ スペアタイヤは完全に地面に降ろし
てから取り出す

･ センターオーナメントは直接手をか
けて取らない

取り扱いには十分に注意してください。
けがをするおそれがあります。

･ AHC を OFF にしてください。オー
トレベリング機能により車高がかわ
り車両に体が挟まれたりして、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。（ P.359）

次のことをお守りいただかないと
ナットがゆるみ、ホイールがはずれ
落ち、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

･ ホイールの交換後はすぐに 131N・
m（1336kgf・cm）の力でナットを
締める

･ タイヤの取り付けには、使用してい
るホイール専用のナットを使用する

･ ボルトやナットのねじ部や、ホイー
ルのボルト穴につぶれや亀裂などの
異常がある場合は、レクサス販売店
で点検を受ける

タイヤ交換などをする際は、パワー
バックドアの作動（ P.116）を停
止してください。停止しないと、
誤ってパワーバックドアを作動させ
たときにバックドアが動き、指や手
を挟んでけがをするおそれがありま
す。

スペアタイヤを取り付けるには

A B
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3 車体を下げる

4 図の番号順でナットを2、3度
しっかり締め付ける

締め付けトルク：
131N・m（1336kgf・cm）

5 センターオーナメントを取り付け
る

はずしたタイヤからセンターオーナメン
トを取りはずして、交換したタイヤに取
り付けます。

1 タイヤの外側が上になるように地
面に置く

2 スペアホイールカバーを取り付け
る

3 アンカープレート  を取り付

け、ジャッキハンドルをまわして
鎖のたるみをなくす

アンカープレートがホイールの中心にあ
ることを確認してください。

4 ジャッキハンドルをまわしてタイ
ヤを上げる

あて布をジャッキハンドルの下にしてリ
ヤバンパーを保護してください。

タイヤはまっすぐ上げてください。走行
中、急ブレーキや衝突の際にタイヤが前
方に飛び出すのを防ぐため、周囲の部品
を巻き込まないようにしてください。

タイヤを半分まで上げたら、鎖がタイヤ

パンクしたタイヤ・ジャッキ・
工具の収納

A
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一
の
場
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に
は

の穴に正しく収まっていることを確認し
てください。

締め付けトルク：
47 N・m （480 kgf・cm）

5 タイヤを巻き上げたら、タイヤが
確実に固定されていることを確認
する

1 タイヤを上下にゆする
2 回転させる

タイヤが周囲の部品に干渉していないこ
とを直接目で確認してください。

ゆるんだり、正しく収納できなかったり
した場合は、手順 4 と手順 5をくり返
してください。

6 タイヤが下がったときや不安定な
ときは、手順 5をくり返す

7 図のようにリヤバンパーのフタを
取り付ける

8 工具・ジャッキを収納する

知識

タイヤを交換したあとは

タイヤ空気圧警報システムの初期化を確
実に行ってください。（ P.468）

警告

パンクしたタイヤを収納するときは

正しい手順をお守りいただかないと、
スペアタイヤキャリアの損傷やタイヤ
の落下により、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

ジャッキや工具を使用したあとは

走行前に正しい位置に格納されている
か確認してください。正しく格納され
ていないと、事故や急ブレーキの際、
重大な傷害につながるおそれがあり危
険です。

注意

スペアタイヤを格納するときは

タイヤと車両とのあいだにものが挟
まっていないことを確認してくださ
い。
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次の原因が考えられます。

燃料が入っていない可能性があり
ます。
給油してください。

燃料を吸い込みすぎている可能性
があります。
再度、正しい手順（ P.181）に
従って、エンジンをかけてくださ
い。

エンジンイモビライザーシステム
に異常がある可能性があります。
（ P.62）

次の原因が考えられます。

バッテリーあがりの可能性があり
ます。（ P.524）

バッテリーのターミナルがゆるん
でいる可能性があります。

注意

タイヤを格納したあとは、確実に固
定されていることを確認してくださ
い。固定されていないとタイヤがが
たつき、走行中にはずれるおそれが
あります。

タイヤを交換するときは

タイヤ・ホイール・タイヤ空気圧警告
システムのバルブや送信機を取りはず
したり、付けかえるときは、レクサス
販売店へご連絡ください。タイヤ空気
圧警告システムのバルブと送信機の扱
いを誤ると、バルブと送信機が損傷す
るおそれがあります。

エンジンがかからないとき
は

正しいエンジンのかけ方
（ P.181）に従っても、エンジ
ンがかからないときは、次の状況
の中であてはまるものを確認し、
適切に対処してください。

スターターは正常にまわってい
るのにエンジンがかからない場
合

スターターがゆっくりまわる／
室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合
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次の原因が考えられます。

電子キーの電池切れやヒューズ切
れなど、電気系統異常の可能性が
あります。異常の種類によって
は、エンジンを一時的な処置でか
けることができます。（ P.521）

指紋認証システムがONのときは、
指紋認証に失敗、または指紋セン
サーが故障している可能性があり
ます。（ P.67）

次の原因が考えられます。

バッテリーあがりの可能性があり
ます。（ P.524）

バッテリーのターミナルがはずれ
ている可能性があります。

ステアリングロックシステムに異
常がある可能性があります。

対処の方法がわからないとき、ある
いは対処をしてもエンジンがかから
ないときは、レクサス販売店にご連
絡ください。

通常のエンジン始動操作でエンジン
が始動しないときは、次の手順でエ
ンジンが始動する場合があります。
緊急時以外は、この方法で始動させ
ないでください。

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認するため、パーキン

グブレーキスイッチを引く
（ P.190）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

3 エンジンスイッチを ACCにする
4 ブレーキペダルをしっかり踏んで
エンジンスイッチを約15秒以上
押し続ける

上記の方法でエンジンが始動しても、
システムの故障が考えられます。た
だちにレクサス販売店で点検を受け
てください。

スターターがまわらない場合

スターターがまわらない／室内
灯・ヘッドランプが点灯しない
／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について
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知識

電子キーが正常に働かないとき

車両カスタマイズ機能でスマートエン
トリー＆スタートシステムの設定を確
認し、非作動になっている場合には、
作動可能に設定変更してください。
（ P.542）

電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。
設定されている場合は解除してくださ
い。（ P.119）

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻され
たキーナンバーと残りのキーから、
レクサス販売店でレクサス純正品
の新しいキーを作ることができま
す。

キーナンバープレートは車の中以
外の安全な場所（財布の中など）
に保管してください。

注意

電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーと
カードキー★をすべてお持ちの上、た
だちにレクサス販売店にご相談くださ
い。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

電子キー、または指紋認証
システムが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさまた
げられたり（ P.119）、電子
キーの電池が切れたときは、ス
マートエントリー＆スタートシス
テムとワイヤレスリモコンが使用
できなくなります。このような場
合、次の手順でドアを開けたり、
エンジンを始動したりすることが
できます。

指紋認証に成功せずエンジンの始
動が出来ないとき、または指紋セ
ンサーが故障したときは次の手順
でエンジンを始動することができ
ます。
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メカニカルキー（ P.95）を使って
次の操作ができます。（運転席ドアの
み）

1 全ドア施錠
2 全ドア解錠

知識

キー連動機能

1 ドアガラスとムーンルーフが閉まる

（まわし続ける）※

2 ドアガラスとムーンルーフが開く（ま

わし続ける）※

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

1 シフトレバーが Pの状態でブ
レーキペダルを踏む

2 図のように、電子キーまたはカー

ドキー★でエンジンスイッチにふ
れる

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

電子キーを認識するとブザーが鳴り、
ONへ切りかわります。

車両カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムの設定が非作動
になっているときは、ACCへ切りかわり
ます。

注意

スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

車両に付属しているすべての電子キー
（カードキー★を含む）をお持ちくださ
い。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ドアを施錠・解錠するには

警告

メカニカルキーを使ってドアガラス
やムーンルーフを操作するとき

ドアガラスやムーンルーフに人が挟ま
れるおそれがないことを確認してから
操作してください。またお子さまには、
メカニカルキーによる操作をさせない
でください。お子さまや他の人がドア
ガラスやムーンルーフに挟まれたり巻
き込まれたりするおそれがあります。

エンジンを始動するには
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3 ブレーキペダルをしっかりと踏み
込んで、マルチインフォメーショ

ンディスプレイに が表示さ
れていることを確認する

4 エンジンスイッチを短く確実に押
す

指紋認証システムの異常でエンジン
が始動できなかった場合は、カスタ
マイズ機能で指紋認証システムを
OFF にしてください。この状態で
も、電子キーを携帯していればエン
ジンの始動は可能です。（ P.552）

処置をしても作動しないときは、
レクサス販売店にご連絡ください。

知識

エンジンの停止方法

通常のエンジンの停止方法と同様に、
パーキングブレーキをかけ、シフトレ
バーを P にしてエンジンスイッチを押し
ます。

電子キーの電池交換

ここで説明しているエンジンの始動方法
は一時的な処置です。電池が切れたとき
は、ただちに電池の交換をおすすめしま
す。（ P.477）

オートアラームについて

メカニカルキーで施錠した場合、オート
アラームが設定されません。なお、オー
トアラーム設定中にメカニカルキーで解
錠すると、警報が鳴りますのでご注意く
ださい。（ P.63）

エンジンスイッチのモードの切りかえ

エンジン始動方法の手順 3で、ブレーキ
ペダルから足を離してエンジンスイッチ
を押すと、エンジンが始動せず、スイッ
チを押すごとにモードが切りかわります。
（ P.184）

ブースターケーブルと 12Vのバッテ
リー付き救援車があれば、次の手順
に従って、エンジンを始動させるこ
とができます。

1 電子キーを携帯していることを確
認する

ブースターケーブル接続時、場合によっ
ては、オートアラームが作動し自動的に
ドアが施錠されます。（ P.64）

2 ボンネットを開けて
（ P.463）、エンジンルームカ
バーを開けたままにするか、取り
はずす（ P.464）

バッテリーがあがったとき
は

バッテリーがあがった場合、次の
手順でエンジンを始動することが
できます。

エンジンを再始動するには
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3 バッテリーの＋端子のカバーを開
ける

4 エンジン上部のカバーをはずす

先端を持ち上げてカバーを固定ピンから
はずし、カバー本体を手前に引いて取り
はずします。

5 赤色のブースターケーブルを自車のバッテリーの＋端子 につなぎ、も

う一方の端を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒色の

ブースターケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、もう一

方の端を金属部 につなぐ

ブースターケーブルは、指定の端子および接続箇所に届くものを使用してください。

バッテリーの＋端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

図に示す金属部

6 救援車のエンジンをかけ、回転を
少し高めにして、約5分間自車

のバッテリーを充電する

A

B

C

D

A

B

C

D



526 7-2. 緊急時の対処法

7 エンジンスイッチがOFF の状態
でいずれかのドアを開閉する

8 救援車のエンジン回転を維持した
まま、エンジンスイッチをいった
んONにしてからエンジンを始動
する

9 エンジンが始動したら、ブース
ターケーブルをつないだときと逆
の順ではずす

取りはずしたときと逆の手順で、エンジ
ン上部のカバーを取り付けます。取り付
け後は、固定ピンが確実にはめ込まれて
いることを確認してください。

エンジンがかかっても、早めに
レクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

知識

バッテリーあがり時の始動について

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

バッテリーあがりを防ぐために

エンジンが停止しているときは、ラン
プやエアコン、オーディオなどの電源
を切ってください。

渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

バッテリーがあがってしまったとき

コンピューターに記憶されている情報
が消去されます。バッテリーがあがっ
たときはレクサス販売店で点検を受け
てください。

初期設定が必要な機能があります。
（ P.553）

バッテリー端子をはずすとき

バッテリー端子をはずすと、コンピュー
ターに記憶されている情報が消去されま

す。バッテリー端子をはずすときは、
レクサス販売店にご相談ください。

バッテリーの充電について

バッテリーの電力は、車両を使用してい
ないあいだも、一部の電装品による消費
や自然放電のために、少しずつ消費され
ています。そのため、車両を長時間放置
すると、バッテリーがあがってエンジン
を始動できなくなるおそれがあります。
（バッテリーは走行中に自動で充電されま
す）

バッテリーあがり時や取りはずし時な
ど

バッテリー脱着直後はスマートエント
リー＆スタートシステムによるドアの
解錠ができない場合があります。解錠
できなかった場合は、ワイヤレスリモ
コン、またはメカニカルキーで解錠・
施錠を実施してください。

バッテリー脱着後、最初の始動操作で
はエンジンが始動できないことがあり
ますが異常ではありません。再度始動
操作を行ってください。

車両は常にエンジンスイッチの状態を
記憶しています。バッテリーあがり時、
バッテリー脱着後は、バッテリーをは
ずす前の状態に復帰します。バッテ
リーを脱着する際は、エンジンスイッ
チをOFF にしてから行ってください。
バッテリーあがり前のエンジンスイッ
チの状態が不明の場合、バッテリー接
続時は特に注意してください。

バッテリーを交換するとき

欧州規格バッテリーを使用してくださ
い。

交換前と同一のケースサイズ（LN4）、
20 時間率容量（20HR）が同等
（80Ah）以上、かつ性能基準値（CCA）
が同等（689A）以上のバッテリーを使
用してください。

･ ケースサイズが異なると、バッテリー
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が正しく固定されません。
･ 20 時間率容量が小さいと、車両を使用
していない期間が短い期間であっても
バッテリーがあがって、エンジンの始
動ができなくなるおそれがあります。

詳しくは、レクサス販売店にご相談く
ださい。

警告

バッテリー端子をはずすとき

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺
の金属部分にふれた場合、火花が発生
し火災につながるおそれがあるほか、
感電し重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

バッテリーの引火または爆発を防ぐ
ために

バッテリーから発生する可燃性ガスに
引火して爆発するおそれがあり危険で
すので、火や火花が発生しないよう、
次のことをお守りください。

ブースターケーブルは正しい端子ま
たは接続箇所以外に接続しない

＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

ブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない

バッテリー付近では、喫煙したり
マッチやライターなどで火を起こさ
ない

バッテリーの取り扱いについて

バッテリー内には有毒で腐食性のある
酸性の電解液が入っており、また関連
部品には鉛または鉛の混合物を含んで
いるので、取り扱いに関し、次のこと
を必ずお守りください。

バッテリーを取り扱うときは保護メ
ガネを着用し、液（酸）が皮膚・衣
服・車体に付着しないようにする

必要以上、顔や頭などをバッテリー
に近付けない

誤ってバッテリー液が体に付着した
り目に入ったりした場合、ただちに
大量の水で洗い、すぐに医師の診察
を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水
を含ませたスポンジや布を患部にあ
てておく

誤ってバッテリー液を飲み込んだ場
合、多量の水を飲んで、すぐに医師
の診察を受ける

バッテリーの支柱・ターミナル・そ
の他の関連部品の取り扱い後は手を
洗う

お子さまをバッテリーに近付けない

バッテリーを交換するときは

バッテリーの交換については、
レクサス販売店にご相談ください。

注意

ブースターケーブルの取り扱いにつ
いて

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンやベルト
に巻き込まれないように十分注意して
ください。



528 7-2. 緊急時の対処法

1 安全な場所に停車し、エアコンを
OFFにしてから、エンジンを停
止する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認し
てから、注意してボンネットを開
ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 エンジンが十分に冷えてから、ラ
ジエーターコア部（放熱部）や
ホースなどからの冷却水もれを点
検する

注意

ブースターケーブルを接続するとき
は

指定の端子および接続箇所以外にブー
スターケーブルを接続しないでくださ
い。電子機器に悪影響をおよぼしたり、
破損につながったりするおそれがあり
ます。

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバーヒー
トの可能性があります。

水温計（ P.76）の針がレッ
ドゾーンに入ったり、エンジン
の出力が低下する（スピードが
出ないなど）

マルチインフォメーションディ
スプレイに“エンジン冷却水
高温　安全な場所に停車して取
扱書を確認してください”が
表示される

エンジンルームから蒸気が出る

対処するには
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エンジンラジエーター

ファン

インタークーラーラジエーター

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にレクサス販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンクの
“F”（上限）と“L”（下限）
のあいだにあるかを点検する

エンジン

リザーバータンク

“F”（上限）

“L”（下限）

インタークーラー

リザーバータンク

“F”（上限）

“L”（下限）

5 冷却水が不足している場合は、冷
却水を補給する（ P.535）

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

エンジン

インタークーラー

6 エンジンを始動し、ラジエーター
冷却用のファンが作動している
か、およびラジエーターコアや
ホースなどから冷却水もれがない
ことを再度確認する

7 ファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止し、
レクサス販売店に連絡する
ファンが作動している場合：
最寄りのレクサス販売店で点検を
受ける

8 マルチインフォメーションディス
プレイの“エンジン冷却水高温
　安全な場所に停車して取扱書を

A

B

C

A

B

C

A

B

C
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確認してください”表示を確認
する

表示が消えていない場合：
すぐにエンジンを停止し、レクサス販売
店に連絡してください。
表示が消えている場合：
最寄りのレクサス販売店で点検を受けて
ください。

警告

エンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの
重大な傷害を受けるおそれがあります。

エンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エン
ジンルーム内が高温になっています。

手や着衣（特にネクタイ・スカー
フ・マフラーなど）をファンやベル
トから離してください。手や着衣が
巻き込まれ、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

ボンネット（ P.463）、エンジン
ルームカバー（ P.464）の注意事
項も併せてお読みください。

エンジンおよびエンジンラジエー
ターが熱い場合は、冷却水リザー
バータンクのキャップを開けないで
ください。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって
噴き出すおそれがあります。

注意

冷却水を入れるとき

エンジンが十分に冷えてからゆっくり
入れてください。
エンジンが熱いときに急に冷たい冷却
水を入れると、エンジンが損傷するお
それがあります。

冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

異物（砂やほこりなど）を冷却水に
混入させない

市販の冷却水用添加剤を使用しない
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1 パーキングブレーキをかけシフト
レバーを Pにして、エンジンを
停止する

シフトレバーを Pにしたあとは、シフト
レバーのボタンを押さないでください。

2 後輪周辺の土や雪などを取り除く
3 後輪の下に木や石などをあてがう
4 エンジンを再始動する
5 シフトレバーをDまたは Rに入
れ、パーキングブレーキを解除し
て注意しながらアクセルペダルを
踏む

知識

脱出しにくいとき

次の方法もお試しください。

アクティブ TRC を OFF にする
（ P.388）

トランスファーレンジを切りかえる
（ P.366）

センターデフロックを使用する
（ P.366）

フロントデフロック★を使用する
（ P.369）

リヤデフロック★を使用する
（ P.371）

クロールコントロールを使用する
（ P.372）

マルチテレインセレクトを使用する

（ P.377）
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタイ
ヤが空転したり埋まり込んで動け
なくなったときは次の方法を試み
てください。

脱出するには

警告

脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車・ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方
または後方に飛び出すおそれがありま
すので、特に注意してください。

シフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

注意

トランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

後輪が空転するのを避け、必要以上
にアクセルペダルを踏まないでくだ
さい。

上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。

スタックから脱出する際にオートマ
チックトランスミッションの油温に
関する警告メッセージが表示された
ときは、ただちにアクセルペダルか
ら足を離して警告メッセージが表示
されなくなるまで待ってください。
トランスミッションが故障するおそ
れがあります。（ P.505）
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8-1. 仕様一覧

※エタノールの混合率 10％以下、または ETBE の混合率 22パーセント以下のガソリ
ン（酸素含有率 3.7％以下）を使用することができます。

※エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖機
後に停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってください。

指定エンジンオイル

API 規格 SP/RC、SN PLUS/RC、
SN/RC か、ILSAC 規格に合致した
オイルをご使用ください。
0W-20 は、新車時に工場充填され
ている推奨オイルであり、 優れた省

燃費性能を発揮できます。
0W-20 が入手困難な場合は、5W-
30 もご使用いただけます。
なお、ILSAC 規格合格油の缶には
ILSAC CERTIFICATION（イルサッ
クサーティフィケーション）マーク

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されます。
お車には、最も適した弊社純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」といいま
す）のご使用をおすすめします。

指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご使
用ください。

燃料

指定燃料 容量 [L]（参考値）

無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）

バイオ混合ガソリン（プレミアム）※
80

エンジンオイル

指定銘柄

容量 [L]（参考値※）

オイルのみ交
換

オイルとオイ
ルフィルター

交換

推奨：

弊社純正モーターオイル SP 0W-20
API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 0W-20

適合：

弊社純正モーターオイル SP 5W-30
API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 5W-30

7.0 7.3
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が付いています。

API マーク

ILSAC CERTIFICATION マーク

エンジンオイル推奨粘度

下記図に基づき、外気温に適した粘
度のものをご使用ください。

オイル粘度について（例として0W-
20 で説明します）：
･ 0W-20の 0Wは、低温時のエン
ジン始動特性を示しています。W
の前の数値が小さいほど冬場や寒
冷時のエンジン始動が容易になり
ます。

･ 0W-20の 20 は、高温時の粘度
特性を示しています。
粘度の高い（数値が大きい）オイ
ルは、高速または高負荷走行に適
しています。

※交換が必要な際はレクサス販売店にご相談ください。

A

B

ラジエーター

指定銘柄
容量 [L]（参考値）

エンジン インタークーラー

弊社純正スーパーロングライフクーラン
ト

凍結保証温度

濃度 30％　　－ 12℃
濃度 50％　　－ 35℃

14.6 3.8

オートマチックトランスミッション

指定銘柄 容量 [L]（参考値※）

弊社純正オートフルードWS 11.4
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フロント

リヤ

注意

オートマチックトランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。

ディファレンシャル

指定銘柄（推奨粘度） 仕様 容量 [L]（参考値）

弊社純正ディファレンシャルギアオイ
ル LT（API GL-5 SAE 75W-85）

デフロック非装着車 1.16

デフロック装着車 1.32

指定銘柄（推奨粘度） 仕様 容量 [L]（参考値）

弊社純正ディファレンシャルギアオイ
ル LT（API GL-5 SAE 75W-85）

デフロック・LSD 非装
着車

5.45

デフロック装着車 5.18

弊社純正ディファレンシャルギアオイ
ル LX（API GL-5 SAE 75W-85）

LSD 装着車 5.25

注意

ディファレンシャルフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。

トランスファー

指定銘柄（推奨粘度） 容量 [L]（参考値）

弊社純正トランスファーギヤオイル LF
（SAE 75W）

1.79

サスペンション

指定銘柄

弊社純正サスペンションフルード AHC
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ブレーキフルード

ブレーキペダル

※エンジン回転時に 300N（31kgf）の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値で
す。

サイズ・空気圧

ホイールナット締め付けトルク

ブレーキ

指定銘柄

弊社純正ブレーキフルード 2500H-A

項目 基準値 [mm]

遊び 1 ～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※ 145 以上

ウォッシャータンク

容量 [L]（参考値）

4.8

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの空気圧

kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

265/65R18 114V 18  7 1/2J 230（2.3） 230（2.3）

265/55R20 109V 20  8J 230（2.3） 230（2.3）

265/50R22 109V 22  8J 230（2.3） 230（2.3）

トルク［N・m（kgf・cm）］

131（1336）
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※表に記載のないランプは LED を採用しています。

※許容車両総重量とトレーラー重量の合計重量は、6750kg をこえないでください。

電球（バルブ）※

電球 W（ワット）数

車外 リヤフォグランプ 21

車両仕様

型式 エンジン 駆動方式

VJA310W V35A-FTS（3.5L ガソリン） 4WD（4輪駆動）

重量（ヒッチメンバー付き車）※

項目 グレード 重量

許容車両総重量 すべて 3280kg

けん引能力
ブレーキ装着トレーラー 3500kg

ブレーキ非装着トレーラー 750kg
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8-2. カスタマイズ機能

マルチメディア画面で設定するに
は

1 メインメニューの を選択する

2 サブメニューの “車両カスタマ
イズ”を選択する

作動・非作動を変更できる機能では、

（作動）・ （非作動）を選択し

ます。

音量や照度などを変更できる機能で
は、バー上のアイコンをスライドし

てレベルを調整します。

マルチインフォメーションディス
プレイで設定するには

P.82

知識

カスタマイズ設定を行うとき

安全な場所に停車し、パーキングブレー
キをかけ、シフトレバーを P にしてくだ
さい。また、バッテリーあがりを防ぐた
め、エンジンがかかっている状態で操作
を行ってください。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳しく
はレクサス販売店へお問い合わせください。

マルチメディア画面で設定変更可能

マルチインフォメーションディスプレイで設定変更可能

レクサス販売店で設定変更可能

ユーザーカスタマイズ機能

お車に装備されている各種の機能
は、ご希望に合わせてレクサス販
売店で作動内容を変更することが
できます。また、マルチメディア
画面・マルチインフォメーション
ディスプレイの操作により設定を
変更することができる機能もあり
ます。

一部の車両カスタマイズ設定は、
マイセッティングと連動して設定
が変更されます。（ P.166）

設定を変更するには

警告

カスタマイズ設定を行うとき

エンジンを始動した状態で操作を行う
ため、車庫内など囲まれた場所では、
十分に換気をしてください。換気をし
ないと、排気ガスが充満し、排気ガス
に含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意

カスタマイズ設定を行うとき

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかっ
ている状態で実施してください。

車両カスタマイズ設定一覧

A

B

C
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オートアラーム（ P.63）

メーター、マルチインフォメーションディスプレイ（ P.76, 79）

※1機能についての詳しい説明は P.82 を参照してください。
※2マイセッティングと連動して設定が変更されます。

ヘッドアップディスプレイ（ P.85）

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキーを使って解錠したと
きのアラーム解除

しない する ○

機能の内容※1 初期設定 変更後

言語※2 日本語 英語 ○

単位 km/L L/100km ○

車速表示 デジタル
アナログ

○
両方表示

ドライブインフォ 1※2
瞬間燃費

設定できる項目
は P.80を参照

○リセット間平均
燃費

ドライブインフォ 2※2
航続可能距離

○リセット間平均
車速

割り込み表示※2 あり なし ○

エコドライブインジケーター※2
あり（自動点

灯）
なし ○

制動灯表示灯 あり なし ○

提案サービス※2 あり

あり（停車中の
み） ○ ○

なし

機能の内容 初期設定 変更後

ヘッドアップディスプレイ表示※ あり なし ○

タコメーター切りかえ※ タコメーター

エコドライブイ
ンジケーター ○

表示なし

A B C

A B C

A B C
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車
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※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

ドアロック（ P.97, 522）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（ P.95, 118）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

目的地案内※ あり なし ○

レーン表示※ あり なし ○

運転支援システム表示※ あり なし ○

オーディオ表示※ あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキーによる解錠
1回で全ドア解

錠

1回で運転席ド
ア解錠、連続 2
回で全ドア解錠

○

車速感応オートドアロック※ あり なし ○ ○

シフトレバーを P以外にしたときの
全ドア施錠

（シフト操作連動ドアロック）※
なし あり ○ ○

シフトレバーを Pにしたときの全ド
ア解錠

（シフト操作連動アンロック）※
あり なし ○ ○

運転席を開けたときの全ドア自動解
錠

（運転席ドア開連動アンロック）※
なし あり ○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

作動の合図（非常点滅灯）※ あり なし ○ ○

作動の合図（ブザー音量調整）※ 標準 任意の音量 ○ ○

解錠後、ドアを開けなかったときの

自動施錠までの時間※
30 秒

60 秒
○

120 秒

半ドア警告ブザー あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B C

A B C

A B C
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スマートエントリー＆スタートシステム（ P.118）

※1マイセッティングと連動して設定が変更されます。
※2解錠されるドアの選択を「運転席のみ解錠」にしたときに設定できます。

ワイヤレスドアロック（ P.95）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

リヤシートリマインダー（ P.99）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

機能の内容 初期設定 変更後

スマートエントリー＆スタートシス
テム

あり なし ○ ○

解錠されるドアの選択※1 全席解錠 運転席のみ解錠 ○

連続ロック操作の有効回数 2回 無制限 ○

全席解錠までのドアハンドル保持時

間※2
2 秒

非作動

○1.5 秒

2.5 秒

降車オートロック機能 なし あり ○

パワーバックドア閉作動中降車オー
トロック機能

なし あり ○

エンジンスイッチ文字照明 あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

解錠時の操作※
1回で全ドア解

錠

1回で運転席ド
ア解錠、連続 2
回で全ドア解錠

○ ○

ドアが施錠されている状態で を

操作したときのドアロック解錠作動
（ P.104）

なし

あり（全ドア解
錠）

○
あり（バックド
アのみ解錠）

機能の内容 初期設定 変更後

リヤシートリマインダー※ する しない ○

A B C

A B C

A B C



543

8

8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

パワーバックドア（ P.104）

機能の内容 初期設定 変更後

パワーバックドア機能 あり なし ○

車内のスイッチを押してパワーバッ
クドアを開くときの操作

1回押し続ける 1回押し 〇

ワイヤレスリモコンの を押して

パワーバックドアを開くときの操作
1回押し続ける

1回押し

〇2回押し

非作動

パワーバックドア作動中のブザー音
量

レベル 3
レベル 1

○
レベル 2

パワーバックドア作動中のブザー吹

鳴※1
なし あり ○

パワーバックドア全開時の開度 5

1 ～ 4

○お好みの位置

（高さ）※2

バックドアを引き下げたときの自動
閉作動

あり なし ○

バックドアオープンスイッチを押し
たときの自動開作動

あり なし ○

バックドアオープンスイッチを押し
て自動開作動するまでの時間

0.3 秒
0.5 秒

○
0.8 秒

ドアが施錠されている状態でバック
ドアオープンスイッチを操作したと
きのドアロック解錠作動

あり なし ○

クローズ＆ロック（ウォークアウェ
イ）機能

あり なし ○

ハンズフリーパワーバックドアの作
動

あり なし ○

キックセンサーの感度調整 +1
+0

○
+2

キックセンサーが足を検知したとき
のブザー

あり なし ○

ハンズフリークローズ＆ロック
（ウォークアウェイ）機能

なし あり ○

A B C
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※1作動開始時のブザーを非吹鳴にすることはできません。
※2バックドア下部のスイッチ操作で設定します。（ P.117）

ポジションメモリー（ P.161）

パワーイージーアクセスシステム（ P.161）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

ドアミラー（ P.152）

パワーウインドウ、ムーンルーフ共通（ P.155, 158）

※パワーウインドウの設定を変更すると、ムーンルーフの設定も連動して変更されま
す。

機能の内容 初期設定 変更後

ヘッドレストと車両天井との干渉防
止機能（メモリー位置呼び出し時）

あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

降車時の運転席シート前後移動量※ 標準
なし

○ ○
少なめ

降車時のステアリング移動※ 上下のみ

全て作動

○前後のみ

なし

機能の内容 初期設定 変更後

オート電動格納作動
ドアの施錠・解
錠と連動

なし

○エンジンスイッ
チと連動

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキー連動開閉機能※ なし あり ○

ワイヤレスリモコン連動開閉機能※ なし あり ○

ワイヤレスリモコン連動開閉作動の
合図（ブザー）

あり なし ○

A B C

A B C

A B C

A B C
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ムーンルーフ（ P.158）

ランプ（ P.196）

ランプ自動点灯・消灯システム（ P.196）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

ワイパー＆ウォッシャー（リヤ）（ P.206）

機能の内容 初期設定 変更後

ドアキー連動作動時の開閉部位 スライドのみ チルトのみ ○

ワイヤレスリモコン連動作動時の開
閉部位

スライドのみ チルトのみ ○

機能の内容 初期設定 変更後

おむかえ照明機能の制御 あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

ライトセンサーの感度調整

（コンライト感度調整）※
より暗い

より明るい

○ ○
明るい

標準

暗い

ランプ消し忘れ防止機能
エンジンスイッ
チをOFF にす

る

運転席ドアを開
ける

○

ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能 あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

バックドア開連動リヤワイパー停止
機能（ P.207）

する しない ○

ウォッシャー液を噴射したときのリ
ヤワイパー作動

する しない ○

リバース連動機能（ P.207） 1 回のみ作動
しない

○
連続作動

A B C

A B C

A B C

A B C
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AHS（アダプティブハイビームシステム）（ P.199）

※ハイビームとロービームの自動切りかえのみ作動します。

ドライブスタートコントロール（ P.175）

※“なし”に変更しても、エンジンスイッチを ON にするたびに“あり”にもどり
ます。

PCS（プリクラッシュセーフティ）（ P.215）

※エンジンスイッチをON にすると設定を「なし」にしても「あり」に戻ります。

機能の内容 初期設定 変更後

アダプティブハイビームシステム あり なし※ ○

前方車両と遮光ハイビームとの間隔 広い
狭い

○
普通

車速に応じた、ハイビームの明るさ
と照らす範囲の調整

約 15km/h から
作動

約 30km/h から
作動

○
約 40km/h から

作動

カーブを走行しているとき、進行方
向側のハイビームを明るく照らす

あり なし ○

先行車との距離に応じた、ロービー
ムの照らす範囲の調整

あり なし ○

雨天時用のハイビーム配光制御 あり なし ○

市街地用の配光制御 あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

後退速度の抑制制御 あり なし※ ○

機能の内容 カスタマイズ設定

PCS（プリクラッシュセーフティ）

機能※
あり／なし ○

警報感度 早い／中間／遅い ○

A B C

A B C

A B C
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LTA（レーントレーシングアシスト）（ P.225）

RSA（ロードサインアシスト）（ P.234）

レーダークルーズコントロール（全車速追従機能付き）（ P.237）

先行車発進告知機能（ P.249）

機能の内容 カスタマイズ設定

車線維持支援機能（センタートレー
ス）

あり／なし ○

警報手段 ハンドルの振動／警報ブザー ○

警報感度 高／普通 ○

ふらつき検知 あり／なし ○

ふらつき検知感度 高／普通／低 ○

機能の内容 カスタマイズ設定

RSA（ロードサインアシスト）機能 あり／なし ○

制限速度超過告知
告知表示のみ／告知表示とブザー

／なし
○

制限速度超過の告知車速 2km/h ／ 5km/h ／ 10km/h ○

追い越し禁止告知
告知表示のみ／告知表示とブザー

／なし
○

その他の告知（進入禁止告知）
告知表示のみ／告知表示とブザー

／なし
○

機能の内容 カスタマイズ設定

カーブ速度抑制機能の車速抑制 強／弱／なし ○

通信利用型レーダークルーズコント
ロール

あり／なし ○

機能の内容 カスタマイズ設定

先行車発進告知機能 あり／なし ○

告知距離 近い／中間／遠い ○

A B C

A B C

A B C

A B C
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ITS Connect（ P.256）

※機能についての詳しい説明は P.256 を参照してください

BSM（ブラインドスポットモニター）（ P.263）

※“死角領域の車両のみ検知”を選択すると、停車中の検知機能は OFF になります。

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）（ P.276）

クリアランスソナー（ P.270）

機能の内容※ 初期設定 変更後

信号情報の表示 あり なし ○

道路環境情報の表示 あり なし ○

緊急車両存在通知 あり なし ○

通知感度 高 低 ○

機能の内容 初期設定 変更後

ブラインドスポットモニター機能 あり なし ○

ドアミラーインジケーターの明るさ 明るい 暗い ○

接近車両を知らせるタイミング（感
度）

普通

早い

○
遅い

死角領域の車両

のみ検知※

機能の内容 初期設定 変更後

RCTA（リヤクロストラフィックア
ラート）機能

あり なし ○

ブザー音量 レベル 2
レベル 1

○
レベル 3

機能の内容 初期設定 変更後

クリアランスソナー機能 あり なし ○

ブザー音量 レベル 2
レベル 1

○
レベル 3

A B C

A B C

A B C

A B C



549

8

8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

PKSB（パーキングサポートブレーキ）（ P.284）

RCD（リヤカメラディテクション）（ P.281）

マルチテレインモニター（ P.341）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

エアコン（ P.406）

機能の内容 初期設定 変更後

PKSB（パーキングサポートブレー
キ）機能

あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

RCD（リヤカメラディテクション）
機能

あり なし ○

ブザー音量 レベル 2
レベル 1

○
レベル 3

機能の内容 初期設定 変更後

コーナリングビュー※ あり なし ○

床下透過の映像表示※ あり なし ○

クリアランスソナーの 3D表示※ あり なし ○

クリアランスソナーのフロントセン

ターの検知距離※
近い 標準 ○

クリアランスソナーのリヤセンター

の検知距離※
近い 標準 ○

ボディーカラー※ カラー 1 カラー 2～ 8 ○

カメラ映像自動オフ※ あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

AUTOスイッチがONのとき、連動
して外気導入と内気循環を自動的に

切りかえる※
する しない ○ ○

A B C

A B C

A B C

A B C
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※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

シートヒーター／シートベンチレーター（ P.418）

※シートヒーターのみマイセッティングと連動して設定が変更されます。

ステアリングヒーター（ P.418）

※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

イルミネーション（ P.422）

AUTO スイッチをONにしたとき、
A/C スイッチが連動してONになる
※

する しない ○ ○

排ガスセンサー感度調節※ 標準 -3 ～ 3 ○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

運転席シートヒーター／ベンチレー
ター AUTO モード時の温度または風

量調整※
標準

-2（涼しめ）～
2（暖かめ）

○ ○

助手席シートヒーター／ベンチレー
ター AUTO モード時の温度または風

量調整※
標準

-2（涼しめ）～
2（暖かめ）

○ ○

左側リヤシートヒーター／ベンチ
レーター AUTO モード時の温度また
は風量調整

標準
-2（涼しめ）～
2（暖かめ）

○ ○

右側リヤシートヒーター／ベンチ
レーター AUTO モード時の温度また
は風量調整

標準
-2（涼しめ）～
2（暖かめ）

○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

ステアリングヒーター AUTOモード

時の温度調整※
標準

-2（低め）～ 2
（高め）

○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

室内灯の消灯までの時間※ 15 秒

OFF

○ ○7.5 秒

30 秒

機能の内容 初期設定 変更後 A B C

A B C

A B C

A B C
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エンジンスイッチ OFF 後の室内灯自
動点灯機能

あり なし ○

電子キーを携帯して車両に近付いた
ときの室内灯自動点灯

あり なし ○

ドアを解錠したときの室内灯自動点
灯

あり なし ○

ドアトリムオーナメント照明、イン
サイドドアハンドル照明、スポット
照明、足元照明、小物入れ照明、
カップホルダーの照度、フロントコ
ンソールボックスランプなどの照明

色※

シルキーホワイ
ト

各照明色

○ ○
カスタム

全てのエリア：ドアトリムオーナメ
ント照明、インサイドドアハンドル
照明、スポット照明、足元照明、小
物入れ照明、カップホルダーの照度、
フロントコンソールボックスランプ

などの照度※

標準 任意の照度 ○ ○

フロント部：フロントドアトリム
オーナメント照明、フロントインサ
イドドアハンドル照明、スポット照

明などの照度※

標準 任意の照度 ○ ○

リヤ部：リヤドアトリムオーナメン
ト照明、リヤインサイドドアハンド

ル照明などの照度※
標準 任意の照度 ○ ○

足元照明の照度※ 標準 任意の照度 ○ ○

ドアミラー照明、サイドステップ照

明の消灯までの時間※
15 秒

OFF

○ ○7.5 秒

30 秒

電子キーを携帯して車両に近付いた
ときのドアミラー照明、サイドス
テップ照明の点灯

あり なし ○

ドアを解錠したときのドアミラー照
明、サイドステップ照明の点灯

あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B C
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※マイセッティングと連動して設定が変更されます。

ドライブモードセレクトスイッチ（ P.357）

指紋認証システム※1（ P.67）

※1設定方法については別冊「マルチメディア取扱説明書」を参照してください。
※2指紋情報を登録していないときは変更することができません。
※3指紋情報を登録すると自動的に“あり”になります。

知識

車両カスタマイズについて

“車速感応オートドアロック”と“シフトレバーをP 以外にしたときの全ドア施錠”
を両方とも“あり”にした場合次のように作動します。

･ シフトレバーを P以外にすると全ドア施錠されます。
･ 全ドア施錠された状態で発進した場合、車速感応オートドアロックは作動しません。
･ 発進前にいずれかのドアロックを解錠してから発進した場合は、車速感応オートドア
ロックが作動します。

スマートエントリー＆スタートシステムが“なし”の場合、“解錠されるドアの選択
”の設定はできません。

解錠後にドアを開けなかったときの自動施錠が作動した合図は、“作動の合図（非常
点滅灯）”・“作動の合図（ブザー音量調整）”の設定に依存します。

ドアを開けたときのドアミラー照明、
サイドステップ照明の点灯

あり なし ○

ドアを施錠して車両から離れたとき
の室内灯自動消灯

あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

カスタムモード時のパワートレーン
制御

Normal
Power

○
Eco

カスタムモード時のステアリング制
御

Normal Sport ○

カスタムモード時のサスペンション
制御

Normal
Sport

○
Comfort

カスタムモード時のエアコン作動 Normal Eco ○

機能の内容 初期設定 変更後

指紋認証システム機能※2 なし※3 あり ○ ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B C

A B C

A B C
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8

8-3. 初期設定
車
両
情
報

8-3. 初期設定

初期設定が必要な項目

次の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあとなどに、
システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

PKSB（パーキングサポート
ブレーキ）

･ バッテリーの充電・交換
後の再接続時

P.288

タイヤ空気圧警報システム

･ タイヤローテーションを
実施したとき

･ タイヤサイズの変更など
により、タイヤの指定空
気圧が変更になったとき
（指定空気圧が複数ある場
合）

･ ID コードの登録を実施し
たとき

P.468, 470

クロールコントロール
（ターンアシスト機能付き）

･ バッテリーを脱着したと
き

P.376

パワーバックドア
･ バッテリーの充電・交換
後の再接続時

P.112

パワーウインドウ
･ 正常に働かないとき

P.155

ムーンルーフ P.159
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こんなときは（症状別さくいん） 
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車から音が鳴ったときは（音さくい
ん） ................................ 558

アルファベット順さくいん .... 560
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556 こんなときは（症状別さくいん）

1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

メカニカルキーをなくした場合、
レクサス販売店でレクサス純正の
新しいメカニカルキーを作ること
ができます。（ P.522）

電子キーをなくすと盗難の危険性
が極めて高くなるため、ただちに
レクサス販売店にご相談くださ
い。（ P.522）

キーの電池が消耗、または電池が
切れていませんか？（ P.477）

エンジンスイッチがONになって
いませんか？
施錠するときは、エンジンスイッ
チをOFF にしてください。
（ P.184）

電子キーを車内に置き忘れていま
せんか？
施錠するときは、電子キーを携帯
していることを確認してくださ
い。

電波状況により、機能が正常に働
いていない可能性があります。 
（ P.119）

チャイルドプロテクターがかかっ
ていませんか？
チャイルドプロテクターがかかっ
ていると車内からは開きません。
いったん車外から開けて、チャイ
ルドプロテクターを解除してくだ
さい。（ P.101）

ブレーキペダルをしっかりと踏み
ながらエンジンスイッチを押して
いますか？（ P.181）

シフトレバーは Pになっています
か？（ P.181）

キーが車内の検知される場所にあ
りますか？（ P.118）

ステアリングロックされていませ
んか？（ P.182）

キーの電池が消耗、または電池が
切れていませんか？
このときは、一時的な方法でエン
ジンをかけることができます。
（ P.523）

バッテリーがあがっていません
か？（ P.524）

指紋認証に成功していますか？
（ P.67）

お困りの際は、レクサス販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこと
を確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

施錠・解錠できない

リヤドアが開かない

故障かな？と思ったら

エンジンがかからない
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エンジンスイッチはON になって
いますか？

エンジンスイッチがON でブレーキを踏
んでも解除できないとき（ P.187）

盗難防止のため、自動的にロック
されます。（ P.182）

ウインドウロックスイッチが押さ
れていませんか？
ウインドウロックスイッチが押さ
れていると、運転席以外のパワー
ウインドウは操作できなくなりま
す。（ P.157）

一定時間 ACCまたはON（エンジ
ンがかかっていない状態）にして
おくと、自動電源OFF 機能が作
動します。（ P.185）

警告音が鳴りだしたときは、「車
から音が鳴ったときは（音さくい
ん）」（ P.558）をご確認くださ
い。

警告灯や警告メッセージが表示さ
れたときは、P.496、505 をご
確認ください。

車を安全な場所に停め、パンクし
たタイヤをスペアタイヤに交換し
てください。（ P.510）

ぬかるみ・砂地・雪道などで動け
なくなったときの脱出方法を試し
てください。（ P.531）

ブレーキペダルを踏んでいても
シフトレバーが P から動かない

エンジンを停止したあとにハン
ドルがまわせなくなった

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

エンジンスイッチが自動的に
OFF になった

警告音・アラーム・ホーンが鳴り
だした

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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1-3. 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

※スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレスリモコンでドア・バッ
クドアを解錠する、またはエンジンス
イッチを ONにするか、エンジンを始
動すると、警報を解除することができ
ます。

次の状況のとき、車の状態や誤操
作などをお知らせするために警告
音が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

解錠したと
き

盗難防止装置
（オートアラーム）

が作動した※
P.63

ドアを開閉
したとき

シフトレバーが P
以外になっている

P.505

盗難防止装置
（オートアラーム）

が作動した※
P.63

エンジンを
停止したと
き

電子キーの電池残
量が少なくなって
いる

P.477

施錠しよう
としたとき
（施錠できな
いとき）

いずれかのドアが
確実に閉まってい
ない

P.118

電子キーを車内に
置き忘れている

P.505

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出したと
き

いずれかのド
ア・バックド
ア・ボンネッ
トが確実に閉
まっていない

P.101

パーキングブ
レーキが解除
されていない

P.501

シートベルト
を着用してい

ない※
P.502

シフトダウン
したとき

シフトダウン
制限をこえて
操作した

P.189

ブレーキペダ
ルを踏んだと
き（きしみや
ひっかき音）

ブレーキパッ
ドが摩耗して
いるおそれが
ある

P.173

先行車に接近
したとき

レーダーク
ルーズコント
ロール（全車
速追従機能付
き）を使用し
ている

P.242

前方の障害物
と衝突しそう
になったとき

PCS（プリク
ラッシュセー
フティ）が作
動した

P.215

車線から逸脱
しそうになっ
たとき

LTA（レーント
レーシングア
シスト）を使
用している

P.228
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※助手席に荷物を置いている場合にもブ
ザーが鳴ることがあります。

制限速度より
一定の速度を
超過したとき RSA（ロード

サインアシス
ト）が作動し
た

P.235はみ出し通行
禁止の道路で
追い越しをか
けたとき

無操作運転が
継続されたと
き

ドライバー異
常時対応シス
テムが作動し
た

P.251

障害物との距
離が近付いた
とき

クリアランス
ソナーが作動
した

P.270

後退時に左右
からの車を検
知したとき

RCTA（リヤク
ロストラ
フィックア
ラート）が作
動した

P.276

状況 原因 詳細

対向車や右折
先の歩行者が
いるときに右
折しようとし
たとき

ITS Connect
が作動した

P.256

左右から交差
点に進入する
車がいるとき
に発進しよう
としたとき

赤信号の交差
点に進入しそ
うになったと
き

緊急車両（救
急車）がサイ
レンを鳴らし
て近辺を走行
しているとき

状況 原因 詳細
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）......................... 406

ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................... 386

AHC
（アクティブハイトコントロール）
....................................... 359

AHS
（アダプティブハイビームシステム）
....................................... 199

AI-SHIFT
（アーティフィカルインテリジェン
スシフト）.......................... 186

AVS
（アダプティブバリアブルサスペン
ションシステム）................. 387

BSM
（ブラインドスポットモニター）263

CRAWL
（クロールコントロール）....... 372

DAC
（ダウンヒルアシストコントロール）
....................................... 380

ECB
（エレクトロニカリーコントロール
ドブレーキシステム）............ 386

EDR
（イベントデータレコーダー）...... 7

EPS
（エレクトリックパワーステアリン
グ）................................... 387

HUD
（ヘッドアップディスプレイ）.... 85

ILSAC CERTIFICATION
（イルサックサーティフィケーショ
ン）................................... 534

ISOFIX
（アイソフィックス／イソフィック

ス）.....................................46

ITS Connect
通信利用型レーダークルーズコント
ロール ...............................244

LED
（ライトエミッティングダイオード）
........................................482

Lexus Safety System +
AHS（アダプティブハイビームシス
テム）.................................199

LTA（レーントレーシングアシス
ト）...................................225

PCS（プリクラッシュセーフティ）
........................................215

RSA（ロードサインアシスト）.234

先行車発進告知機能..............249

ドライバー異常時対応システム251

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）...............237

LTA
（レーントレーシングアシスト）225

MTS
（マルチテレインセレクト）.....377

PCS
（プリクラッシュセーフティ）..215

PKSB
（パーキングサポートブレーキ）284

RCD
（リヤカメラディテクション）..281

RCTA
（リヤクロストラフィックアラート）
........................................276

RSA
（ロードサインアシスト）........234

S-FLOW
フロント席集中送風モード.....411

SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）................................35
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S-VSC
（ステアリングアシステッドビーク
ルスタビリティコントロール）386

TRC
（トラクションコントロール）387, 
531

VDIM
（ビークルダイナミクスインテグレ
イテッドマネージメント）...... 387

VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）................................... 386
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五十音順さくいん

あ

アースポイント（バッテリーあがりの処

置）........................................ 524

アームレスト............................. 452

ITS Connect ............................. 256

アウターミラー（ドアミラー）
BSM .......................................... 263

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 276

運転席ポジションメモリー.............. 161

格納のしかた ............................... 153

操作........................................... 152

ミラーヒーター ............................ 408

リバース連動機能 ......................... 153

アクセサリーコンセント .............. 440

アクセサリーソケット................. 440

アクティブ TRC ......................... 387

アクティブハイトコントロール（AHC）

............................................ 359
乗降モード .................................. 361

アシストグリップ....................... 454

足元照明 .................................. 422

アダプティブハイビームシステム

（AHS）................................... 199

アダプティブバリアブルサスペンション

システム（AVS）...................... 387

アラーム
オートアラーム .............................. 63

音さくいん .................................. 558

警告ブザー .......................... 496, 505

アンチロックブレーキシステム（ABS）

............................................ 386

アンテナ
スマートエントリー＆スタートシステム

.............................................. 118

い

イージークローザー
サイドドア...................................101

バックドア...................................109

イグニッションスイッチ（エンジンス

イッチ）..................................181
エンジンのかけ方..........................181

自動電源OFF 機能.........................185

車両を緊急停止するには .................488

モード切りかえ.............................184

位置交換（タイヤローテーション）..467

イベントデータレコーダー（EDR）.....7

イモビライザーシステム.................62

イルミネーテッドエントリーシステム

.............................................424

インサイドハンドル照明...............422

インジケーター（表示灯）...............73
エコドライブインジケーター .............88

インストルメントパネル照度調整スイッ

チ............................................78

インテリアランプ .......................424

う

ウインカー（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ....................481

方向指示レバー.............................190

ウインドウ
ウインドシールドデアイサー ...........411

ウォッシャー........................204, 206

パワーウインドウ..........................155

リヤウインドウデフォッガー ...........408

ウインドウロックスイッチ............157

ウインドシールドデアイサー.........411

ウォーニングランプ（警告灯）.72, 496

ウォッシャー
液の補充......................................466

スイッチ..............................204, 206
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タンク容量 .................................. 537

冬の前の準備・点検....................... 394

動けなくなったときは（スタック）. 531

雨滴感知式ワイパー.................... 204

運転
雨の日の運転 ............................... 170

運転を補助する装置....................... 386

寒冷時の運転 ............................... 394

正しい運転姿勢 .............................. 29

手順........................................... 170

運転支援機能情報表示................... 82

運転席シートベルト非着用警告灯... 502

運転席シートポジションメモリー... 161

え

エアコン .................................. 406
エコ空調モード ............................ 408

曇り取り（フロントガラス）............ 408

曇り取り（リヤウインドウ）............ 408

「ナノイー X」................................ 409

フィルターの交換 ......................... 476

フロントオートエアコン................. 406

フロント席集中送風モード（S-FLOW）

.............................................. 411

リヤオートエアコン....................... 414

エアコン・デフォッガー .............. 408

エアバッグ
SRS エアバッグ警告灯................... 497

改造・廃棄 .................................... 42

作動条件 ....................................... 37

正しい姿勢 .................................... 29

配置............................................. 35

エコドライブインジケーター .... 81, 88

エコドライブインジケーターランプ.. 81

S-FLOW .................................. 411

LED デイタイムランニングランプ.. 197

エレクトリックパワーステアリング

（EPS）....................................387
パワーステアリング警告灯 ..............497

エレクトロニカリーコントロールドブ

レーキシステム（ECB）..............386

エンジン
エンジンイモビライザーシステム........62

エンジンが始動できない .................520

エンジン警告灯.............................497

エンジンスイッチ（イグニッション）.181

エンジンの始動方法 .......................181

エンジンルームカバー ....................464

エンジンを停止する前に .................171

オーバーヒート.............................528

緊急時の停止方法..........................488

タコメーター..................................76

フューエルポンプシャットオフシステム

...............................................495

ボンネット...................................463

エンジンオイル
冬の前の準備・点検 .......................394

メンテナンスデータ .......................534

油圧警告灯...................................496

容量 ...........................................534

エンジン回転計（タコメーター）.......76

エンジンスイッチ（イグニッションス

イッチ）..................................181
エンジンのかけ方..........................181

自動電源OFF 機能.........................185

車両を緊急停止するには .................488

照明 ...........................................422

モード切りかえ.............................184

エンジンフード（ボンネット）
開け方.........................................463

警告音.........................................101

エンジンルーム
エンジンルームカバー ....................464

エンジンルームから蒸気が出ている...528
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お

オイル（エンジンオイル）............. 534

オーディオシステム連携表示 .......... 82

オートアラーム............................ 63

オートエアコン.................. 406, 414

オートドアロック・アンロック機能 102

オートマチックトランスミッション 186

オートレベリングシステム（ヘッドラン

プ）........................................ 198

オーバーヒート.......................... 528

オープナー
給油扉........................................ 209

バックドア .................................. 104

ボンネット .................................. 463

オープントレイ.......................... 433

おくだけ充電（ワイヤレス充電器）. 445

お子さまを乗せるとき
ウインドウロックスイッチ.............. 157

お子さまの安全のために................... 45

シートベルトの着用......................... 32

ステアリングヒーター／シートヒーターに

関する警告................................ 418

チャイルドシート ........................... 46

チャイルドシートの取り付け............. 46

チャイルドプロテクター................. 101

発炎筒の取り扱いに関する警告........ 488

バックドアに関する警告................. 103

バッテリーに関する警告................. 527

パワーウインドウに関する警告........ 156

ムーンルーフに関する警告.............. 159

オドメーター
ODO TRIP スイッチ........................ 78

表示項目 ....................................... 76

か

カーゴフック............................. 434

カーテンシールドエアバッグ .......... 35

カードキー ..................................92

カードホルダー ..........................432

カーペット
洗浄 ...........................................460

フロアマットの取り付け方 ................28

外気温度表示 ...............................76

外装の電球（バルブ）
交換要領......................................481

ワット数......................................538

買い物フック .............................435

カスタマイズ機能 .......................539

型式.........................................538

カップホルダー ..........................431

カメラ
前方カメラ...................................210

デジタルインナーミラー .................148

ガラスの曇り取り
フロントウインドウガラス ..............408

リヤウインドウガラス ....................408

冠水路走行 ................................175

寒冷時の運転 .............................394

き

キー
エンジンが始動できない .................520

カードキー.....................................92

キーナンバープレート ......................92

キーの構成.....................................92

キーレスエントリー .................95, 118

キーをなくした.............................522

正常に働かない.............................522

施錠・解錠ができない ....................523

電子キー........................................92

電池が切れた........................477, 522

メカニカルキー...............................95

ワイヤレスリモコン .........................95

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム
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.............................................. 118

ワイヤレスドアロック...................... 95

きしみやひっかき音が聞こえる（ブレー

キパッドウェアインジケーター）.. 173

キックセンサー.................. 106, 107

給油
給油のしかた ............................... 208

メンテナンスデータ....................... 534

緊急時シートベルト固定機構 .......... 32

緊急始動機能............................. 521

緊急時の対処
エンジンが始動できない................. 520

オーバーヒートした....................... 528

キーの電池が切れた............... 477, 522

キーをなくした ............................ 522

警告灯がついた ............................ 496

警告メッセージが表示された........... 505

けん引........................................ 491

故障したときは ............................ 486

車両を緊急停止する....................... 488

水没・冠水したときは.................... 489

スタックした ............................... 531

電子キー、または指紋認証システムが正常

に働かない................................ 522

発炎筒........................................ 487

バッテリーがあがった.................... 524

パンクした .................................. 510

緊急ブレーキシグナル................. 387

く

空気圧（タイヤ）........................ 537
タイヤ空気圧警報システム.............. 468

メンテナンスデータ....................... 537

クールボックス.......................... 439

区間距離計（トリップメーター）
ODO TRIP スイッチ........................ 78

表示項目 ....................................... 76

曇り取り
フロントガラス.............................408

ミラーヒーター.............................408

リヤウインドウデフォッガー ...........408

クラクション（ホーン）................143

クリアランスソナー ....................270
操作 ...........................................270

クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ......................................196

電球（バルブ）の交換 ....................481

クリップ
フロアマット..................................28

クルーズコントロール
警告メッセージ.............................508

レーダークルーズコントロール（全車速追

従機能付き）...............................237

グローブボックス .......................429

グローブボックスランプ...............429

クロールコントロール..................372

け

警音器（ホーン）.........................143

計器類（メーター）
マルチインフォメーションディスプレイ79

メーター........................................76

警告灯........................................72
ABS＆ブレーキアシスト.................497

LTA 表示灯 ..................................498

PCS ...........................................498

PKSB OFF 表示灯 .........................499

SRSエアバッグ ............................497

RCTA OFF 表示灯 .........................498

RCD OFF 表示灯...........................499

L4 作動表示灯..............................500

エンジン......................................497

クリアランスソナーOFF 表示灯 .......499

高水温.........................................497

シートベルト非着用 .......................502
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充電........................................... 496

スリップ表示灯 ............................ 500

センターデフロック作動表示灯........ 501

タイヤ空気圧 ............................... 502

ドライブスタートコントロール........ 500

燃料残量 ..................................... 502

パーキングブレーキ表示灯.............. 501

パワーステアリング....................... 497

BSM OFF 表示灯.......................... 498

プリテンショナー ......................... 497

ブレーキ ..................................... 496

ブレーキオーバーライドシステム ..... 500

ブレーキホールド作動表示灯........... 501

フロントデフロック作動表示灯........ 501

ペダル誤操作 ............................... 500

油圧........................................... 496

リヤデフロック作動表示灯.............. 501

警告ブザー
RCD（リヤカメラディテクション）... 499

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 498

LTA（レーントレーシングアシスト）. 498

クリアランスソナー............... 275, 499

高水温........................................ 497

シートベルト非着用....................... 502

シフトダウン制限 ......................... 189

車線逸脱警報 ............................... 228

充電........................................... 496

衝突警報 ..................................... 215

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）.......................................... 242

手放し運転警告（LTA) ................... 233

ドライブスタートコントロール........ 500

パーキングブレーキ未解除走行時 ..... 192

半ドア.......................................... 99

半ドア走行 .................................. 101

BSM（ブラインドスポットモニター）498

PKSB（パーキングサポートブレーキ）499

PCS（プリクラッシュセーフティ）....498

ブレーキ......................................496

ブレーキオーバーライドシステム......500

ブレーキホールド..........................501

ペダル誤操作................................500

ボンネット開................................101

油圧 ...........................................496

リバース......................................186

警告メッセージ ..........................505

化粧ミラー（バニティミラー）.......440

けん引
けん引のしかた.............................491

トレーラーのけん引 .......................178

フック.........................................492

こ

交換
エアコンフィルター .......................476

キーの電池...................................477

スペアタイヤ................................510

電球（バルブ）..............................481

ヒューズ......................................479

工具（ツール）............................510

降車オートロック機能....................97

航続可能距離 .........................80, 89

後退速度の抑制制御（ドライブスタート

コントロール）..........................175

後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換 ....................481

コートフック .............................454

コーナリングランプ ....................198
電球（バルブ）の交換 ....................481

子供専用シート
選択方法........................................46

取り付け方.....................................47

小物入れ...................................433

コンソールボックス ....................429
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コンライト（自動点灯・消灯装置）. 196

さ

サードシート
格納........................................... 133

調整........................................... 127

ヘッドレスト ............................... 140

サイドエアバッグ......................... 35

サイド方向指示灯
電球（バルブ）の交換.................... 481

方向指示レバー ............................ 190

サイドミラー（ドアミラー）
BSM .......................................... 263

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

.............................................. 276

格納のしかた ............................... 153

操作........................................... 152

ポジションメモリー....................... 161

ミラーヒーター ............................ 408

リバース連動機能 ......................... 153

サスペンションコントロール（PCS）

............................................ 216

三角表示板（停止表示板）............. 486

サンシェード
リヤドア ..................................... 453

ルーフ........................................ 158

サンバイザー............................. 440

し

シート ..................... 123, 127, 136
シートヒーター ............................ 418

シートベンチレーター.................... 418

正しい運転姿勢 .............................. 29

チャイルドシート ........................... 46

調整........................... 123, 127, 137

手入れ........................................ 460

ドライビングポジションメモリー ..... 161

パワーイージーアクセスシステム......161

ヘッドレスト................................140

ポジションメモリー .......................165

メモリーコール機能 .......................163

リヤシートリラクゼーションシステム138

シートヒーター ..........................418

シートベルト
お子さまの着用.........................31, 32

緊急時シートベルト固定機構 .............32

高さ調節........................................33

正しく着用するには .........................32

着け方・はずし方............................32

手入れ.........................................460

妊娠中の方の着用............................31

非着用警告灯................................502

シートベルト非着用警告灯............502

シートベルトプリテンショナー
機能 .............................................33

プリテンショナー警告灯 .................497

シートベンチレーター..................418

シートポジションメモリー....161, 165

G モニター................................398

室内灯（インテリアランプ）..........422

始動後走行距離 ............................80

始動のしかた .............................181

シフトポジション .......................186

シフトレバー
シフトポジションの切りかえ ...........186

シフトレンジの切りかえ .........188, 189

シフトロックシステム（解除ボタン）.187

操作 ...........................................187

リバース警告ブザー .......................186

シフトレバーがシフトできないときは

.............................................187

シフトロックシステム..................187

指紋認証システム .........................67

ジャッキ
車載ジャッキ................................510



568 五十音順さくいん

ジャッキハンドル....................... 512

車幅灯
電球（バルブ）の交換.................... 481

ランプスイッチ ............................ 196

車両型式 .................................. 538

車両仕様（スペック）.................. 534

車両データの記録........................... 7

車両を緊急停止するには .............. 488

充電用 USB端子........................ 442

収納装備 .................................. 427

瞬間燃費 .............................. 80, 89

仕様（車両仕様）........................ 538

衝撃感知ドアロック解除システム..... 98

乗降モード................................ 361

初期化
クロールコントロール（ターンアシスト機

能付き）.................................... 376

タイヤ空気圧警報システム.............. 470

パーキングサポートブレーキ........... 288

パワーウインドウ ......................... 155

パワーバックドア ......................... 112

ムーンルーフ ............................... 159

初期設定 .................................. 553

助手席シートベルト非着用警告灯... 502

侵入センサー（オートアラーム）...... 65

す

水温計 ....................................... 76

スイッチ
DAC/CRAWL ....................... 373, 380

DRIVE MODE .............................. 357

LTA ........................................... 230

MODE SELECT.... 357, 373, 377, 380

MTS .......................................... 377

ODO TRIP..................................... 78

TRC OFF .................................... 388

VIEW.......................................... 300

VSC OFF .................................... 388

イグニッション.............................181

インストルメントパネル照度調整........78

ウインドウロック..........................157

ウォッシャー........................204, 206

AHS（アダプティブハイビームシステム）

...............................................200

エンジン......................................181

おくだけ充電................................445

シート調整...........................123, 127

シートヒーター.............................418

シートベンチレーター ....................418

シートポジションメモリー ..............161

車間距離切りかえ（レーダークルーズコン

トロール）..................................237

車高切りかえスイッチ ....................359

侵入・傾斜センサーOFF...................65

ステアリングヒーター ....................418

センターデフロック .......................367

ターンアシスト.............................373

タイヤ空気圧警報リセット ..............470

デジタルインナーミラー .................145

ドアミラー...................................152

ドアロック...................................100

ドライビングポジションメモリー......161

ドライブモードセレクト .................357

トランスファー.............................366

パーキングブレーキ .......................190

ハザードランプ.............................487

バックドアオープン .......................105

パドルシフト........................188, 189

パワーウインドウ..........................155

パワーバックドア..........................104

ハンドルの位置調整 .......................143

非常点滅灯（ハザードランプ）..........487

フォグランプ................................203

ブレーキホールド..........................193

フロントデフロック .......................369

フロントワイパーデアイサー ...........411
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方向指示レバー ............................ 190

ホーン（警音器）........................... 143

ムーンルーフ ............................... 158

メーター操作 ................................. 80

ランプ........................................ 196

リセット（タイヤ空気圧警報システム）

.............................................. 470

リヤウインドウデフォッガー........... 408

レーダークルーズコントロール........ 237

ワイパー ............................. 204, 206

ワイヤレス充電器（おくだけ充電）.... 445

スタック .................................. 531

ステアリングアシステッドビークルスタ

ビリティコントロール（S-VSC）.. 386

ステアリングヒーター................. 418

ステアリングホイール（ハンドル）
位置調整 ..................................... 143

運転席ポジションメモリー.............. 161

ステアリングヒーター.................... 418

パワーイージーアクセスシステム ..... 161

メーター操作スイッチ...................... 80

ステアリングロック.................... 182

ストップランプ（制動灯）
緊急ブレーキシグナル.................... 387

電球（バルブ）の交換.................... 481

スノータイヤ（冬用タイヤ）.......... 394

スピードメーター......................... 76

スペアタイヤ
空気圧................................ 466, 537

交換方法 ..................................... 510

スペック（車両仕様）.................. 534

スマートエントリー＆スタートシステム
アンテナの位置 ............................ 118

エンジンの始動 ............................ 181

カスタマイズ設定 ......................... 539

緊急始動機能 ............................... 521

警告ブザー .................................. 118

警告メッセージ ............................ 118

作動範囲......................................118

正常に働かないとき .......................522

節電機能......................................119

電波がおよぼす影響について ...........122

ドアの解錠・施錠....................97, 104

バックドアの解錠・施錠 .................104

スモールランプ（車幅灯）
電球（バルブ）の交換 ....................481

ランプスイッチ.............................196

スリップ表示灯 ..........................388

せ

清掃.................................456, 460
アルミホイール.............................457

外装 ...........................................456

シートベルト................................460

内装 ...........................................460

レーダーセンサー..................210, 264

制動灯
緊急ブレーキシグナル ....................387

電球（バルブ）の交換 ....................481

セカンダリーコリジョンブレーキ...387

セカンドシート
格納 ...........................................128

サードシートへの乗り降り ..............128

シートヒーター.............................419

シートベンチレーター ....................420

調整 ...........................................127

ヘッドレスト................................140

積算距離計（オドメーター）
ODO TRIP スイッチ.........................78

表示項目........................................76

セキュリティインジケーター.....62, 63

接近警報（後方車両）...................387

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）........................................242

先行車発進告知機能 ....................249
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センサー
LTA ........................................... 225

雨滴感知センサー ......................... 205

キックセンサー .................... 106, 107

侵入・傾斜センサー......................... 65

デジタルインナーミラー................. 147

パワーバックドア ......................... 109

ライトセンサー ............................ 197

レーダーセンサー ................. 210, 264

洗車 ........................................ 456

前照灯（ヘッドランプ）................ 196
オートレベリングシステム.............. 198

電球（バルブ）の交換.................... 481

ライトセンサー ............................ 197

ランプ消し忘れ防止機能................. 197

ランプスイッチ ............................ 196

センターデフロック.................... 367

そ

走行時間 .................................... 80

走行情報表示............................... 80

走行モード（ドライブモード）....... 357

送信機（タイヤ空気圧警報システム）

............................................ 468

速度計（スピードメーター）............ 76

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）

............................................ 190
電球（バルブ）の交換.................... 481

方向指示レバー ............................ 190

タイヤ
空気圧................................ 475, 537

交換................................... 467, 510

締め付けトルク .................... 517, 537

タイヤ空気圧警告灯....................... 502

チェーン ..................................... 394

点検 ...........................................466

パンクしたときは..........................510

冬用タイヤ...................................394

ホイールサイズ.............................537

ローテーション（位置交換）.............467

タイヤが空まわりする（スタックした）

.............................................531

タイヤ空気圧警報システム
ID コードの登録・選択 ...................472

機能について................................468

空気圧バルブ／送信機について.........470

空気圧表示画面.............................468

初期化.........................................470

タイヤ空気圧警告灯 .......................502

タイヤチェーン ..........................394

ダウンヒルアシストコントロールシステ

ム..........................................380

タコメーター ...............................76

ち

チェーン（タイヤチェーン）..........394

チャイルドシート .........................46
ISOFIX ロアアンカレッジでの取り付け.58

シートベルトでの固定 ......................56

助手席にチャイルドシートを取り付けると

き ..............................................47

選択方法........................................46

トップテザーアンカレッジ ................60

チャイルドプロテクター...............101

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）
警告灯.........................................501

警告メッセージ.............................192

操作 ...........................................190

冬季の注意...................................396

パーキングブレーキ表示灯 ..............501

未解除走行時警告ブザー .................192
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つ

通信利用型レーダークルーズコントロー

ル ......................................... 244

ツール（工具）........................... 510

て

提案サービス機能......................... 83

ディスプレイ
フロントマルチオペレーションパネル398

ヘッドアップディスプレイ................ 85

マルチインフォメーションディスプレイ79

リヤマルチオペレーションパネル ..... 401

ディファレンシャル.................... 536

手入れ
アルミホイール ............................ 457

外装........................................... 456

シートベルト ............................... 460

デジタルインナーミラー................. 148

内装........................................... 460

レーダーセンサー ................. 210, 264

テールランプ（尾灯）
電球（バルブ）の交換.................... 481

ランプスイッチ ............................ 196

デジタルインナーミラー .............. 144

デッキボード............................. 435

デフォッガー（リヤウインドウデフォッ

ガー）..................................... 408

電圧計 ....................................... 76

電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）.................. 481

ワット数 ..................................... 538

点検基準値（メンテナンスデータ）. 534

電子キー ............................ 92, 477
作動範囲 ..................................... 118

正常に働かないとき....................... 522

節電機能 ..................................... 119

電池が切れた ....................... 477, 522

電池交換（キー）.........................477

と

ドア...........................................97
イージークローザー ...............101, 109

オートドアロック・アンロック機能...102

降車オートロック機能 ......................97

衝撃感知ドアロック解除システム........98

スマートエントリー＆スタートシステム

...............................................118

チャイルドプロテクター .................101

ドアガラス...................................155

ドアロックスイッチ .......................100

ドアロックボタン..........................100

バックドア...................................103

ワイヤレスリモコン .........................97

ドアカーテシランプ
位置 ...........................................422

ドアミラー
BSM...........................................263

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）

...............................................276

格納のしかた................................153

操作 ...........................................152

ミラーヒーター.............................408

リバース連動機能..........................153

ドアミラー足元照明
電球（バルブ）の交換 ....................481

盗難防止装置
エンジンイモビライザーシステム........62

オートアラーム...............................63

指紋認証システム............................67

読書灯......................................425

時計...........................................76

トップテザーアンカレッジ..............60

トノカバー ........................436, 437

ドライバー異常時対応システム......251
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ドライビングポジションメモリー
ポジションメモリー....................... 161

メモリーコール機能....................... 163

ドライブスタートコントロール
急発進の抑制制御 ......................... 175

後退速度の抑制制御....................... 176

ドライブモードセレクトスイッチ... 357

トラクションコントロール（TRC）. 387

トランスミッション
シフトダウン制限警告ブザー........... 189

操作........................................... 186

パドルシフトスイッチ............ 188, 189

メンテナンスデータ....................... 535

トリップメーター
ODO TRIP スイッチ........................ 78

表示項目 ....................................... 76

トレーラースウェイコントロール... 387

な

内装
収納装備 ..................................... 427

手入れ........................................ 460

「ナノイー X」............................. 409

ナビゲーションシステム連携表示..... 82

に

ニーエアバッグ............................ 35

荷物
カーゴフック ............................... 434

買い物フック ............................... 435

積むときの注意 ............................ 177

荷室内装備 .................................. 434

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.... 531

ね

燃費
瞬間燃費..................................80, 89

平均燃費..................................80, 89

燃費画面.....................................89

燃料
給油 ...........................................208

種類 ...........................................534

燃料残量警告灯.............................502

フューエルポンプシャットオフシステム

...............................................495

容量 ...........................................534

燃料計........................................76

は

パーキングサポートブレーキ（PKSB）

.............................................284
警告メッセージ.............................288

操作 ...........................................285

パーキングサポートブレーキ（後方車両）

.............................................292

パーキングサポートブレーキ（後方歩行

者）........................................294

パーキングサポートブレーキ（前後方静

止物）.....................................289

パーキングブレーキ
操作 ...........................................190

冬季の注意...................................396

パーキングブレーキ表示灯 ..............501

ブレーキ警告灯.............................496

未解除走行時警告ブザー .................192

パーソナルランプ .......................425

排気ガス.....................................44

ハイビーム（ヘッドランプ）..........196
AHS（アダプティブハイビームシステム）

...............................................199

電球（バルブ）の交換 ....................481
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ランプスイッチ ............................ 196

ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換.................... 481

ハザードランプ（非常点滅灯）....... 487
スイッチ ..................................... 487

電球（バルブ）の交換.................... 481

挟み込み防止機能
パワーウインドウ ......................... 155

パワーバックドア ......................... 109

フロントシート ............................ 123

ムーンルーフ ............................... 158

発炎筒 ..................................... 487

バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換.................... 481

バックドア................................ 103
イージークローザー....................... 109

オープンスイッチ ......................... 105

キックセンサー .................... 106, 107

バックドアハンドル....................... 106

パワーバックドア ......................... 104

ハンズフリーパワーバックドア 106, 107

バッテリー
警告灯........................................ 496

バッテリーがあがった.................... 524

バッテリーを交換するとき.............. 526

パドルシフトスイッチ......... 188, 189

バニティ（化粧用）ミラー ........... 440

バニティミラーランプ
装備について ............................... 440

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）............... 481

ワット数 ..................................... 538

パワーイージーアクセスシステム... 161

パワーウインドウ
ウインドウロックスイッチ.............. 157

閉めることができないときは........... 155

初期化........................................ 155

操作........................................... 155

ドアロック連動ドアガラス開閉機能...156

挟み込み防止機能..........................155

巻き込み防止機能..........................155

パワーステアリング
警告灯.........................................497

パワーバックドア .......................104

パンクした
スペアタイヤ装着車 .......................510

タイヤ空気圧警告灯 .......................502

番号灯（ライセンスプレートランプ）
電球（バルブ）の交換 ....................481

ランプスイッチ.............................196

ハンズフリーパワーバックドア....106, 

107

ハンドル（ステアリングホイール）
位置調整......................................143

運転席ポジションメモリー ..............161

ステアリングヒーター ....................418

パワーイージーアクセスシステム......161

メーター操作スイッチ ......................80

ひ

ビークルスタビリティコントロール

（VSC）....................................386

ビークルダイナミクスインテグレイテッ

ドマネージメント（VDIM）..........387

PKSB
後方車両......................................292

後方歩行者...................................294

前後方静止物................................289

ヒーター
オートエアコン.............................406

シートヒーター.............................418

ステアリングヒーター ....................418

ミラーヒーター.............................408

リヤオートエアコン .......................414

非常点滅灯（ハザードランプ）.......487
スイッチ......................................487
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電球（バルブ）の交換.................... 481

尾灯（テールランプ）
電球（バルブ）の交換.................... 481

ランプスイッチ ............................ 196

ヒューズ .................................. 479

表示灯 ....................................... 73

日よけ（サンバイザー）................ 440

ヒルスタートアシストコントロール 387

ふ

ブースターケーブルのつなぎ方 ..... 524

フォグランプ
スイッチ ..................................... 203

電球（バルブ）の交換.................... 481

ブザー
BSM .......................................... 263

PKSB ......................................... 286

RCTA ......................................... 276

LTA（レーントレーシングアシスト）. 498

音さくいん .................................. 558

クリアランスソナー....................... 275

高水温........................................ 497

シートベルト非着用警告................. 502

シフトダウン制限 ......................... 189

車線逸脱警報 ............................... 228

充電........................................... 496

衝突警報 ..................................... 215

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）.......................................... 242

手放し運転警告（LTA) ................... 233

ドライブスタートコントロール........ 500

パーキングブレーキ未解除走行時警告192

半ドア........................................ 101

半ドア警告 ............................ 99, 118

PCS（プリクラッシュセーフティ）.... 498

ブレーキ ..................................... 496

ブレーキオーバーライドシステム ..... 500

ブレーキホールド ......................... 501

油圧 ...........................................496

リバース警告................................186

フック
カーゴフック................................434

買い物フック................................435

けん引フック................................492

コートフック................................454

フロアマット固定フック ...................28

フューエルポンプシャットオフシステム

.............................................495

フューエルメーター（燃料計）.........76

フューエルリッド（給油口）
給油のしかた................................208

冬の前の準備（寒冷時の運転）.......394

冬用タイヤ ................................394

ブラインドスポットモニター（BSM）

.............................................263

プリクラッシュセーフティ（PCS）
PCS 警告灯..................................498

機能 ...........................................215

ブレーキ
緊急ブレーキシグナル ....................387

警告灯.........................................496

パーキングブレーキ .......................190

ブレーキホールド..........................193

メンテナンスデータ .......................537

ブレーキアシスト .......................386
ABS＆ブレーキアシスト警告灯........497

ブレーキ付近からキーキー音が聞こえる

.............................................173

ブレーキフルード .......................537

ブレーキホールド .......................193

フロアマット ...............................28

フロントシート
シートヒーター.............................418

シートベンチレーター ....................418

シートポジションメモリー ..............161

正しい運転姿勢...............................29
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調整........................................... 123

手入れ........................................ 460

ドライビングポジションメモリー ..... 161

パワーイージーアクセスシステム ..... 161

ヘッドレスト ............................... 140

メモリーコール機能....................... 161

フロントデフロック.................... 369

フロントフォグランプ
スイッチ ..................................... 203

電球（バルブ）の交換.................... 481

フロント方向指示灯
電球（バルブ）の交換.................... 481

方向指示レバー ............................ 190

フロントマルチオペレーションパネル

............................................ 398

へ

平均車速 .............................. 80, 89

平均燃費 .............................. 80, 89

ヘッドアップディスプレイ ............. 85
運転支援システム表示...................... 87

エコドライブインジケーター............. 88

設定............................................. 86

割り込み表示 ................................. 87

ヘッドランプ
クリーナー .................................. 204

電球（バルブ）の交換.................... 481

ライトセンサー ............................ 197

ランプ消し忘れ防止機能................. 197

ランプスイッチ ............................ 196

ヘッドランプオートレベリングシステム

............................................ 198

ヘッドレスト............................. 140

ベンチレーター（シートベンチレーター）

............................................ 418

ほ

ホイール
交換（タイヤ）..............................510

メンテナンスデータ .......................537

ホイールナットレンチ..................512

方向指示灯
電球（バルブ）の交換 ....................481

方向指示レバー.............................190

ホーン（警音器）.........................143

ポジションメモリー ............161, 165

保証.............................................8

ボトルホルダー ..........................432

ボンネット（エンジンフード）
開け方.........................................463

警告メッセージ.............................101

ま

マイセッティング .......................166

マルチインフォメーションディスプレイ

...............................................79
運転支援機能情報............................82

エコドライブインジケーター .............81

オーディオシステム連携 ...................82

警告メッセージ.............................505

設定 .............................................82

走行情報表示..................................80

タイヤ空気圧................................468

提案サービス機能............................83

ドライブインフォメーション .............80

ナビゲーションシステム連携 .............82

メーター操作スイッチ ......................80

メニューアイコン............................79

割り込み表示..................................79

マルチテレイン ABS....................386

マルチテレインセレクト...............377

マルチテレインモニター
VIEWスイッチ..............................300
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アンダーフロアビュー＆両サイドビューに

ついて...................................... 308

アンダーフロアビュー（後輪）＆両サイド

ビューについて .......................... 311

拡大機能について ......................... 339

シースルービュー／ムービングビューにつ

いて......................................... 320

ドアミラー格納時の表示について ..... 338

バックアンダーフロアビュー＆両サイド

ビューについて .......................... 317

バックビュー＆両サイドビュー／ワイド

バックビュー＆両サイドビューについて

.............................................. 314

パノラミックビュー＆サイドクリアランス

ビュー／コーナリングビューについて

.............................................. 324

パノラミックビュー＆バックビュー／ワイ

ドバックビューについて............... 329

パノラミックビュー＆ワイドフロント

ビューについて .......................... 321

フロントビュー＆両サイドビューについて

.............................................. 306

マルチテレインモニター画面表示条件につ

いて......................................... 300

マルチテレインモニターで表示できる画面

.............................................. 296

マルチテレインモニターについて ..... 296

床下透過映像について.................... 339

み

ミラー
デジタルインナーミラー................. 144

ドアミラー .................................. 152

バニティミラー ............................ 440

ミラーヒーター ............................ 408

む

ムーンルーフ
初期化.........................................159

操作 ...........................................158

ドアロック連動ムーンルーフ開閉機能158

挟み込み防止機能..........................158

め

メーター（計器類）........................76
ODO TRIP スイッチ.........................78

警告灯...................................72, 496

警告メッセージ.............................505

表示灯...........................................73

ヘッドアップディスプレイ ................85

マルチインフォメーションディスプレイ79

メーター
照度調整........................................78

設定 .............................................82

メーター操作スイッチ ......................80

メカニカルキー ............................95

メニューアイコン .........................79

メモリーコール機能 ....................163

メンテナンスデータ ....................534

ゆ

油圧計........................................76

ユーザーカスタマイズ機能............539

雪道ですべって動けない（スタックした）

.............................................531

油脂類......................................534

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
電球（バルブ）の交換 ....................481

ランプスイッチ.............................196

ラゲージルーム ..........................434
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ラゲージルームランプ................. 109

ラジエーター
オーバーヒート ............................ 528

メンテナンスデータ....................... 535

ランプ
インテリアランプ ......................... 422

AHS（アダプティブハイビームシステム）

.............................................. 199

コーナリングランプ....................... 198

室内灯........................................ 422

電球（バルブ）の交換.................... 481

パーソナルランプ ......................... 425

非常点滅灯（ハザードランプ）......... 487

フロントフォグランプ.................... 203

ヘッドランプ（前照灯）.................. 196

方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ

ンカー）.................................... 190

ライトセンサー ............................ 197

ランプ消し忘れ防止機能................. 197

リヤフォグランプ ......................... 203

ワット数 ..................................... 538

ランプ消し忘れ防止機能 .............. 197

り

リバース連動機能....................... 153

リヤアームレスト....................... 452

リヤウインドウデフォッガースイッチ

............................................ 408

リヤエアコン............................. 414

リヤカメラデテクション
警告メッセージ ............................ 282

操作........................................... 281

RCTA（リヤクロストラフィックアラー

ト）........................................ 276

リヤサンシェード....................... 453

リヤシート........................ 127, 136
サードシートの格納....................... 133

調整................................... 127, 136

ポジションメモリー .......................165

リラクゼーションシステム ..............138

リヤシートヒーター ....................418

リヤ席シートベルト非着用警告灯...502

リヤデフロック ..........................371

リヤドアサンシェード..................453

リヤフォグランプ
スイッチ......................................203

電球（バルブ）の交換 ....................481

ワット数......................................538

リヤ方向指示灯 ..........................190
電球（バルブ）の交換 ....................481

方向指示レバー.............................190

リヤマルチオペレーションパネル...401

れ

冷却水
冬の前の準備................................394

メンテナンスデータ .......................535

冷却装置（ラジエーター）
オーバーヒート.............................528

メンテナンスデータ .......................535

レーダークルーズコントロール（全車速

追従機能付き）..........................237
接近警報......................................242

レーダー......................................210

レーントレーシングアシスト（LTA）225
警告メッセージ.............................233

操作 ...........................................230

レクサスクライメイトコンシェルジュ

.............................................405

レバー
シフト.........................................186

ハンドル位置調整..........................143

方向指示......................................190

ボンネット解除.............................463
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ろ

ロードサインアシスト (RSA)........ 234

ロック
ウインドウロック ......................... 157

シフトロック ............................... 187

スマートエントリー＆スタートシステム

.............................................. 118

チャイルドプロテクター................. 101

ドア............................................. 97

バックドア .................................. 103

ワイヤレスリモコン......................... 95

わ

ワイパー &ウォッシャー
ウォッシャー液の補充.................... 466

フロント ..................................... 204

フロントワイパーデアイサー........... 411

リヤ........................................... 206

ワイパーブレード（寒冷地用）....... 395

ワイヤレス充電器（おくだけ充電）. 445

ワイヤレスリモコン
作動の合図 .................................... 98

操作............................................. 95

電池の交換 .................................. 477

半ドア警告ブザー ........................... 99

ワックス .................................. 456

ワット数 .................................. 538

次の装備は、別冊「マルチメディア取
扱説明書」をお読みください。
･ナビゲーション

･オーディオ＆ビジュアル

･音声対話サービス

･ ETC2.0 システム

･ハンズフリー

･ G-Link
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ガソリンスタンドでの情報

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ボンネットフック（ P.463）

パワーバックドアスイッチ（ P.104）

給油口（ P.209）

タイヤ空気圧（ P.537）

給油扉オープナー（ P.209）

ボンネット解除レバー（ P.463）

燃料の容量（参考値） 80L

燃料の種類 P.534

タイヤが冷えているとき
の空気圧

P.537

エンジンオイル容量（参
考値）

P.534

エンジンオイルの種類 P.534

A

B

C

D

E

F
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